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ナナスの 政 推ず 没は クーデ ターじ 化ら や •お 式のに もせよ 合法の お 態 じがて むじれ た。 巧 化 巧 •をが を •が 
官を 等に 巧 〇 •ナチ スの巧 おおが をの 巧 制を をへ ると おじ •巧 前閣 おかみ ホぶ の 化が 巧に 基く 藻 巧’ いながの た 
めの 立を が， 格 巧と 制定 公 ホを おた ので ある。 一九 年 一月の 闲お巧 化が 制な も ホ •巧货 おな を 曲 巧 巧み ホ 
を 的 見地より が 制せん とす るら ので あ 〇 •大巧を 魯 々を備 し 来たれろ 诞曲 おぶ 的 巧の 法 巧 巧を 良 粟し •巧ん-- じ 
を お ホを め 巧 巧を W ホの が戍 をか阁 する もので ホる。 同化 じがび る 巧が め規 巧と 目すべき ものは •生を じめ け 
る按材 •なな 協 話ち 巧 粉を 地ち か會 めを サ をが 巧 等に おする もので もる が •それは をのを じがけ る 巧 多の 
脚 おを おの 制を 公布と 扣 巧って •々巧 2 なにが ける 巧 期の 立を 巧 巧を 完 巧した- 

木进 じ •网 W 々がが 制 法よ 〇 巧おモ 帳の 巧 施じ關 する 巧が じ 至る 一顿の ナナス々 の 立法を がかし， かくて ナ 
チス 々巧な 巧の 內 をを 巧 かじ 甘ん と 試みた もので あり •をれ ら諸 立法の 現 巧 的な 巧 •をの 批巧 等は これを 他 H 
じ 巧した。 本 巧の 巧を は 之を 二な じみち •をの 第一 部を ナチ ス 々化を のが 說じ •第二な シ 々巧を 條 文の 功譯と 
し •巧 じ財錄 として ド ィプ 巧 巧技 お 加盟 貝に おする 方 かを はじ ド ィブ 田 巧め を 化に 曲す るを が 及な みを 加 
へた" 

本 ホは まとして 本# 巧 ホ 巧な 稻 巧き 一一の 執を じわ^り •解を 及びが 义の W 譯を じな ては •巧閣 巧 ホな « 巧义 
♦古が 蠢一邱 巧 社 じ 本を ホ タ巧巧 巧 ま 口 Eg 氏の 巧 力 •巧 巧 じ わ ふところ 大で ホった。 記して 巧 おを お 明ず 
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第ー ナチ スタ 馈 法の 特を 

一九 一一 一六 年 巧 巧を なて. ド イブ じがけ る t , トラー 巧の 獨 をは 巧 w 年 巧を 巧へ る こと、 なつた 〇 # 巧シ巧 巧を な 
言せられ* を 機を ホ へられた にも拘らず •ナナスは ょくを の 王が-をが 持し •を ド イブ じを の 獨を巧 力を 振 ひ •か 
やを の繁 巧を な 巧し つ \ める。 一九 S 五 年 一月 S 十曰ヒ ，トラ— 巧 巧は •お 閒二巧 年紀を HQ 巧說 「ド ィブ 巧 巧 

年 前を のを 巧な 任に 巧し •を ド イブ 巧が じ 巧 約した ド イヴ 闲 巧が 打閒 半が* か 巧 
ごのな を 許 書の 阳 分の 一一 巧 上を 巧み « じ おぶ しにと 巧 ホし こ。 叉 同 か 己 月 二十 六日 か 
でン のち 巧 ライプ チブ fc じ閒 化せられた ド イヴ 巧 働 巧な’ い 乂 み じ 巧し. 巧 じく fc*> 卜 
W がり じがいて ド イブ 闻巧 •特に ド イブ 巧 巧 巧な のた めじ 巧つた の だと 断す し 巧る で 
々薛〇 はない OJ となべ •公 巧と をの 巧 働な 巧を 自 ちして ゐ るので* る〇か おこれら の 
かとする ものに とつて •をの 主、 夕 をな ものと して ホ改 する ことは 不可能な ことで み 

W 民 社を ま 巧々 かホ黨 (Die Kationa 旁 zialistische Deutsche Arbel 巧 rpartc ごた る ナチ K 
巧が をの 黨 として お 生し > その W 巧 化を ホ 巧め なるお 態 じがいて おが のれ ♦ホ お ■共 
巧 ホ義夕 C 巧 かじ 巧 巧し •それらを を 化して 一の 巧た なみ 巧を 閒 巧し •巧 おせしめた とを ふことは •巧 人 A 巧 巧 
すべから ざる 巧 寅と して 認めざる を 巧ないで ♦らぅ。 これは ド イプ 巧® 巧の じかけ る 一大 で ホ 9. 巧いて は 
»】 ナナスみ 麵 なめ# 色 _ 



第-巧 ナ f ス 々働が 解 s こ 
本論の おを にる ド イブ 巧 働 法の 巧 巧 じ おするな 化なる 巧 巧を を ホす る〇 

ナチ ス巧 家の i とすると ころは •晒霎 み 巧阵の 霞、 賣巧 W 租餐 のな ちう と 云 はれ • じ， トラ！ 
巧は- VG 洩巧 じがいて おぇ やち トイ ッ巧幫 S 巧を なす ヮイ T ルる 巧を 巧な 的 •ホ 翼 的を 巧ぶ と 巧ち 
これ li 代 ミ 巧」：- 两荣 巧が S て 於け ぶ 法律 S 制を Q 念 巧な S 二と を力說 お。 かを 二 £ ょ つて 墓せ た 
ると，」 ろは •管 巧 SG ホ累奮 SA と •、 まら ス 化く 民法 •商法 •刑を S 案 法 0 寡た？ とは 論 

ホる i でもない ことで ホる が •一九 一二 w 年 一月の 两民巧 かが お 法の 制を は. この か W 遂 けに 巧才る ホ«シ ••，•せる 

もので ホゥ •巧いて を 巧 下 じ 巧ぐ 失柔 おじ おする 巧 かの 拾與 •巧 巧 力の R み 等を 目的と する た 采ホ濟 を •な 制 巧 

巧 脱 等の 巧 法制 0 毋 巧を ぶる K 至 ミミ ぁ 5。 しか 6 ナナ' < 巧 i ® 法は 苦 お ま 巧* ホ 0 巧ち 巧 ま時閒 せじ 解 

巧の 巧 合を じがけ る 巧！ K にの みと X まら や •進んで そ 菜を のな ま 巧みの お 進 •ま 巧 エ案巧 錫# のが 注 •巧を 巧 同 

« のをが. 巧 化が W 組 維の 巧 立を を a じての 巧 本 •巧柔 .々のの S おのみ カーを を 目め とした もので ぁり •巧 巧 

の 巧 巧 まの み 巧 じ 巧す る 一の お大 •巧 おを 麽 ホす るら のと お 惟せられ る 0 U 下 ナチ スタ 働を の特 をを 巧め る じを 

〇 •ー ホが 來のド イブ 共 か W の 巧 巧 法と 巧 比して をの 巧 巧を 明かなら しめょぅ a 

〇 W は 巧 働 香畜を 化 曲ご窒 一二 笑 月 及び か 月に 公ボ せられた タホ 《ま 巧 這な に 巧 ニ ホ 《巧 ミを は •化 巧 か 
ホ 化とは 《ミミ をかない •青 S 月兴を 堅 す S 法 巧 S -<2 S 力 WS ミが VS て A 

一一め 巧 A になつて々 «« せ *= を S ための 巧拓ボ i られ たと 丑る ことが 出 ホる 
巧 0 PS 01 Z zur さ『116至1旨の 一を orlcanisch 。 A & b#ues tie " 15<?*1客ミロ Wirtsohaft ミ日 3: ド 19-二 たびに ！ 九-1.曲^^"7* 一 
H の ♦一 施が々 


ー ナチ ス勞働 法と 萬 ドイツ 共 巧 園 勞働法 

巧 かの かく •一九 一八 ¥ 1 巧 己 口の キ I ル じがけ る 水 おの 巧 化を 巧な として 巧 命の ながを ド イブに な 巧す る 
じ まり •なみ 巧丰 巧の ユ— ベルト 巧 •シ ♦■イデ マン 巧を はこの 巧 巧 じ 巧して •がぞ が 持の ぶの 下 じ カイゼルの お 
位をおホし* お巧闲の巧なを宜言したのでゐる〇 このドイツ帝两ょゥ， ドイプ其巧网へ の一^^のホ向 じ つ い て 
はを れが巿 巧め 巧 命と してと どまる か •巧 じ をれ を ホを えてな みまを め •共 巧 まま 的 ホ 命じまでを おする じ 幸： る 
かは* 巧 じ ド イブ 闻 巧の み；，* らや •两巧 的を お閒 趣と して 注規の 的と；，* つて ゐた〇 であるか. ノスケ 巧 じょ， JK 
バルタ々 ス 曲の 巧 おは •かみ 巧 ホ ホを をを して ぞ 命を 前ぶ じが 止す る ことじ 巧 巧せ しめ •こ、 じ ド イブ 共 か W の 
を 試を ちる じ 至つ た 0 

このが しい 共 か 巧の まめを 巧 お 立の ためじ ヮイ マ— ル条 法が おおせられ たのは 一义 一丸 年で もる が •ヴ イザー 
ルを 法は r 舊ド イブ 帝 巧 じがけ る 巧 力の まがの 巧 化を 巧し っ、 も これらの 巧 巧 力に 化って 巧 巧 力を ま « の 化 化に 
面く ことなく •な 治 的 •お 巧め. かを 的 巧 力を 巧を 兩 勢力の 拙に々 ffi したので あるが くして プル ジ- アジ— 
と巧请 をと しての やの 巧な との 間に 生ぜ しめられた 一 時め な 巧み 脚が は •々巧を の规 あの 生 巧 及びを の ホを をな 
す イデ オロ じ 反 かして 現 はれ •ド イプ々 巧 法を してが 曲 ホを め 帝 系と 云 ふ 巧た；， •巧 ホを 揉ら しめた」 ので ホ 
つに。 ヮイ マ I ル ホ 法 じぶ く ド イブ々 の 法の 巧 ホは •現在 ナナス お 巧 おを じょつ て 巧々 おかせられる 巧 じ • 
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巧 

て惡 をと 器 ま* ミでは 管で とし 5 はな <• 等 0 審装 巧を？ S 塞と」 る， 「第 
器に な寶ら 装 惡墓宙 と 集 男！，； 化 おせを た语 痛ち 曲 包と Q 質が ゴる曲 含 黄 ホ おを 法が として 

ホ 誌し •又を の 前を として —— M ® をして 円か じ 巧 巧せられ た 巧 曲と しての 巧 R を々 じしめ ざる 转巧 じがいて 围 

宙の稱 質 巧て 6 •窠 •巧 管 巧て & 助力を 巧， ミ 雲 卞る C 々望を 蠢的 L ! 1 Q 肤遊 としてで な 

く^ 助 遮め じ 一の 巧 おとして 巧捏し •このな を 的 迸 おじ 巧して •な ふる 岐 りの 可能 巧を 巧へ •瓦つ これを 承ぶ す 
るが」 ここ じ 巧 ド イブ 共 か S 巧仿 をの 巧 巧が な ホして ゐ たので々 つた J 
ヴエ •マ タイ 巧は をの 巧 か 法 原を の 中で この 逊程 じついて U 下の かき 說巧 をが へて S る。 

ホづ 巧に 現 はれ •ド イブ じがけ るを 本 ホ おの 巧 興じ 對 してを の 法め ぶ 巧を 提供したら 0 は •「巧々 0 W 祐 ホと B 
俩の巧 麻 ホとの 閒の说 巧は •巧 則と してむ 由；： J る 巧 巧 巧 約に ょる」 とを ムフテ ンス K の 円を 平等の 巧 則の 上 じ 立 
つ 巧 人ホ義 的な 自 もちめ のぶ® であつ た。 わ 品の お 引 じがいて 巧 巧が 巧 ホと 巧 ホとの 閒 じがけ る 白均义 "息 じょ 
つて 巧 立す ると 同じく •人の 巧 か 力 も ホ かな 規 せられて •一方の 巧ず ホが 自由 じこれ を資〇 •化 方の 巧 巧 ホが 自 
ホ じこれ を 巧つ たので ある 〇 まか 上では 巧 人と K も巧務 巧め をが おせ わ ば；，* ら〇 巧みを を ふ ものは な < .又々 務 
巧め の 巧 結じ當 つてを の 自ら 巧を と考 へない かかに なは ねばなら S ものは なかつ たので みるが* •色— 上の* 由 か 
ら 生きん がた めじ 巧 请 せられん とする ホの 大夕 巧は •巧 巧ち めを 巧を せざる を 巧 中 •ホ產 手 ほの 所 巧 ホた る お！！ 
まか » するな 件じ» 巧サわ ばなら なかつ た。 がつ てこの すぞ 等な 樓力 M なの 分 K を やち せんがた めじ •彼 は 
■* を 化 巧し •巧る 巧 まが 口 又は 巧る ままを 宙じ巧 する ホが 自己の 巧を を 同じ < する ■酿 じか 入を をす こじ おつ 


た。 巧 麻 ホ— 優の 目的は •巧る 巧柔の 巧な 者 0 ためじな# 的を 巧が 件 •巧 中 巧 澳义び 巧 働が かを 巧 巧 じ お 巧す る 
じある。 をの 結 巧と して； ホ佛 じがても ホ么じ おおすべく ■情を 組が したので ある 0 

しかる じ 立法 上に 巧いて はこの 国巧自 かの 巧则 が一が じ函 めら れる巧 じな つたのは® めて 徐 々のこと で A つ 
て •を まの ち ホが 認めら た自 ホな 巧み 巧め が 巧 はれる 按じな つて* おはこれ じよつ てを のを 止の 巧みの 丰巧巧 
なした じ も不み •政 お 上の 考巧 とか ホ ま 供の 利な とはを の 結 巧を がげ た。 始めて W おの 巧 かか 迅 めら れ たのは • 
一八 六乂 年の 巧！ 々(を 车 e『l*ordi ごで* つて 》 しかも；， ♦はを 类ホ をの 巧 W をを ける のは •エ采 々のをな に鑛 
川 巧が ホ じ おおせられて 居 9» H 実 巧 化を じついて は •を 菜な 令 巧 百 お 十二 條 •巧 百 五十 S おの 規た じょつて 拉 
巧 じがけ る 巧 用 入 •巧エ がより 有利な 巧の な 件を 巧な せんがた めじな すみめ 义は函 たが 認められ •解 « ろ。 化 じ 
よつて企ままのなさんと卞る禁ム. 巧則：^*巧化サられた0でみつた。 右のか<. 围お0円ゎは渐<こ、じ設めら 
れる こと、 なつた が •この 困 おじ おしては •を 菜た 令理も ホの 巧 音す る 巧 じ •巧 巧め 巧の 化 巧け 何等 巧 へら 
れて おらな わつ たので ある 0 

を i そ 巧 さお 十一 一 一條は 弦 時 中 一九】 八が 立 月の 法な にょつて 巧 止せられ たが •一丸 一八 を ； 月の W がが お 
ホ 貪 巧のを をは •函お 樓垃じ おお 巧 じがす る 一切の 巧 汲を 俩 がし •ここに 合法め じ 国 おの 进 めら れる とと もじ， 
をの 紀巧 じついて K みのが 巧が 巧 じられ る ことと--,* つた。 右を： すの 巧 二 « は 巧 じ お 社れ じ 巧み 權 はなを G 巧 化を 
ぅけ や •を 巧 垃じ两 巧 事 ホ 巧 働を について 4 •ホ 巧るべき 育を 规を すると ころる ゥ •巧 八 致け 巧# 巧 令が に 6 ま 
巧 働を じ おする 例ル規 をはを のれ 力を 失 ふべき 旨を をめ •巧 じ】 丸一 丸 年 八月の 巧 巧 法 じよつて 巧 A た 件の 巧 持 

第- ナナス々 儀 往也特 A X 


» I 巧 ナナ スタ 備法解 fi 一、 

なじな の 巧に する 曲 おの 自由は •卞ぺ ての 夕じ 巧し •旦 つす ベての 巧？ 巧して 典 へらた この 自由を— ス 
はが 寒 甘ん とする 巧扭 はすべ てま 法と なし •巧く してを まが 令 巧 百 五十二 條は演 巧せられ て . W おのち ホは 巧 
化 ホむ じ 巧 w ぞ じず 等 じ W みせられる ことと；，* り •ここに 集 M ま 菜め 巧 A をの 巧 立を をる じ おつた ので ホる。 
この 巧 曲 ホを の 巧 働 法の 巧を は 巧 おを 自 なの 中 じら 巧 巧 じを 現せられ てゐ るので ホつ て •ヮィ マ— ル 憲み巧 

军化保 さ 巧 六十 五 お？ 巧 •を 苗 •を 一 苗は ホの か <巧 ろ 

巧 巧 五十 九 お 巧 8 た 件 及ビお il&ii 件 ノ巧持 义ビホ 溝 ノクメ ニス ルた を ハ 何人 二を シテモ 艾か何 ナル 時 巧 二 
を シテモ ソノ 円か ヲ が巧ス 、コノ 自ホヲ 制限 シ义ハ 巧 あ セント スルめ を 及 ビな巧 ハ 謹ナリ 

雲 六十 五 巧い々 奠及ビ 使义； 企霎卜 M 巧 SW 利ヲ梦 sw ; テ 巧 皮 •々愛 件 N 規制な 二 牛： 巧 

カノを 巧 巧の 巧 度 二が ルべ キ モノ トス •姑 化 ま 供 义ビ巧 清 ホ併ノ W 宙な ニコレ ラノ & ぶヲ ホ进ス 
C 々份ホ 及 ビが州 人？ がみ 上 义ビお 濟上ノ 巧な ヲ巧巧 スル クメ ニち 泛 々巧 ホ お 巧み 

( netrieb^arb 么 tc ま— 

で) 巧 二 お 巧 M - r 化" テみ チ々 ル 化 方々 仿# おなき I す zirk 空 曼-.— す】 义ビ W 々の ホな なを窒 こきを デ 
orrrlte) ヲ U テ ソノ 法が 上 ノ化お ホ トス 

G 化ぶ々 か ホお§ 及ピ 曲々； g ホな 巧み ハ かまを 义ビ ソノ 他ノ M 巧 アル W 巧ノ 化を 者卜相 巧巧シ テみ 巧 
巧め 巧 W ヲ 遂けシ 义ビれ 々巧 巧を ノ巧 巧-一な カス ル々 ィニホ 方 巧 巧會巧 ごだ jrkswlrlschaft- ぎ) 及ビ W お 巧 
み 賣 Reicfvi き ha ぎ 0 ヲ化 巧ス •巧 卞径濟 會« 及ビ W ち 巧みな ノ篇ホ ハスべ テ ノ帝虫 ナル 巧ホ函 賴ダソ 
ノ巧濟 上义ビ なみ 上ノ 巧な 二相 巧 スル 化を ヲ巧 スル モノ*' ラ シムル コト ブ巧ス 


しかも 巧に ホを 《が 义の中 じと どまら 乎 •巧々 かを の 巧挣は •文 巧 ホな を •々の 者 及び 巧 州 人を 具會 •巧 «ネ な 
か 巧 じ S する 命令^ vnsrdsung ube 。 Tarifv さ すぞ - >rbs ミ r-und >nge8te ミ en 旨® chUae ミ た 浮 己 ichtung v，】n 
Arb 比ます itigke ぉ n! 】 化 一八 軍 一 頁 二十 s 日 かを ホ) •巧 香 おな を 法 (巧汪 を ra 惡 巧 ま— 一丸 二〇 年一百 w 
日が ヘム 布 •一 化 二八 年 二月 二十 八日せ ホち •々のをが 巧 法 ( A を itsgc こ chtiggR— 一九二 六 年 十二月 二十 一二 日が 
公 巧) をのな 文 じがいて それぞれの 巧 態と M なして よ 〇 巧 巧 じを 現 甘ら れてゐ る。 巧々 は これらの をを じよつ て 
巧に をのみ おの 巧を を 寿 おし 巧る ホ 巧で みる。 

U 上の なな じよつて •巧々 ド ィブ 巧 か W の々 が 法の 輪 巧が 巧ら わじせられ ると ぶふ。 民 おめ 統一を モ ，トー と 
し •巧れ 田 ザを 巧り •田 巧を み资 せしめ じ 化を 巧 ま电ぶ •ぶは 巧を ま おの ザル ♦シズ ムの世 ホ 巧を 揉攀 せんとす 
る ナチ スよ〇 巧れば •この 巧 &押爭 是进の 立 巧の 上に 巧 立せられ た 集* ホ ホめ々 巧を の S 巧は •をの おらを みな 
ふべき お 巧 かなる こと も 自明の 巧と 云は ねばなら «。 ナチ スは をの 網 巧 じ も 巧ら る \ かく*- 巧 わ ィデ オロ ギー 
の 打 巧/ 「か 索を 註に 巧 かぶの 巧 一 協同 巧媒の 樹立」 と 云ム立 巧から ま 本と 巧 « とは 生 巧の ためじ お M 卞ぺ きこ 
と •ホ 巧は 又 R 巧を* の 巧 益 じを 化すべき ことを 强 巧 する。 

一. ち 巧を 巧の 巧が じがいて は •一つの 巧 則が すべての 巧のを 規定す るで みら ぅ。 それは 「 M 民け 巧 ホの た 
めじを 巧す る ものでは たく •又ち 巧は 巧 本のた めじが 在す る ものでは ない。 李ろ 資本は を濟に •而 して お濟 
は W ちじを 仕す る もので ホる。」 と 云 ふ 巧 則で ぁる …… 一々 じがいて は 生 巧 的 まぶ •化 方 じ 於いては ホ 巧 的 巧 
S •この 巧 ホの 細に お 巧な 巧 IT か 作り 巧され ねばなら のの J 

» ー ナホ* 勞 働を 3 特色 モ 


» I * ナナ； •法 解 R 八 

とヒ ，トラー を 巧は を ム 。この 資本と 巧 巧との 巧 SK なは 问時じ 巧 本と 巧が との 3 なじ 6 巧な する ので A つて， 
お 巧 ま 本 》 巧 IT この S をは ナチ ス のな 巧 •ま 由 する 社夕じ ホつ ては • 1 のな をめ •巧 I 的 WW こ 立ち* 互を 
1— を お 巧す る ことと なる。 したがつ て ナチ スタ A をと 目 さるべき もの もこの# 一 的 よ OW をし 一巧. 

な 合め 賣實蟹 索を 包含し なければ なら S & QJ つ T •夏 是 S 立 お ミ. 〇蓄 ホを 葵 《をとは 凡を 
巧なる 巧を を 包 おすべ ミ」 ミ •ニニ C ホ & T 明言す 5 を 巧し。 いとこ ミホる。 • 

S R 本が 論 化 皮 「ナナスのを ホ 」二 允 巧な 

口 Mi 隻 eld — po 己-さ* 窒呂另 を 日を 含 巳さ Arbeit 三 s - t ホに，, 覃 f -I を さ I 目 さ f 一 窒〇 |§产 ミミ a 31 
3 ミ】 035 ♦巧 

の 《蕾 ま ナナスな かにを. 0 ドィッ々 働 法の！！： 巧」 (な々 巧冀巧 R # 八 年ち！！ 一 
州 -九ゴ 1 S 4 H 二 H 二十 SHS ヒ ，トブ I 巧 か 知 ドイッ 3 E 分に 巧け る 巧 巧 

ニ ナチ ス內 削の 成 ホと 在 ホの 勞が蓮 動の 崩 壌 

右の かき 前提 じな 脚す る ナチ K の 巧 かお 巧は •な 巧の 巧 巧 蓋む 奮め 巧读が 巧で もつ た" 口下 本論に 入る じ 
先だつて このな 巧が 巧の 巧を 衙 巧に 迪 つてみ よぅ 〇ホづ が 内閣た る フ*ン .シュ ライへ ホ 巧 曲が R 貪が ft と 生 
巧 策 じ 巧す る 巧 巧を ヒン デンプ ル グ大が 巧に よつ て拓巧 甘ら れ におぶ •巧 した# をぅ けて fc , トラ— 巧を ま 
巧と する ナナス 內曲 かは ちた のは 一窒晕 一 さ 宇 写を つち 而し T 巧の 曲 のな觸 れはホ Q 由 < で ♦ミ 


巧が 

脚を 相 兼 プロイセン 巧監 

か 巧 

內が 

陸が 

がな 相 

曇 相 

々捂 

巧 相 

無が 巧 巧 •がを 相 
ななが 化 相 


アドルフ • fc プ トラ— 

フラン ブ •フ 》 A •パ I ペン 
n ス クン ナン •フ * ン •ノ イラ— 卜巧 
ウィルヘルム. フ リブ ク 
ヴ ••ルネ ル. フ, ン .ブロン ベルグ 大は 
ル， フ •シ -ヴ * リン •フ * ン •ク P ジクぬ 
アルフレ, ド. フ— グン ベルグが ± 

フラン ブ •ピル デ 

パウル •フ 》 ン .エル プリ-— ベ ナハ巧 

ヘルマン •ゲー リング 大化 


パゥル. ヨセフ. ダ， ペル ス巧 ± 

右の巧觸れじょつても巧らか4^巧じ* 巧巧曲は必やしも》 ナナスホ具を口て占められたのではなかつた。 巧時 
ヒ ，トラ— 巧 销の巧 立は 巧 ルに 1 犬 jjgfg を 巧へ たもので あ 0» バ1 ペン 巧 等の ナチ ス なかの# 力の 介在は •ょ < 
t ， トラ I 巧を ホ 制して 巧し き 巧 巧の モ 巧に かづる のを 巧 巧す る I のと 一 かじな ザら れ で 》 たので あつたが. 巧 
S 巧 巧と 同時 じを 网 めじ ユダヤ人に 巧す る あを は 巧 おせられ •二月】 日 は 解な となり •これと 巧ん ど时 時に 
fc ， トラー 巧の ド ィヴ 巧 典 四 ♦年 計 巧の 大 網が 巧を 廿られ たか •政が 巧め て おお •おも 不安 じ 巧く が 巧で ホつ 
ホ ー ナナ* 巧 働かみ# た I 


巧 一な ザ t 《儀 某 K 

た。 しかも この 脚 ナチ： 其 巧 黨の巧 寒 蓋じ间 葉る も？ ぁり •孜府 は 共 雲 《累 巧みを おぶ じれ 持り， 
叉れ み 巧 ホ ホを 系な の巧 累じお する i も f 蔭を ちろ 二皇 一日 かみ 黨资巧 「フ こべ ルッ」 が— ♦じ 
おするな ちを 雲サ ろじ おし. 一音 薄霉寬 を 命 やる じ 至つ たは どで* った。 

二月 幸 七 良を 某 S 日を 巧 管」？ ミ § 受蕃 S を 日で 一貢 一ち T ッング を 
巧は囊罪が共ホ黨0養^^ミ穿を巧をし* ちと巧んど質じ乂巧镇はが人の自ぉ 倍巧の塞’ 真’ 巧舍义 
おれの 円 葵 G ぶ 望の 巧 巧を 登し •.且つ 中 かほ かじ 巧して 巧く も 召か秩 ホの 餐じ 必？ る 手ぎ を巧菩 
るみ 州な 府を 雲裹 i き# 雙を與 # る 法 かを 最弯 ると と 6 じを W の黨ホ 及びを 寞 5 巧扣 •でばな 
空 煤？ で 巧 巧 登せ しろ— 望が 巧を 化を し •ミ じ 中央れ 巧は 巧ん ど 巧を 襲 じを しい 巧た の植 化を 巧 
捏 する ことと なつた リ 

ヒ， トラ— なかの 風壓は 無雲黨 のみなら で 又 巧 覆を じ も ぶんち ド イブ 巧 爱巧盟 (£ GB ) は ミ 
トラ 1 孜推 S ま S と ミ-」 一言 初旬 藥そ S & 弦 態度を 愛して 非 & 窝 方れ を S 明し • E 马 HW 巧 
巧 爱のそ 5 られた 時 じろ 塑 化を K を 多 加す る 二と を 雲す SS 力 養を 囘を 世ん とす-ちじ 出で 

のでみ* 0 が •巧 肉 闻舅 《巧 0 晉を受 地 0 喬盟囊 巧は 一巧 S 官 及び 夕 SOA がする ところと 
ミ •ライ バルト： クラ； ン ，ヴ ，，七 ル 氏 尊 S 展窝 がが 手 《ホは をが 廿られ た。 同 巧 政 か 0 巧送寸 ると ころ じ 
ょれけ •巧 霜を の皂 .をの 肘 巧の なかは 巧當 みのが 巧を H めと した I ので々 祭な と— るを を S 出 
の 活巧 巧が たる 結 巧 かおの 巧 泣と ミて 現 はれた とのこと でみ つた。 をの 證ミ くて スト か夕 《化を-トイ 


ッ巧 州へ •巧 R 夕 •だ 公が 化合 巧 同盟 も 巧々 ナチ スじ巧 柏のを を 表し •がくて 一切の々 巧 化を は ナチ スの巧 一が 
そがの 下を ち •ナナス 黨を のか 巧. 化を はを のがを を进 せらる る じ 辛 一つた ので ぁる 

B ぁさ 1 HSSS 备 t 二と な 若 H 古 A 度ミ崇 SS ? び 2 会 化を 命ず f 4 ん ミ 3 附 
* s ミ S で 機 累巧塞 そ S 5 る 52 しち 之は まが 阿 3 至な なが 香した む ♦と 巧 ♦らた 

巧 长肿 ホは々 働 巧 & に 巧 W 甘し める と 3 ことで わつた • B み 化 乂# ホは 来 そのな 法 « を せられた ホホ冀 とともに こ 
こ 一! ドィッ 《二乂無 養 2 ミ 2 的 巧 曲 力を ホ はれ 地で 累に沮 ひ やられた ことと ミ •そ 占ぶ 至た 中を 
W 值 X ホめ その tt の 致 X は Mtt をな# ら るる わ •ぶは 白ら W おする かの W れ かのを を S び 十ぶ 円には な » 巧 岩 

ル々 J S 遣らた < を ナナ >5 外 £ ss 忌鬟 なを* 2 ん 至？ 者ぶ s & f さ ♦んと ♦つる 

ホは Ra に處 せらる る こと 4 なつた • 

一一 一巧 巧 働な 策の 速 謀と 巧 働 法 

巧く ド ィブの々 货ぷ ぶは ナナスの； W の 下にが くもが 巧した ので ホる が •をのを に ナナスの**^ 甘る を 巧 0 巧 
街政巧は«巧々おおを日の卸設《な) とドィブ巧勸^58のお巧でぁつた。 巧中ドィブ々の1の結巧はナナス巧« 

襄 じめ ミ？ 零； き Ass し •集 案ち S A な ル >」 は々 寞 f 爱甘 SS を 持た ス巧 かじ 

「巧 巧れ ホ击義 g 巧！！ 胞 M」(N S B 〇) を 組が してな 同な をの 他の 巧 S 化を じ 巧が しつつ ホつた ナチ ス はこれ じょ 
勺て 商龙 .エま •モ エホ じ 直る 巧が ホ. 巧 用人は じか ホ お 巧の 一切を をむ 一大 夕の由 情を 巧す る ことと なつた。 
ナナス 0 巧 巧め々 化 ホ こる 冉巧巧 stt 制を も 巧に をの 地 巧の 上に 巧 立 ♦る もので 友る 0 

.ナナ 《 を •ホむ ホた 一一 


ホ 某 ナナ スホ働 法 ts ニー 
S 一九； ご 一: 年ぶ H 1 H のな «3 wr 々 ii わな n にめ ける fe， トサ I を扣の w: 或に：： < 「か ザ A イ— デ— * 巧は ド イヴ KK 
巧 巧 たるべ {巧 « 田爭 の«« はこ、 に •一 じで 舉 W i を S を ♦とすべき である。 «ん が こ を a ん どみ 口々 や 度 
巧 .A ホみ 手 巧た S こ々 H こそ » ホ 永<ド イヴ W は 巧 巧 としてた 么 さるべ さため である •一 
巧な 上の が統 の 巧 化が 勘の 巧-巧. 巧々 « が 動の 巧設じ 巧して ド イブ 巧 化 法は か 巧に 巧 化した G でもら ぅか。 こ 
の 巧 巧 働 法から 巧々 働を へのな 化に 巧す る巧樓 をな しむ ものは 一九 三 ニニ 年 S 月 二十四日 か 公 ホの rw 巧及ブ S ぶ 
のが 堯を坊 がする ための 法 ホス^^^な S" を】 を-百 8 を" NS von V 乙 k U 己 Reich) であった 。こ 0 法な じ 巧が 一二 
月 五日の 两 みな 巧 巧 (わ « ♦にがて ナナスは 六 四 八 中二 八 八の！！ 化を 巧 かする におった) をの 巧一间 W 會 じがいて W な W 
十】 お 九十 阿 巧の W: 倒め 多 巧を U て 可 ホせられ にもので ホの かきが 义 ょりなる 0 

巧 一巧を W 立法 ハ 憲法 巧 八十 五 化を 苗 苗な ノ ホを ハ 立法 手な 二 3 ル規 を) 义ビ巧 八十 心な (巧な 二閒ス 
ル 孜府ノ 巧 巧 ハ 立法 ニ ヨブ テ附巧 サルべ キ規 お) ヲをム を 法 ノ手巧 二 3 ラ ズシテ 孜か么 ヲ糾を スル コト ヲ 
0 

巧 一一が 巧かノ 制ぶ スル 化か ハ两 々及 ビ參 巧院ノ 制が 二 巧 « セ ザ ホ 限リ ハを まノ 規を卜 相巧ス ホモ ホ まへ ナ 
シ •巧 シ大 が 巧ノホ 限二觸 ルル コト ヲ巧ズ 

を 二が 攻が ノ赞化 スべキ 法 浄ハ内 脚 二が テ 作 巧 七 ラレた 報 ニ ヨリ 公吿セ ラル •面シ テな 二を イラ レダ ル A 
を：： 化か ハな ホノ巧 H ヨリ ソノを カヲ 巧生ス •る 法 巧！： 十八 巧 力 至 第 セ 十二た (立法 ノ をザ函 スル 規爱 
巧 巧 ノ 制を セル 法が 二？ 么プ巧 W セズ 

巧 2： な W ノ 立法 上ノホ 巧 二 M スル 薄 巧 二 化 キル W 卜姑お セみ 巧め ニ ハ 本を 巧 巧 巧 仰 ハ 立法な W ノ承法 ヲ巧 


巧 R 巧 本 巧？ を ホノ日 3 リ巧巧 シーを 一ー セ 年の 月 一日* デ 巧 巧 トス •本 巧 ハ 現な 牌ノ 巧を セル 巧を ニハブ 
ノ巧カ ヲ失フ 

fc ， トラ I な 府が 「田 巧 及び 巧 架の 巧 雞を持 除す るた めのを が」 じよつ でを の 地位を 巧 立した 巧 じがいて が ホ 0 
巧 巧 法 巧 巧 じ 加へ たなな として 擧 ぐべき〜 のじ 一 をな 化を ホ 丹 おの# 巧に M する もの •二な 巧 おのみ 乎の 
巧 巧 ルへの W まじ 閒 する もの •一-一巧 か 化合の 特樣め 巧 位の がを じ閒 する もの 等 か ホむ。 これ じついて W 下佈巧 
じ 就 巧を 加 へれば •四ち 阳日 「巧を 化を を 具み 及びを 巧め 围* じ閒 する 法な」 苦な ミ ごで" 『づさ 一を ろ" ま ミ— さ 
und Uber え rsc す ftliche Verr 巴 nlgun 巧ろ がが ぶ 廿らた 同 法 巧 一た じよつ てち 巧 代を ホ 具々 のを 巧 巧 巧を々 じ • 
又は 巧ち 族め々 でを 巧を 代 まを 具々 よ 〇巧逐 する 樓 化が はなじ お與 甘ら れる ことと たつた。® もせを 巧 巧い が 巧 
として かみの ホ车 上の 必 巧を 巧げ •これ じよつて 巧存 の*^ 化合の 勢力 振は ざる 巧 巧 じがいて はを の 巧 巧を 巧げ 
や •なるべからざる 勢力を 巧す る 巧を じみつ ては 巧 巧を 巧 巧して 巧の 化合の 巧 S の餘 地な からしめ •他方 じがい 
ては な 巧 族め みすの 巧を 化荣お 具み よ 〇 の！！ を •巧な 甘ら れ たる 代 巧 貝 じよる 巧を 代 お 重 丹を 重 貝の 祐ホ •をれ 
貪を 岛 おの 寅 巧め 巧少 •巧 なぞち の 巧みに おする 技濟の 担る じよつて 右の 巧 巧を 巧 巧せられ たお 巧 代を ホ 貝 A の 
ホ ホめ 切 崩し 乃至 巧 巧が 巧され た w 巧 じ 同を 巧 内が は 巧 働を が 巧 法 巧 十一な じ 巧た じ規 をを 媒 入し • W 々働 大臣 
は 两お濟 大臣 义び W 司法大臣の 同 忘を 巧て 命々 じよつて 訴を 代理 じついて なおの 巧な ホ W 領 社に §ホ《 懷に代 
つて 他の w « を 巧 巧ち 巧 曲 •一と 巧 巧の 化 化に 面 ホへ るを を 巧き •これ じよつて ナナス 巧を 巧拓围 •シ- 々•■■ルへ 
第ー ナ ♦* 巧 働を の# 色 二 <1 


第 Ig ナナ K 务備を >說 1 K 

ルム 自治 围を 始め， 度夕の ナナス 围 巧に 訴を 代る 樓を おな せしめる じちつた 0 
ホ じ 反ち 族め か 乎の 巧を かへの » をのた 》 制を せられた 法が は 一九 が w 巧 セ 日のを 公 巧み 巧な ( Gwct * 

zum VViederhcrstellung des Benlfsbcamtcntums) で々 つた。 これ じよつ てを 公 巧の 化に W.W •円 ホ R •ち ホ 巧 合® 

あびを の 他の な 法 曲 巧の 巧な みび 巧を にがいて 必巧 なるお 巧を 巧せ でア— リアン 人 巧 0 あがに® せ や •一九 一 W 
ザ 八月 W 前 じ 巧 巧 じ 版 甘 や、 巧な じがいて 巧爭 じが 辜せ や •ちくは 父义 はす 息を 失 ひたる ことな < 或 はお 巧 0 なお 
巧 助 じがいて 聞 巧れ 貪 ホ 発 通の ま 持の •ため 充 みの 巧 動を ‘-‘ M , ことなき 巧 供を •巧站 人は をの 化れ •>- も ふべ < •叉 
凡 S る巧祐 ぶは 巧 巧が 巧上必 おと 認められ たると きは •巧く 且つ 化入少 5 化 化になる ことじ サんじ ♦ければ たら 
のこと となつ た 0 

しかしながら これらの 法令は をれ ち 巧 巧め てま 巧なる 息 ホを 巧す る もので あるか •ナチ ス本來 の 立 巧よ リ すれ 
ば •巧が 的 •巧 時の なる ものと 云 ふを 巧ら 《。 ナナス 巧 《をち f 驾知年 一巧の W 巧 巧 《統 初を のが 定を 侯つ て 
お 的 A 制を 字 c まつた ミホる が— I ミ閒な Blr 一二の 堀 誘 法制 Q 雙を曼 ば；‘ •らミ 
つた。 特 じこの 逊 渡の 巧閒 じがけ る 巧 か 曲な の 規制に ついて. 孜 がは 注を をはろ ひ •これに 巧し 先づ W 々仿 大臣 
は 一を 与 一; 年 W 月 六日を の囘を じがいて 「巧 巧を 巧みび 巧が ホ 巧の 巧 巧なる じより 獲 おの W 巧が 化 及び 巧 か 化か 
のめ 力を をのよ \ 巧た しむる かじ 途 たきこと •巧に 现 なの 巧 巧 巧め の 規制ら を 0 ホ 度 かか ホ 巳む をな ざこ もの；，* 
ら ざる お 〇 その よ、 をを かるべき こと」 を吿 示し •巧いて あ 月 十 セ 日 ド ィプ 巧 5 巧 橡巧巧 ホ ラィ 巧と W な濟巧 E 
(ミ ichskomissar fu 『 die Wirtscha 乏ヴ I グナ I 巧とは 巧 巧の 巧 ホみ みめ 構 巧.^ 巧 お爭巧 じより 田 じさる る ことな 



くして 遂巧 せしめん かため •をれ ぞれお まの じ 被 化を A び 巧が ホを 化 おして •八 巧 閒の休 度を なをし •をの 刚は 
貸 没 引下げ •间盟 おお •エお 巧頌 をの 問題の おら f るな 巧 巧 巧で 夕巧 をを W て •ボ わべき ことを めを し •巧 方よ 
りか 巧 期閒中 じがけ るを 巧 及び 巧 粉の やかの お 巧の ため •「お 巧みげ 巧の のか 卞を巧 ザ」 (旨 房を 香を" ミす- 
schaft S 己巳 er Ar す it ) を 巧 命した。 

しわし 乍ら お 月 十 セ 日の 右の おちは 巧に お 的 性 巧の もの じ 過ぎず* がつ て 地方を が 巧ら なめが 呢- たら ざこを 巧 
ない 〇ホ じこれ じよつて はなお のな 巧 かその ま、 巧 現され 巧る が 巧は 巧を 與へ 巧ら れ卡 •が陪 の 巧へ 巧ら れ るた 
めじ はれ 府の政 巧 じ おじて 巧 ふべき W ら かの 巧 餅が を 巧と せられる。 この かおを 克 たさんが ためじ ヒ ，トラ— 內 
巧のと つたず 段は 一九 年 五月 十九 日の 「巧が 管理な じ 削す る 法な」 及び 六 貝 十一 二日の 巧 法度 わを でぁつた。 

U --zwpi Jahr 田 ミ tioslsoNialiaischs Arbei 穿 echt-- (wir き lift, Te ミ sill, Verlt ミ， Nr. 8 5 妄 A び H 本 巧 A 巧 「ナ 
♦ ス S か ミ ー S 
巧 「ナナスの 法 ホ」！ ニニ ーす 

四勞働 管理を 法 

本 法 じよつて 进 巧が じがけ る 巧が gsi の 規制 おとしての 巧 供を 理 巧の 化な •姑務 を じついて 規 ちか 加 へられる 
ことと なつに 〇卽ち 巧のを 理 もは 闻 淀巧大 段に よつてな 該政 かと 協 お Q 上 •州 化な 0 推な しこ 人 か 中よ 〇 巧な せ 
ら れ • 乂居ホ巧 (oijssere wirtschaftsgeb ^ oK つ い て を れ ぞ れ 1 ホ づ 记迈 せ ら れ る 去 一 條ホ ー 受 ) お じ よ つ 
て巧働ぞ巧なは州化がにみ束さるること"=^く4巧«に巧«し， をの巧かじ當つてじ«ななのちか及び巧—じ從は 
» ー ナチ スタ 備 法み 特ち 一 五 



♦一巧 ♦ナ X ホ 働 AM 巧 I 六 
ゎ ばなら 0(ホ2: 條】 〇旦つ 田 巧巧乂 民に 巧 働を 理 なのな 掛巧 巧の 出 分を ホ 巧し •叉 その 巧 おか 域 巧 じある 州 政 巧と 
ななして これを 州な 巧の】 又は 州を おの】 じが 面する {巧 T 化が 二 巧 >0 これにょ つて々 化ず 理 なと 州な なとの 閒じ 
巧が 巧の 共间閒 がが お 巧せられ るので ホる。 

巧货ぞ 巧を の 巧 巧と をの 法を 地な はちの かくで あるが •巧のを 理 をの 巧み じついて は 第二な じがいて 規を 甘ら 
れてゐ る。 卽ち 巧のを 巧せ がが 一の 卸な は 「巧れ を 巧 序の 巧 立を 见 るに 至る 日まで ななおの M 宙 A び 化々 の 庶» 
ホち くは 巧が ホ M 宙じ 代つ て 法 巧の 拘束力を なて (Reel を verbindli 昏) 巧な はめ 巧 おのた 化を 規制す る」 じある 《巧 
二 供 第一 巧】。 而 して 「こ、 じ 所謂な め當 巧を たるな 巧を の 围« ぶびが々 のな « ホ义は 房が ホの W 宙じ 代る とは 毋 
じ 供め 巧单 おを 代理す る こを (代 巧た るたら ばを 革# の 利な を# 采 せゎけ なら S ) を 巧、. •ものでは な <» なめを ザ 
を じと つてを < 巧 立め 立 巧から •おつて 巧 か«« の 巧を の 巧 曲 的 か 制と 云 ふ々# 巧み 丰 巧の 目め じ 巧 巧 さる、 こ 
と；^くしてお巧を李ホの；一し來つたものを巧ムことをなホ卞る。 巧つて巧めじ云へば， 巧の巧理をは巧巧おめな 
巧 巧の か 化の 按ホ ホと なる 乂」 

働を 巧を の！^ か§ み 「々の 平 巧の お 持の ためじ* 巧す る」 じみる (♦一岳 か liar 而 して々 働 管理を はこ 
れらの 巧 巧に ぶきな したる 命令 又は おみの » 現の ためじ 田 又は 州のを 巧れ おのか 力を ぶめ る ことが 出 巧る 《♦ 
ゴ ー條} a なは 本を のが 文は 左 おのかく である。 

第一な 一 田巧理 大臣 ハな 巧 州政府 卜 な 謀シ •州な 巧ノ 巧度シ タルを ョリ々 かを 现をヲ 巧 命 シ么ヲ 大お濟 
店 二 K 面ス 



二 巧 巧が 大屋 C 巧な 州 ほが 卜怯 巧シ 巧かぞ 巧な ヲ 州な かノー おクハ 州な だ ノーニ K な ス 
巧 二 か 一巧な み 巧が ノ巧 立ヲぶ ル- i ルザ デ々 鲁巧を ハ 巧 巧 ホ ノ曲巧 •巧々 ゾな な击 おこ お箭キ ‘5 
« 二代リ 法が め 巧 巧カヲ W テ まな 人贝二 巧シ 々巧な め 巧 お/おか ヲ が制ス •一 かみ 央カニ 開 スル 规を二 
ホ ニ八 年 お 巧 一口 か わを S ) ハ之ブ なが セ シム 
二々 仿巧 巧を ハ 巧 巧 やか ノ推 持ノク ノニ记 な スル モノ トス 
三 一巧 お 巧 埋化ハ 巧な み 巧 巧ノ漢 が 二 礙シ换 カス ル n トヲ 巧ス 
巧 一二 巧 巧 $を理化 ハッノ 伟璧 墓* ナシ タルな みお こお 夕施け ノクィ 巧な ビザ ド. 腹二时 カブぶ ム 
ル コト ヲ巧 •巧 衡巧巧 巧 ハソ / を岛 二化キ W 致 府おク ハ ソノ 指ぶ スル々 しお 卜巧か プ化プ •ヘシ •巧シ なか ス 
ル コト ノ危お ナル 巧を" 化 做-ー ホラ ズ 

巧 内が 巧 おを 理を ハ两 政府 ノ卞か 及 ビを尔 二從フ コト ヲ巧 K ’ 

巧 おな 网巧 巧大芭 ハ两巧 巧乂 は/問 麽ヲ巧 テが お ナル 巧な おを ヲ 公布 K 
，の 日本# » か拓 「ナナスの 法が J 1 二 I 一： 一二 巧 

五 ナチ スタ 働 法の 特を 

W 上 じょつ てが ホめ々 かを が 制を せらる る じちる までの ナナス 巧が をの 进巧 的ち 巧 じついて をの 輪が が 巧 かじ 
せられた ことと あ ふ。々 化を のな 柱 的を 巧への 巧 M は 巧 化 巧 理を化 じ 巧る る こと 牛ヶ年 •一を 一-内 年 一巧 二十 円 
第】 ナ 牛* ホ 働 法の 巧た I モ 


#_ な ナチ K ホ 傷 巧 WK 一八 
の 巧 巧 巧 $ 巧制法 じよつて 達 巧 廿られ む。 巧 巧 巧 化が 制 法は ナチ スの 巧提拽 むる 巧 おお 同 苗の 巧 神に 則して おを 
甘ら れた巧 か 法で ぁり •同 法制を U が じがいても 窗 々なる 巧 化 法の 制 お 公布を ぶる じ 至つ たが •これらは 何れ i 
W 民 巧 闲巧制 法を お 礎と して ゐる J をの 中 特にな H 寸べ さものと して 巧 記の 法令を 巧 巧し 巧る 0 
一 なの 巧 化 及び 提を じがけ る 巧 « 統制 ま 一九 三 四 年 一二を 一十ー ニを 
一 み 巧 巧 化を 一空 一四 年 一二 さ 一十 言 レ 
一 巧 樹截剌 所 法 ( 一 か 一二 内 年 巧 g 二十ち を 

1 巧 巧が 面の おがに 閒 する 法が (ー ホき 旧年 五月 十ぷ0> • 

一 巧の 力の K 分 じ 巧ず るか 令 (一を 一亩年 八月 十を 
一 巧 仿巧刷 法令の 巧 巧じ閒 ホる 命を 一を 二 四 年 六月 二十 ホ 打】 

一 々货モ 巧 巧 施じ閒 する 法伟 (一九二！ おが 二 Hll 十 ホ 日】 

巧 巧 巧 おが 制 法は じを のな ホを 現 おじ 至る よでの ナナス 巧 巧を は •これを 大別して 巧が 化进 なと— か类 S ：?? 班の 
二つ じ 分 巧す る ことお 川 おる。 而 してち の 巧を 令の 中 巧 巧 巧 かが 制を •公の 巧な みび 控を じがけ る 巧の 規制 法， 
を 巧 巧 供な •巧 伤篡 一: 巧 法 等は 巧が 化 巧を と满し 巧べき もので ぁり •巧 $ 拓 巧の おが じ閒 する 法が •々が 乃 出 分 
法ち 巧 A 手帖 巧な じ：！ する 法が をは 之を 失宪 巧ぶ 法の 中 じ 巧 入し 巧べき もので もる。 た •、巧 化時閒 令は む 近々 
仿時閒 の 巧 巧が 失柔對 巧と 脚 職して 論な 甘ら れ •叉 このが 出よ 〇 して 巧 巧時閒 のが】* 巧 巧 等 •か 云々 せられて* 
る 現が じ おし •これを 巧 巧 巧 巧 法と 失 ホ おが 巧の w ザのを おを 偏へ てゐる i のとぶ る ことが 化 巧よぅ。 



巧く ナナス かなの 治下 じがいて 巧 夕のも 巧 封が 法令の 制た た ホを みた ことは •一 化 二 化 年け がの 惟が ホ 化" が 
をを 巧つて ドィツ お 巧の 危拽 にがし •ホ 甘 おのえ 巧 ホの 巧 生を ちる じ ちづた と 云 ふ 巧な は ごる こと。-^。 •か 何 
じ ナチ ス か--*' の 出現 U ホ タ萊巧 服を をのを 乂巧货 い 一に 救へ •をれ に 巧つ て 巧 別を お 中 せんとし^* •"を わ おる。 

一 化！ 二 一二 年な がの 乂規 巧の 公 お 巧 お 計 まのを わ •巧 榮柔 •巧樂 材巧柔 をの 他 0 担 巧 部 口の お 巧 等は •これにげ ふ 
巧該 部門 じがけ る ホ まを 巧の 巧 少の巧 巧と 昭 し. て をの 巧 巧を 巧々 に 巧して ゐ る。 し^もな H 子べき は •これらり 
た 巧 ホ 數〇せ 的を 服の 巧を と 並んで 失 ホ 化 遮の靈 巧 かと も 目すべき 巧 的 巧 粒 じがしても をの 巧 力 か 巧 ごむた こ 
とでる つて、 お々 一 おおの 失業の 生起の お< ベから ざる ものと する も 失 粟の 化 態を 巧 巧な みし •失变 ホの 一 化 化 
巧 皮は 一を 巧 栗が 鬥じ巧 中す る ことを 巧 巧し •巧が 力の おを せる •まは 比較的 巧 粉 力 0 吸 化 0 お 化 ぁるな 巧 じ お 
してろ たと ひ 他が 門の 巧 お 力なり ともこれ を 移 巧 吸 かせし めんと し •义 失采ホ 中 じがいても 比較め 年 おの 朵玫 
的 おを を務 るる か 震 ホは 巧 ホして 巧 化せし めんと ずる 等の 巧が 讓 ぜられ むので ホつ た。 巧く して これらい 政策を 
巧な 甘る ナチ ス のを 束 お 巧 法々 は •巧 じ ド ィブ じと X まら や •を 供に がける 失 ま 巧 巧の 巧が に 一の 巧た^る 巧 巧 
を 巧へ る ことと；；？ つた。 

ナチ スの巧 巧は 巧ろ をのな 治 巧のに がける 巧ち お 同 なのが 設 と斯仅 つてな たお M 巧 (をを を 巧3 をを S ご) と 
巧 甘ら るべき 两 おを がかと 甘る 巧 安の 共な 共 巧の ための 化 おのを なじを のを 火の 目ね が 巧 かれ •两 お々 働 巧 制を 
はために をの 巧 一を じがいて 倍 巧 おなか じついて おを すると ころが ぁつた 〇现ザ 0 侣巧協 巧み じがいて この ナ* 
スの爱 巧が 巧して 巧现 せられて ゐ るか 巧 わの お 巧は 則と して •な 巧な 巧みの な 巧 •な 巧を 具の 任命 •だ お 巧 巧 ホの 

*1 ナナス ミホの S ; 



第一な ナチ K 务 •法 wa IJ 曰 
巧 巧の 規を 巧に •巧 宵の 受お ，化を •巧 巧 内の 快が お 持を ながの お濟 か、 むま ま 0 な 方よ 〇 保 化して S お 的 巧 巧技を 
巧 入す る ことじよ つて A 理的じ 之を 规 をし •巧# と 道な のな 一の なおよ 〇 巧 巧 ザ かを お 持 化を せんとす る ことわ 
おすらの である。 こ、 じ ド イブ じめ ける お前の おを みなみと 巧し きた 作 格 謙み のを 巧. かがす ろ-この ことけ W 找 
巧の 耗制 巧の 社 ホめ 名# を 仰 推の 規 おの 中に おに 典ぞ じを 現せられ てゐ る。 

两巧巧 かお 制を じ. をいで 制 おせられ だな のけ 巧 及び お 巧に めける 巧货 がが 法 •夕內 々巧 法 •々のをが 巧 法 巧の 
化 一一 法規のぅ ち お 巧々 5 を •々化 栽剩巧 法は ナナスな がに よつて 巧に 卸を せらむ たもの でな < •お來 より 巧に 制 
化せられて ゐ たもので あつたか •ナナス 政 巧の 巧 立と とも じ 巧し い 巧 巧に 立つて 巧 出を 加へ たも 0 で* 3 ゥ •た 0 
巧 政ぶ び 巧を じがけ る 巧 化が 制を じ •一な を 巧 巧を じ 巧し 巧 お 巧 おが 制 法 0 巧ぶ をぶ たる じがし 》 公 か 巧に 特に 
を おなる 寂 ホを なめて 制ぶ した もので るり. をの 巧を じがいて け 巧ん ど W お 巧 かな 制 化と 和 巧す ると ころは。 い。 

巧 これらの 法が はさき じ 述べた 「闲巧 及び 闲 おのが 推を 抹 がする ための 法が」 じよつ て ド イブ K かの 帝議投 巧を 
巧る ことなし じ ナチ ス を 巧より おを 公 ホせられ たので あつた C - 法 巧を の も 00 目め とすると ころ じ 一の W 民 のぞ 
巧贿 化の ホ 持增 進であつて* かやし も ー ホー 汲の 巧を な 化では •.，♦いが. 巧 栽は 巧 じよる 巧を 法な 0 おを-*- して 比 
巧 的獨な •巧ち ナチ ス巧 なのた めじす ると ころ G 巧 子が 多 かにを よれて るる ことは をめ：？ いとお ふ。 お 任 ホ：： X . い 
ド イブ 巧®® 38 加盟 A たる ことのを ホ •ナナス 巧な •ナチ ス巧諸 « 宙貨じ 巧 する 巧 8 か 记み法 か 0 巧 用 0 除かが 
はを の 一例で あつて •ナナス 巧 街 法を 理解す るた めじは こ G 巧に ついても モ みおは する を 虫が ある J 
W 下み がの 巧の 法が じつき •そのが 巧の 巧 山、 特色 A 了な 巧 巧に ついて 解かを 化へ よぅ。 



第二 固民勞 働が 制 法 

一 闽巧巧 働 統制 法の おを 

1 九吉立年お月ろ巧汾管巧を法は* -^化せるかく* 巧てょゥ巧おめ；，*る1のとして巧ホせ0れにのでホつたが 
一を 二阳 が一 さ 一十 円 两巧巧 化が 制を (Gesefz ご r OKlmlng d:r 5tio 旨 13 >rbelt) の 巧を 甘ら るる じ おつて こ 
こじ ナチ K めが 目を 現は 甘る を < 巧 しい 社を 立法の 巧现を 巧る ことと。 つた 0 

ナチ ス巧裙 の 巧 立した 一九 年 一巧 S 十日と こ〇闷 お々 仿 税制 法 0 制ぶ せられむ 一九 年 一巧 二十日とは 
をの 閒 未だ ーヶ 年を お 巧して ゐ ない 〇 巧く のかき 巧め てが 巧〇进 なめ 巧閒を おて •ここ じ 巧が G 巧 がれ 政 0 法の 
ぶ 巧を なすべき 巧 本を が 制せせられ •をれ じ 巧いて 巧 多の 巧し い 巧が ぶ 法の な ホを 化た ことは •本 法の 巧を じつ 
いての 法の 巧 巧 巧 •丰法 適用の 現 巧の な 巧蒂じ おする お孩 •おがを が ル 班して ちへ るたら だ •ナチ スに とつて 话 
めて度巧すべ きことなゥと音は^^けれピなら；，*い0 クラゥゼ巧はこの巧をの巧化立法としての冉民巧化ががなの 
巧く みく がぶ 甘ら れた巧 もとして ホの 二 巧を タブて るる バ 

r 一を 与 二 年 十一月 十二 日の 闽巧 巧： 巧に がいて 阳お v ‘巧巧 ホ t ， トラ I 巧 じ 巧す る】 をめ な拍と W 巧 化か 
ホ 萊め化 あの ホぶ と -.I お 明し むる こと 0 

二，】 丸 三 ニニ ¥ 一 巧の •を 生 巧め ド ィプ 网 おじ 巧 卞る吿 示」 (を でも g »ue schaffs を a DJUCChc るに ょつ 
ホ ニ WK 々俩統 《巧 I 


ホ ー巧 ナナスを 化 w 巧 ニニ 
て ド イプ 巧が のが おがな 設 せられ •やお 格め の ホな はを < をのが をを する ことじ 巧な 法に 巧す るが a 
がな々 切ぜと 4, ♦りおつ たこと。 

本 江 〇出现 とと もじ ド イブに がける 化 巧 乂 我を 0 を も おお なれな 立な じる 巧 巧 おなかを •々併な め々 及び 巧 化 
ず 謠調特 制が じ閒 する 法令 巧 もを く 巧 止せられ •化が のれ 含 秩げ〇 なおを 一‘* して ゐた 巧な 巧を 0 ぶが t 巧 化せら 
れ •これに 化つて そが 的 地 化 じを おした のは •を 摘 ホ 鬼の 闻荣 巧を い 上 じ 立脚した 巧 巧な 问 巧の 巧を であつた。 
巧ち 巧が 統制な 巧 一を は 前 ふ。 

巧 一條な 巧-一が テ ハ か萊ホ ハッノ お 巧を トシ テ 巧 用人ぶ ビ 々勘 お ハッノ おがぶ トシ テ トモ ニ プノ 括 巧ノ目 
的 化 進が 二 巧ち 义ビ 网おノ 共同 利な ノクメ ニおク モノ トス 
この お 特巧部 じ 巧 する 闽み视 をの 巧 入* 提巧倫 巧の 创巧 •巧 及と して 巧は 巧 巧せられ ぶな 巧 g せ G れて るるな 
をな を 巧は •がぶ せろ 巧 共 巧 两を巧 中の 「巧 € 巧 あビ化 州 人 ハを 巧ぶ 卜巧 をノ 巧が ヲ W テ •巧 お 巧シテ 巧な •巧 
かがが ノ 規制 垃二を 巧 カノを 巧 巧 的 巧 お-一 與 ルべ キ モノ トス •巧が ホが 义ビ巧 化ぶ M ノ期宙 な ニコレ ブノ W ® ノ 
なぶ ヲホ 进ス J (7 イマ ー ル 去 法が が 六十 荒 化】 のを 巧と お 比する とき •を こじを しい 相 まを 巧な せ やじは るら れ ない 0 
本 法は セを •セ 十 己が ょり i -* るな 化 •.•♦立法で みるが •を おじ 入る じえ だつて •を か. 祇 をを 巧 かすべ*- 巧を 巧舉 
して 見ょぅ。 ホづ 本を じあつ ては •巧 お M がのを ホを なす 保 佈击と 巧 it ホ owtr シ •巧れ M 化と してで な 
<• *^ 能 的‘ に，々 巧せられ た 的 W 巧と して 巧 おせられて ゐる ことで ある J 巧 »击 と 巧 巧ぶ-' 二し 本が 相 巧ぶ 
すると ころの I のでは な <» R 1 的 •お问 的；，* る もので ゐゥ • W 巧 及び W ぶの 共同 巧な のために お 力すべき I り 


たるを 巧す るので ホウて •この ことは 巧の 巧 一巧の 巧 巧に 照 ホら 明 巧で ある 0 

この 肚 について ホ 目すべき 巧みの 一は •巧ぶ を これを 巧 巧せ るが 人ぶ < はが* よりも •よ 〇 々むせる 日め •生 
巧 及び 巧の 方法を み 有する お 巧 的な ものと して 把 へんと ずる 闲み 巧の 上 じがいて は •大した W をを 巧め 巧 C いじ 
もから や •フ 7, シスト. イク リアと ナチ ス .ド イブと か々 掛巧 巧の 規則 じがいて 巧つ た 見 保を 巧して ゐ ると 云 ふこ 
とで ホる 〇一乂 二 六 年の f タリア 巧 « をを 巧の おはが ふ。 

巧 W 巧 生 巧/を 巧が 素 脚， ま 巧ヲ 巧な 的 二を 现 スル モノ ハ 馬 麻 ホみ ビ巧 お# ノ が _权 スルが おヲ お巧シ •化 
巧ヲ 生を ナルな ホノ 利を 二が 巧 セ シムル コトニ ョブ テ 達 巧 セラ ルル W 巧な 約ナヴ (《 な U 唯#) 

ホ じ 示さ ミ かく •フ T， シストが 巧 仿おミ 巧な ィデ ォロ T のな 巧を おする じ 比し ■巧が ホと 化裝 ち々 
本 架の 巧 立を 巧 立と してで なく •本 かが 一め お 同め な ものと して 把坦 せんとす る ナチ スの 態が は •この おおじ 一 
ホを 進めた ものと 見る ことを 巧よぅ。 巧し。 y ら 現な にがて ナチ ス のな 阁 すると ころの 4 のが 十み 法 巧 甘ら れ巧 
るかる かと 云 ふことは •自ら こ Gil 煤とは 別が でかる (な) J 

g イタ j ア にかけ るな 巧な をが* 髓 ちれを と 巧 俯 者な をに 一一 乂巧 せらる、 に K し 》 戰 巧れ をに 比 ナベ ♦ド イヴ々 働* « が 
々働 ホ •快 州ん はにか 友 者の 巧； 巧 » 化る K じついても ホこ& ことが 巧* 巧ら れる • 

ホ 皆 巧々 《統お 法のを 18 をは •あ， におす る あが 的 基 巧の 巧 立 ミる。 ミ 巧 じで’々— ル •アンドレ 
，巧は •ホ ざの おじ 巧べ てゐる r 他の み！！ 坦と 同な じ •巧 巧按 巧® (曼ュ を ボ oi ミ 0 す 二) は. 現* じは あ 巧 的 
を 巧の 上 じな つて 始めて をのな 立 か可範 なので みる 巧來の 巧を じよれば 》 巧 巧が むの 特巧 巧は 巧な じ 巧 する々 
第二 W は#！ •統 a 法 ごち 



第】 巧 ナナ K 巧 H 出 解 皮 こ N 
巧 力の M 巧 法め 巧 巧と 云 ふこと じあつ た。 わかる 唯 巧な 的 巧を 方法は •おを 巧の 巧 巧 巧 じよる 其が よ 9 もを まぶ • 
巧 W 人 及び 巧 巧 ホ 巧の が 反する 狀遮 シー W おめ る ことは 必 巧の 巧で ある。 なつて 本を じがいて は •巧 特巧〇 々な 
g なじつ いて •モづ 本來の 巧化按 めに® すべき 規 化を 巧く ると とも じ 「—を 巧」 ( Tie 】 力び 「社， ザめ ( も* ialc 
Ehrc ) なる 巧 裙的槪 を 基く お 格な，^ が 法的 規 をを 加 ホし C 。 ：；： 蓋罢義 を かい T •法が 及び あ 法を 一 
丹 巧 巧 じな 合廿 しめ •古代 ド ィブのを を (ホ 錢化巧 巧 も Ticlic き V ま rn ちじ 巧な 甘ん とする 阳 ちれみ ホを 的が 
ホが 巧 現せられ たので ある 

特にを 目すべき 肚は •ホの r 巧 巧が 理化 ま」 じがいても •を 0 1 巧 か 示されて &る 巧に •巧 巧 化を むが 巧 
じよる 必 なのか 巧と して •巧 来の々 街た 化じ閒 するな お径 め獲函 めか 制ジほ 止せられ •巧 かを 化が 巧 則と して 诗 
巧のに がいて がが せられる ことと。 つて 來 たと を-如が である。 これ じ 脚しても々— ル. アンドレー 巧は ホ 0 かく 
お 巧して ゐろ r み綺を •るて 巧 巧を が 0 巧 化 細胞 义だ かお 巧 姑^が 賠夕 S お 卧か张 巧 V- ぶ •之に よって 巧れ わ 快 
巧の 巧 致を をぅ する ことと たるので ホる J を G ために •がが じ •々かおみ シ掉 つて 夕 くい 巧 化か かか 化 巧诉 。 W 
迎化の少。い規巧の下じホつたが》 抗おは么にむし* み—巧‘《^^^『即巧-おはし* あぇ ゃ巧ホ的巧なじ巧が 
ナる揀 巧 力 化を 化 風す る ことかめ 巧と なつて 来る。 特に 悔 M の々 掛を をけ する ためじは •化 まぶ •巧 W 人ぶ ご々 
かホか もし く を の巧巧を 巧 つ て ゐ る を倘 の 巧巧 じ が い て巧 ふ G ：；< • むもがお っ & る 〇^と。 を の 具おの の 现 れ は • 
みお 巧 じがけ るな 巧み 巧みの おぶ •巧 巧 巧 巧が 义ブ む 巧を なの 巧み でんる 0 

W 上の 一二 特色の お 合 甘ら るる ことじよ つて •巧た。々 が 法の « が かか 立てられ むので あつて •巧 < 0 , の、, 前な 



の 上 じ 巧 立した々 $ 法が 巧 巧の をれ と 巧 る 巧を を 包 巧すべき ことは •巧が 自明の こと •りと 云は ••‘ •け わけな' ゎ 
ない。 

W i^suse こ》 § を ohau: 《Deutsches を beitsreoht, S お • を ジジ S- 50} 

巧 巧 51 Andrfn ご Das oesetN zur Or をき 巧 <ler ミ tio ミ len 云 beit •夏 nbliclc を ミ rlie orun 色 nedatlk き •• (Reio 一 gbei 左 • 
bht こ 9 ピ 穿 •と 
g K>rl Andr 否 f •• 0. 

二 固 巧が 働 統制 法制 おの 前後に がける ドイッ 勞働 おの 
狀 態の おお 

U 下两 巧々 ig 巧 制 巧の 备 なじ 入る じ そだつて •本 化に 牌 蹄して 本 法制 おのが 巧に がける ド イブ々 巧 ホの 化 おじ 
ついて*】 巧を 加へ たい。 もとよ 〇 巧 巧 巧みの 進展は 複雑で あ 0* 巧衡 かおの おを も ホ をれ じけつて 巧な 化が 多 
く •巧を をのを 巧に 互つ て あが； ■♦設 鼓を 巧へ る ことは •巧®。 ことで あるが •こ^では イ •ち濟 巧 か 一の. 

ちを 巧义 びが 巧を# • C •巧 化 巧 得 じみつ てを のを々 じついて 大宙 のか 向を ホしたい。 

イ經巧 巧 JB 一が 

ホみ 乂駐 じよ 〇 ホ ザが 0 打 巧を 巧 〇 •ド イプ エホは あ K を 忍- VG 桂に をした が •ド イブ W 巧 0 巧 力 じ •よ < そ 
の 时雞を お 板し 巧ぶ をの 他の 巧 巧に 化して •巧 巧 じを 满 力を 巧が し •ためじ 一を ち 半には •生 巧が •巧 ホみ 疫 
巧に がいで が々 巧が の 水单シ 快な 寸る ことを 巧た ので ある-しかる じ 巧 ホ も •-? くして 化界个 化 《なの 中に 巧き こ 
第一 I H は々！ f おが ホ ー: ぶ 


第一 巧 ナナス 《巧 法 w 度 二 六 
i れ •不 化のを 二 年ぶ むる 一を；； 二 年末 じかいて は •ド イブ エ巧 生を は 一九ニ セ 年 巧 0 水 単から 网 〇% もが おし 
义失お ホは 六 巧な 人に 達する ち楼と r * つた。 巧 後 0 インフレー シ ■ン じを いちおを 巧め た ド f プ巧 巧は •巧 
巧の » 说* が 資お担 協を のが 結宰 じより 巧 力 巧 おのが 货じ巧 力した か •サ がは 擧ゾ て不 がの お 中 じあ 〇 •病へ 巧 
を 下を 两 みな 出 や 巧 巧 巧 巧の 巧 加の ため* 化み ホ 巧に かける 巧 狙は な々 典し きを 加へ •巧 じあつ ては 闲ぶ なは 
巧ぶ じな 迫し •たじ お 巧を ぶ 巧の 不能 令な 巧 甘ざる を 巧 ごる 巧 態に 立ちつた 0 で ホる。 

かくの かきち 巧 ザ 態の お 迫は •をの 打開の ために 》 よりな 本め なが 巧 h 巧 巧を 巧け すべきな 力なせ 治这稱 を必 
巧と する もので あつた。 ブリュ I ニン グ .パ I ペン. シュ ライヘル 巧 0 がか 巧 曲を 巧て. t> トラ — 巧战 へのを は 
何等かの お まじが いて •がかる 巧 力の 巧は れんと して 义れ じ： S したな 程で あ 〇 •一丸 年 一巧な 巧の ヒ ，トラ— 
巧 曲の 沿货 め 巧 在は、 巧 じ も々 じ I 現在 0 ド イブに とつて •をの 不 ぶの 巧 淵から •理み ホめ 来り しらのに 巧が し 
たこと を 現は して ゐる 。ヒ ，トラー 巧 化 現 W 来の ド イプ 姪 巧 巧 0 が » は •ぶは 一巧 肉 巧を お W なが とがせ 
られ •まは ナチ スち氣 お 巧 巧の 巧み；， *0 •巧は 巧を 巧 巧 をげ はざる をを な；； と 云々 せられる じ も 甘よ •提ホ ホ 
態の 巧る か 切 かなりと も 揉 巧せられ た 巧 巧は •るみかに いので ゐ つて •おな 硏究 巧の 巧 巧 じよれ ピ •一九 sw 年 
じがいて は •が 年ぶ じ 比べて T : 巧を ホに 六 化 .0 から 八 S •一二に •巧 巧拘 はは 九 S •一二から 化 八 •四 じ 上 2| ■した。 エ 
巧 生 ホ 巧 お (ホ ホが 巧に 巧 巧 貼)， 釘 巧 わ 巧 おを‘ が ホ 者 お •がが おお， 錢ぷ 巧が 宙轉& 巧に よつて 一 化 II : 一年 
よ〇 1 九己巧年に至るナチス內牌巧な前巧の巧巧巧助お巧の化がをホす^^らば巧一 まのか<である。 
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0 巧 保な あびが 萊 おな 

現在 じ 至る 主で ド ィプ じがいて 巧 ホ 調査 (穿 =f を ミニ ng) の 痛な 廿られ じのは •一八 八 二 年 •一八 九 お 年 •一九 
〇 とが •一を 置が •一を 一一 一二 年の 五囘 であるが 》 今 域 策を なま 及林灾 • H 輩 及を Tf ぶ •商策 及 巧が 巧 •巧な お 
あ 自ホ時 業 》 お 巧が おじ 五大 別して •をの 推を を 辿る と 大巧 じめいて ホの ごときが 巧を 巧な しなる と 思ム〇 
ホ づ巧一 じ 巧ぐべき は •一八 八 二 年から 一を 一号 年に 至る 五十 年刖 じめ けるな ホの 化 化の 巧 化で をる。 本で ホ 
じついて 觀る じを のを 宙の 中に 占める 比率は. 阿 一 H1% から •二八 •九' みに 下 巧した。 しかも 一八 八 二 年から 一 
化 二 瓦 年 主で け 比 車の 巧 下に 巧ら 中 •をの おお 致 じがいて はみ 調 ホ 年 巧 じがいて セ 百 十 S 萬 (四 二 •ニ プ) •セな 十 
八 巧；！ 六 •巧》)* 八 百 お 十-五 萬 ご 一 •化 百 セ 十六 巧 ご 二 0 •五 ジ) と 巧 かを 示して ゐ たので あるが •一义 
ホ ニ WK々fl#tt 法 三 セ 




巧 一巧 ナナ K 《錫 法 MR 二 凡 
一一； S 年 じあつ ては' 化 百 S 十四 离 (二八 •九 ジ) とを の ホ じがいても じがいても 巧： 卜 したので もる。 現 ホの ドィ 
ブ にあつ て •巧闻 と 同じ 巧に 良が お 巧と 云 ふこと が •巧 巧め じ 巧 あせられる 具 巧 的‘ .V 巧 巧の 一つは こ^じが する 
と巧；^ければたら«(は>0 

B ドィッ 色 巧に ■しては 策 六 》 ホ 巧 巧 巧な 中の々 儀宙 tt め最綺 に— 十る 化け A び々 働 力 西み ホを 3 巧參枯 • 

ホ じ エホ じついて 巧る じ •を まの 化 巧に 巧し •この 閒 じがいて を も 目* しいを 川， V 示した のじ エ萊 であつ た。 
ま 本 ホ ま 上が 巧に あつては 》 お ホの おが 巧 制に めいて ま 巧め であつ たな 采じ • W 巧。々 本 -0 巧 株 力を 巧る とする 
エ类じ •徐 々にを の 巧 化を 巧る と 云 ふことは •一 投じ 控巧 巧な の 一として 巧 へられて るる ことで もる が •巧々 は 
ドィブじがいて》 をの典巧の；‘*お態を見るのである， 巧計上明かじし巧；，*いか， ドィブ：丄巧か 一旗の巧おをと^; 
たと 巧 巧し 巧る 一八 八 二 年 じがいて は H 菜 及 手工 索は 本萊 ぶじ あつて はお 巧と-;- 该 •巧萊 巧な ホ じあつ ては 一千 
S 百 九十 离 であつ に。 巧 じ 巧 おを とげむ をのを の提 過を 辿れば •一八 化' 化 年に がいて じ 本ち ザ じと 百 it 十五な と 
なつて •なおの 水单を 巧へ •大巧 前の 一九 〇 セ 年 じる つては 一で 巧 •ホ 巧を の 一九二 •た 竿に がいて じ 一で S 巧 w 
十八 萬と なり •を かにな 龙 をを 想して ホ 巧 ホに ド ィブの ま お 巧 またる 巧 化を 巧*" なた S である。 

エ莱 じ® いでな ホ 及 巧 巧 おも ホ この 閒巧 しい 巧 おを とげた。 今を 糾を 年ぶ じ 現れた 巧 お 人口の 9 巧を 示 甘 ば 巧 
一一を のかく で ♦る 0 

装いが ス A '> 島 お/. ns 
(召を 】 SD ) 
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007 ザ 


お 满# を* み-お. 殺单を » み 巧み 巧 巧# 一 おなか 巧* か-ザ お单 巧* ホ 


» 巧 A ホ煉ご M 1 夕資 7 7,1 泛 1 夕 442 夕 養 1 苦】》 夕 7 含 1 玄 75 0 心さ 一ー ツ § 


H が W ザ；！： 紫 ブ 7 含 】グ 27 

を お A » 営 お 】，444 ツ 877 


7,4)8 17,848 1 夕 81 23,175 1 ツ 486 8, き 7 1 六 053 3 這捏 
が一泛 夕 207 グ 300 ゴ 4S 夕 86 ータ 60 】 夕〇ち ご と を 




ホ お 巧 -4 巧 互 巧 お SS 】，so 】 •沒 7 が 浸 7 J , ま 一 户一お ち 31 苗 望 2 ,i I r -,83 
お ♦巧が】 ，£7 が 261 产 37 夕 〇き 一 •泛一 一, 资 7 ご 苗4 一 ,482 ご 20 C j ご： n 7 

弓， き。 ー ミミ さ， 104 ぉ155 I 6 VWS j 泛 -i 1 S - 差 j 这 -200 1 r 安 ミ 


辛 ご 0 1 ツ玄 4 


ミお泛 


巧 罕 fw 】 3^ ザ，】 霸 常， 一ぎ 7 ザ ごを か { い ^; ゴ户 woy-ins す** だ hn tJahre su 这 De を SC ご Istr* S •巧 >• 

】泛 ぶ，】 9 每 ザろ ちみ 1 い。 て ••stfttistisches tjahrbuc-l さ r d£ Dcut 泛 he Reich** 193 夕 S. 】7 ごわ》 • 

ホ じちの ホ 巧柔巧 口のぅ ち 本 轟の 巧みむ る々 がを になら 巧い 閒 がの るる エま及 手 T : 菜の 巧を はじな 巧 ホに つい 
て 巧な を 巧みょぅ。 ド ィブに がける H 袭义 手工 おの 巧を 巧は 一 乂二五 年 巧の 調 其 じがいて は 1. 化' 0 九 •网八 八で 
ホつて •その 中 巧 化 おの 狂 セち 一一; -=^2: が 巧 位を 占め •度が W が n 叢の 二を うー ニち 二 •巧 策 まの ニニ 0 •一八ち 
巧！！ 加工 おの 一 五 0 •一二 化 二 •供が エ采の 一二 一 r 九へ セを が これ じ 里いで ゐ たので ぁる。 一九 sill 年の 巧 ホ じが 
いてけ 不 巧の 紀巧 •巧を 巧は 〇 •巧 ダを な 少して 一. 化 〇 一 •ニニ ニと なつた。 おじ この 试 かの 巧 向の 巧 ザで A つ 
巧 二 困 ほ ホ A な讲 A 11 先 


















K 1 巧 ナナス 《働 法 MK 13 
たのは 巧 柔の五 五 •六 ダ •巧 おぶ 巧み 莱の阳 五 ■一一!% •巧が エホの w 五 •ーブ •を 巧 持# おの 二 六 •丸ブ 等で ぁる.^ • 
を 生 案 (五八 ■お ジ) > ゴムぶ アスベスト 案 (阳 S •六％} おお 巧が おみ 巧 (二 お •六 夕」 巧は 何れも これと 反な じ. を 3 
巧を 巧は 巧 加を 示して ゐ る。 

すなの が 巧を を もな 刻 じ 反映した のは •巧 菜 ホな でぁった。 エホ 义 モエ采 にかけ る お ホ 巧 巧は •一九二 化 ザの 
一二 •义一 〇 •一一 画一をから •一义 li ニニ 年の 八. 九の 一、 ご 互〇ホ へ 1110 •セ おもが 少した 。特に このが 巧のを しかっ 
たのに‘ 大企 菜で みり •ド ィブ エ菜 のか 核を；‘* すあエ まな 門で るって* 谷找 お作棄 、お S こ r •ご. をち お# 策 (五 
1 6%) •巧 巧ぶ a 一毛 ふジ) をは •何れもを の S 々の 1 W 上の が萊 巧を ホは なりれ け，-‘* ら 。かつた。 なお 巧 « お 
み柔 •巧 猫 加工 巧を はを のお營 なじが いては 二 五 •六ジ •一二 •六％ 方 巧 かした る じ も 巧ら 中 •をの 從 おおな に A つ 
ては •をれ ぐ 阳 W •八》 •ご 三； ••化 ジ もが 少して ゐるあ 株であって •これによ つても ド イブを ェ采 がすが によつ 
て か 巧 じ 巧大な 打# を 巧つ たか か •おおせられる ホ 第で ホる (ち 丟ホ 巧)。 
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巧 I 巧 ナナ X ホ 働 巧 w 巧 一ニ ニ 
巧 S をに ホされ る 一九 II ニニ 年 巧の ドイッ 時 巧 就 ホの 祐 むた ろれ たのは • 1 乂 年 六月 十五 日で ぁるから •こ 
れ じょつて ナナスを 巧が 立を 巧の 化 態 か 巧ら わじなる >- 化 ふ-し シ 。け ナナス 化 巧 巧な を ド イヴ ホ莱化 おじか 何 
じ おがした わ •支 エホ 及 モ：し 菜 巧を おが じが ホ ホ あは か 何に 塔 仏した ので & らぅ， 

一九 年な が 現在 じ 至る i で •ド イブ じがいて じ 巧 巧 期 ホが 巧 はれて ゐ たいので •を エお及 手工 巧に ついて 
の おを を巧捏 する ことは 不可能で ぁるが •一九二 八 年 W 來ホ として 大工 巧を 中 もじ 巧々 -V の おお ホ •々か 化を • 
巧の 時 脚 •巧 « 巧のを を 巧が 巧袭 して ゐるド イブ H 束 期 巧 巧吿つ 卓を ミ 迂〇 を芭】 —き另 •) じょつて •をの leifj 
シ拽 ると •一九 云 三年 一巧の ナチ ス巧牌 出現と とも じ 巧萊か 態は 冉び がが を ーボし •そ 束 ホ克 » 巧は さの 巧を 現じ 
し •巧柔 ホ 巧は 李が 的 巧のを がか すれば •巧ぇ や 巧 加し •； を 与； お 一巧 末の S 百 セ 十 巧し 一一巧 辛 一巧 ホには 
を 音 巧を 巧 かして お 百 六十 巧と なつた s )0 この 巧 巧は 一を 一一 五 年 巧 じがいても 持 巧し •おぉじは 前年 巧のを 
あたる が 記 十一月の 水 ザを 巧な する じ 至つた。 今生 巧 がエ 巧 部門と 巧 巧 M エホが 門と じ巧圳 して 一九二 化 年から 
己の 年 じ 至るな ぶぶ G 巧 进をポ 甘 ば 巧 四 表の かくで みる。 

B エ巧»ホ巧巧みたキに其<- み？|ホじホては從業者なは>*巧>5ちにおける冉巧ん《ょ—4»かに»みに>«サられて 
& る。 

巧々のエぶ郁口じついて巧れば， この巧叫じなおを数にがいてをも上井を示した Q は辛 li 巧をお•^^ li ^ i ¢材巧ホ• 
巧找 巧を 巧 •を 巧稱 なま •巧な 巧 等で ぁつた-巧 wg 巧 巧は おんど 一本' 一 化 年の 水 ホ じ 巧 巧した" そ ホ 巧 策と し 
ての 円 SiaHsl 巧 挫な か 巧の Kftu •自助 巧：—: おじ 巧が を 巧へ •なの ホエ まけ 不 巧が の 水 巧を を かじ 巧 巧した。 巧 



しを 策萊 •を 巧 材巧采 ホ じみつ てに •を 0 快 巧の 巧し いじら みら や •ホ だ 一九二 化 年の 水 単 じ ホして ゐ i , ♦い c u 
の 7?? 759909 > 上の ホ 巧 时エ柔 が 門に 巧し. 巧 巧 お エホが 巧に 


證 I 

がが ft 

織 幾 | 

とお 城 

域 a 茄 
财 

II い？ 

巧 

巧 錦 


t 



* 

i 

1 

1 

1 



» 


1 

• 

• 

1 

i 

畢 

• 



人 

1 

1 

• 

1 

■ 

■ . 

1 

1 

t 



を 

• 

» 

1 

♦ 

1 

1 

••一！ 

• 

1 

1 

i 

1 

t 

% 

/ 


等 

k / X 」 

IfWI 


ぶ 

1'- 




へ; ク 

品 

バ 
イ -'方 

/!.. 



1 

1 





1 

■ 



• 

• 

1 



…1…， 

い产 *1 
けな] 

.1- 

1 

» 


… 

■ 



; 

;:1: 

1 

t 



• 

( 



— T — 



: 


_ 


抽 




がいて は •巧 巧 巧な の 下降れ じ卜： 姑が より 巧が 
にな はれた 0 であつて •こ G ながは すがの が W 
をなる ことを 巧时 エホな 口 ほど 巧し くた かつた 
が •それと 巧 株 じを の 快な も をれ などな ぶでは 
なかつ た。 一乂 一ニ ニ 年と 一九 SW 年と を 比を 
すれば ホ 巧 M エ まが n か ww •九から た 化 •お 
二 か 二 か 年— I 〇〇】 と 約 S お ジで上 社した のじ 
巧し* 巧 巧財エ ででは 六 一一! •化 むら 八 〇 二 じめ 
一七 ジ しか 上つ てゐ ない C 年な じがいて 用 
ホが おんど 同じが 合じ恢 なし •をの 均 かを 化な 
し 巧た ことは な：：： に值 する 《# 五 お ♦思) 

ホに 現在 ナチ ス玫 巧の 治下 じあつて そ 子が お ホの 制限が 盛んに 巧 へられて ゐるじ 巧み-巧 お 者を 巧た M じ 巧が 
して 巧よぅ 〇サ巧 大巧 巧 ド ィブ エ采 じがけ る » 人 巧め ホの がをは 巧し くが 乂 しむ。 大巧 的の 一八 セ あ 年と 一乂〇 
セ 年 じがけ る 巧 巧 拥弃の お 巧 じよれば •エ束 及び 手工 震に がける 好 人な 采 ホの ネ巧ま ぷ じ對 する 轨 なは •それ ぞ 
» 二 同は ホ 働 銃《 を ち ゴー 
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れ一五 •セ》 J セ •セ》 であつ たが J を 一 お 半 
じは 二 T 1 IX •一を 二三 卒じ 度いて 一二 子 セ》 
を 示 すじ 至つ に。 この お 人 巧 ま 著の# かじつい 
ては •をの 理 かとして 巧を の インフレ I シ ■ンが 
擧 げられ ねばなら od インフレ 1シ《 > じょる 
財 まの 巧 失は 已ゎ G くな かおち じ 的を こもつ て 
ゐた夕 < の 巧 人を •バンの ために 巧 巧 じ « りた 
てた ので ホつ た 0 インフレ— シ ■ン じ沒 いて 產 
案の 合 巧 化は をのを 產 々巧 下のに めじ 巧で 巧 働 
をょ 〇 らお 人々 «ホ*| 巧 ホした ので ある。 しか 
る じ ナチ ス政 巧は をの 巧 現な 來 •この 巧 子々 化 
力 じ 對卞る 掠 人 巧 « 力の 優を 化 じが おせんと 
し •义實 巧 このを 因は 货 巧に 巧され むので ホつ 
た。 これは 田 民な# まを 人口 巧 則から ホが して 
ゐ るので あつて •一九 三 ニニ 年 U 巧の 巧 « 力のを 
かじは 春ら 巧 子 巧 働 著 •おじ お 族の 扶董 義務を 
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誰 二 M 巧 ♦働統《 法 


がする そ ホを を ホ てんこと じ 巧 力 か « さ 
れた 。これに ホいで は 巧が {♦庭を 巧み 巧 
べき 巧モ獨 みを のか 巧であって «乂 巧 ig 
を •特に 巧 巧 持 人 巧の ホは これを お 力々 
か 市 巧から » を せんとし たので ホる。 一 
丸一 一二 一一 年 六月 一日の 巧 一次 そ ホ 度 か 巧 
は •掠 人 巧 S ザの 巧婚 による その 巧 5 巿 
巧よりの 迅 まの 巧 合には •お婚 巧が をを 
む • 巧せ する ホを 規を したが •この 巧せ をは 
1 九 では 一巧 五 千 萬 ラィ ヒス- 
5 {マルク 》 1 九 sw 年末には 七 巧 五で* ラ 
度 ィ ヒス. マルクに 巧した。 唯 美 ザ 手 体. 卽 
11 ちた 中 •ル閒 巧 ホに よこぶ を々 « 力のモ 
邮貪じ 巧しての みはな 人 巧 働み の wji か g 

め 

こ-極め じ巧历 甘ら れ た。 これ 等の 巧 面の な 
1 巧は をエ柔 々傷を 中 じ 於け る® 人 S ホ 

s£ 
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1953# 
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巧 I 巧. ナナス々 •巧 解 s 1 二 六 
のが 合を 一义 St 1 年の S 六. セ％ から 一九 云 巧 年の S 二. 阿％ じ 巧 下せ L めた。 しわしながら これらの 巧 力 じら 
衍ら や、 お 人 巧が をの 數は ぞの紀 おな の 上で が 巧みした かつた。 お 人 お菜 者は 一を ニニ 年の 百 十 萬 じ 巧し，】 九 
S 巧 年の 巧 四十 g じむ S 十 巧のを 巧 的 巧 加を 示して ゐる (ホ ホ 在 ホ 捕) ■ 

ハ 巧の 巧 巧 

ド ィブ エ まが 柔 ホの そみ はれるな お- 巧は •一を 一九 年の す aw か從巧 ホの 巧 少し •失 巧者 巧の 巧 加す る じつ 
れてホ 巧 じ 巧 下を 示し •一九 II ニニ 年の 巧 頭 i で このが 向は 持な する じ 至つた。 卽 ちるな 硏巧 巧のを おする 一巧 閒 
な 〇巧モ 巧な 巧は 海門 巧が エ じついて は 一九二 化 年の や 均は 一〇一 • ー フ * 二， ヒ でぁつて 一 化 so 年 じかいて は 
一〇二 •八フ Z 二， ヒ とめ 一 •五フ ご 17 ヒ 上向した が •をれ より ホ 巧に 巧 下し •一を 二 一年 化 セ •八フ 三， ヒ •一允 
1111 一年 八 一. 六フ 三* ヒ •一を 一ニ ニ 年に ホつ ては.】 巧より S 巧の 平ち は セ 八 •四フ ごー ブヒと 一义二 化 年に 比べて 
を 一拥六 かの が 下 〇 を 示した (ホモ 巧 ♦受。 

が I — ^ 1 こ 0 時 凹： 一〇 巧 煤 巧 巧ち ナチ スれ 巧の 巧 立を と 離 も お 〇乂 した 上 

昇.^ がさたかつた ので ぁるか •一 化 年 巧 巧ょりの まな 快 かじ 件ム 
お 震を 數 のが 加 •巧の 巧 帥の 这お〇 おち エホ 巧 巧 ホを 宙の 支夕 しれる 
巧な 巧 巧は 著しく 上向し •が 巧 エま巧 ホ報吿 じょれば •一丸 SWJH - 
一巧 じがいて は 前年 巧の 四月 i 六 巧み 平ち じ 巧し •め セ CX を かへ る 
じ 至つ たとの ことで ホる {み 八 g ♦曲】 0 
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均 巧 か諷 

リ 9 S がが一 9。 三 100) 


巧 九 ま なまみ 貧 銀 百み 比 

(1ぉ4 年 ザみ） 


お 巧巧鬥 1 巧み 比 

1 

:色濟 巧 巧 

巧み 化 

鑛 巧 

9 ぶ 

1 化车 m 

L 2 

な 虜按隹 巧 

8.1 

! 化 學エ巧 

ん 2 

mmm . mm 

m 

X 0 

! ブ A 巧 

0.9 

ナイル 巧 

な 1 

受 n ま 

1ぶ 

機 试お巧 巧 

9.3 

、'''ザ， 乂ホ 

0 ぶ 

ザ 巧 巧 

ん 6 

お 紙 ま 

1-7 

nMmmsBc 

巧 

3,7 

巧！ ■エホ 

1.2 

拭 ホ 化 

v«m 

0.9 

巧 « 巧 

ん 5 

化 策材材 ま- 

ん 3 

« ホ エホ 

11.6 

化 策， 巧 

11.2 

巧 》 巧 

4.1 

な# ま 

1.1 

おみ 巧な ま- 

0.3 

木工な 巧 

を 9 

化 巧 巧 好な 巧 

' 

こ 7 



巧 •女み 
巧 銀 

】 人 巧 

9 モ巧 
月た 

m 邹 9 巧 

泌ぶ 

奶 .7 

巧 月 

典ぶ 

9S.6 

lOSTUp: 3 巧 

10S ぶ 

105.3 

6 巧 

119 ぶ 

106.3 

. 9 巧 

134.3 

1 放. 2 

巧 巧 

132.1 

111 ぶ 

1934 年 3 巧 

1 がぶ 

H2.1 

6 巧 

100.0 

112.1 

9 巧 

166 ぶ 

11 么 5 

12 巧 

174.7 

11ん7 


#1! W は ホ 働た 《 ホ 


心 


pB 

放 


ぉ 

•化 




& 




1 九 S 网 年ぶ じがけ る そが 巧 お 
のな がは お八 doo 巧 萬 ラィ t 

ス •マルクと 巧が せられて ゐる〇 
これは 前年度に 比べて め 11* 00 
0 百 K ラィ ヒス •マルク •巧 も 一一 一六 
ジ 0 巧 かで ホる 〇而 して 仰 ♦の： 丄 
柔が 巧の 中 ま# 巧银 ななの ーホタ 
いのは •巧を ま 及びな 巧 H でで ホつて を々 
を® の】 ージ ホを 占め 接 括が かまの 九 兰 
% •を 巧 お# 菜の 八.】％ •な 巧 W がな 巧の 
セ •セが かこれ じ亞ぎ •イム エ采 •巧 A 巧 
巧莱 •巧 巧柔 をは 何れも ニジに 速して るな 
い (巧 か 塞 ♦巧} り 
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♦ 一二 A 
六月の やちに 比べて 約： 八が S な 巧を ホした。 これは ホと して 是 み’ い 候 巧に かふ々 « 巧 閒« をの お ホ ご A つて' 
この 巧 向の 一巧 ぞ しいのは •巧烤 製作 栗 •巧 巧な 试ま •々巧 待な まを の 巧 5 をでぁって • g 柔 •織！！ ホ • wig 

をち • «銷 おを じがいても 一 
化 sw 年 あじ もっては 前が 化 
じ 比べて 1 〇 が 巧の 增化 でも 
った-巧 巧 財 エ采が 巧 •おじ 
たお 巧が な柔 •巧 ホ 柔巧じ 於 
いては •この 巧 合は か <• 豪 
巧 工業 じかいて は •時閒 巧な 
の おち 一を お年ボ じは 巧 

つて： 8 少した のでみ る。 

ナチ ス政宙 巧 立 W をのみ ェ 
ホが 門 ( IfgH 巧を かム じがい 
て もやみ 巧 化の 增か をを たこ 


I 

I 

I 


6 

も 


とじつ いては •巧 か 時邮の 巧ち の 他 じ尙ほ 二つを の 巧 因と 目 さるべき 4 のを ♦げる ことが 巧 巧る d 卽ち 一は 巧す 
従 震を じがす るな 人お类 ぶの 比率の 试少 でる ゥ •他は 巧な 上を じぶ く專門 熟練工の 巧 ホの ♦かで A る 0 



巧 十一 荣 


巧 

巧 

地上 コ： 

墙 で エ 

巧 

のな 年 y 巧一" 巧 

32.2 

67.8 

100 

1933 

W 

巧ぶ 

7 ん 5 

100 

ldS4 

# 

32.9 

仍 .1 

100 


一 化 ゴ呈 年：： {来 短 人 お まを の 比率い 巧 下した ことは •前 巧を 巧 おみが まホ數 の 中で 巧ら わ 弓 一とと 巧 はれる 
が •お 人々 w ホの 比率が 巧みし •これ じけつて やお 巧 巧の が 乂 した ことじな じ公陶 ちじが いて 焉わ 甘ら れ (♦十 ぉ 
♦而】 •をの 反 おじ 掃 人 そ €巧 巧 か々 大 する ことじよ つて •や 均 巧 巧が 巧 下した 巧！ ■! は** 氣ま •巧 « 巧を じかい 
て 巧ら かじせられ た。 

ホに】 巧 枯エじ 比べて 化較 め 裔 給の々 口 巧が エの巧 加す る ことじよ つて •平ち 巧 銀の 上昇す る ことは •« よ n 
& 巧 巧 巧 じがいて ちられる。 一九 吉巧 年 九月から 十一月 4 での 巧 脚に 巧 策までは •ホ 年 同 巧 じ 比べて •をの やみ 

貧 級が 八％ 巧 加した が •をの ホを 暗 因は 巧 下 H 巧々 の 巧よりも ホ ロ みが エと 
され 巧る か 上 エホ 巧 働 ザ 巧の 巧 加で ぁる。 卽ら化 下 エホ 巧仿 おが 一九 ザ 化ち 
i 一 月の.^ 円 •ちみから • S 巧 年 同 巧に 六と •一》 じ 巧 T し 一一 じ 巧し •ホ 上 エ辜 
巧 巧# は 二 五. 五％ わら S 二. 乂ジ じめ セツの 增 加を 示した ので ぁる 《第 十】 表參 

受、 

な 上に よつ て ナチ ス ななが 巧 立して から 巧の 巧 巧が 一れ じ 向上す る じ 至つ たこ 
とが •巧 計 的 じ 萬 なづけられ たので ぁるが •しわら ば •巧の ホ 巧た の 巧の 所得は 
增 大したの でぁらぅ わ。 今 をれ をが ぶすべき S 巧 素た るを 計資 •巧 働時蝴 及び 夕 
« 巧 巧 じついて •をのを々 の 指數を 示すならば •巧 十二 巧の かくで ♦る’‘ 

巧 十二を じ 巧れば 生計 巧 巧 « は 一 化 I ニニ 年 一巧の 1 〇 あ 6 よ々 徐 々じ 下り •同 
第 M W 民巧備 彼 侧巧 _ 二 先 






比バ てめ 二 


C へ - w は 一ニ ニ 年问巧 
0》 巧の 巧 巧で ホる。 


〇ジ W 上 も 上# したので ある いら • 
これを U てす れピ •ナナス ft 府ホ下 







おのず 巧は まとして 大工 巧々 のをを 中む とした 淵 ホの おを じぶ くもので あり •この 他には •を 近に がける てぶ 
巧 巧れ 巧の 推移を 把 沿すべき 巧 巧‘* 巧 巧を かくので あるから •中小 エ ま. 手工 おを の お ま ぷのお 合に 巧して 巧 じ お 
おが 巧ら れ るかる かは 巧 測し 巧い。 巧 之 ナチ K なかの 巧ぶな ド ィプ！^ 巧な はち 巧不 巧に け ふ 巧 巧の ドンをから 
浮び 上 〇 つつ あるか、 ホ だを のま 巧を をを じ離脫 する じ 至る 主で じは がを 尙巧 しとの 巧を いだか ざるを 巧ない。 

一一 一 國巧巧 働 統制 法を 論 

两お 巧仿巧 制を は セを •セ 十 S おょ 〇 なつて ゐ こ。 を おの 板齒は ホの かくで ある 0 
第一を 招爲の お 巧を (巧 居 a" を 曼ュら ぶ 及びむ 巧 協绕を (veluc ミ ミ) 

巧 一一を々 巧を 巧な (Treu 昏己 cr cler >rb2it) 

を 二 ま 経 巧 規則 (曼 をを crdi た 及 货率か 則 (Ta ュ fo 己 311曼 
巧 四 まれ 會めホ 巧を 料 巧 (穿 色 0 田す 0 日ち 芭 一な 賢す さ 
巧 五を 解め 吿か 巧宙 (で 皇宮 日舊 nh 巨 Z) 

巧 六を をを をず ホ じがけ る々 の (ATb:i 二 m Gffentlidi 1】 ド nst) 

巧 b をを な 虹 巧 過が を 

な 下を をの 二 車を 除いて •み 章の 巧を じついて な 毋じ解 おを 加へ ょぅ。 

ィ巧 巧の 巧 巧 巧みび な 巧 お 巧み 

»二 W 氏 巧 働た 《 ホ 円 一 


第一 巧ナ于 K 々錫 ホ 解 K nil 

モじ两 巧 巧 ig 化 制を の 特色の 巧 s 巧に がいて •本 法制を の紀巧 •おおの 巧货巧 かじ M する 巧を をめ 巧— め規巧 
が 巧 止せられ •巧 化 なかが 巧 則と して •お營 巧 じめいて 規制 甘ら れる ことと なつて きたと 云ふ點 じつき 觸れ ると 
ころが ホつ たが •この 巧を の 巧が じかけ る 規制の 中む « とも 目すべき i のかな 巧 巧 巧を で ホる。 而 して ナチ スの 
巧 巧を 巧 則の ぶ 巧ょり •をを 指 巧の ためじち 巧の 企柔を じ對し •をの お 巧のを 樓 をを わ •巧を の 目的の 促を 及び 
巧 お 社 じ K をの 利益の ためじを 力を をす ことを 要な したる じょつて 1 巧】 •この 倍 巧 お 巧を はおを の 巧 タホじ 
おし •な 巧の 化 化 じ 立ら •をのを 閒沒 曲と なること となつ た。 

を お 一 S ノ巧 巧を？ 本法ノ ぶムル トコ こな ヒ ソノが 奪 二巧シ おを 《ノ凡 テ ゾ巧巧 二け キ が左プ 

ナス モノ トス 

二提を ノ巧巧 ザハ^ ノ— 姑！^ ，が R ぶハお 營ノお 巧者-一巧 シ巧 i 同 « 二ぶ クお 巧プ持 K ベ ♦ 

モノ トス 

法人 妊 じ 法人 じ ホダる 国 « じぁつて はちを お 巧を た 〇 巧る ものは をを 化 巧 人を < は をのを 巧者で ぁる (さ 一條 一' 
斯ゃ ぅじ 巧の 關 なの 巧 規制 じ 於いて 最も 闲 度な 巧 巧が 企 粟を じな 甘ら れ た。 を类 ホは 巧 じち 官 のがを を 画る ため 
じを 力を 巧し •又 お ま 貝に 街して お 善の ものを 巧卞 ためじ 巧 力を はら ふこと を' おする ばか 9 でな く • 「々8 の々 
K 」 じ 曲す る巧两 おの 解 巧 じ 適を する 巧 じ 巧の が 件を これにを を 甘し めるべき 資 巧を をは される ことと なつた。 
而 してち をの 巧 巧 ザの 巧 向な 脚と して 侣巧 なを 會 がか 《甘ら た そのため じな 巧柔具 ( vcr ミ Sinn ) が g 舉 
廿られ る わは. 常時# 巧な 二十 名な 上の 經 をで* つて (第ぶ 條} •このな 巧 巧 g 會の 巧# は • U 下の かきもので A 


巧 六 巧 T ' た 任を ホ會 ハッノち きな M 宙 ゾ^^^'^ 曾 巧 天々 か セ シム ぺキ堯 巧 ヲちス 

r ? な 巧な 註を ハ 巧のを せノ 巧を •一巧 的々 巧が 件 •巧-一巧を 規則 ノ作 巧な 二度ち 巧を 巧度ノ K 巧は 二 
巧奋 •ちを 巧 巧 貝 巧 互は 二ち をトゾ おを ノ巧 乂 及ビお をな 同 巧を 具ノ巧 & ノク ィユ スルー 切ノ巧 面ュせ ♦ 
巧な ヲ巧フ モノ トス •又ち 二經 1 同 宙內巧 二が ヶル ー切 ノ み 話ノ 解み ヲ闻 ルベシ •巧 色 か 則 二 3 ル おな 
をノ ホち 二 化 テ モ巧巧 二な ズべキ モノ トス 

づな巧 巧を 會 ハッノ 巧々 ノ巧巧 プ ッノ 特をノ 信任 ホち 二重 巧 スル コト プ巧 
倍 巧な 巧 含の 巧務 じついでは おのかく でみ るが •信任 協 謀を シ梅 巧すべきな 巧を なの 投は •み 巧を じがけ るが 
お A の じよ 〇 き* 〇 •な 案 巧 巧を てを uh 巧 十九 あよでの 巧 巧 じぁつて さ 一ち •五十 名 W 上 化 十九 あよでの 
ちを じ々 つては S ホ •巧 ホな 上-百 丸十 九 名 i でのを を じぁつ ては W ち •二百 あ W 上 S 百乂 十九 あよでの 巧 巧 じみ 
つては おちと つてを り， 内ち を U 上の 巧を じついて は S 百 あを 巧ず ごと じ 一 あを 增 かし •をな 十 ホを U て 化 巧と 
してる る {♦セ 隹】 。而 して 信 巧を 貝 こる 資 がをおす る ものは 年 お 巧 二十 歲な 上に まし •少く とら ー ヶ年閒 一 お* 
义 はか 案に 巧* し •且つみ くと も ニヶ 年刖 Ml 义は巧 化の 巧 ま 又は 巧ち な 口 じ 巧ち しにる もの じ 肤られ •巧 じを 
巧 巧を 巧し •ド ィプ 巧 igsfai じ 巧® し、 模 巧め 人格を なて 巧 はれ •巧 じ W 巧 • W おのた めじが くこと を®® 甘 f 
る 皆 毎ム ものなる ことを 巧す るので ホる (第 入 嵌】 U 

、この 信任 巧 ミが おな のち 113811 會じ 代つ て资 面せられた 4 ので A る ことは • ここで 改めて 指 《する よで も。 

♦二！！ は々 備統 «« S 


巧 一巧 ナホ*々 g 化 w 胜 田 田 
い， 巧を 巧な 含 じついて はを じ «れ たが •このな かに 巧な へし •巧々 巧が じ 中が ベよぅ。 み柏进 ザは •一九二 〇 
を异 四日の 括转な 巧な 法 ( Betrlebesr ぎ gese な〕 じよつて をの 巧のを 巧 か 巧 へられた も 0 で •间 をはな 巧 代を を 
なみ ( B ま： cb .- sv ミ こ呂扣) のを あ 巧 巧ぶ だ 巧 巧を 巧 則と して 巧 巧 化を の 下 じぶ たしめ る じ まつた もので もつた。 
これ じよつ て 巧 化 化を は 超を の 巧部销 なへ •をの 巧 則を 仲 おせしめる 法 巧め 巧 巧を 巧 へられた ので あつて •巧ゴ 
すれば おを みな 會 はを まぶの 利を じ 巧し をれ と 巧 立の。 を 巧 ao 利な を 化 おすべ 5 巧 W として 設けられ たので あ 
つた 〇 この 巧は ホ 記の み 切 じよ るら 巧 巧で ある。 

一 •巧 巧が を柔な 行を：： X のの々 い 1 U 上の 巧 求 あるときは •巧 巧 代を をな# じがいて 化を せらる、 巧な ホの 
巧 巧 的 W * は备 々ー ホの 代 ま ホを み 謠 じあして 巧な を 加は らし ゎる ことを 巧る (巧 11! 十一な} d 
ir 巧を 巧が ホの 大み .じがいて は耗巧 じがいて 化を せらる、 巧 化 ホの 巧 巧の 圃宙は •み々】 あの 代を 巧を 巧 
して 討な じ 加は らしむ る ことを 巧る を阳十 セな r 

ゴ 「巧 •州 ■自ホ おを 巧の 化 まぶび 巧を じついて 特別 結 巧 代荣 ちな# を設 招ず る じな つては • W 父 じ W 巧が 
の说な ホる 巧が 夕曲祖 と協謠 する ことを がする {巧 六十 一巧 r 
巧 •摸 w 代 衣を 贝み じな 巧 総 巧】 じがいて 巧 州 ホる 巧® おめ の！*! 祐 をを がし •捂巧 巧の 巧が 巧 W 雨' の M なの 円 
ホを 巧 巧す る 巧 巧を なム d 又々 巧 お 約の なせざる 巧な じは 腳お ある 巧 麻ぶ M * とお 迸して 巧织 及び その他 
の 巧 化 板 化の 規制 じ 巧る ことを 巧す る (ホみ 王" 化 •巧た 十八な】" 

巧を 協な みか かで ホの 利な と巧转 又は 企 巧 S 巧 おかの 利な とを 本 巧 お 立め むる ものと 班め •をの 上 じ 立つて 巧 


巧 A の 巧を をが 巧 せんとす る ものなる じ おし •倍 巧お絲 み じあつ ては. 巧 おのが 益は 本 お 相我述 すると ころの も 
のな りと して •兩ホ 協同して をれ をな 巧 せんとす ると ころ じ •この 二つの な說 をの 本 巧め じ 扣其か 化 じれる。 

この 株じ两 巧々 化が 制 法 第一を じ •指 巧 お 風 則の 立 瑞じ立 巧して ながの 巧な 诗 的， お 曲 的 規制 じ 化って 企 巧 ホ 
とが 田 ホの 巧 左の な 巧を ぶ 巧と して 伍 < i で 巧 内的に 控巧 巧が の 巧 件を を理 する ことを 命中る ところ のらの でん 
つた。 しかしながら ここ じ 巧 巧すべからざる ことは •をのな じが わ ナナスの な M である-巧 じな 巧 至な たらん と 
する 巧の 巧 巧と して ド ィブ々 働 巧な 加が 貝 じる ことを 巧すべし >- 昔 はれて るる のらを の 一つの 现れ である だ •な 
巧を 具の爱 巧せられ る 手 巧を みこ 巧ん ど ナチ ス経巧 か脏の 一方の 巧ぶ じ 巧 もせられ もので あつて •巧 巧の お 
巧 ホた るか 巧 ホは. 唯を のか々 の 麻 巧な 巧な 巧た る じすぎ ず •がくして 倍 巧な 巧みを 巧 じて み* めじ H おのな じ 
ナチ ス獨 を樓が 巧な 甘ら れる化 化み となつ てゐる (な 1)0 右じ卽 して 巧 化 巧は ホぎ のかき 規 ぶを 巧して るる 一 

巧 化が"? 巧を ノ巧巧 ホ？ 巧 年 S 巧 ナナス 巧を！！ お 化 お 巧な ホノ同 息ヲ巧 テな 巧 ホな 度 ピ问化 a 人 ノホ巧 
プ作 ホス* 

巧は 倍 巧を なみび をの 化 巧 人た る 巧が ゴ あ# 姑と 廿られ てを 〇 •な 巧 をれ みび 化 巧 人に る ことじょ つて お 
じ巧挪 をが ふこ-*- けない 完こ J 

な- な 作 ホ 《 巧 任の み W わ モ巧 きに っいては •がの W は ホ 働 tta ま 巧 r おけを 參閒 • 

«|| 巧 化牵 R の 遺 おは 巧！ 凹は 一 化 一一! 曲 お-五月 •ホ ニ 凹は】 化 一二 お 年 巧*;: ド ィヴを M ! w に 施が せられた •ホ IlM の S ザ 
では 一一 十一 二 « にかいて ザみ 八 古 •八％ S が » じ 巧ナる 巧 巧 巧 巧が なされた is ことで みるつ ろ 泛臣を 一* ぞ〇家 ミ I - 

】8. Apr •呂 35】。 . 

第二 MK 巧 働 銃 M 巧 S 


第 I 巧 ♦ナス 巧 •巧 解 R 円 ホ 
口 巧衡が 巧を 

巧 かを 巧を のが 巧は •かなせ るかく •一九 一ー ニニ 年 五月 十义 日の々 化 巧理を 法に ょつてが 設 せられ •巧々 A 秩序 
の 巧 立の 日 i であ 渡 的 制 巧と して おを 甘ら れ たもので あつたが •巧 法 かは これを だ乂 的な 巧ぶ として 里 巧な 巧 利 
卜么 じ»當 せしめる じ 至つ た。 

本 法 じめ ける 巧衡 を理 をの 設垣社 じを のがみ 等に M する 規 をろ さきの 巧のを 巧を 巧の をれ と比べて 巧ん ど 巧 
化を 示して ゐ ない。 巧 かを 理 をは 大巧 巧ち じ 苗 面 甘ら れ •をの 區 巧は W 巧 « 大臣が 田れ 巧 大臣 及び 田む 巧 大巧い 
M 庭を 巧て ホを する ので ホる 〇巧 A を理 をは 两 官吏で* つて 》 一一々 働乂 臣の吿 なじ Bt * をの 巧 在 ホは H お濟大 
巧の 同を を 巧て W 巧 « 大臣 じょつて 定められる (第 十八を 〇巧 巧を 巧を の 巧 巧は U 下の か < である。 

r 信 巧な 巧 含の 巧 巧 あび 事務 〇遂 巧を B * し •巧 法 じつき をを を なすこと •まかの 命 やる おじが ひ •お 巧 
巧 貝を 巧 巧 又は おを する こと 0 

一一 •巧を 規則 じ M する 規 をの 資 度を ちせ する こと 0 

ご r を-平 こ 條の條 かの 下 じ 裂 (Ricil を】 おじか 牵規 肌を かを し， 且つ 芭« する こと。 

四 •社 會的あ 巧を 判！！ の 巧 巧 じ 含つて 巧 力す る こと 口 

五 •田 巧衡 大臣 及び 田 お 巧 大臣の 挥 巧な 巧々 じがつて •巧に を會致 策め ち 展じ M し ，两 ながに が吿 する こと 0 

巧に 本 法 じがいて 巧むな りと おおせられる K は •々働を a ちとち 驚との 阳を巧 巧なら しめ •又 巧理 をを！！ 
佐すべき をして •專鬥 おを 具！！！ 佐會巧 (sacllversta を igenbiirat】 の 巧 けられた ことで みえ 々一^ 理 貧は* 


をの 巧務 Q 1 化の 又は 基本的 問 巧を 專口お 歪な 巧 佐を 巧を してな せしめる ことを 巧る。 專門お 重な g 佐會 なのを 
貝は 巧め を理 をの 巧 巧 じがけ るみ a の お 巧が 巧から 巧染 せられる もので •そのの々 の S は ド イブ 巧 働 § の お 苗 
人名 巧よ 〇 採用す る ことを 要し •ド イプ 巧 お霞みは •先 づ巧該 巧 0 を 理を巧 在 巧 R のな 巧な 巧々 巧 B ホ 中よ oa 
巧な 人 かを 切 柔の篇 おなじ 运 ホが 門を ち 巧して 推 巧す るので ホる。 巧な の 四 分の 一 じついて は •巧 化巧理 をが 自 
ら巧 をな 人 かを ま 任す る ことが 出來 ミを 一十 ミ 隹)。 

右のを 設 めみ 口 おを 具 巧 佐を 謠の他 じ 巧々 の 巧を じぁつ ては， 專門 まを 員を (巧 こ】 <3 fdigeliischu とが 巧 
お 甘ら れる〇 

な 上 じよつて 巧 おを 巧を は ホの かき 二重の 巧沒を おする ことが 巧 かとな つた。 巧ち 「一はな が じよつて かぜら 
れる ところの 化々 の 経を じかけ るな 會めホ 巧の ち： U を 巧 (selbstverwallg) がす 可能 じな つた 史を じは •仲を 泣 
じ干涉 を巧ム もので ホゥ •二は ド イブの かきな 雜な控 巧 おがの 下 じめ て •轻巧 巧 巧を 若く はだを 巧问 巧の 自か巧 
ホに おし •原理め じ も， » 巧 的 じ も 》 阪 ホが 與 へられねば ならない 巧 合には 一 おじ 两 お及びを® のを 巧な を考な 
の上これじお卞る店面を揉る';| のでみる〇 
ハ 経を 規則 あび 巧 ホ 規則 

ホぎ じ W 巧 巧仿巧 制を は •巧 菜み 化 巧の な 巧から •巧 時 二十 名な 上の なまちを 巧 用 する 巧を じがして •あ径 の 
が 巧 巧じ按 を規贴 かかを 命じて ゐ る。 巧径 規則とは 云 ふよで 4 なく •を 径をじ 於いて •をの 口 巧 じがけ る 巧 お 
なけの ためじ 巧な すべき 規則で ある。 本 巧のを むる ところ じよれば •だを 規則は 書面 じよる お まを# 〇 •をの 中 

第一 一圃 民 夕働 統 n セ 


策 一が ナチ ス 《麵 萬な 另 
じは みく とも あおの が 件を 記 巧す る こと がが とせら むる 《な 二十た が* 巧 二十 セが】。 

r 1 日の 規巧巧 巧 時 帥 及び 体 想時閒 のを 巧 

二， 巧 仿巧酬 まみの 時 及びず 法 . . 

一一;." ぜ該巧 持 じめいて 化が なおく は ホ 巧 制 巧 じよ。 巧 街す る 皆 •出 おなおく は ホ 巧 制の 計で いは 则 
巧が をの おめ ホる 時は をの 巧が •巧 及び 取 立に がする 规ぶ 

で •吿 なが 閒を 設ける こと 一‘ ♦< してな し 巧べき 巧 巧が おの 解む せ 巧 0 巧 ホ 
义 おを 銳則 じは 法な じを む るら。 2 ル •巧 か 巧 醜の 巧 及 ごを の 他の！ 巧 件 じ M する 規 をみ ブ巧 巧の 秩巧 •朽 
巧 内に がける 巧 お ホの 態 巧过じ 災害 お ホの ホ 防 じ 牌す る おぶ をを 記載す る ことが W 來 ふ"* 

この 掉をが 則 じ 巧 げられ た規 巧は が 化 巧 仲り-^ おを のな おれに 巧し •化め®"^’ 叫かす ふい 一. ム ろか 巧な 
規則よ •巧に 巧 辟 0 がまな のみみ さ瑞 所に 巧 示す ここと を 巧す ふ。 しかし 一‘* がら この 巧 巧 かか じ おしても お 巧 W 
朽 巧を， ホく は 佔任格 巧みは > をの 巧を みを じむす ろぶ を。 け 山を 巧 へられて ゐ るので U ない。 K 巧 上の 巧 求 じ お 
じて はが 巧 じめ ける 巧が が 件 規制の-階 巧を が 〇 巧る ことら ホが そじが いてぶ めら れてゐ こので あろ。 巧ん 巧 一一-十 
二 化の 規 {たよ n ば •巧餐 ま K 寡 門 おを おみに がブを 巧 SKS 規則 育 俩圳 《货夕 S 內 なじ 巧す る 
規 ホを 巧 •足す る ことを 巧る。 义 巧のを 巧を はを のを 巧 曲 N の间 一が 巧の お 巧の お 化 A 0 化 巧の ため 巧 巧 規 
がの 巧 巧な 件の 制 おじつ いて •巧 じ必巧 •- 斗と きじは ホロぶ を 巧みの ななを 捏て ，巧が じよろ が ホ规則 f ' ミー 『〇 こ吕 T 
罢) をを める ことを 巧る ので ホる。 この^ 規則は おを か 則よりも 巧 化 じあり •なつて お 巧が 則 中 じこれ とか W 


する 規 ちを 鼓く る〜 無な となる。 

尙ほ 大量 解 巧の 巧 合 じな 柔貝巧 まの ためじ ホの かき 規 をが おけられて ゐる〇 

を 一十な 一 お替ノ 企まを ハ 左 ノ巧合 二が テ ハ 巧 働ず 理を二 お シ •巧メ 文を ニョル 中吿ヲ ナス ミヲ 巧ス 

巧時九十化名な下ノ巧お具プ巧ス ルを香二がテ九おな上ノが荣貝プ解おセ ントス ルトキ 
^ 巧 時 百 あな 上 ノ化菜 貝プ巧 スル 経を 二が テ 通 巧 巧 ま 者 おノ 百み ノ 十ち クハ R 十 あ U 上 ヲ四遇 脚な 
內二解 巧 セント スル トキ 

f ? 巧 一巧 ユョル 解な 二 付 キ巧ィ 中 吿スべ キト キハ申 吿ゲ々 « 管理を 二 到達 ノ後 四邁閒 W 內 ニァ プテハ 
巧 巧のを 理官ノ が 可 ヲ巧テ 解な ス クコ トヲ巧 •巧のを 理をハ ソノを 可 ヲ巧及 セ シムル コト ヲ巧 •义 申吿 
ノ巧 ニケ 月な 上ノ 巧閒ヲ 姪み ニ ホ ザ レバ 解 巧シ巧 ザル 旨/ 規 おヲ設 クル コト ヲ巧 •ホ ほ ノ規を 二# ヒ解 
巧 シ巧ル 時 3 リ 巧 週閒 W 內ニ ソノが 巧ナキ トキ ハ 申吿ナ 々ザ シモ ノト 為な ス •巧 閒ヲを メズ シ テな シ巧 
ル 解 巧 二せ テ ハ コノ お リニァ ラズ 

二 巧 含め ぁ* 巧钟樓 

法 じがす る 道な 的ぶ 巧の 巧 立の 巧涵は •本を 巧网 をのれ をめ 判 li" (ぞ 把已 e 田畫 ちを をな をを ごの 規を 
の中じ貪現せられてゐる。 巧含的を>をが宙の規をは「れ夕め<^?|<|じ拍する巧お靖神」のみ現でホる。 卽ち本を巧 
一二 十五 巧 じ 於いては 

巧 一二 十五な 巧* 238 巧* ノ をが B を ハ プノ 巧 f 同 « 巧-一 於 テち スル 巧な 二ぶ ク 義なヲ を 公的 二 遂行 スぺ今 

第二 阔巧 夕但隹 « ホ HA 


第】 巧 ナチ* ♦麵巧 解 氏 五 0 
责巧ブ お ス •みお B 著 ハッノ 行ち 二 3 ブ テな 1同« 巧 二が ケ分ッ ノ化化 二基キ テを クル# 敬 二相 應ス ♦ 
n トブ示 スべシ .巧 二ち 己ノ黄 巧ヲ商 ミを カ ヲ巧ゲ テ 巧を ノクゾ ニ £キ ソノ 共同な 化/々 ィ ニ己ヲ るスぺ 

キ モノ トス 

とが 巧せられ •巧 じを 一一 十六た は 右の 巧を じ おつて •巧を お 巧* じがけ る肚ホ 的を 巧の ホし い ホ 反は •れ ♦めを 
# じ 反する ものと して 名# 巧が 巧の 巧 迫を 巧く る ものと する 皆を める ところがる つに 《 巧 かる 巧し い 違反の なす 
る 巧を として ホの 四つの 巧を が 巧 げられ た 0 

r を柔 ちち 巧の お 巧を •ちくは 其 化の な « ホ をの！！ 力を fi 用して 故 息 じが B ホの 巧仿 力を々 巧し •又 
はを の襄を 巧け たる とき 

- r ちを の お ま 貝が 他の なち 具を 化 おじ 巧 おして 巧 巧の々 巧 やかを 巧 A し •巧 じな 巧柔 巧と しての 經 の 巧 
巧 じついで 化 息じ不 をな をを 巧 ひ •又は 巧を 巧 巧 僵の椅 神を® 化した ると き 
|う お i 同 優 巧 度を か 巧 おして 巧 巧 管理な じ 巧し •巧卒 にして 巧な む‘ 不肢 をのへ •又は 中 出を^ し •或 
はが 巧を の 巧 面 じょる 指示 じ おしてせ 意 じる 反した ると き 
阳 •な 任 歪 具が をの 任 巧の 執 巧 じついて な 了し. 打つ 巧 巧じ附 甘ら れ たる 巧 巧 •巧を なじ 巧な の お 巧を W 化 
な < してな 表した ると き 

ホ 春 巧が 巧の 手 巧は 大巧 辯 巧 ± の ホ# 栽が キ 巧に# 巧して おを されて おる が •々化 巧理 たはが 巧を おを して こ 
の手なじ參加卞るのでみる。 而して<>?|^:をが巧はポホ， 巧お. 巧を( 一萬ラィヒ ス • マ ルクょで)を巧卞る他じち 


巧の お 巧者た o 巧る 巧が 义じ信 巧を な 0 巧 巧を 巧け しなる 巧な をが# •巧 震 巧に 巧し •巧 巧の 巧 勢 巧から 化の 巧 
巧への 冉 巧を 命中る を 0 刑 削を みする ことが m 來る系 一二 十八 條】 。あ 塞が 巧の 利か じ 巧して は •々供 巧理を 父は 
被 吿ょ〇 ベルリンの が 巧 (Rdchsehren 巧 richtshoo じ 上訴し 得る。 

ホじホ5^£1*が巧の篇成じつ いて 一音すれば， 1巧が巧は田司法大臣が巧巧化大臣の问意'ど巧て巧命する詞注 
をのを が 長と 巧を の お 海 ホな じな 巧を：：！： み々 一 あの おぶ 具ょり •-* つて ゐ る。 結 巧 指 巧ぶ せじな 巧を なの 席 化な は 
ドィブ々»g5gのか巧するお巧あ巧から<¢?ll^tを巧長が么を巧巧するのであつて• をの莲巧じ巧つてろ ホ巧の甩 
巧 じが ひ •巧 ホ 人と 同一の 巧 类巧巧 じ 巧し •をら 巧 能な 人物を 巧ぶ ことを： ホす る。 

两 を钟 巧は K 巧が 大臣の 间 息を 巧て 两 司法大臣の 巧な する 二 あの 上み 司法官と 巧を の 指 巧ぶ •信任を 具 及 
びは がの 巧め たみ々 一 あの 巧 巧 貝ょ 〇 なる。 上級 司法を の 中 一 あは おがを として 他の ー ホは 睛 ホな として ながに 
巧#しなければ；^らない<巧五十條)" 

♦解め 吿 かがを 

两巧 巧な 巧 制 法 巧 おを がめ 吿 かが 津の規 をは 涅 を じがけ るが 束な の不 なじ 保 おせられん とする 巧な の 化 巧 法規 
である。 卽ち巧 時 十 あ W 上の 巧 まなを 巧 用 すろ 巧 一の おを 义 はか 柔じ ーヶ年 ub 巧类 したを •解め の ホ知卜 巧け 
た 巧 合 •右 おを じかけ る 巧のを 又は 巧 用人は •をの 吿 かが 不 なじ あく •孔 つを の 巧 ホが 巧 巧 化 態 じを < もので な 
いなじは •巧な 巧を の 日から 二巧刚 U 內じ 巧のを が 巧 じがし •解約 吿 かの 取 巧を 中な する ことが 闲 かるので ある 0 
な 巧みな 含の 鼓 S せられ て^る 巧を じみつ ては •ホづ をのな 巧 供 巧みに がいて を か 巧 巧 1118 の ザ 巧を おなしな け 
♦二 M 民 巧！！ 统《 法 五- 


策 一巧 ナナス々 働 萬 B 五一 一 
れ ばなら ない。 をの 協謠 じめいて ホを を 見る じ 至ら*-,* かつた お 合 •をの 旨の 迸 明 さを 巧な して 巧 おする ことを 巧 
する (ホぶ 十六 お】 ゥ 

而 して々 のをが 巧が ち 解め 吿 なのか おを 宜吿 したお 合 じは •を采 をは このが みの 送违 をを けむ 百から S 日 urt 
じな 解め 吿 なを じがして ザめ 吿 知を おおす わ •まは か害賠 化を なす か •をの 中 一を 涅ぶぺ きを 巧を 巧す る d 又が 
ホに おし. 控訴 する こと も 曲 來る〇 

解 巧吿み G 鬟を 塞を ときは を采 おは 巧！^ 約嘉香 對」 •巧み じ？ 睾盏賽 み-」 封す をな •ぶじ 

が 給を まみ ふこと を 巧し •巧 ま賠 化を 遊んだ ときは •么萊 ホは 経 營のお 濟化態 •給な お 力を ち 巧して をを ザな 0 
報酬の 十二々 の 四を 超ぇない 眼 巧 じ 於いて •ぶ めら れた賠 のをを ま拼 はねば ならたい (策 お 十ん 條 •策ぶ 十九 巧】。 

又 巧 解め 吿か をが 別 じ 巧た じ 貼 麻 巧め をが おしたおな じがて はが かま ホの 下 じ 巧く ことを 拒む こと も批 がる。 
この 巧には W めせられ た 期 円と 巧 巧が 脚な じ 入つた 日との 間の 巧 お. まは がを を おぶ し 巧る ので ある (巧 ホ 十な)。 
の HA 任 夫 巧 「ナナスめ 巧々 備憲 々にぶいて」 (化々 な 巧 巧 稱巧扣 九 年闻月 «) 

四 國巧勞 働が 制 法 施行な’ おに 第二 施行 令 

U 上が 1 を 巧 年】 ち 不日 《巧の 两 お巧斯 tt お 法の 大巧で ぁえ 本 法は 同年 五月 一日の 巧 巧々 《おを 日を 巧 
して# 巧卞 .0 こと 一: 塞せられ • 么 じげ つて 巧來の 巧を な 謀み 法 おめ々， を« 度 止れ を 止に 巧す るを 拉じ 
閒 するな々 •巧 巧を 利 巧 ホ •巧 化 巧 間にが するな 正 か々 •巧を 巧々 •巧 時な 巧が が じ ザ ♦る 命を •巧 法 巧は な 止ち 


< は 巧 屯せられ る ことと たつた c 

尙ほ本 法な ホを をのな 巧の ためじを 布 甘ら れた化 巧 命令は •一义 S 五 年 十 パ 十五 日 0 巧 十 凹 巧け 令 (< を 8 すま 
vercrdnu 呂 Sr Durchf 居き ち を Geaetz 这扫 ち 0 己 nung を r 呂 tionalen >を さを W て 十のを おへる ことと なつ 
た。 これらの 巧 巧々 の 中 •特に 詳 がな 規 をを 含み •且つち 要と 認められる ものは* 一九 己 W 年 一二 月 十日が 巧二貨 
巧々 である 〇 したが づ て ここでは が二跑 巧々 じ 示される 規 ちじついて 頂か 託が じ觸れ てみたい。 

巧 二 巧 巧 令は セ简 •二十 六な からな り •倍 巧 ホ 貝の 巧が •倍 巧を 其の あ 巧 じ 巧す る 巧 巧 •巧 佑せ 理 をに 巧ず る 
巧 お •吿 みおな ホる 解 ち* # 口 お 至 具な 佐會な • W 口 おを 貝 含 •おな をの 巧を •巧キ 規則 •ちを 規則 及びを 化の 
巧み 巧め の 巧を に 巧す るぶ 巧の な 吿等じ 阴卞る 巧巧規 をを をんで ゐ る。 今を の备 々の 大巧を 示廿ゴ •ホ おの ごと 
くで ホる 0 

ィ 信任を 貝の f 

两巧 巧の がが 法 巧 九が 巧 一巧 じょる お 轻巧ま 貝の 巧る を 巧 ふべき 倍 巧を な 义 びを の化理 人の 名 巧に •經を の 巧 
巧ち がか 柔 •をく はおを じぶ ける ナチ ス巧宮 巧化夕 巧を の 同 息を 巧て か 巧す るので みるが •巧 ホの 侦じ 苗を のぶ 
立し なわった 巧 合 じは •巧 « を 理官が 巧を 數の倍 巧を 巧 及び 代理人を 巧 命す る (ホ- 條 )0 
n 信任を ちの 名な じ おする 巧な 

あ 巧 じ 封して 巧 房を 格を 巧す る おは •な 巧 巧 ある 二十 一歲 W 上の 巧 ホで あ 0 て 》 お 径の巧 巧 巧は この 巧な を ま 
宰し •巧 泉は な 巧 巧 巧と する。 巧 篇は巧 ま 用 巧の 差 化を なて 之を 巧 ひ •現 化の iio 巧 巧 用 巧は 貧 巧 • wg を 引 
♦ II ■民み！ ■貌 《 巧 五ち 


♦一巧 ナナス# •法 解な 五 H 
いむが お 用 巧は す货 巧と 巧な される 〇巧 巧の おが •なおの 借 巧を 貝 及び 化理 人の 何人も 夕數を 占めなかつた 巧な 
じは •々のを 巧 巧は 巧を 巧の なな 至 具 あび 代理人を おちす る ことが 出が る (ホ ニ 化— ホ 十 内 條】】 

《々化 管理 官 への 提巧 

一が め 巧 巧 巧が. おじ 巧 巧を がの 要件 じ閱 卞る控 巧の 巧 巧# の 化を におし •巧で 具が 巧が が 巧 化に 巧 巧 廿んと 
するとき じは •す 化の K をな かお 任 お 迸み にがいて が 謹す る ことを がする。 巧な 0 な 巧 じ 巧し 一、 •巧窗 の 巧 巧 巧が 
これを 进 がしな かつた 巧を じがいて のみ •をの 理 もを お示して々 のが 巧が じが 訴 する ことを 巧る ので ある 《ホ 十 

五ち。 

二 專口 巧を 貝が 化を 巧 

專巧 まを 貝な 化々 满 のをな を 巧な せんと するとき じは •巧 8 を 巧 おは えづを のがな おにる る 巧濟が 門のを 巧を 
ホ 巧し なければ なら い。 このた 两 法が じょつ てを の 巧柔み 分め！* 制の 巧 巧せられ て ゐる控 巧が 門は •特に 击化 
卞る ことを 巧す る J ホ じ ド ィブ 巧の 巧みは •右の あ 巧 じ お 載 廿られ て & る 巧 巧 郁 門の 中から •再 門ぶ として 巧む 
ぺ きものを 十 ホ 巧命寸 るので ある。 この 十 名の 中 •お あは か采 ホた るち 巧の お 巧 ホ •他の 五 あじ お 巧 じ 於け るな 
巧を 巧た る ことを 巧す る。 この 他に ド ィブ々 働 巧な は •巧 まみみ に 苗す るら の 0 同 怠を 巧て お干の ま 10： を 巧 度す 
る ことら 出 化る。 のし々 巧 巧を 貝が 佐々 巧 0 重み » は •十六 あを 巧 あする ことを 巧 一い (ホ 十 セち。 

♦巧 門 架 重なみ 

專巧 まを 具が 巧# 巧 じがいて は， 巧の 巧 巧を を 中 也と して •をの 巧な 巧 じがけ るを 化の 巧 巧 じついて 巧 巧が 巧は 


れ るので ホる が •をのが々 の 事 巧 じついて が 謙を なすべき 尊 門 装を 貝を じ ホつ ては-をのを A の 巧 命は ホと して 
なを 巧 A 巧理を じょつて 巧 はれる 〇 この 再 巧 装を 貝み のを 具 巧は •八 あ W 下で ホつて •を 具は 巧數の 巧を の 巧 巧 
をと な 巧を 具た る ことを 巧し •瓦つ ホ 謀すべき 巧 巧が々 か ホに 閒 する 問 巧で ある 巧な じは •な 巧を なた る 專巧荣 
を 貝は •巧の ホの 巧 M わら •文 使用人 じ 脚す る閒 巧で ホる 巧を じは •巧 用人の 巧函 から；，* るべ く ネく巧 化する こ 
とを 巧す る (ホ 十八な )0 
ベ おな をの 巧を 

本ぶ 巧 令を 一十 八が 巧 一巧み び あ S 巧で 規 をせられ て ゐる賠 なをは • r 歡甚の 力 国」 (巧) の 用に 巧 甘ら れる こと 
となつ た" 

B 「歓存 S 力 MJ (ミ M^sinscfft = すを を 3 h で eudej は歡 其を なじての 力 IT 歓喜 山 力が M ‘ 式は » 安 3 力顯 とも 
# せられ，】 ホ ーニ ーニ 年 十一月に 巧 立せられ た 曲* 一で ろつて* Hgft は 男に ニモ 八 巧 g 人に 及び，* ポ—ッ •旅朽 — w *, 
にょつて 化 ほ 巧に ま 巧な 事 巧の 自化巧 向を 巧 W して 巧 樂- « おを 巧 ふること を U 的 i し • F ィヴ ま* 
« と ホ 巧す 可 かの* 保に 立つて & S , 

. « めれ « は， ナナスの W なめに ホ じ •を W 巧は 地 «別》 地 城 巧 A 地卞别 にな 巧せられ •を W めな ♦には 》 ド ィヴ々 働 > 
» 巧 ♦ホ ヴィ W - H が 之に 巧リ* 本が は 出 お、 度な W •巧 成： r はが 巧 ± w > 夕錫ホ 化： I •巧 巧 M 々に W れて &る* 
U 上が 两民巧 供な 制 法 巧 二 巧 巧 令の 大巧で ホる。 その他の 说 け々 も 大巧 之に 巧 じ •まとして が 文の 巧 •典 •» が 
のな 則を じついて 規 をせられ たもので ホる。 

♦二 M 民 勢 傷 隹《 法 五 五 


第一が ナナ タタ 備 法 解 R 五太 

五 國巧勞 働 統制 法の 意義 

をを じ 本を のをを はじ お 巧を 今一が 旧 巧 お 討して ちよう。 ネ法 公布と 同時 じを 面の 資巧 そた る两巧 A 大臣 フラ 
ンブ .ゼル デ 氏は •その 巧說 じがいて 本 法 じ おし •ホぎ のを じ 巧べ ると ころがみ つむ。 

つ ••••こ J の 田 民 巧 « 巧が 法 じよつ て •’ 始めて ド イプ 闻巧じ 巧 ド イプ 田の サ巧 巧の お 本 思 巧を 巧 現して ゐる とこ 
ろの 一の ゆ大な 社み 立法 か與 へられた ので ぁる 〇 これによ つて ド イブち 濟じ めける おな を 原則のを &• W れ 
勢爲 ，除， か 舍め襄 の 巧义化 おと 云全丟 因の 巧 込まれて ゐる ところの 巧た な 肚會め 推を わが 打ち立て 
られ た。 ここ じがいて は， 企 菜 ホは ち 巧む 指 巧 著と してち 巧 ホる 地位を ナチ スサ ホ 巧の 巧理 にぶいて が 持す 
るので みる 〇 i たか 柔をじ 典 へられた 自 もが 巧 用せられ る やう •叉 巧 へられた 權 巧から ちを じがけ る 的 
ホ 苗が 生ぜざる やう •れ みめを 春を 利 巧が 配 巧す るので ホる。 をみ め t を 判權が 法が 化された むは •これ 
をな て 巧 矢と する 〇 政府 のれ をれ 巧 じ M する を. 拭 化を をた る 巧 « 巧 巧を も •亦 法 ホが 正を じな 用 せら ゎるた 
めの 巧 巧を 巧へ るので ホる 〇…… を* の 巧 巧の ためじな 问 せんとす る ホ 望と をを とから •巧 法 ホを 巧 用す ベ 
き 巧# 神が か 中る でぁらう。 本 法は をのな 本 じがいて 凡ての 巧を め 巧 おが 相互 じ 巧 後 じ おなし •おな S 上 じ 
がいても •又！！！ 巧の 上 じがいても 平等の 宙 巧が 附巧 される ことを 訟 めて ゐる〇 それれ •これは ド イブ K 民の 
肚會 やかの ぶ 本と なる でみ らう M 

この^^1大臣の巧巧によつてもかり得るかく* 「れみめ<^*」たる巧をが本巧の巧巧か神とな9* 各經ちお巧« 


巧 巧 巧の 巧 巧の お 巧を おはして ゐる 。而 してを のみ 巧の r * 衣 現は •巧 衡を理 だの 巧 命で ホり •倍 巧 お f # 鬥 
藻を 贝轨 佐み なの お 巧で ホり •がみめ あ 巧を が 巧の 巧 化 G ので ぁる C しわ ia じあ 巧した なじ •本を 3 中が CM 
たる々 がを 理官が ナナスな 府の芭 巧を たる ことは か 蘇で ぁるが •みおを じめ ける 信 巧 協な 含のを A •巧 門 家を な 
巧 化み なのを 具 も 亦 ド ィプ 巧仿 巧な 巧 巧を 中よ 〇 巧 命すべき ことが 法义 じを々 とお 巧され て ゐ るので みつて •こ 
のことは か柔 まの 紀を指 巧を たる ことと とも じ •ナナスの 巧を 推の エ巧提 を 巧 部 じがけ るな 立 及びを 本 まな じを 
ま ホの 巧 謹を 息 ホし •ナチ ス U ホの 巧 化 ホの おおの 沒 をを 巧 本め じ ホ ひ ホるべき もので ホり • ft 巧の 巧 か 力を 巧 
化する ことじは 役立つ けれども 巧して これ じよつ てなが じ巧货 大臣の な 言な 待した るが かき 社を やかの 美 巧が な 
立 甘ら れ るかる わは を こじ 十み 巧閒 のを 化の がする ことは るみが たい。 

本を 公布の がを じがいて 一巧 巧 かお 巧れ の 中から •これ じ おする 巧 巧と 非難の* が ♦巧と なつた こと も •ちの 
辜 巧 じ 巧して 自然な ことで ホつた。 巧宜度 大臣 ダ， ぺ ルスが ± は •巧 法 巧の 初を を 巧と して •ペル リンで 巧 はれ 
たドィブ巧巧戰な及びナチス巧を細化組巧のデモ ンストレーシ- ンにがいて 「ナチスがドィブ巧货巧を巧本ホ巧 
のを 意 じを ねる ためじ •巧 か 巧 爭の組 巧を 巧 巧した と 云 はれる ことは •巧 じ 巧 巧すべき 庚 16 で ホる。 巧々 じドィ 
ブ巧 命が 巧 力を や 巧を じと つてでは な <て》 巧 力なき を •巧し きを じよつ てを 巧せられ たこと を® おすべき で* 
る。 ド ィブ 巧 命は 巧 巧の 巧 命で ホつた。 せじ 今や 巧 巧は 巧 命の 巧果 をを 巧すべき で ホる」 と 述べ •ナチ ス 々巧 政 
巧を 辯 巧す ると 同 巧 じ 巧 命の 巧 巧を 欺わん とする 凡呀る 反のを 巧を じ お 巧るべき をを 强 期した 0 

しかしながら この 两 巧の 巧 命が •巧して そのを 生 巧を じ對し •をの 巧 巧と してぶ をの ザ さすべき ものを 十 かさ 
♦二 W 民夕 麵 銃 《 法 五モ 


ホ ーが ナチ* 《働 法 解 巧 五ん 
巧せ しめ 巧ろ か •まは 巧 巧のを M め •巧 結を 的 巧 働が かの 规 なじょ つて •か ホ おの ホをから 巧 かじ 保 化せられた 
巧め お 断み の 手 化を •巧び をを じ 巧 ひ おり •な ホの々 « おめ 制 じぶ 化し •ぺ かつた 反 か的么 巧を M 0 巧 巧に « なじ 
化せん とする もので あるかは •.本 法な のみに ょつてで はな < して •巧ろ かを の ナチ ス 巧の 政策の み « 的掩 みの 中 
からが 历 しなければ なら 0 巧函で ホる。 


第ー ニを の 巧 巧な ぴお營 に 於け る 勞働巧 制 法 

一 公の 巧を 及び おを にがけ る 巧 備錠制 法制 おの 巧な 

田 民 巧の « 制 法 巧々 ま 巧 六十 S 巧は r 公の 巧は 义び活 居の々 8 ホ 妊に 巧 用人 じ おしては これを 巧 州 甘 や •右に M 
しては 特じ圳 法を 巧け る」 样規 おする ところ かみつた" この 規をじ おつて が 的 おを にがけ る 巧 巧な 制の ための 曲 
巧 巧 S 統制 法 じ 巧し •公の 巧孜 (公を 吿巧ま 菜) 义び おを のな ま ホの々 化が 制の ための 「公の 巧 政 及び 巧を じめ け 
る 巧 働な 巧 法」 が 巧 巧 巧の が 巧を じを るる こと ニケ 巧 •一 化 sw 年 S 片 二十 S 日 じか ホせられ る ことと* •一つた 0 
かが ホに 公の 巧を 及び お 巧の ためじ 特則規 抑を がふ 必 巧が ホる わ。 これに 巧し ながを 巧な 《 ィス 巧は ホ ざの 巧 
に 巧べ てゐ る。 

r ぞま巧 働 じがけ る々 巧 M 巧を 特にが がする を 巧は •ホづ をの お 巧者の 仕 単が 廣巧拍 じがいて •なをの 化 巧 じ 
巧 化して ゐる ことで みり、 又な なを ホ 巧 じめ ける 指 巧 おの 化 化は •巧 閒海ま ホの 化 化と 巧 本 的じ異 つて お 9* 
且つ 巧 巧を の 他々 の 保 件の 調 ホが お閒巧 案と まつた 見 巧 じ 立つて 巧は るべき 巧み：，^ 多い からで A る J 
巧ち 丰 法は ホの 必 おにょ つて 巧を せられ むらので ホ 9 •しわ〜 § 上 义ホ巧 上 • W 巧々 の tt がを じ 巧が すると 
ころ夕く* 唯巧巧の特巧め巧巧及びその一:ま， 田巧じ巧して占むる特巧化位に巧み* をお：^るものじついて〇 
♦111 な £ 斤 致 度び' s « に 於け る々！ 一統 《 ホ 无 A 


が I 巧 ナチ K 巧 «巧« 巧 ブ C 

於 別が の規 をを 設けて ゐる〇 左に 本 法の 巧 おじつ き 說を 加へ ょぅ。 

け Dr. Re83 SDas Gesetz 客 Ordn 旨 g た 巧ぶ beit in 香 stuchea Ve ミ alt 旨ち n 旨 d Bolrie ぞ a こ (Reiohsboi だ bkU 

す • 5 • 雲 ) 

二 公の 巧を 及び 經 をに 於け る勞 巧な 制 法の 內を 

巧 扣巧曲 

本を の幫奮 じついて ろ 巧 一が 巧 一巧 じがいて ホの かく 規を 甘ら れて ミ。 

第一た T ' 本 法 及 ビーを 一 西 年 一月 二十日 W 巧 巧 巧が お 法を ハ 十兰 た 二な ノ 巧れ 及ビ ちを 卜稱 スルト コロ 

ノ モノ ハ 左 二 妃がシ タル モノ ヲ謂フ 

ん苗 • W •自治® (自治 巧 合 宙) ソノ 他ノ をを 上 ノ函巧 及ビド ィブ 田 立 條あ巧 まみ 社 W 自 の 巧れ ち舍 
れ •两立 巧な ノ 巧な 

口 が巧巧をノー ニヨブテが理セラルル巧を义ビ公ノ巧&ノな巧的巧をを巧ノ下ニァル巧巧ダ巧巧が0 
め ノホ化 二が お スル 巧 ハ 》 ソノ 超 巧 的 目的 ノ 遂巧ボ 巧が おク ハな 的 手段-ー ヨル事 寅 的 巧 わ ニ ヨブ テを 
クぷハ 大が分 ナサ ルル 巧 合 二が テノ ミな 的 おを 卜認 メラ ルル モノ トス 
ハ 巧立ノ 法人を 格 ノ巧ち 巧 チ" 二 おが シ ダルな ノ 巧は ノー おク ハタな ダな 巧 或 ハ 帥な 二牛バ W 上ノ 
巧 本 ヲ占あ スル 巧 合 V ' な 典 巧を ぶ ハ 公を を 巧 巧を) ■义 ハ沒 M 二が ケル 義ホ乃 ま プノ 他ノ ホを 二 3 ブ 


テ 絞な 持る ヲ みおの 二ぶ あ シ巧ル 巧を •巧 シヵ々 ル 巧 巧ボ巧 巧め n 的 ブをわ スル おな 二 巧. ツテ ハ. 口‘ ノ 
化 シ巧ノ 巧 件ヲ巧 フル 限リ なおを 卜 を化ス 

右に 規 をせられ る 巧を じ閒 してを をの 生じた 裝合 じは， 巧 巧の 大臣は 阳がほ 乂 ち W 巧 巧 大臣を の 化 S 化 W 巧乂 
臣の同 息を 巧て 之を ホを 卞 るの である 0 

ホ じ 本を の 人め 適用 巧 困 じついて 注な すべき 巧は •本 法の 巧 用が 巧のを あび 巧 W 人 じ おられ •一が 化な 巧 じじ 
及ばない と 云 ふこと である。 巧 公まで 本 法の おがを 巧け る ものけ •巧 公の 巧な 及び 巧 巧の お 巧 ホた る 巧な である 
が •をれ も お 巧を としての お 〇 じがいて である J 
口な の 巧な みび 結を の お 巧 巧 社 じ 信任 おな 含 

两巧巧 《が 制 法の 柴 をと 巧な じ •本 法 も 亦 巧巧裘 の あ 調た る 巧 巧 ぁる 指 巧 ホが 則 v -- itwo き ch 泣】 き卖 i ) 
じな 脚して ゐる〇 唯な の 行政 及び おを じがいて は 》 正 じ 煤 巧 じ 又 無が W じ 之が を 巧され なければ ならない のでみ 
る。 がつて 公の 巧を 及び 巧を の 巧 巧 おは •をの 從巧ホ じ おして •本 法 じを わる 凡ての 巧 巧の みを 樓を 巧し •巧 « 
をの お 化を はかり •巧 R ホは 义お巧 おじ 巧し •な 黄を 守り •忠誠を 致す のみ。 らゃ •な 巧 じみる 自 じの 地位 じ 色 
み •自 巧して を闻 巧の 巧 巧た るべき ことを おず るを 二 佑 巧-一巧】。 

巧を 巧 同 « 巧 がの な 巧の 强化社 じ 指 巧 ホの 济 問の ためじ •公の 行政 及びち を じがいても ホ ニ十を W 上の 巧 友な 
を おする ものに おしては •信な 巧ち をが 巧み 中ょり 進び •巧 巧ぶ をして 义 をの 指 巧の 下に •な 巧 おが々 を 化な 廿 
しめる。 を ホが 似 (去 もたな すぞ ミとの 巧 巧々 る 巧な 及び 担径 にみ つては •な 巧 お 巧みは 巧 巧せられ ない。 を！！ 
第三 一 なの 巧欣 度び な* にめ ける# 働統 《 法 ホ ー 


♦一巧 ナチ K . 《働 寡 R 六 こ 
巧 大臣ぶ び 州 大臣は をのを 巧の 下 じぁる 巧な のぅち 宗ホ巧 限を 巧が する ものな に 巧 政み びを 轻 のぅち a 巧な 巧會 
を 設け；，* いものを ホを する (巧 一二た】。 

た 巧な 謀を の 巧 巧 • 規模 义び巧 巧は • 乂 半两巧 巧の 統が 法の それ じ 巧 じて 規 をせられ てゐ る。 なな 化な みに M 
する 同 巧の 袖 ホ 巧 則 も ホ こ、 じ# 用せられ る- 
ハ 眼み 规則 •贷 ホが 則 义び特 則 巧货を 巧を 

巧 巧 巧 か 巧が 化 じょれば •巧を 一十 ホ W 上の お柔巧 を おする 控 をの 巧 巧を は •おを が 則を 制ぶ する ことを 巧 制せ 
ら れてゐ むが •なの 行 孜义び おを じ 於いては •巧 巧の お 巧 巧が ホの 巧を 規則 じ 扣巧卞 る 化 巧 規則 (ご 一 0 ミ SJ 己 g ご 
を 制を する やる やは をの 自ホ をが じ 巧す る。 

.巧 十 ホが" T 巧 政ち クハ紀 巧ノ巧 巧を ハ ソノ 巧な おクハ おを ノ巧 用人 义ビ 々化 ホ ニ 對シ化 巧 か则ヲ 化む ス 
ル コト ヲ巧 •な 化な か 則 こお ま 巧 ノ巧巧 巧 巧 义ビ遊 巧 二 脚 スル 親 お ヲモ 包を スホ コト ヲ巧 •お 巧が 則祐 
巧ノ巧 合； 特則巧 S 給せ 二 お ジ窥を ナル 報が ヲ巧 フル ノをヲ 第 ズルャ ゥお巧 スル コト ヲおス 

化 巧 規則の 規 をは 公の 行政 及びを 官の巧 おおじ おしてを 但 なかとして 法 巧め みお 力を おし •をの 巧を じは おじ 
示される かく •巧 巧が 則と 同じ <が 震 おの 取 巧 中の 巧-が 义び行 S じ 脚す る 班 化の かじ •々か 巧が のが 及びを の 化の 
法を 巧 曲 巧の 巧の が 件じ枯 卞る規 をを をめ る ことが 化 来る ので ホる J 义 巧な 及び 巧を の 一 W か 一巧な の 下 じ* る 
とき じは •指 巧 ホは 巧 巧 GR 巧が 則を をめ る こと も 出が る (か 十六 化が 二き。 巧へ ば ド ィプ A あみよ々 がの 篇 巧は 
本 法 じょつ て 共同 瓜な か 則を をめ る 巧 映を 典 へられる のでみ る。 


本 法は 巧に が一め がが を 可能。 らしめ •且つが) め 巧级な 巧の 巧 巧を 供 巧す るを 一の 手段と して 公 巧 特别巧 « 
を 巧を をして 巧 巧を 巧 巧 甘し めて ゐ る。 特別 巧のを 理な (sondertreuhander) は •两 々の 大臣 じょり WM な 乂括及 
びか 巧 ホる 巧を は •が 巧闻巧 大臣の 同ち を 巧て 任命 甘ら れる もので ホつて (ホ 十八 條 第】 《> •な 巧の 指示 义 びぶ 单 
じ 巧 ふこと を 巧す る。 

特別 巧 供を 巧を のな 務は 

一 •信 巧を 具 じ おし •をの 人み を 物め 巧は 人め に 不適 巧と 訟 める ときは これを 解 巧す る こと (か 王 一條 ホ ニ S 
二 •信 巧を なの 巧 化し •巧は せ 障の ホる 巧を •化 現 人な きとき は 倍 巧を 巧みの なお 巧閒 これを 巧 ホす る こと 
S 主！ ち 

一二* 信 ¢51 资 みの# ホれ じを の 執 沒ザ巧 じついて 巧 巧の 生じた る 巧な じを おを 下す こと (策 十 田 巧】 

四 •なの 巧な 及び 巧を の 一巧 义は をのを々 じ おし •肤 # 規則の 巧を 及び の々 お 巧： BJK 結に 巧す るぶ 单ゎ 
巧 巧 装を 具み のな 巧を をて ホを する こと (策 十八な ホ-巧) 

五 •法を 巧 苗 巧 じがいて 巧 州 人 义び巧 化 ザの R 巧 S 保 じつき •專門 おを なのな 巧を 巧て 巧キ 規則を おめ る こ 
と {巧 十八 かか 一一 巧】 

でぁる。 この 中 特別 巧の 巧 巧を じょる 巧 牵規刖 G 制を について 云へ ば •該 規則は を 令の 巧 巧を 有し •を G 円のと 
する 巧 菜 田 巧の 凡べ ての 巧みが おを 規 おし， かくして 一が め 巧 束 力のを 音 ホる々 巧な めの 巧 力を 持つ K じがいて 
巧 おの 巧の 巧め とおなり •それな 上の 巧 巧を がする もので ホる d 巧 率 規則 中 じ 化 おか 則の をれ とお。 るれ 巧 Q か 
ホ S なの 巧 政 >ぴ$ にがけ る々 働 統 M な た 古 一 


第一な ナ乎ス 巧璧塞 す® 

をの ホる ときは •化 巧 規則の 適用は がか せられる ことじ つて ゐ る。 

尙ほ 特別 SSS 羣規 S 中に 寶巧篡 護を丢 一が 巧苗秀 S 璧某ミ 巧雙 倒巧を巧 

がする こと ク 巧る。 

ホぎ じ 特別 巧仿を 巧を がぶ 巧 试じ巧 ホ 規則を 設ぶ せんとす ると さじろ 必中 巧 門 おを なみに 誌 巧す ろ ことを ホ 
する。 巧け おを 見は •巧 巧仿大 E が锅麻 巧な 大臣の 同 忘を 巧て 巧 命す る ものでぁつて •ま 功 中 巧ち は ド ィブ々 化 
巧みの i するな 任を 貸を 之 じな て' 特別 巧暮巧 をは 巧 じ 二る の 巧 門 お 寶を之 じ 加へ こ。 專門 巧を 具み は 代 
謀 制 巧で なく •採み 义び夕 巧 ホは 么 をが はれない。 巧 じ證削 じあを する 任 巧を 巧す るの みで ホる。 

II 化かの ホ 巧 おが 巧 •解約 巧な 巧 蓮ぶな お規を 

巧 巧 巧が 巧が 法 中 のれみ め ホが 我がに 閒 する 巧を は-公の 巧な 及びち をのが 震な じ 巧しても 適 柏せられ る。 唯 
注を 基す る 巧は、 巧菱は 軍人と して 震を 判 品 子る ホは •ホ々 お 若 吸し ない， 一とで を。" なつて 公の け 
なみび 巧を じがいて 巧 吏の みかを 巧、- 1" 巧 巧 巧に 巧す ろぶ 巧を が 巧の 廉 a の 巧 おじは をを 巧 おのみ 迅を おする 
支 二十ち d 

夏巧蔡藝中為約寡化審規专ホミ霞累括愛襄管进望ら^:ぇ 但し行&及び巧巧过 

じを のが 曲 じがいて 化み 規則 义は巧 ホ 規則 じょつて 同 巧 じ 解め 巧 か 化 巧が 巧进 せられて ゐ ると きじは • W 巧働乂 
臣はザ な 两巧 大臣の 巧 息を 巧て ち 巧な まは 姪を じ 巧し， 巧を の 規定の 巧 用を がかす る ことが 出來る (第二 十一 一條)。 
尙ほ 本を は特圳 々のを 理 だの 任務 中、 な 巧な 巧みの 化が 及び あ# をが のを 巧 じついて は •み 巧々 の 巧 合 じ特圳 


巧 おを 理官の 巧 命せられ ない おり 一巧の 巧のを 巧を が 之を 巧 ふ 皆を をめ てゐる 《ホ ニ十-か】。 但し 基# 及び 巧牽规 
則は 特則巧 仿せ理 をのみ が 之を 定め 得る。 . 

お 上 •巧が 及びが をた お 社 じを の 乘化具 じ おしては •本 法は 特別 巧货を 巧官 じよる あ 巧 及び 貸 ホ 規則を 專門お 
を 具み じな 脚して 制ぶ 卞る規 を じついて のみを 用を 誌め •をの 化の 巧を は 之を 巧 用し- い 《ホ ニ十 ゴ在 )0 
因み じ 本 法は 两巧 巧の 巧が 法と 同じく 一九 S 四 年 五月 一日より 巧な 甘ら れ た。 


ホ ゴー めの 巧 致及ヴ 0 ♦に 於け る々！！ 巧 《 な ホ 五 


ホー 巧 ナナ 《♦!! か 解 K . ホた 

第 四 家 巧 勞働法 

ー ドイッに 於け る 中小 H 業の 地位 

々本 ホを が 巧の 巧 おする とと もじ •大工 柔は 巧违し •中小 企まは を 巧す ると 云 はれ， 近 化 じがけ る ホ ホを 巧 お 
のぶおを 具る も •をの 安を； 一る ことかせ をせられ るので みるが •美 •乂 •獨 をのせ ホ じがけ るを も々 丰 ホを 化さ 
れ たと 云 はれて ゐる諸 W じがいても 現在 尙ル 企ま おな の 巧 阻は® めて 大きい。 

ごご 卜巧 tJ 1 丸 0 セ 年 Q •トイ こがい T な f がき •を 巧を.： 2 半ばち は 手 H ホろ」 ホ H お S . 生 惡鬥じ 

よつ て 占められて ゐる ことを お 巧した お •この ことは 一 义二置 半 じがいても 正しい 巧 摘で* つむ。 卽ち 一九二 ■也 
ザ 六月に がける ド イブ 巧柔巧 金の おおじ よれば •ホ エホ じ 巧す るを ホ 巧 巧な はめち ホ 十 R •问な 巧 ホ 致は め 二 巧 
八十 萬を 占め •エ采 •お 巧エ类 、手工 巧を をむ を 企まち を 巧 •同が 乘 ホな におし •かま 巧を 巧 じがいて は 八た • 
ージ •巧 柔ホ數 じがいて は ニニ こニジ と--,* つて ゐ る。 お 巧の 巧柔巧 ホで ある 一义 年 0 お巧シ 巧る も ー ホ— あ 
ち 六 ホ— 十を 巧の 小ち をが R 巧め じを 巧を 占めて ゐる ことを みるので みえ 今一を 二！ 二 年の エホ！！ ホは びじ】 八 

八 I 军よ n ー ホー韋 S : る H 養を」 が ミを 讓を 5 ば？ 星を 季 W 蒙夕 でもえ 

化の なか じよれば •小 企 ホ (五名れ 下) は 一八 八 二 年から 一 化 0 七が ミでは 相が めじ も » 巧 めじ も 中 企ま •乂企 ホ 


の巧巧の繁’ 受を示し：みミが’ 一九0セ年よ。は巧んど企蹇雲替隻ホ管がい系愛でムる 

こと •之 じな し 中 か 菜 (六ち 一 お 十ち) はじ 大企 おは (あ 十 あは 上】 をい 則 お々 じが かを がし •巧に をの 巧 巧は を 著 じ 
をし いこと を迅黃 する ことが 出來 る。 を柔 G を 企 護 言 於いてよ 《る 器は 一八 八 二が と 一を 吉 T を 巧 
比して 企 ホ おを 數 じがいて 九 五％ よ 9 八 セダ じ •同が ま 1 じがいて はお 五ジ より ニニ ジじ 半減し むので ある ジ. 

一九二 韋 L ! が： ^ 了も尙 e 置 ハ 十 5 企 叢を (中 塞 采 セ十芸 を) と 一音 八十 5 夏 ホ 葦 巧し •巧な 

として それが ド イブ H まじめいて 巧め て 巧 巧 G る 巧 巧を 巧 巧し つ、 ホる ことには 巧 化は G いと 思 はれる。 

を 巧 巧 W じがけ る 巧巧危 巧と 拍 拐して 中小 エホ 巧 巧が まを 規 せられ. をのが 巧 巧 •卓を 巧 等が ホ 巧せられ る じ 
至つ たので あるが •巧乂 先進 活 巧諸闻 じめいて はこの おは 巧 じ設巧 廿られ •ぶ 待 巧 主では 巧 じ 巧 策 も ザ 施せられ 
巧 巧 S おぶ ご 二三 ぺ H 結な 巧 み 《 h 夕 お：！： 舞 》# t み C ) 
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策 一巧 六** 巧！！ ホ w 巧 

畏 wfti み 家 一 及 S ^ahr ご . レ〇】 こを 占 8 De さ 8he Reich 1 資 5- S. 】 18 1 ご 《 fCJt か • 

♦ 

• 群 •十 S が ブ M ぺ 4 ‘辨 逛汾 《：！： 澡 /を玄 H 装， お u.‘ 族，* がが々 C) 













てゐ たお 巧で ある。 巧に 括め てが 雜ネ がの 部門に K るを の 生 巧の 統制 •义乂 H ホお柔 おじ 比し •の もずれば あ戚 
な々 かが かじ 的され がちな 中小 H 巧が 柔 著の 巧 誰は •み 闻巧府 じと つて 巧め て 巧を G 巧 酉で あつた。 本 巧に 於い 
ては •まとして こ^を おに 巧す るが 类 をのが 薄 法 じついて 巧れ てみたい •と 化 ふ。 

ニ ナチ ス ながの 中小 工業 對策 

フ T， シズ ム巧 かの ぶ 巧 か中閒 巧な じある とはが々 述べられる ところで もる。 この ことじ ナチ ス〇 運動 じがいて 
も® らく 例 ルでは ないで あらぅ。 中閒 巧な じるな をは かお 桂め て暧 化で ゐ 〇， をれ がか 何-‘‘ ♦る だ ホ 好 じ 立が する 
かは 謀說 のな 化の おする ところで ある。 とら もれ フランク フルク I •プ 7 イブ ング が一 九 so がの 巧 ぷ擧の お 巧 
じウ いて ナチ スの 華々 しい 巧 進を 巧逍 し. その 中 也み 力 か 中小 巧 エホを •巧 用人 姑 じな 巧 じ もる ことを 巧 巧し， 
又 ハンス •ィ H— ダ— 巧が 巧 落 おじが ける ナナス 巧 票 巧 六ち！ 二 千 巧 巧の 中 •をら 夕 かつた のは 中小 巧 エホを ょりの 
巧 巧 百 セ 十九 巧で ある ことを 述べて ゐ るのを 見ても •ナチ ス巧 助か 中關 巧技 •巧 中中 小 巧エま ホと 巧め て 巧が。 

. U 

脚な のな 在す る ことは を お化來 巧る ことで ある 0 

ナ チ ス 理满おゴ ，ド フ リ 1ド • フ *1 ダ 1氏は「吾 々 は ド ィ ブ中ホ.巧れ じ が い て ド ィ ブ «巧0をも巧化あ る巧かを 
認め •且つ 闲お •巧 ホ*® が 中 巧 巧れ を 巧 持す るた めじ 凡ゆる 力を 巧 まざらん ことを 巧 ホす る」 と 云つ た。 义ナ 
チ ス稱巧 巧 十六 巧 じは 「吾々 はおを G る 中 巧 巧れ のが 設と をの お 持 •巧な 巧 0 巧 時 公 お 化 及び ルを ホ ホ じ 巧す る 
その 巧が {ミ 巧典垃 じち 失， 州 •ホ 町 巧 じ 巧す るが 巧の 巧に 一巧の ル 巧 束# じ 巧を 宙を巧 ふべき ことを' ホぶ す」 と 
♦田み 巧 巧 儀 法 たか 


第】 巧 ナナ スタ！！ 法 解 K モ〇 

規巧 甘ら れてゐ る。 巧ら ば 化を；^ る 中 巧巧紀 のがな 及びを の 推 持と 云 ふことは 何で ホら ぅか。 

ナチ ス お巧理 をのが へる ところ じよれば •ナナス じと つてを 巧の 目的と すると ころは を大が 巧の 巧な ではな 

く •巧滿 なる 两巧を 巧の 否 巧の 充 化で ホる。 而 して 拍 巧を 宙の霜 巧の ホ 化は ホ 本 ホを じよ つても 円 ホ ホを じよつ 

て A 共巧击 まじよ つても め 巧せられ る もので な < •巧两 お 社 含ま 蒙に 於ての みそれが がを せられる T る 本 ホを は 

をの 魂な き 巧 班 じがて 巧び •自ホ ホ あは 运用 せられむ る自 ホの 惡巧の 中 じ 巧せ わ ばなら マルキシズムは をの 

巧な めなる W 惡思 化よ 〇 何の 生 巧 巧のを もを おせしめる I のでは たい。 巧 田 巧 社み ホを のみが 円か‘ •，•る W 巧 じが 

巧 

ける 人师 巧の 巧の 円 ホを 巧なず る ことが 出來 る。」 と 

なる じを々 は 現在が々 の 眼 かじか/ 'るるが じがす る 一の 晚を •巧 民が かじが する 一の 同 巧の ホが をなる-巧 占 
かまの ながが をれ でみ る。 が 中 化され •巧 占 化され 己を ホは 大 G ろな 本と 夕巧沒 « の 使用 ホのを おを U て阁 巧が 
じ お 立し •巧 ホ じして 廉 巧なる 財 巧の 巧 化 じよる 困 巧 生を のぞぶ じは 何のな 度を 巧 ふこと， •<*< •巧つ て 巧 巧 ホ 
じ おし •再 巧に ななの 巧 •せ； 巧 巧を かちし •一部 少 おを のが 益 お ホ 巧 2 と 化して a る。 中小 轻采 ホは 生 ホ-ホと 
しては 巧 占 企采じ K をされ •白 己の 极路を そ ひ •巧を し. 巧 巧 ホと しては 巧 占 化された 不 な；‘ •巧が じがけ る M 巧 
の 巧 入を おぶな くせ しめられて ゐ るが 態で ホる。 がかる お：： 十を 巧の 巧を に 巧 立たざる 企柔 の獨占 化シ化 巧し T 控 
巧を 中小 か 巧を の 円 山な を 在たら しめる こと」 こを 必ホ でぁる。 ナチ ス 網が 巧 十 S 巧 0 「巧 ♦は 一巧の 巧 じせ々 
化された る 企 ホ (トラスト) の 闽营を 巧 ホす」 I わかる を ホの もと じ お 在して ゐ るので ホる。 

フ *1 ダ— 巧 じよれ け •「» 巧ち 巧 生を は乂 .中. 小 おを の 巧 巧の 巧な じがして ゐ プが」 卸，" この ことは 現 巧のに 


を 巧 じ？ る ザ is •をの 分な 化 •す 企まの 雲は じを の 舊の推 巧 萎 本 じょる を s 巧の 凹 お 曾 
ての 華々 しい ド ィブ 手工 菜 •お NH まの 巧 巧を を ホす る。 

f" 两巧れ 含 ホ营 於いては 中 巧 巧な めを ま 家は 《案な が-」 おし T 化进を 巧 化す 《 A では- •こ. 手工 お円祖 
は 今では 案 化の 巧 じな* S 巧して 來 たが •をのせ ては 某 じ 夏 甘ら れた 巧襄巧 昨》 資れか ホ あに 
ょつ て 巧び 賣 巧 著」 《る 二も裝 る® で 堂。 ち」'® W 巧 化舍击 養を 0 膝 管み 进案內 ホた る 0 
み じと ど 主。 •鬟じ 獨立手 H 菜の 完 巧と をの 凄なる 塞の 茲 巧を 創 进卞る ことじ 巧 巧 巧手し ミつ たと 
するならば. をれ は 唯空蔚 であり •中途 ザな 占 化 まじ 巧ぎ なかつ じで ホら ぅ. レ'^ 

ミ ば こそ 中生 莱襄は ナチ K 襄寡 e 操 案 S 一 2 る。 一を i 年 一曼； K 香は 立 装 〇ザ巧 

をち ると •ナナス 控濟塞 中の 大金 巧の 舅 化なる 方が じついて ろ ホ だな 任 的に 何等 0 巧 巧を 讓 じられ て おら 
中 •この ことは 話 ホ 田 Li 耗る ナチ S 巧 ま ミつ て • S* ナチ ス攻 巧の 含- 寞 の； 畜 甘ら れ ミるな 巧で 
* るが •中小 s 音ち 囊 fe してろ 識 S 《が 黄 ミた •又贵 ミら れんと しつ、* ミ マ ぁつて • 
本を の 美の 巧 祝 法 ももと ぶ 〇 をの 一で みるが •をの かじ も ル エホ 侣用 巧證を •巧を 巧を 巧连 じがけ る 獲 林 化州閒 
供を •亩巧 巧 制限を 手工 柔 農組戍 法を の霎 法が が 制ち 公布せられ ミる のでみ る。 これらの 法 ホの 中手 
ェ柔巧 時 組 巧 法は 特にを. 巧と お 惟せられ るので* 本を じ ホ だつ てこれ じつき 巧 かじ 觸れ てみたい 《な)。 

B ホ 5SS 隻を生 巧 香 《S について はまみ 巧？ >(w 單 年ち ゴー セ】 買 マ； ヴネェ 巧 含の 

ま 巧 

な内 ホ 錫な b 一 


第 I 巧 ナチ K 勞麵法 解な セニ 

ド イブ 手工 粟 巧 時 組は 法 (Gesetz Ulwr <3 S vorl ぎ figen Aiifbau d 涅 deutschen Handworks) がを 布 せら 1 じの 

は •两巧 巧 働が が 法の な ホ じ 先だつて 一 化' II ニニ 年 十一月で ぁつむ。 本 まじょ つて w 巧 巧 大臣は じ两巧 « 大臣け •ホ 
エ菜 まじ おし •化合を 化 おせしめる 巧 化を 的 おせられ > おおの ド イブを ホ お 令 じょつて 州な 巧 じ 巧' へられた 樓 W は 
ち 巧 大臣のを じ W すると ころと なり •ド イプ 手工 柔の 公法 上 及びを の 他の 巧 業巧谊 •お菜を 0 化合 宰は闻 持巧义 
臣の巧 ホ じ おつて 本 法ぶ 巧に 巧 力し ながれば なら 0 ことと；，* ゥ •こ、 じ 巧し き概 制の 巧 か 開かれた 0 であつ た。 

本を 制を 後め 半ヶ年 一九 一二 网年 六月 十五 日の 手工 菜 お時化 ホ法游 一な 令は •手工 おを 0 W ® としての ホ エホを 
組合 ( Handwerkerslnnullgs ) 郡 ホエお ホな 謹を ( Kreuhdndwerkersc すぎろ 手工 おみな 所 二 landwerkskammer ) 
等 じついて 規 をし •叉 手工 柔じ めける 親方 I 巧 人 I な ホ 脚の 共同 持 神の 活を •手工 ま從ぶ ホの 巧 巧の •巧 おめ • 
巧 巧め かすの 化 お •巧 人が まの 施が •ホを 間の 巧 制を じついても 觸れ ると ころが ホつた。 巧 じ 一九 S 五 年 一巧 十 
八日のを 一命 令 巧び 巧 一二 命令 じがいて は 手工 まを 练 巧の お 描 巧 巧 巧 立 手 H 巧 ホたり 巧る ホの々 巧 おの 說巧 > 
としての 手工 案を あ 巧 •同を なぞが •届出 まな 等 じついて 規 をせられ た〇义 これ じ 先だつて 一九 S 巧 年 十一月 公 化 
の ド イブ 巧柔 ながを 巧 一廉 巧を じ 於いても •手工 おを を 業が がの 巧 二が 巧と し •手工 ま ホ M 巧の 中む を r ♦ホ ホエ 
柔 み な 巧が 巧 該巧方 じかけ る 経 巧が 制 化が •巧 H 々謀 巧と とも じ 巧 巧 含 話 巧を 稱 巧し •巧 じ ド イブ 巧 ホが がの 中 
央巧 M たる 田 巧 巧 會謠巧 じ おし •をの 代 おを を 進出し •备巧 ホ 部門 じめ ける 巧 件の お理 .が 貝の 芭が •巧 巧の 巧 
立 じ ま 力すべき ことが をめ られ た。 本を の 美 巧 巧 巧 法は. これらの 巧を が 制 政 巧と 反 おじ ホ エホ •お 內エ おがの 
小 巧を じ 於け るが 柔 おのが 制 》 巧 をを 目的と して 曲 お 甘ら れ たもので ホる。 


の 占 ss お ger : を， 巧 〇を A ミ bail こ 己. J で 1030 •占 eft 1 夕巧 20/35. 

風 巧 clf Fritische •• を fbau d 巧 wirtsclsft i 日を ittei 一巧 cich= s’ 17 ， 

巧 Gottfried FeJ 巧 = zatio 日 al ssialistische pro 巧 a 目ち、 S • 一 ご 苗 • 

夕巧 〇な FVitische ••を fbau d*r Wlrlsolia ジ i 目な ritten R ♦ 空 一 •• S . を 

ご 一家 內勞働 法の 內を 

巧 巧 H まがれ 含 的 じは 化の 巧柔 への 冉 巧の 可能性な きお 十 巧の 人閒 をな をし •をれ をの 人 ♦じを 升の あを 舆 
へ •巧 濟資は 巧 空 養 向 お 空 柔が ミを 4 S 門： が：. 5 仍蓋菱 を 3 てを G 販路を ホが しつ 

ゎる 今 0 •お 巧 巧仿の 一渡 的 禁止のを ホは お 內 巧® S が 件 及びを の 巧は 表羹じ S する 設进不 化よ。 巧た 
るものと云はなければ 4^ らない 0 

ま內巧 《じめ ミ 巧 ホ 巧は 個々 の 部門 •巧 巧 泣 じを の 化の 生巧條 かによ つて 非 巧 じ 5 ミる。 中 C はか 巧の 
が g を おする 本 柔的件 巧の もの I ホ 〇 •ななな 商品を 生 巧し •販路の 化猎化 じよつて 巧證 されて ゐる もの も あ 
9 •义中 じは 副 まめ 巧 かとし 巧に 生 巧を まへ てゐ るかき もの も あり •ホは 作 お 巧 艾はエ 巧 じがけ る 巧 働 じよつ 
ては をの 巧の 力を お 算卞る ことを 得ない 巧な 巧 « •か M を 化 だるな 曲を の 巧の •手 化 ホに 巧し む ィンテリの々 の 
等 も ある。 現在 日本 じがて ぶら れる お巧エ 荣の應 をはた とへ をのよ^ なら 十と も 現今の ド ィブ じ も お'-* •れる 巧を 
でも ホる 0 

♦田家 巧 ♦働 法 ホち 


第-巧 ナナス 巧 麵 法 解 巧 モ H 
巧つ てみ 巧々 化に おする 泣々^ る 巧 塞 •义 そのな 巧 ホの々 化を 化に 巧す る 巧 正た 巧 W をな 化する ことは •巧め て 
亞お；，*ることとをは。ければ。ら一，*い0 がホドィブじは 】 九 1 : ^^^二月：1十日じ抑巧せられたおけ々«まがみ 
ゥ ，ぶけ 巧仿 じがず る 巧が 巧 巧 0 叫び じを を员に 一化〇 (一を 一ご牵 六を て セ H 义 一九 H ご牵 々H 八日 レ‘ 之を 
なお 甘し めむ 〇 1 九 二 一二 年の 巧 正 じがいて じ 装 内々 がに がける 報 削 決を の 巧め 特 則 巧 3 として お內 々巧 ホ ホ 至な 
ホが 設けられる ことと な 〇 •一九 がの ホ 正にが いては 巧に 贷 おが 巧の 巧 おのに め « 々のキ 巧 上 .2 化 正 かなは 
れ たので あるが •两巧 巧 働 巧が を 巧 六十 七が じより •お 巧々 お 法 巧 十八 巧々 ち 巧の 十八な が 反ん せられ •巧 巧々 
S 者 ホを 貝み のな 止と ともに お 巧 巧 « じがけ る々 巧讲 がの 規制が をく 巧衡を 巧を のキ じよつ て 巧 はれる ことと G 

つた。 舊 装け々 働 法が をく 空文 化した 結み ■今 囘新 たじな 巧め じ架內 々化の 巧 巧'^ 規巧 甘ら れる ことと ••一つた の 

\ 

でみ る。 

新 お 巧々 かを (を stN ub 3 r ら e Helirb2it ) はみ 内 巧 巧の 化 巧 じあたり •お 内々 巧の 巧 はれる かで 巧よ 〇 出資 
し-同時 じ閒 巧め じか 柔 巧で 巧 用せられ るを じが 巧規 をを 設けに ので ホる。 法が はおけ々 化を 巧 じ 巧な 巧 巧 じ 父 
はを のみ 巧 お < さ 一 あ W 下 0 巧 族 ホの 補 巧 ホと かじ々 尚す るみ 內エ まぶ (凸呂 ちち 〇を まを g 夏を 麻 巧に その 巧 
用 巧团じ 入れて ゐ る。 

巧 二 巧 人的 巧 用 巧 田 

家内 巧仿二 化が スル モノ トハ 左ノお ヲ巧フ 

ィ呆巧 巧 か 者 (田た 含を を こ 


口 菜 内 H 龙ぶニ シテ迹 巧 巧 巧 二叉 ハ ソノみ 族 お クハニ ホ u 下ノお 族ホノ 補助 巧ト トモ ニの クを 
巧ち 二 あの おおかの 補 巧を を 使用す る お 巧エ柔 をが を 小規模の 架け エ 栗を として 巧 巧 じ お < はお 族の みと 巧仿 
する* のと 同一 のれ 巧を 巧け る ことと なつむ のでみ る〇而 して ここ じ 云 ふところの 装 巧 巧 か 巧とは •巧 ホ 巧 巧 お 
ではなく てち 己の 件 居 又はなら 基 巧した か柔 おじが いて 巧 巧に 又はを のぶ 巧と 共 じ 巧 柔巧巧 ホ お < は 仲介 ホの 塞 
巧を 巧け て 巧 化する をを 指し •ぷ 內エ裳 巧とは ホ 柔轻 をを として 自ピ S 化 お 义は作 ま 巧 じがいて 円 己の ホ H 巧 巧 
をな て 白ら 巧 おを 巧を ちくは 加工し •批來 巧貨巧 巧 かを 巧す をを おろを 哀)。 ご吞 U 上の 併 巧 ホを 巧す ろぶ 内 
H 柔を •仲介 ホ 及びを の 化の 巧の々 巧を もを のを 託を じ 巧す る g なにつ いて 一が め 巧 巧が をな じ 巧 細 保 巧の 规を 
じ M し •かおの おと 同一の お 巧を 巧け る ことが 阳來る 系 二 おを！ 巧】。 

ィ ー巧 的 巧 巧規を 

本を じがけ る 一が 的が 巧规 ぶは あ 巧の 作 巧*々 巧 祟の 制 お •巧 一 罔の ぶ 々化 巧 巧の H 化 •巧酬 ぶのを ホ 及び 
報酬 巧 巧 まの か 巧で ある 0 

1 ホ 巧の か 巧 …… み 巧々 « をち 供し •又はを のか 介を たす ホは •をのぶ 內々 « 又はみ 巧 巧 巧の 仲 かじ 巧 用 
する 著を あ 巧に 巧 示す る ことを おし •ホ 名み はを 巧々 が 提供 巧の 見易き 巧 巧 じ 之を 巧け け •巧 巧監 々な 
(newerbcaufsichtsbjamte ろ 父は 巧のを 巧 巧の 諸 ホ ある 時は をの 閱迅じ 巧し •巧は 之を をが し C, ♦けれけ な 
ら ない (♦田 か )0 

2 々働 巧 (A を itska ま) の 制ぶ …… 两々« 大臣は 化々 の 巧 まが 門 じ 巧し •一巧 的 じちく は 地 巧を 战ゥ *5^ 
♦n 哀内勢 セ 五 


第ー ザ ナナ X 巧 働 法 w 巧 セム ハ 
巧の なをのを 巧す る 巧が 葉を 巧 括ず るを じ おしての み •を 巧 巧 巧を 巧 化すべき を〇規 をを をめ る ことを 
巧る (巧 五れ)。 

3 巧 一 罔の ま 巧 巧 « 提供の 巧 W …… 巧 巧の 大臣は お 巧 巧 巧の ため 人を 使用 せんとす る ホ じ 巧し •两 々の 乂 
臣の 巧を する 巧 巧 じ 巧 化を なすべき をの 規を をを める ことが 化なる (策 六隹 )0 

4 報酬 あ (E1】 ぞ Itvc 口 eichnisss) が 公示 …… お 巧 巧のを 巧 供し. 又は 之を 引を けんとす る おは •巧 化 叉は 
引を の 巧 所 じがいて 報 研 おを 明 ホし •閒が ホを してを 託せられ たが々 の 巧が に 巧す ろが 細の なを 明の じ 
からしめ なければ ならない 。巧 研を じは が々 の 巧 街に 巧す る 巧 酣を紀 がする と问 時に 巧が せらろ べき® 
巧は じ 補巧材 巧の 巧 巧を 巧 示す る ことを おする。 又 巧 細が 巧 率 規則 じよ 〇 ためられて ゐる ときは 巧 ホが 
則を 巧 示しなければ ならない (ホセ 化 )0 

6 巧 研 巧 巧を ( Entgeltbele 巧) .：； 菜 巧 巧 化を 提供し •叉は をの 仲介を なすを は •な 己の々 用を W てぶ 内々 
« を 引受けた るを じ 巧 祝 巧を 巧 化する ことを 巧し •巧 研 巧 じは 巧 巧の 提供 义は引 巧の 巧 •をの 篇お •巧 
卸 •巧 酬巧姑 じ 提供 及び 引渡の 日を 記入し なければ r ♦ら ない。 巧 研證巧 まは 巧柔 を# をな じ々 働せ 巧を 
の 巧 求が ホれば 之を 提示す る ことを 巧す る (ホん ち。 

巧ち ホ 巧 作は じよつ て お 巧 巧のを 巧 化し •叉 その 仲介を なすを なじ お 巧 巧 かじが ザす る ホが 明かに 甘ら れ •巧 
か 巧の 闽ぞ じよ 〇 巧の 乂 居は 巧 內巧衡 が 実 ホを をが かり 巧る ことと なり •巧 一回 おわ々 « 巧 化の ww ホ務 じよつ 
て おれ 巧 おを 巧# を もが 巧に 巧 誌す る ことが 化 ホる。 丈 報酬を のを ホ じよつて お 内 巧 化 じな 单 十る をに 化々 のず 


巧 じ おして 支 巧は るべき 巧酬を 詳細 じから しめ •巧が 0 巧ち 招阳 及び 引を •引 巧の 時 巧 拭に そ 巧 じむた 巧が を 
示ず べき 巧 酬就巧 巧の 巧せ じよつて 夕巧 巧が ホな じを 巧を ちは 何時‘ •ぶと も卜の 巧著奋 を；； ことを 巧る 0 であ 
る〇 これ 當の 巧が 規 をは-巧 巧の 法が よりもを の 適用 巧 巧が 巧 お 甘ら れて 拓ゥ •例へ ば 仲介 巧 も 亦を 巧 か 巧 0 を 
巧を な ひ •叉な 酬 をの 公示は じ 巧 研 證巧活 の 作ぶ じ おする おが じ 脚しても 巧 巧の 巧を じ 巧みて 闷時じ 引な さる ぺ 
き 巧 巧垃じ 袖巧材 巧の 巧 巧を 巧 示しなければ 。らたい ことじな つて ゐ るので ホる C 巧の 巧の 巧を 义ブ巧 一巧 ホ 内 
巧仿巧 ホの 巧 曲は 本 法 じがいて 巧た じ 設けられむ も 0 である (な}。 

B ー ホ ーニ エ年 二月 二十 六日の 巧 働モ帖 K 施に M ナる ホが 及び 光 H 十ち H が 巧々 によつて •こみあ ♦作ぶ* » が 單に « 
巧エ 巧者の みに と* t らず •を エホ お 巧 ホに 巧 用 甘ら れるこ i とむ つたこ 4 は 巧 目に 值ナる • 

口 巧の 時閒 の巧宙 ，をな 防止 社 じ 報酬の 保 ま 

お 巧 巧 A じめ ける 巧 化 時 肺の 巧 謹は 本 法 じめいて は •巧 巧々 化# 制 法の 規を じな ひ •々化 巧埋 をが 巧が の 巧け 
巧 働索奈 をち 合 じれり 巧 限を 巧す る ことと なつた。 巧の 巧 巧を はお 巧 巧 化の 一栋 r ♦ら ざる々 « からを 乎る 巧 寒が 
まの ため •巧々 のが 巧 又はみ 種 お 巧 巧 おじ 巧し， 一を 巧蝴 をの 巧 巧 サを規 巧す る ことが 扣來 •巧く して 一二 一一の 例 
成の お 合を おいでは •巧 巧々 働ザ义 はお 巧 エホを じ おし •巧を をを® 进 する 巧の おを 巧へ る ことが 巧 じられ たの 
で ホる (# 十な】。 

义巧お 巧 巧 巧 法の 危な 防止 じ 明す る規 をは •ホを じ绽雜 しむ もので みつたが •巧 法は 之を 怖 巧； 一ら しめ •がる 
巧 防れ じ 1 おのか 生の 巧 則を 巧け •巧 日じ岛 つては •闻 やわ 乂臣の 命々 及び 含 ホな せな の 巧々 じ 巧つて ゐ る。 巧 
♦田家 内 ホ 働 法 モセ 


第 一部 ♦♦ス 々働を MB モル 
を かな 姑 じ 一が 衝 生の 巧 巧め 巧理は •か 巧 巧を が 事を の 生命 巧を お <は» お 又は 一な のか 生じ おする を おなき 巧 
巧 巧す る じみる (# 十二 か— ホ 十八 條】。 

巧 化 時 刷の 化 託. 危お 防止は じ 巧 研の が 巧の 中 •本を じがいて おじ 東' をな のは 巧酬 のが 讓 (巧 口 i ミー ミろ で 
ホる。 ま 巧 巧 働 じがけ る 巧酬说 がの 規制 じがして け 》 巧 じ闲巧 巧 おがが をは 本 法 じ ホ だつて •一九 SW 年 五月 一 
日み なて ホ ホ 愛み を 巧 止し 酬規 をの 巧 蛇を 巧の お 巧哀 ホに 巧した。 W お々 《が 制 法を 一幸に がける 巧牵 
規則 制を のにめ の 巧 かは 本 法 巧 二-!- 化に がいて 然 おされ •お來 巧く み 内 巧の 審 ホを おみに ょりた されて ゐ むた 巧 
巧 ホの ホを. かかを はち 举か則 じょ 〇 巧 はれる ことと なつた。 巧ら、 

巧 二十 條 報酬 ノ規を 

ぶ 巧 巧 $ ノ 巧. 研ノ かお ハ W 巧 巧仿が 制を 二 3 ル •巧 酬ゾ 巧た ハぶ ノホ法 二 3 ル コト ヲ巧 
ィが 々ノ なお 
0 巧 宵 規則 

ホ トシ テ 巧 一巧 萊ノ タィ 巧 巧 二 又； ッゾタ 族 トト モニタ 仿 スル 架 巧々 £ホ 巧 二 {朱 內 H 巧 ホダ 巧 時 二十を 

U 上ノ巧 用人 及 ビや衡 タヲ巧 用 スル 尊柔一 一巧 スル トキ {國 民々 麵巧 《 法 ホぶ ♦•ホ ニ十 セ 條第ミ 巧) 

ハ 巧 ホ 規則 

おなが かノ 化を ダを 2： 巧が ノ 规がノ タメ 巧 巧な こ々 ラ ザル トキ (I 化夕働 な《化 ホー； - S ぞ 一巧 一 
巧 二十 一巧 巧 李が 則 ニョル 報酬 ノ規を 


H :巧 ホの 二が ヶルぶ 巧々 お ノ巧削 ノ巧率 規則 二 3 ル かお ハ架內 々街 ダが 巧/抱 巧 ニ ザが ハレ 化ブ 叫々 
二す あみ ナル 巧 酬ノま 巧； ルル トキ ハ 么ヲ巧 フべキ モノ トス 
巧酬 のな 巧 •仲 かお じ 巧す る 巧 酬の規 を 姑に を 託 ホの お 同 典 任 •巧酬 のな せ •巧酬 にがす る 巧が を 巧を も 本を 
じめいて 規 巧せられ てゐ る。 ま內 巧® じ對 する 巧 酬は出 ホな じよつ て ホを せられ：，* ければ ••一ら；‘ ♦い。 をの 不可能 
な 巧 合には •巧々 の 巧を じ阳來 高みの 某 巧と なり 巧る 時間み によりみ をされ なければ ••一ら；‘ ♦い {を： 十二 條 又 巧 
巧々 なをは じ お 巧エ柔 をと 巧 一の なおを をけ る 仲 かを におして は •をのを 巧 ホに 巧す る M 化 じめいて-巧 牽規则 
じより その 瑣加 分を ホを する ことが 化 ホ •を 託 ホが 仲 かを じちして •お內 巧 « ホ 又は お 巧エ采 ホ じがす る 巧 ホが 
則 じを めら れ てるる 巧酬ま 揉に す无 分；，* 巧酬を ホみ つた 巧 合 じは •重なを は 仲介を とと もじ お 巧々 巧を はに 巧 巧 
エホを じ 巧して 巧 率 規則 巧を のが 酬ホ 巧の 巧 じ 巧 やる 襄 二王 お)。 巧く して 仲介を のが 酬の巧 下を 巧 ざ •又を 巧 
をを して 仲介者の ま 挥に巧 則の： 巧 おを 巧は しめる ことと と I じ •ま 巧々 のを •ま 巧エ采 ホを 巧 わするな 巧し 巧 ざ 
る 仲介 おを お巧エ およ 〇挤 がせん と卞 るので ある。 

巧酬 のを t は 巧かず 理 なじよ 〇 持 ホ 度を 巧との な 力 じよつて 巧 はれ •か 巧 主 •巧 案 巧を 者 •仲 かお •ぶ N ェで 
巧 社 じみ 巧 巧 か ホは 報酬を 出の 凡ての 巧な じついて •巧の ザ理を •巧 ホ 度が ななに をの 化理人 じ巧吿 を。 すを 找 
をを ふ (巧 二十 巧條 、巧 二十 五 化】。 報酬な 化の 中、 むは 巧 ま N 々巧 法 じがて は 抑を ホが じぁつた。 化 手 巧は よ 〇 佈明化 
さた 報酬 巧 下 巧 止の ための 有力な 手段を お 巧して ゐ る。 巧ち 罚をモ 巧 じ巧閒 ミち 雜！ I 主にな ホ 5 向】 のがな じよ 
〇 化ぶ を圓り (を 一十 六ち ター 十八 條巧 一巧} •不化 報酬の そ 巧 はれた 時よ 9 巧 過し 巧る 巧 胤 og ちじよ 〇 を 0 K 里 
第 田家 巧々 麵 往 セ A 


ホ ー巧 ナナス# 働 ホ 解な ミ 

化を S つ ミる (か 二て 襄二巧 )0 この 巧を はを 巧 ホ かまみ の 巧 ある 報酬の 一部を 支换不 管よ 〇 お 化-^ たる t 
の？ " た 《他 S 律-」 養ら ミる 巧 金と 話」 S 延刮を ( Vi 嘗复と S i & 一涅延 •刑を は々 餐理 

なじよ 〇 なれせられ •巧が じま拂 じれ •をの 巧を は 巧 巧が 乂 おじよ 〇 なめられ るので ある。 

お 雲 同 ち 曼を 基く 客 S 名堇判 品 了 S 民 巧篡制 S 養 お 内 巧 S に攀； 君 巧し 蹇 抑を 

じついて は 巧 用せられ ない。 

ハ罰则 

み 巧 巧 かを 连反 じ對 する 罰則 じは •反則 •を 反の 二な 巧が ホる。 

反則 (日吞 ミ tu 曼じ おしてろ 百 五十 ラィヒ 义 •マルクな 下の 罰を が •巧ち イ〇 「巧す 口 ご 巧して は 六 巧 月 ロト 

の 雲 5 柄 金が 著た 例へ ば 一 装 保 讚？ 鬟」 ない 爱 P •かま 巧が i 琵菱奚 めを じ 巧* 
るか 令 C 衰を 5 奪を 磊」 S 爱 〔 C は 反則が •臺 達-」 W す義 令を 巧 行？ •祭 重られた 安 巧 
々《を 提供 ぉ 巧 合 等 じろ# S を 巧せ たえ 叉 巧 おして 是 等の 規をじ をち 义 はお 巧 巧を を 巧せられ た ホに 
巧して は •々の 倚理 をはぶ 巧 巧 化の 巧 か 又は その 仲介を 禁止 甘し める ことが 出 おる ので ある。 

巧み じ 巧 美？： 巧货 法は 「をの 巧を 义び 経を じがけ る や 働 統巧 法」 と 同 H の 一丸 年 S 月 二十 己 日々 ホ •间年 五 
巧 一日よ 〇 巧 巧せられ た。 

S' HIS 互 pf 二 巧 SGrundrlss de ご leutschen Arbe ミミ cht= S. 弓 - 


第五 勞働 裁判所 法 

一 勞働 裁判所 法と そのな 正 

巧 巧 巧 « 巧が 巧 巧 ホを お埋 はじが お規ち 中の 巧 六十 六 條巧义 巧 じがいて K 巧 働 乂 芭及ぴ W 司法 乂 酉は •两 巧々 
€ なが 法 及びが 來の 法令 じょつて 巧 更を加 へられた 巧の 巧が 巧 巧を 巧た じを のま 文の 不 巧を 除いて 法 かな 賴 
( Reichsgesetzblato じ公吿 する を おする こと •はじを の 巧 巧の 巧！： 巧の 巧 ホな じ 巧す る規を 及び 田 巧 巧 働 巧 S 巧 
を 二十 二 巧を 苗 じを く 巧 おなが 樓の 持が じ 巧 卞る規 巧を 設 をす るを 巧る 旨を めら れる ミミが ぁつた。々 傷を 
が 巧 巧は 一九二 六 年 十一 一巧 二十 六日 じな ホせられ •そのを おがめ じ條 文のを 正を か へられた ものでぁるが •ナナ 
ス巧 をの 出現 じ 件 ひ > W 巧 巧が なが 法の が 巧と 快つて 巧た なる あ 巧の 下に 改 をを か へらた】 九 ご 一 网ザ四 互 半 
六日が をな て 公布せられ るに 至つ た。 

この 巧 働 巧が 巧 法の 巧ぞを 辿つて みると •巧 As 巧 じ 基く！*々 のな ホの 巧理 のために •特別の 梢 巧を ぞし •义 
特 則の 手 巧の 下 じを の 巧 巧を なすべき 特 巧のを 巧 巧を 通な 巧 お 巧 W かじ 設 S せんとせられ たことは •ド ィブ じぁ 
つては 》 これを 古く 中 化の ギルド 巧が (N 旨 ftgericht) 巧は 巧 人を が (Gesellen 巧 rich ごずに ぶを ける ところで みるが， 
巧せ じ 於いて 巧し いを 亲組 巧の 下 じ 生せ ずる々 « 脚が のなず 解かの ためじ •この 巧 力の はら はれた のは •同定 化 
♦五 巧 •巧 巧 所な 入 一 


♦ I が ナナス ホ麵 巧 解 皮 八 二 
を 冲 ま を 判 巧。 nnun 累 eschiedsgerich ク •昏 まを が ホ ( Gewe をな erici た* 巧 ま 巧が 巧 ( Kaufinnsger 芭 It ) のな 曲 
をな てな 矢と する のでみ か。 か 簡巧じ これらの 巧が 巧の 巧 能を 眺めよぅ。 

養組 を 仲* 816 一莫 をの 霎 § 巧 军一お 第一: 试 にぶき 設面 甘ら れ にもので みつて 同 お 組を A と 
をの 巧 人 巧は 巧 働 ホとの 閒 のがを のが ホを 篇 らんと する もので ホる 〇仲巧 巧が 巧は】 あのを 具ち と ニ ホの 巧 
廉貞 をな て# 巧 甘ら るるを 巧し •防ぶ 其の 中 ー ホは 同 お 化を およ 〇 •他の ー ホは 巧 人ぶ はを ホより 之を 採る。 

餐窠蒙 VW 一九 〇 一年のを ホ 栽 お 巧 法 じあく。 管 お 巧が 巧の 設 面は 一巧 巧 巧 •夕 巧の 巧 巧が 义 はか 方 M * の 
化 巧 じ おして 巧 はれ •これ か設 苗せ じ お 持に おする 巧 用は •巿 町が ぶは 化 方 W 巧 じがいて を 巧 する ことを 巧 
する。 み径柔 巧が 巧 じは •一を のをが を 及びを の 代 巧 人と かおなる おの 巧 ホ かとを 狙き •巧 おお 及びを の 代 
理 人は 巧 麻 ホた る こと も 巧 化を たる こと も 許されない。 辟 ホち は その キ 技は 底 W まから •化の ザ數は 巧酱ぞ 
わらな 巧が 巧 巧 裳で 巧 か 甘ら れ る。 を柔 をが 巧の 巧を じ！ 8卞 るのは •巧 麻 ホと 彼 麻ザ閒 じがけ る 巧 ま 上の か 
爭で ホつ て 左の かき 尊 化じ说 する ものた る ことを 巧す る。 

1 々の 脚 保の 開始 •おなおく は 解 巧じ閒 する もの 
2 巧 化 じちく 給せ 
3 巧 化 M なじ 某き 巧せ せられた ものの 返迅 
4 执を おなおく はを めを のまが 
6 巧の ホ かな 巧すべき 巧な 化な をのな 巧 


な 问一器 ホ じ 巧す る 巧 葵 •か 誇の 巧が をな したる じ 基いて 望に 巧 起した- 。詢求 
7 巧 働 g なの あ 了した をの 巧閒 じがいて 巧 か 著のを 巧め 巧勒 をな 化するな 息から を ホる 巧 ホ 
商業 栽祠厮 一九 〇抖 年の 巧 柔を判 巧 法 じちく。 巧 菜を 巧 巧は】 ちじが いては 巧 人 •他方 じがいて は 巧 巧 巧が 
人 又は 巧类 巧ホ閒 じがけ るな 请 又はな を閒 なから を 中るな 爭を « みする 權 做を 巧す る。 巧し 巧な •义 はおが 
じょる をの 巧 « 巧 巧が 年 か 十 巧 マルクの がを 超遏 するな 巧 使用 入は をの 巧 巧 じ 苗さない。 巧 まを 巧 巧の せな 
じ 巧す るな ホは •まとして 化の 巧 巧じ輔 する ものた る ことを おする 0 
1 馬 傭 お < はな 弟 脚 巧の 巧 か •お按 又は 解 巧 じが 卞る もの 
2 巧な 义は化 弟说巧 じあく 給 化 

3 房 情 又は 徒 まがな じぶ いて 义せ せられた ♦巧 •巧 巧 ♦をの 他の物の あ 巧 
4 巧 害 巧 巧ち くは 巧め をの ま 巧 
巧 巧 ま 巧 用人 又は 巧 ホが た# すべきな おが おを のが 算 

« 馬な 义 はなお 純 巧のを 了した 巧の 巧拙 じがいて 巧采巧 用人 •又はな ホのを 案め 朽 巧を お 故す るかを か 

ぶ 

ら生 十るな か 

この 同 菜 組を 仲を をが 巧 •管 巧 巧が 所 •巧 東 巧が 巧は •かせ 紀の巧 西 ゎらめ 二十 年閒じ 直って 巧の S 保の な ホ 
じ 巧し •をれ ぐ のぶおを 化を してを の# かじ 巧つ むので ホる が •大界 後 •を 巧 M 巧ょ すく 巧な をき はめ •こ 
れじ伴 ひ々 働 曲 巧の な ホ じがいても 巧々 巧々 な 巧 巧 巧のを 生 する じつれ て •な « ホと 巧 傭 ホ 間 じ 於け る】 切の々 

誰ぶ ホ 備«判所 ホ 八 一二 


第ー ボナ ナス 《働 法 解な S 
爵が 0巧爭£ 化 Q ためじは 二れ らを 号は 到 巧 革 分で A ゥ •ぅち 的 •巧 立の な 巧蹇が 樣を璧 せん 
とする ホ 張の 現れた ことは、 自 巧の 巧 ひのし わらし むる ところと 五は なければ ならない 。しかもな 栗 巧 巧 的な 爭* 
架 巧 お 巧の な爭 及び 两 お及び 化モ 曲* の 巧 « ホ はに 使用人 じ 曲す るが 巧 等に ついては •この 閒ホだ 巧 かを 巧 度が 
設 めら れて ゐ；， * かつた ので あつて 》 これら じ 巧しても 統一め じ 巧のを が 巧を 財與 甘ん とする 叫びは •一乂 一九 年 
じ ド イブ 政 巧を して 巧の 法典の 巧果 のた めじ 化 おせられた々 が 法柔 貝み じ 巧し 》 々働 巧が 所 法を まのを 巧を を 巧 
せしめる じ 至つ た。 

しかしながら ド イブ 巧のを が 巧を が ド イブ 闻 みを 迸 過し •現な じ：* 巧せられ るた めには •一九二み 年まで 巧 巧 

しなければ ならな かつた 0 1 化 一一 六が 十一月 ド イヴ 闻 みか 巧 巧せられ る じ 及んで 巧 化 巧が 巧を 巧 案は 巧 S 請み を 

巧て 两 合のを R を 受け •十二 巧 二十 S 日な 布せられ るに まつた •こ、 じ 久しき じなる々 化 閒な〇 が 巧に 巧す る 巧 

. 巧 

立 栽！： 樓巧 立への 重 ホが 巧 « 甘ら る/' ことと なつた のでみ る。 

U 上が ド イブ じがけ る 巧 街 化が 巧 法の 制 おせらる/' じ 至る までの 大 おの 巧 巧で ホる 〇 ナチ 义 なが じょる-- 化 一二 

阳年晋 二十を の 本 法の 董じ巧 つても •巧 糞が 所 £ ちを の 手な を じ K しては •こ S 一を 一六 年のを か 

み 

じ對 して おんど 巧 更を加 へられ。 かつむ。 巧な 正 法 じかいて な 目すべき K は闻 民々 のが が ホ じぶ いて 化 貪 的 ホ 巧 
栽が 巧が が教 廿られ たお 巧 •れ みめを 巧の 巧 巧 じがす る 一切の 巧 面が を賽 をが 巧のを 巧す ると ころと り •ため 
じ巧仿 おが 巧のを 巧 巧 巧か實 巧め 巧 每巧田 じ 局 眼 甘ら れ るに 至つた K でみ ると 云 はれて ゐる d 
の 後 S 巧 巧 「獨 達々 働 巧 巧 》 法 J { れ 々政ぶ 巧租 SF 巧 二 年： 立 》«】♦* 


巧 マ タィ 氏 「松*！!々 « 法 賠宙」 二八 一: •打 
の ピブク 巧 「々« 法」 下を 巧 も 巧れ 下 

刊 ••を beussrkj ミ 其 08^ な こ (ミ 色 63 ミ • 7 投 8} 中 S Vorbom ミ ku コ 《ホ瞄 

二 勞綱栽 判 所の 組織 あび 偉 お 

U 下な 正 法の 巧を じついて 巧說を 加へ ょぅ 0 

巧出法はをの巧一がじがいて巧がお巧所を巧巧巧栽が巧， か巧^^お判巧なじ苗巧のかが巧じみち* をの«巧じ 
ついて ホの かく 規定して ゐ る。 

.巧 一が々 化 栽が 巧 (を 家 立 巧" ドー】 巧 穿 養" をろ 

T ' 巧 化が 件ノ おが ハ々 の 巧が 巧 ノ巧ル •ヘキ モノ トス 
二巧仿 接が 巧 ヲみチ テ 

一 巧 巧 《 栽が 巧 ( Arbeitsgerichte ) 

二 州 巧が 巧が 巧 ( rndibeitsgerichte ) 

一二 两 々化な が 巧 (Relchsarbeitsgeri 巳 さ 

トス。 

而し てこの々 のをが 所のを なじ 巧す る のろまと して 企霎 及び お まを 巧 《を おの 巧 ホを 望 件 じして’ 巧 
♦ぷ勞 働 巧 巧 Ar 


第一が ナ： 《働 ホ 解 度 八々 
か 曲が 又はを ホ S がに ぷ くらの •巧 巧 契め 又は 巧を おめ の 巧る じ 閱卞る もの •々か M な 文は なを 拍 なのが おじつ 
いての 巧 話 じを くもの ぶび 巧 巧 脚が 义 はなを 閣 巧の 巧を 巧 力 じを くもの 姑 じす 法行爲 じちく 巧 単 おを ザ 件 じして 
® :#* な 叉は 徒を 賠 巧と 閒巧 ホる ものは じ 巧が ホが 互閒 の巧单 おを 巧 件 じして 失 ホ じを くもの 及びず 法 巧な じ 基 
<1 のじして 巧 か 姑な 叉は 徒弟 閒 なと 期が ホる もの OSi 二 化) と規 をせられ てを 9 •をの 化 じ々 かかが 巧の 巧は の 
巧 巧せられ る 巧 合と して •企まを 又は 從采具 じ おする おへは じ 之 等の# よ 〇 巧 S を じ 巧し •巧 おした る 巧 じして 
を 一が じよる 巧 巧 事件 じ 巧 化し •なじ 巧々 佑 巧が 巧に 巧 おせる もの •巧は をの ホ おにつ いて 抹化 的を 柱の が 甘 ざ 
る もの (策 一二 條ジ舉 げられ てゐる J 

次 じ 巧 5 巧 おのを 安を たる お柔貝 ( BKC 曼是 とじつ いて々 ぎの 化 文 じよ 〇 をのは をを 明白なら しめて ゐ る。 

■巧 五條 巧 柔具ノ ほを 

? ネ法 二が テが まち トハ 巧の お 义ビ巧 用人 ヲ指シ 且ブな ホ ヲをム モノ トス •お內 巧 « 法を 夜ノ報 がが 
巧ブ巧 クル ザ及ビ ソノ 化を 巧エ 采ヲ柔 トセ ザル あ-ー シテ 巧な お 約 视な二 立 タズ シテ 特をノ 他人 ノホ巧 二ぶ 
キ且プ ッノ計 度ノ タメ ニ 巧 巧ヲ たせ シ •巧 巧 的-一巧 立 セ ザルな ヲ W テが g を 卜 巧な K •ヘキ モノ ハ々 化# 及 
ピ 使用人 卜 同な 二 取れ フ 

な法上义ビが法上ノま人及ビれ圈ノ法が上ノ代理人， 垃二公巧巧义ビ巧嵌が々人取*タルノ々がヲ巧 
スルを ハが ま 貝 二 非 ザル モノ トス 

巧の 巧が 巧は ♦謙み るを 巧官 •か采 ホ 及びな ホ员 のな 方から 空 出 甘ら れ たる 陪巧具 ( Bei を 80 を U て 構 巧 せら 


れ •この 陪巧 なは お 巧 巧を 判 巧 じがいて は •巧 巧が 热判巧 判 專 (> を" ミこ 0 ミ马) い る 巧 あを •州 巧 かお 賊所 じが 
いてろ 竹 巧 衡を判 巧斜事 (にを® sarbe 穿 ichter) なる 巧を ち义 W 巧 かを が 巧 じがいて は 闻巧化 おお 巧ぉ專 
(Rcichsarbeitsrichter) なる 巧を をち する (第 おを。 

ホ じ 舅 働を が 巧 州 巧 《ぶ 科 巧 姑 じ 田 巧の おが 巧 じついて をの 化お奚 f 示 甘 ば 累夕で ホ*®。 
ィ區巧 働を 倒 巧 

两巧の巧が巧 は 巧立巧が巧と し て 州司法お が 州最属な含巧政をち の 同をを得 て 巧巧巧巧巧巧 の ザな巧巧 じ 巧巧 
すると ころの 4 ので ホる。 巧が ち (vorsltgld さ ) •をが 長 代理 あび 陪ホ 貝の 必巧 巧を なて 扭 巧せられ •陪 は 
を キ數を 企 ホを と 巧柔具 柄より をれ'^ 、塞 出せし める ことを 巧す る。 

巧巧働を利所じは部 (Kammer) を設ミ。 巧0数は州司法巧が之を{5!^&‘ 巧《ホ基&^^件及び巧での巧 
巧 事た ついては •気の 巧 じがいて その ホ讓 じを り •义霎 S 合 じろ 特 をの 巧采 及びを まは じ 巧 寞社じ 
使用ん の特 ちの 巧 巧の 訴訟を 件 じつき •それぞれ 專 巧が (すた】 す 3mer) を 設ける ことが 曲 ホる 0 

苗夕 働を が 巧の 巧# なは， 州 上れな 巧を 巧が 州を 刹 巧を の 同を を 巧て 一二 年 閒の巧 巧を なて 巧 命 する i ので* り， 
時 ホ 貝 li 壬 命# ら -Si 得る &S ろ r ィッ Q 曼を 巧し •を 一十 五！！ ま 男 か て 巧 巧 《震が 所备度 W 巧'?^ 
じ 引 角き ーヶ 年な 上么案 を义 はお 柔貝 として 巧の しが 〇 しこと を 巧し •をの 任命は ド ィブ々 《巧な 社 じ 公な を M 
宙の巧 出し. たお 度 あ 巧 じホ據 し •を おを じ 於け る 信任を 具の 巧 命と おんど 同じ お まを みるので ぁる (第二 十條— » 
二十 二 か >0 巧 巧な は^ pilg で ホつて •報が をす 給せられ や •巧を の 巧 巧の な 巧 じぶ く夕柔 上の 巧 失 じ 巧 卞る拍 な 
♦五々 Mlrw な A セ 


集 一巧 ナナス# •巧 解な « 

をぅ け •又 巧 巧を ま 給 甘ら れる じと ど i る 0 

尙ほ 二つ « 上の 巧を おする 巧 巧 街を 巧 巧 じ 於いては 州 巧が 巧 長は • S あのを 菜 著 巧 巧 具义び S ホの 巧の ホを < 
は 巧 拍人巧 巧 貝の 巧 命じょ る陪巧 其を 贝 含を 化 巧す る。 このを 具み はお おが 巧のを せ 栽が を (をを ch な (ききを" 
Vorsitzen を) 又は 最ホ 多を 判 長 一 ご iiiers ま <§ itzende ) の 指 巧の 下 じ おまた 巧 ひ •がの おち ザ & のみ； a » 
陪巧 具のを 巧への 拓お等 じついて をの 意 おを 具申ず る ことじな つて ゐる (ホ-一十 九條 r 
0 州 巧のを！： 巧 

州 巧の かが 巧は 州 司法み が 州を 息 巧を を 巧の 同を を 巧て 原則的 じ 州を が 巧 巧 じ 試を する もので ホつて •必 巧と 
認められる 巧 合 じは 則が じ設 面する こと も 許を せられ •をの 行なみ び 度を は 州 司を# か 之 じを る C 

州巧仿 我がが もがが を •巧 巧を 化理义 びか まホ垃 じな お 岛ょ〇 巧 おを U て涅 出せられ た陪ホ 巧ょ 〇 なる K じつ 
いてろ 巧 巧のを が 巧と 同 巧で あるか ■州々 巧 巧が 巧の お ホ おは 巧 二十 歲な 上む る こと •を少 一ニ ヶ年刚 巧 巧の か 
が 巧の 巧 巧 具たり しこと を おする (を 二十 11 一條— ホ ーニ 十化隹 )0 
《 两巧働 致が 巧 

K 巧衡 巧が 巧は S をが 巧 巧に 巧 超せられ •巧が 長と して W を 判 巧が 長 •をが お 代理と して 两巧巧 巧な を 义は料 
巧 •をが をの 陪巧贝 として 巧 おが 巧 判を 垃 じを がを G ら ざる おが おのみ. ホ數 をな て 組な せられる 〇旦 つを のがの 
數は W 司法大臣が W 巧 « 大臣の 同を を 巧て 之を か 巧し •を 巧は 一 あのを がを •二を の お ホが 巧 及び 各 ー ホの 企 ホ 
夕义び 巧 ホ 具 俩の陪 化 おを なて 巧み おけ 上のを 具 数と する- 


闻巧佑 栽が 巧のを 利を たらざる 巧 ホむ は* ミヶ 年の 巧 巧を w て 巧 巧 働 大臣に よつて 田 司法大臣の 同 忘を 巧て 巧 
なせられ •をのを 巧と しては 滿 S 十五 巧な 上のを として 長く ド ィブ 巧內 じがいて か 東 ホち < はせ 莱 貝た 〇 しこと 
を 巧し •をの 任免は 两 をが 所長の 巧 限 じ 巧す る。 

两巧仿 巧が 巧の 部の 化繪 A び 事 巧は 》 まな 年 巧の 初め じめいて 两 をが 巧 長 じよつて W 巧のを が 巧のを なじ 分 出 
せられる。 をが お •栽が を化理 •時 巧 お 事 及びを がを むらざる 陪巧 貝のを 巧への ホ 同 株の モ法 じよつて 巧 
巧期巧の巧めじ么を巧ム。 を斟官たらざる巧ホなは》 をがをが事巧年巧みび陪巧具の^*!^巧巧閒の巧めじか巧し 
たを の « 巧 じな つて 法を じ 出を する ことを 巧す る。 

巧は々 化 巧 囲 じ 脚す る两 をが 巧の お 巧が 合が 叉は お 刑 巧を 巧のを が じな しては 坦 々働を 巧 巧は を «より を】 ホ 
の 企 柔ホ倘 ぶび 被 化 ホ 伸 巧 ホち を 么じ賊 巧せ しむる ことを 巧す る 系 田 十 化— 策 田 十五を。 

一一 一巧が 裁判所の ず お 

巧 か 栽が 巧の 手试は 第一を •控訴を •上 ホを じ 瓜 一別せられ る。 

ィ 第一 者 

巧 1 ホの がみず なは 原則として-恥 废が 巧の 手 巧 じ 脚す る 巧ぶ おを 法 0 規 ちじより •ホづ 巧を 巧 おする じを つて 
はお 化を 惧 々が 我 判 巧 じ 巧 出す るか •又は お巧仿 みがかの 巧 巧が じがいて 口 巧を なて 之を なすを' おする。 巧し 巧は 
おが おを 法が 巧 百 九十 六が 第 S 巧の が 鬼に みら や。 巧吿 じを 達せられた とき 始めて 巧を せられた ものと おかされ 
第五 巧 働 巧 巧 W な 八 允 


第】 巧ナ ホス ホ 働 法 解な 九 〇 
るので ホる (第 四十 モ條 

を！： じ 巧つ ては •を！： 長は 巧を のか 巧なる 转 ぶじ々 るを 巧は や •を 巧を 自らの 巧 巧を 命 やる ことを 巧る。 巧 事 
おちら化巧せや、 をのお巧巧判の目的を不巧功^^らしめるなある巧合じは* お刹長は巧を化理人の进ホを化むこ 
とを 巧る 〇义 栽が じな つては をの 辯を •證 巧諷 及び 利 ホの 言 巧は 之を な閒 する ことを 巧し •公開の お 巧 •公の 巧 
巧 •おじ 两 おの 安 辛の 巧 巧 甘ら るる わ， 又は おな の A 俗の ませら るる わ •おくは をの g あるとき •巧は 巧を 义は 
巧 巧 巧の 目的が 爸柔上 •巧柔 上-又は 巧 巧 上の 祕我 。る じょつて を ホ ホの 一方 か 公 巧の 禁止を 中な したと きじは 
をが 义は 一巧の な 巧を ま 止す る ことを 巧る (第ぶ 十一 一條)。 

ホ じ お » 手な じついて 云へ ば •を 巧を はか 解 手 巧の 巧 巧の ため •自 かが » じ 基き •一巧の お爭 すべき 巧を 卜巧 
事を をして 巧 巧せ しむる ことを 巧し •巧 t を 明 巧なら しめる ため •巧 時 じを g の 巧な を なすこと を 巧る (♦お 十 H 
條 )0 且 〇索理 は曲來 巧る わぎり これを 一日 じて が 巧せ しめる 巧 じしなければ なら G い (ホぶ 十た 條】 0 

がみの 巧を じついて は ホの 巧 W が 巧 お 甘ら れ なければ ならない。 

一 巧 用の 巧は. をの 卽時じ 巧を し 巧る もの じ 化り •之を 钟ホ中 じな 定卞る こと 

二 巧 をれ のの かじつい ては •巧 巧のを 钟 巧が をのが 化 中 じ 巧を する こと 

云 巧を わか 巧み 上ち 巧し 巧ざる 巧を じがいても 巧を が 特にを 巧な を まを 巧す る 巧を は • K 々 A お 巧 巧は 巧 
み 中 じ 之を ホす こと 

巧 利 ホの 巧 巧 •巧 巧を 巧すべき をみ が宜吿 せられた 巧を じは •巧々 働を 巧 巧は 巧 ホの 巧 ホ じ 基いて 阳けじ 


巧爲：^,特をの巧閒^じ--,*さるる巧をじ巧し* をの巧かをせにょつて巧ぶしたお巧巧のホ巧を巧吿じみ乎る 
を 巧る こと 

五 巧 ホの 巧 因 じついて なされた 中 巧 科 ホは あおじ 巧して を お 判み と 巧 化されない (第々 十一 像】* 

口を 巧者 

巧 巧のを が 巧の がみに おしては •巧を かの 巧 巧が SOO ラィ ヒス •マルク U 上なる とき •又は W 巧 働を 巧 所 じが 
いて 特にを 巧な を あを 巧す る ものと してを おを 許した おを は •州 巧 働を が 所 じを 巧を 巧を する ことが 曲がる 〇而 
してを の 手な は圳 段のを めの ない 眼 〇 巧 ー ホと 同な じち 单 おを 巧 中の 巧 巧 じ H する 規 をが 巧 用せられ •をが 巧 « 
貫の おお 》 を 忍 •を 巧 ホ 自らの 出頭 •な閲 •證巧 期 •判み のれを •割 ホの 言が 等 じっいても 曲： 巧 € をが 巧の 巧な 
と 同 巧の 規を じが ふので ホる。 巧し 巧 おじ おしては •巧 ホち の 任命 手 巧の 巧疵を 理由と して 叉は お ホ 巧を ななし 
巧 じ 巧 かしめ る ことを 巧ぐ る 巧 ホの がする ことを 巧 もとして これを 提 おする ことは ホされ a い。 

巧 一審な 巧た な巧實 及び 證巧 方法の 巧た 巧を じは’ 巧 事 巧を を 巧 五 写 一十 九が 巧】 巧 及びを 苗 じがって 按巧 
人は 之を 控訴 理ホ中 じ 巧げ •又 巧耗お 人は 巧く とも 第一 囘の 口預巧 おじめいて 之を 巧 化する ことを 巧す る。 その 
運れ て 巧 曲 廿られ たる 巧を じは、 州々 働 巧が 巧の 自由 栽 s となる 六十 田條 I # セ 十 一條}" 

《 上 ホ ホ 

州々 働を 巧 巧のを お# じかす るが かじ おしては •巧 巧 働を！： 巧 又は 州々 のを 判 巧 じょ 足 甘ら れた 巧を 物の 
價 格が 巧 巧 巧 巧な 判樓じ M する 上 吿の局 化を ほみ すると- 0 •义は 州 巧 8 かが 巧が おを の 宝 ホな を ホを 巧す る こと 
第五 勞 ittrn ： 所な か I 


♦一巧 ホ ナ X 夕 •化 « ま A こ 

を 巧 - E として 上吿 をを したる とき じは 琴 靈剩所 苗 し •臺を 琴 二と を？。 ち臺は 州巧窒 幕の 

巧 ホが 法律 又はが々 の 巧 化ち めの 制ぶ じ 2 するな 率 規則の 規 をを 迪 用せ ざり しこと •ちくは 不巧 じち 用した る こ 
とを 理 ホと する おを のみ 进 めら れ るので ぁつて •をの 他の 菱 "•がへ ば 化巧暮 信を 不巧 じ設 めた る こと •巧 
ホ 貝の 壬 命の 手が じ 巧 巧 ホ 〇 むる こと 巧を 巧 もとして 上吿 する ことは ホされ ない ので ホる J 

上吿は 巧 巧 州々 おを が 巧の が ホ じ おして 巧され る ものであるが •本 法 巧 セ 十六な は 曲々 働 巧が 巧よ 〇 な 接上吿 
( S1 き ngrev 民 0 ろを なて J とを も設 めた" 卽ちお 巧 巧 栽が 巧の 巧 かじ おしては 訴訟 物の 巧 巧が 上吿巧 度を な 巧し 
且つが 手 方の 同を S たるた 又は 苗 巧の 大度が 巧 巧 爱が巧 じ 訴訟の 卽 時の 裂を 巧の 巧な のた め 塞と を 
むる 旨 ま 示した 巧 合 じは •巧 巧が おが •巧 じ おするな お 上吿を なすこと を 巧る (ホセ 十ホ條 )0 

四勞働 裁判 權の 排除 

本 法 巧 四 舅璧装 S 除 品* S 覆 •夕籌 S たを &仲霎 巧惡畜 ( skfly 仲 巧め 

評あ契め ( schicdsgutachtcnklauiel ) のーニ卸よ〇^^つてゐる。 おの中巧一 の巧かおをザかじがける仲を巧がじよつ 

て々 奠判愛 揉 除が 巧則授 S ら SS は ホ S 章 ホる。 

一 巧 牵が則 じよる 巧が 饼な 又は 徒弟 S なじぶ く 民 巧 巧を 事件 じついて は •巧の ぞ理 だは 巧 ホ 規則 中 じかい 
て 巧 5 iri 仲を をが 巧 じよつ て 巧 さる るげ の 巧 文を U て 巧 お 栽 倒 巧を 待 除す る ことを 巧る。 

一 一巧を 法样撲 のを 薰は 助が 被 傭人 叉は 巧で じして をの 化 入 年 巧が 巧 用 入 保 お 法 じかいて 化な 義務 じ 


ついて をめ られぃ おを V 忌ぇ る 巧を じがいて は • 1 巧め 又はが がの じ 瓦つ 巧め を 一な 巧 一巧の 巧 巧 燕を 巧 
ホ じけ して 巧 一巧と 同じ 仲を 义 なをな をす る ことを 巧る (ホ 九十】 か#】 巧 及び か 二 巧 レー 
この 巧 働 おが 權の挣 がの 巧 はれる 仲 栽を 巧 巧を 至を. 巧ユ 己】") は、 同 おの 企ま ザ 及びせ ま 具と 中立のを 二方ょり 
なること を 虫し •な 巧 叉は 公が 具たり 巧る 巧な 又は おを の お 巧 ホと な 0» おくは なな 歪 貝の 巧 沒を巧 巧す る 巧 格 
をが 寒せられ む I のは 之 じ 巧す る ことを をされ；- ♦い 。かを 栽が のが ホを 下す じ 先だつて 巧 ザ ホを 巧 巧す るを 巧す 
る こと •をのを された 誦據卞 法の 巧 苗 内で 巧 巧渊を なすこと を雙 こと •仲 巧 巧 決は 則 段の ぶめ なきす かを 茫 
が 巧の！ n 巧 貝の 單诗夕 巧を W て 之を 巧す こと •仲を 巧 巧の 巧 ホは を 巧を 閒 じがいて 巧ぶ した W 巧® なが 巧の が ホ 
と 同一の 巧 力を 巧す る こと 等が 規 をせられ て S る (巧 か 十一-毎— が 九十み 條)。 

ホ じか 解 文 音とは •右の 仲を 巧め をが 紀 する じな 〇 •をれ じ ホ だつてが 巧 おの おを した 巧 保 巧 (0 C 【なすを) じ 
かいて 就 巧手 巧を せんとす る 格ぶ であつ て •この か 解 巧の 巧 巧は 巧 解す 言の 上 じ おぶ する ことを 聖し •をの 手な 
は 巧を を 巧 おが 自ら 巧 巧した 場な じがいての みなされ るので ある (ぶ 巧】 任— ♦巧で 條】。 

巧 じ 巧 S の 仲 巧め 巧ぶ 巧 約とは •同じ < 仲 巧 巧め を締 おする じ 先だつて 巧を のな 巧 じつきを 乂 なを 巧を 巧す る 
巧* 巧 巧を 仲 栽 的 巧を を W てな さんと する おぶ であつて •この 仲 巧め 巧を 巧を ざ 左ち-客 一き i ミ) 0 構 巧 •ホ 
沒 をろ 仲 巧め 巧を ちめ 中に 之を な定 する ことを 巧す るので ホる (かな ホち ♦巧 セた)。 

な -H が 装を ¥*§ が 品 了る 累大？ * る。 かは惡 雲 育 碧 規 {た S し； 一丸 二 六 年の 昭を 

なじ 巧して 巧ん ど 巧 巧を 加 へられて ゐ ない 0 

第ぶ 巧！ Mfww ホ 丸ー ニ 


♦一巧 ナナ ス巧備 法 解 R ホ 田 

第 六 失業 對策法 

ー ドイツに がける 失業と ナチ ス失菜 お 策の 基襄を 

資本 ホを 上み 巧 じがいて は •巧 年 巧 かすべき々 か 可能の 人口は •巧 本の 據 大巧 中 •巧 巧の 增乂化 巧に ょろ 巧 巧 
化 おの 巧 夫 じげ つて 吸 化せられる もので ホり •を こじは 巧 著 •',* たおのを 生の 巧 度；‘* く •而 して 失 ホ 巧 巧と をはる 
べき もの も 巧 わ おがの •巧 時め な 巧 巧を がして るた もので ホつた d しかるに 大巧を か ホ じがけ る巧濟 ホが 巧 W に 
ホつ ては 巧 柔の巧 度は 停止し •しかの みなら や •不 巧の 篇 巧は 巧 じこれ を 巧 下せし め •を こじ 著しい 失 巧の 巧 生 
をち そ おち 巧を してを 闻 おにが け るれ々 化 巧の お大 ま-お 問 狸た るの 巧 ホを み 巧 甘し わる じ 至つた。 

ド イブ じめ ける 夕柔は •サホ 大巧 前 じがいて は 巧め てな々 たる もので あつに 0 i がそ 采 をょ 〇 もを じを いと 云 
はれて ゐる巧 働 組合 貝の そま ホの 一九 〇 八 年ょ ゥー 义 ニニ 年 じ まる やちは •巧 かじ-一 . w 夕じ 巧ぎ なかつ た" ホ お 
中 じめいて は 巧ん ど失柔 はなかつた。 巧 大巧の 開始 じょつて 巧柔 ホに 巧 a を 巧へ た一义 一 w 年に がいて は 一時的 
じ 失 柔の食 生を R たと 云 はれて ゐ む。 巧 をと g もを のを 巧 じ ホつ ては •この 巧が じは 乂 して 巧 化は 义られ なかつ 
たので みるが •一九二 二 年 じがいて は 巧 かとして 失柔 ホは 一〇 •二》 の 持 ホを 示し • s 来 1 九 二八 年までは； な 
一巧した が I 一九二 六 年 じは 用 巧 的と 云 はれる 不 巧が みつた 1 一 义二乂 ザよ 9 は そじ 建べ た ド イブの 経 濟# 


巧 十五 ま そ 業の 騰巧數 



I I I I I I I I I I 1 I I I I I I Lj Lj U 
1929 1930 1931 饼 2 1933 /934 


1 がが 科 巧 巧 麵 貝な 長年# による ■ 


巧を か 巧 じ 反映して •ホ 甘 巧の なが。 巧 かを 示し •一九 一二 一卒 じがて はみ 柔ホ 巧は 六 巧 K を 巧な 寸 るに まつた。 
卽ちド イブ 巧 ま 紹介 失 菜 巧ぶ おの 巧 計 じょれば】 を克年 六月 ホの ド イブ エホ 巧柔ホ 巧は 一千 八 百 九十 萬で ホつ 
たが •一年を の so 年 六月 末 じは 一千 セ 弓 1+ 萬 じ J ニニ 年 六月 末 じは 一で 音 七十 K じ • t ， トラ— 巧 曲の 巧 
り，， 9 ク 7 か 立した 年 一月 末 じは 一千 百 五 + 萬 じ 下 巧し •之と だ 

を じ失柔 を 數は 六月 末の 二ち 六十の 萬から > ーニー 
年 六月 ホの S 百 九十 五 巧へ • S 二 年 S 巧 ホ じは ホ 百 十二 
萬へ と 加 まなめ じ增 大した。 = ニニ 年 一月 じがいて もこの 
お 勢は おんど 巧らなかつた 。一二 分の 一の 失 お •二人の 巧 
柔巧 巧を じ 一人の そ 菜 お •化が 巧を •そち デモ •これが 
ま 隨十有 内 年 じして ナチ ス がを ド イブ じを の！ i を！！ をを 
舞ム ことを ホされ たを 時の 巧 勢で ホつ た (第 十六 表 •照】。 

t * トラ I せがは この 巧 時の 事態 じついて U 下の かき 
說 巧を 加へ て ゐる〇 

r 昨年 一月の 化 巧を あおす る ことは をが である •をのを 時 ド イブな 巧 巧れ は •巧を する ために 巧 化されて ゐ た" 
中な 巧れ は •大巧み 巧 じな 巧して ゐ た。 巧 巧る# は 6 ぇ 巧ざる i で じを く。 なをの 數 はを々 巧 加す る ー ホで 
* つち …… だが 巧 中 お t 脅威め な 危なと して ホ 巧を おつて ゐ たのは •巧 乏の IT を 利な その R で* つた。 ドイ 

♦ホ 失 S 貧隹 光五 


W W W W 


か 


I 


巧 十六 表 1925 ^ よ 。 1 史 M 年 じ 至る ド イプ み 柔ち巧 
(な 萬 軍な） 



弟 一が ナホ ス 《働 萬 度 卖 

ブ人 じして 何等の 化 入な きをの 巧は 六 百 巧 人を 巧ぇ て _ジ た。 之を 資 ため •み 懂的じ 云 ひ 美 はせば， 巧のに 從 4 

; する を々 二人の •ト ィブ 人が 一人 0 ド ィブ 人を まじね 
が 

だ。 ら 。かつた と 云 ふこと じ。 る-を 0 上を らおい 


5 


J 2 


0 


ことは がかる 狀 態の】 巧は 望み* •，•きこと、 して 何人 

闻 

I をれ じを 末の 倍な すら 泣か‘-‘* シ つたの だ 。 J 
巧ら ばが わる# しい そまが のを おじ 巧し •ド ィブ 致が 
はか 何 る 巧 面を みつたので みら ぅわ。 ナナス U かの な 
がの 巧 巧を みると •化づ 一九 一ニ ニ 年 おぉな 巧した バ—ぺ 
ン巧幽 は •そ ホ ホ濟ホ ほと して 0 巧 かお 興な 策を A 巧し， 
巧 じ 進んで 巧 巧 信用 围 みがぶ じょる 巧# 界 のれ ♦巧试 ホ 
巧く 闻巧巧 濟の臣 # 乃至 お興じ M するな 策を 責施 した。 
これらの 巧 面が ド イブ じかけ る ま氣轉 ホの ホ W をな しに 
ことは 事資 であるか •ド イブ か 巧 じれ 巧め じ 失 ホの お 曲， 
おち 快巧玫 巧の 巧 立 じ 乗り 化し 巧る ためじは •シ 1 ライへ 
ル 內铅二 九 号 一年 十二 Hg な) を 巧て • fc * トラ I 巧 曲の R 


生を 待たねば なら。 わつ たので ある J ヒ ，トラ— を 柏は 化粧 中々 の 二月 二日の ラグ オ なを 「ド ィブ 用 巧に ホぐ」 の 



巧 十 セ ま ナチ ス 政府な 巧な がの ド イブに 


がける そ 菜ぶ 公 勘! 


巧 巧 

失-巧者 《 

就 巧者 宙 


1 のがが 巧 ホ 

1,260,000 

1 も 910,000 

73*4 

193〇1^6巧末 

も 641，000 

17,140 ,000 

巧 2 ぶ 

1 お】 鮮巧宋 

も 巧 も 000 

15,250 ,000 

前ぶ 

巧な 伴 6 巧 末 

6,478,000 

巧, 780,000 

がぶ 

の お 年 1 巧宋 

6,118,000 

1 もが 0,000 

40.3 


中 じがいて r 不 巧なる 本能の 代 〇 じ 丙ち 的詞 練を は呀し •巧に 冉 力の 巧 まを 化ます べき ； if 巧を*! ザん とする」 とな 
ベ •又 五月 一 日の W 巧々 か紀を 日の 巧說 では 巧 巧 网サ年 か 香の 巧】 年 巧の 計 » を 巧を したが •をの 中 じめいて そ 丈 
巧 巧は 巧 人 か 東の 巧の •を 巧 ホ 柔の摄 巧 •な 率 利子の が 巧を じよつ てな さるべき 皆を 巧！！ した" 巧 じ 同年 九月の 

二 ■'ルン ベルグの ナナス 全困大 々の ホ 上 じ 於いても T 巧々 の 解かす ベ 
き 巧 おの 中を も 巧 巧 じる ものは そ 巧 巧 巧な り」 とのこと を 巧 巧す ると 
ころが々 つた。 これらの 言葉は そま 巧 巧が ナナス 巧な 0 下 じぁつ てけ 
他の 何もの よりも 巧 要 供、 むの めた る ことを 物 器る も 0 でぁる。 

ナナス 巧 現な 巧の ド イブ じかけ るそ柔 のれ 巧を みると •この そ ホな 
化 じ 巧す る ナチ ス のな 巧 的 旗 巧は •をれ にあ <巧 巧 巧の K 巧 にげつて • 
一九 一与 二 年巧团 なお ド イブの そま R を 著しく 试少 甘し めた 〇な g # か 
じよれば】 九 一二 一二 f 巧 じかけ る そ ホ ホ 數じ六 百 十一 巧でぁつた か， 
同年 六月 末 じは 巧 百 八十 五な じ •一二 四 年 一二 月ぶ にを 言と 十 化 巧 じ •+ 
二月 末 じは 一音 六十 巧 じ •而 して S 五 年 S 月 おじは 二百 网十 巧 じ澈が 
した 〇么じ 反しな ま 巧 巧を なは II ニニ 年 一巧 ホの 千な セ 十 « わら •一二 网年 
六月 末の 千 五 百 五十一 一一 萬へ •巧 じ S あ 年 ご 頁 末の モ 五弓 一十 セ 萬へ と 巧 其め！！ をを 示した ( A 十八 ぉ 秦》}。 この « 
計 じ 示される 辜 巧は な々 を 巧が をが ホ 巧す る じ 化ら 乎と する 1 •少 < とも ド イブ じろ つては ホ 巧 ホは 冉ぴ をの 3 
第 ホ失黎 > 策 巧 乂セ 





lb 月 1 

3 月 1 

知げ-度. 巧! 

も 772: 

1 

も 5气 

巧 i 

4,m 

も 

ホ 

1,092 

1,089 j 

求。 ホ** 1 

5,921 

1 

も 伽 1 

巧 1 

が 1.^ 

4,660 

ホ 

1,106 

1 1 

1，10 ろ 
! 1 

だ 巧者 總數 

111,98 r > 

- I 

む, 1 獻 

i 1 

巧 

7,576 

巧 

ホ 

も 40：3 

も 400 

1 I 


on 13!} 


I 前締 -* 
3 巧； 


ん妨 6, も 
3,8041 V 


も 84 な 4,059 もの 8 も 480 も 281, 2,604 も 40 l | 


もが を 225 も 0 巧 j 


も 2101 もり 


4 C 5| 593 j 3941 


5,063 も 224, が 17 j も 60 d ミ, 083^ 2,7361 も 065 2,95 
4,086 も 43〇! も巧] 2, お 1 ち 547 も沉 5 も 煎 8| み 功 


7,576 了, 巧 3! も 6 切 が冲 も 704 10,000 】0 が 3 10 ，煎 >1 

11 t ! ‘ : I I 

も 405； も 400 もので もな 0, が 巧 4,681 5 がろ S’OSGj 


10, 版 J 1 
もも 说 


ナナス々 働 法 解 R 


巧を 巧 巧し •失柔 のなかは 巧 はれ •この K じついて 
は ナチ スの そま 巧 巧は 巧みした と 云 ひなる と あム〇 
しから ば •ナナス ホ ホ 巧 巧の 巧 本换神 •ぶは «丰 
態 巧と 云は るべき ものは •何 おじな する のでん らう 
か。 多少 光 巧では ホる が •ヒ ，トラー 巧 祝ち ら〇哥 
巧を 通じて • これを 閒 こう。 

「巧々 は 失 ホのを なをが わ 巧の 一- •るら 0 じ 或め 一 V 
い。 …… 巧 巧め 蔥ホ にがいて •紀ぇ や 巧 現せら 
れ 巧る ものは 仕 ザに な 事して S る も 0 のな なじ 
がいて •仕 美を 巧して-レ •.，•い 一巧 冉巧 をれ 巧め 
じ 巧 持す ると 云 ふ 力なで ぁる。 働き 巧。 いもの 
をが 持す るた めじ 闻巧 中の がく も 0 から •紀ぇ 
中を の 巧の ぶ 巧 0 一部を 巧 ひよ る ことは •胺々 
か 何な こ理ホ じを こうと も •說理 めじら 道 巧の 
じ もを され* ィ いこと で ホり •李ろ 化 巧の 化 巧を 
'奪 ひ ホる 化 〇 じ 》 化 巧ち みを み 足す る ことが！® 



巧のに 距 しいで ホら う。 円ら 巧く かおの ないた めじ 他人 Q おく ことを を ホす るか かき •あ 裙め话 利 じ 何 入 もち 

して ゐ 。い。 巧ろ 各人は 两 .果な M が备人 じ捉を 巧へ るた めの キほ方 ホを 講中る ことを 巧 ホす る樓 利， いみを 巧 

する。 化の 問題を 理お的 じち かな ホ 法で 巧 かする ためじけ •協み の，-‘* 巧 力を 必巧 とする。 巧々 か闽 巧を 度を 

して 强お のじこの お 力 的 仕な じ閒巧 せしめ 巧るならば •これ だは 巧す るで あらう。 巧々 はホサ おの 闲難 。道 
の 

を ホみ つ、 あるので ホる 〇」 

『巧々 は 巧" 引 懲の巧 一日から •巧う した 巧を を 巧 化し ♦けれ ピ；‘ ♦ら 《 ことを 巧な した。 而 して 巧々 はこの 
巧を 巧 化の 巧 ホの i 一め じは •他の 一切の ものを 巧播 。く 语巧 とする 0 なおを 固めた …… 。一 W 巧 じがいて 巧 
十は の々 お 時閒が 無益 じぶ 巧され ると 云 ふ 思考され 巧® かな じ 巧るべき ことで るる。 巧 巧 萬の 人 迷は を构や 
ま 指 やちみ じ缺 乏を來 して ゐる〇 又 他’ い 巧 百な 人は 巧が し •巧 出したい お 持じ充 もてなる d …… 神は 巧々 を 
巧な 的 W 巧 たるべく 抑を 甘ら れ た。 巧々 じを 乂 化の 巧雖 r * 巧 通を 倘 かする 0 能力を おして ゐる〇 でもる 巧 
が闽 おは 巧 おじして をび 巧んで か 何 r * るが 巧 じ も 服 せんとす る 0 もので ホる。 ド ィブの エホ お义 びを 巧 架 や 
物理を おぶ び 化 単を は •化の サじ かける 閒 巧を である。 ド ィブの 巧 化を はか る 他 MQ 巧 似 者 じょっても 
を热 され 巧；，* いお 巧を である。 斯 かる お 件の 下 じがいて】 卞の人 速のを まを 解み する ために •他 ホの 人が じ 
巧 巧を お 巧 •世話す る ことは •巧して 不可能で みら うか。 苗 じて 巧らず。 巧々 はこの 阿 巧を 解 ホし。 ければ 
ならね ホ じこの 問 巧を 解み する であら .WOJ 

この ヒ ，トラ— 巧 W の 育 お •をれ は 巧め て かみ 的では あるが •をの 中から 巧々 は 失采巧 » と 云 ム网駐 が •未だ 
♦ホ ホ 巧 巧 策 法 丸 化 


第一が ナナス 勞一 •萬拉 

曾てない 虽蓄 li めいて 把据 廿られ た* 二と を？ とと* C •を 0 襄 _」巧 し T は夏蓄 力を 窒と 甘ら るる 
こと •をつ. IK 柔對 策と し TS 葵餐 含振髮 S ? た •を S 巧盖製 塞を 採用す る 二との 力說せ 

られ てゐる ことを 看 あし 巧る ので ある J 

一を 量 年 八 巧の ラインのを 闻巧 かみな じか ミシ C 卜を巧 相の 巧 就 も 亦 お〇ヒ ，トラ， 巧 相の 甚 とと〜 
じ ナチ スタ 震ち 巧の 巧 本 態度を 进进 する だめ じ必 虫と おへられる。 曰く 

r 巧々 は そ f 現 ザめ C 诗除 すると 云 美 牌 f 强な 革涉 によつ て なると S ベ、、 で‘」。 い" 巧 
♦は 化 づ巧凄 株を 巧 本のに 把 おし. をれ じよつ て 失 ホの ホつ て來 むる ミミを おがし 一‘ ♦けれ 這 ミ： を 
して ド イプ— を 致 おじ 巧く ところの 護 因を 現 巧 的 じ 除 ホし なければ な ミい。 巧々 莫ホ S 服 •學リ 
雲を 巧の 巧？ ち霎 G 理性的 塞 じよつ て 計 巧 的 •口め 蠢的じ をれ S 巧 じがいて 把が し 一) けれけ 
な ミい 〇をし ミれ じよつ て’ 業ち 巧な-か 生 S る，」 とを 巧な して ゐる 。巧々 はを 円々 基 蟲典プ 
ログ ラムな とは 巧 急れ ないし •义孜 かが ミ暨 fe し •力 S ぶかぎ。 Q 二と を。 しが ミ？ 了寸 
して ゐる〇 

しかしながら 化の 巧仿 巧み 糞 ご-クラムろ？ をれ がか w じな. 防 的 じけ はれ t とも •巧 じぞミ 巧 

た专ら iQ ミろ をれ は 襄宗惡 f 為」 •进 がで A •一繁 寶富 《前凑 件を 例。 がす 

ことじ 富し 得る じ 吗き ない。 .：... 察のを 設じ 巧して ち 瘡巧自 g が 何よりも 協力せ ゎさ‘ ミたい。 巧* 
は 技 十 案る 速し 巧つ た ド イプ 巧 巧が ミが々 の 巧 分 じがいて 登裝る だけ 薑が 巧を けを ち ミ 


く •又む もボ おを 通じてみ 闲と肢 ホし 巧る やうな 給が 能力 も o •打つ 巧 ホ をん を おする 控 巧と G る . V うでて 
上げねがたらむい心と"* 

これ じよつて 失 ホ S 巧と お 巧な 巧との M 巧 •巧ち 失 菜 巧 巧のを をけ 巧 •か •巧 巧の 巧 巧 じよつて 欠 ホ おを おびぶ 
規的化 摩 じ 巧 かしめ る ことじ もる こと •おつて 巧 € 巧み お 巧 ブロ グラムた る もの も 巧 巧ぶ 巧との 閒巧 にがいて を 
の 巧 巧 的 お 巧と して 巧 行せられ なければ ならのと 云 ふこと を 了知し 巧る ので もる。 

n. F. Wunderliche =Die Beka 日 pf き 内を r を be を losiglwit in De 泛 sc》 旨 一一* It Beend が §« d£ KrsKS こ 
巧 一丸 一二 巧 年】 月の ヒ ブト ブ—巧 相の 巧 巧 
の I 九 ゴー ーニ 年 九月め ヒブ トラ I 巧 相 S が 巧 
W 一九 ii: 旧年 一巧 A ヒ ブトう I 巧 巧の 巧な 

二 第一み 及び 巧 二み 失業 綾 巧 法 

そ 巧對 巧の おた は 他の 轻巧ほ 巧 •がみは 巧の をれ と比べては 桂め て おかい もので みら う。 しかしを の 中 じ も 何 
等の»化なしとはまひ巧なぃ。 なおの役巧化， 巧本の集中， 不がの進が， これらの巧巧にけふ失おがの族^^^と公 
ム巧 K •この 事 K じ おして 是巧じ 執られた 巧 巧は 》 闲始 せる ホ ホを じ 巧して を 巧 まは わな 0 を 巧 じよつ てを のな 
巧を なかせん とする 試みであつた。 この 失 おお 巧の な 善が おめ 巧 巧のを けは •をれ が あを めみ 巧から 離れて より 
を 巧した •よ 〇 を 巧の なお 巧の 上 じ 持ち おらされ ると きじは そ柔 化な 制が と 云ムお 態を 執る ので ある d しかしな 
がらた 化は •これ じよつ て々 まを が 現ぜの 化 保を おけ 巧た としても •をを 上 じ もせよ •財れ 上 じ もせよ •このな 
第 ホ 失 巧 》 巧 巧 - 0 1 



第】 巧 ナナス ホ ー! 泌 解な 一 0 二 
を 目* がそ ホを のを* じ 巧して 長 巧に 互つて 滿 化な 給せ をな し 巧ない と 云 ふことは 巧 かで みつて •失采 かみび く 
巧を じは 個人 义 はを W おおじ おして 巧を 不 なや 意を を 巧を お 巧す る。 特に も ホを が 年少の 巧 合 じは •彼を' いを 0 
生涯 じがけ る 巧ち 巧 じあつて •仕 おじ 巧が し •をの 巧 力を 何を かの 巧 巧め な •生 巧 的な n めじ 巧' つて 巧 向けん と 
する 氣 力を をのな 席から ぞひ 去る ことと なる。 

巧つて 巧 刻な 不 がの あ壓 《 下 じあつ で景 おの 囘 巧して おる まで •公共の 巧 巧 おくは 一巧 お 巧 ホの な 普に よつて 
失 まを のを 巧を まへ る ことは •巧 巧と してす ホみ な 〇 との 反が の 起る ことは 巧が と 云は。 けれ だ 一"^ ら 。い J ァ メリ 
々の ル I ズヴ ■ル ト大 ながは 云ム or これらの 給 巧は 人閒搞 神の 巧が*.‘* « が 的な なおで ある。 …… 巧々は夕^^の失 
ホを の 巧 さを 防ぐ だけでは 一作く •彼等の 円せ、 む •向 巧、 む* 巧 おと ホ 怠を 失は しめない 巧に し。 ければ た。 たい」" 

この 態 化は 何よ 〇ちヒ ，トラ ふが S 赛墓 Q 中 明 臂を現 1 れ ミる T 装ち ィッ 賣 はを 0 奠中 

の 誰 じ 巧しても お爲 化を する ための 年金を 巧へ るべき では r ♦くして 》 巧ろ 一巧の 巧じ货 が一‘* 拓巧 じよつ バ化 円ら 
の パンを 巧 ざ •巧く して 国 巧が 貝 S 生 巧 お 巧を なめろ ためじ 格 力し •巧 巧す るの 可能 化を がふべき である。」 
巧つて义まお巧お巧は* 巧；，*る篡酱め巧巧でな<» よ〇なホのは巧へと巧おすべきである^ 不化の巧が巧刻と 
ミ •失 ホの 累商 まる じつれ てな々 この ことろ 切货 の閒 趣と して ホ 求せられ る。 かの 一を 克が W がの W 椅 
くサ ホ. 小 巧の 化は •巧 巧に がいて ホ 曾 巧の 失萊を 生起せ しめ •み W を 巧を して 巧 じ 欠 ま ホに おする 余 巧 給 化 •巧 
萬 お ま Q 巧け た；- まること をを しめち よ。 ー ホを 進めて 巧 おめ な 失 巧 巧 紫 巧 管 向は しめ 巧 かる 巧 
巧 じがいて ほが の 干 巧 力は 巧 乂 な 化し •巧を のがしい •且つ 乂が巧 一‘* た ホ 巧 巧の 祐巧 せられる を 見る じ まつた。 


NR A 治下の ァメ "々じがけ る 一手 i 化の 公 糞 巧を 巧 •市民 巧 お 局の 設ち i リス じか ミ そ 覆 おな の 
塞 • 7 ラン K Li めけを 糞 ホ 計 gs 巧： ヘル ギ Ife ける 巧奠臣 S 化 S 大化 "气 7 ランス 
じがけ る 巧巧キ ♦■ン プお 巧* スエ I デン •フ 4 ン ランドの 失 栗 か 巧を が 法令 等は このず 實を 巧な じを 巧す る。 し 
かも 大風の お 巧を 巧 巧 地を た ひ、 原が 资 おじ ましく •弦 佑の あおい 下に 坤 A する ド イブ じぁつ ては •不 ない よいよ 
巧し く •失 ホの 巧は いよいよ 巧 まる ばか。 でぁつて •これらの お 巧 打 巧の ためじろ 两 巧な 力の 下 じ 巧 巧 打 巧に 
護すべき は 勿を のこと •失 ま お 巧の 樹ち 施行 じを つても •化 巧め. 强 卸め をを 巧 ふべき ことを おじ 必 .おとせ 
られ たので ホる 〇巧化 巧 おのな 巧* 二を なおは •冬 ま お 巧 巧 菜の 巧 巧 •巧 街 おた 曲の 抑 致 •お# 巧 » じよる 路人 
巧の ホの 制阳 •二十 立を ホ滿の 巧な 巧 おを の 巧 «朵 よりの W を •巧の お及び 巧が 者の 度み 等の 巧 狙は •ナナスの 
おおを ザ f しての 右の 巧 巧め. 化 巧 的な 失柔襄 で ホつ て •案奚 菜 織に よる 义菜 ぶじ 巧.. 1 るを 化 •公共 
巧柔の 巧れ’ 巧 農閒切 下げ 等の 巧 阻と 援 つて 巧 f 巧」 い 巧涵を 提起し •义 一九 一与 二 室 の ド イプ々 寫 
がの 抑 立 •一一 巧 年 二月 Q 產囊藝 ミる-トイ ッ產 まがが 鑑 0 養莫 まわ 巧と を# 窠 •两 巧々 筹 制との 

心； dk るが 巧を 巧ポし •ヒ ブト ラ— をが の 巧 謂 ホ 震と 巧 巧との な 力 じよる 田 おめ 巧 g の样 除を 规 をし •か 上の な 
じより あ 巧 息を を附 巧した ものと 云 ひ 巧る 0 

ナチ ス巧熙 S 覆* そ囊 SSC 出 ミた を々 S はちい 多數 たる*? A るが •そ 0 中 特じ霎 

をを もる とな はれる ものは ぶの S つで ホつ た。 

.1 巧 一 をび 第ニ ホえ 荣 がかを 

♦ホ 失 巧 《々 ホ ー 0 ち 




第 -g ナホ K 勞隹巧 解 R 10 田 
二々 働 苗を の 巧が じ 曲す る 巧な 
一二 巧仿力 K 分 法々 

ちの 中 巧 一 の 巧 一次み び 第二み 失 実を かなは •网巧 巧が 法 刺ぶな がの 一九 一ー ニニ 年 六月 及び 九 巧 じ 公 ホせられ に 
もので ホつて •ヒ •トラ I 化 巧な 立 おを の失采 巧み じ おし •おな 的 じち 巧 おかの ためじ 制を サら わむ もので •ま 
として 公共 车 巧の 巧 巧 じ M 卞る規 をよ なる。 

は 下 俯が じ 巧 ー ホ あび 巧 一ー ホそ柔 おかを の おを を 試みよぅ。 

黎 画み 失業 91 巧 ま (0 堯 なち ちづ 0 弓 置を S 另じ 3 を 穿を 冢 K 一家 さ 

第ー ホた 柔 なかまは 一を 二 一二 年 六月 一日の 制を じか かり •々衡 《み 振 巧と 租 巧れ 拆〇 括が •な婚 巧 S を じよる 
そ ホ 巧 かじ 巧す るな 巧 的 社 じ閒巧 的が 巧を をんで お 〇 •おを よりなる。 U 下み を賴 にを の大 ホを 巧 かしよぅ。 
巧の 货 みお 巧 巧 かな 大臣に おし •巧 巧め 巧の 巧を のむ め 巧が 十 佐 ラィ ヒス •マルクを 故* として々 « s 度 
巧が (を beitsscha 区 nwds 邑 ボ) を 發巧 卞る樓 化を 巧へ (な r ちじよ つて 巧 まとして . * 

1 州 •自治 巧 自治 巧 合 田 •をの 他の なを 曲 巧の 巧を •を 公ち 巧が •その他の 巧 策 ■お 巧ね びじ 楠を ェ W 
2 g ま 用を わ 及び 巧を の お 巧 •なをの みか 
3 巧 ル 小が 巧 地 
4 をが なな 化 じ 於け る珪巧 エホ 
6 巧 州 治水工事 


四 


fi ガス •水道 •おお 化 給許備 玉が 
7 主 太 エホ 

8 巧 教法を じ 對卞る 度 物 給 化 
を 巧 ふ 0 

二 送襄じ 巧す るを 稅 一を 与卒 六月 I 军 日な を二 円 年 十一 育 一二 十一 日まで じ囊 用を H 巧 用の-巧 塞 
みを の 他の か 莱な設 のが 入 じ 巧され たむ 下 贵ネは 一 •巧 两產 むる こと。 ir 巧な 巧を じがいて おが 巧 用せられ 
てゐ たものと 同 巧の のな じ 代替す る こと 〇 一一 r 常談 経を のじが ける 巧な をのが みシ來 さざる こと 巧の 化かを 具 
巧す る おり •化 入 稅の計 巧の 巧 じこれ をを 除し •これ じよって 巧找 おみ 巧の な义 のな 靖 及びな エホの 規模 W 巧 
巧を 巧し •抑を 的 じえ 巧 ホの ホ 巧を 阐る〇 

I 二 巧 息 的 寄 W ぶを 巧 怠め 寄附を なが 巧を 巧 鼓し •をの 巧 集 手 巧を かおし •現を じよって なされた み W をの 化 
入は • W の特圳 財を とな 9 •この 中よ 〇 を 法！ E ® の 巧 エホ じが ホる 巧 付を がを かされる 〇 この お圳財 巧は ドィ 
ブな共 ま 巧 ホ まみれが これを を理 する。 

が 人 巧 働 ホの おちへの 巧 入 一巧 巧仿ホ おじ ぁる 掠 か 子を おち 巧の じがして 巧 子 失 ホを じ々 仿沒 々を 典へ 
る〇 このため におち じがいて が 麻 甘ら れるお 人 巧 化を じ 巧して は •ち ホ か 巧を のまみ 苑巧 をを じ •义 W まは をの 
巧 化するな 人々 みぞ 一一 宅 じ 至る までは 巧を のぶ 巧た るか 入の 計 貧の たじ 巧が をを が 甘ら れる巧 G な 典を 巧 へら 
れる〇 

かち 失 巧 》 巧 巧 】 0 出 
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#1 部 ナナス ホ 働 法 解 お - C す 

な囊 8 碧 技 一管 S 某 囊 じを 蒙壽 を與 へんと する え マ 蓋 舞 S 讓を 。卞ド ィブ 冉 

巧 じ 巧して は •中 斑 じあき •一千 ライ ヒス •マルクを 限 あとして お 利で じて お婚 をを を 巧が け 一® ことと し •を 
のか 件と して おのが をを 設けた。 

r をた るべき ホは •完ご 一一 年 六月 一日ょり •一を 二三 牵五皇 革 一日までの 閒じ少 くと も 六 今 
じめいて 原 化 W おじ ありた る こと.。 

二 •幸る-へき 蓄 •遲 くと も 巧姻姑 s 時期 じ 惡嘗る 二と 至む るか •是中 囊器時 巧まで じ 巧 

じムめむること"^ 

ち 夫た るべき 巧 子が 巧 化 一二 五 ライ ヒス こルク 堂を 所得し •且つが 巧 巧 化き を 巧せられ ざる 化。’ 

妻た るべき ものは をな として 神び 巧が 脚 おじ 入らざる こと。 

B 々苗が 巧當は •これを 一空 一间 がから •一皇 をに おる ぶヶ年 巧に 接 かし* 巧みが 年度 そので なご づ 、をな 迅 
し、 ミ 苗 政 乂臣は • S なをが を寞巧 S 装 《々に 3 入す る宙 W をで •旺つ そ S 盈をさ むらし A んが ため W 
の特用 M ホ ts 嚷 なを 进 化し •その 曲'* と」 て乏 も？ 巧 人れ る ことにむ つて & る* 

一州 •基 巧 寡 ミ仿 及び そ 蓋 支 5 が、 W はめ 畫泌 巧の た A 、 をを タミ 巧 入を にち •技に 

巧进 すべき 年 «么 

二度 的 塞奠 なと して S ♦ら た、 S 巧ち 《 S 2 に 巧録 公 巧 

S W ほ 巧 事 巧 巧 巧 苗 附*々 からを W した、 巧 かなの おモ 及び «迅 な 
四 お* i 巧せ なに 巧す るな a な 

,11 ホ失窠 s 巧 ホ (NW 里 tes Gese なさ r Vermin を S -.。 を r >rbe: な kwgke. ご 


巧 二み 失 ホが か 法 じ •巧 ー ホ 欠ぶ がか 巧 0 お 加と おろべき であつて •みが わを 缸的义 ホが かじ 備 へる ぃ 一め •巧 
ー ホ 失 ホ 巧 か 法の 目め をより 銜 おせしめた ものである 。一九 年 九月 二十 一日の 初を じか かる 〇丰を じよつて 
失 ホ 巧 化の ためじ 執られた 手 おはぶ のかく である。 

一 巧 わの おお •補を エ巧じ おする 佈巧 巧お孜 大臣は 巧 わの あ 擦-補を エ 巧の 促を •巧を のみが •ホ 巧の 化を 
のた め， 巧が 五を ライ ヒス •マルクを 限ぶ としてが 巧 金を ま 化する ことか 化來 る。 

二な ホ かかの 引下げを ホ. 持采‘ 閑を 地の 化かは •一九 S 111 年 十月 一日 U 降 0 年が 一巧 ライ k ス .マルク じ 
達する まで 引下げる ことを 巧る。 

S 良 巧の 巧 上 巧の 引下げ 两 巧の 巧 おじよ つて 生 巧せられ むな 巧 かを を 菜 巧みが 巧 化する 巧な に 限り •十月 一 
日な 巧を の 巧 上 おが ニジ から 一% じ 引下げられる。 巧 か. 巧め •なお 巧 及び パンは がの が 件に なをせ やと も 一 
% じ 引下げられる。 

四 小 化ぶ 义び自 をのを 巧 一を 二の 年から】 义 S 五 年 i で じ 巧 巧 する ル 化ち じかして は J を-一八 年まで • 
又】 丸 S 阳 年から 一九 S 八 年まで じ 巧 巧す るち 巧に おしては 三 A の 制 K の 下 じ 巧 巧 巧 • M 巧 巧 •地 巧の 全が 及 
ぴホ卞 巧の 半 がをお 除す る。 

五 巧. 決 接 所 巧を じがす るか 巧の 引下げ 一九 llw 年から 一允 so 年まで じ悠 はしに ぶ屋じ おしては. 地 巧が 引 
下げられる 0 

おが ド イブ じがいて は々 働 力 R 化の ホ 舒め巧 化の ため •巧 巧 •な 巧 じ 比して み 巧 じあつて は •え ホ 著の 巧加卞 
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♦一巧 ナ于 スタ 働 法 解 度 10 八 
るが 向が あつむ 〇策ニ ホ そ 案な 巧 法は な ホを ホを 巧 巧し •をを まじ 巧して ホ 巧の 巧 巧を。 す ことじよ つてを 巧た 
巧 巧せ しめ •巧 か沒 含の 满少を 巧 ム廿ん とする もので ホ 9 •をの 目め のた めじみ 巧の 季贷的 失 まの な も 夕い巧 菜を 
巧 長 せんと する ものである。 

この 巧 じ ナナス 政府 じよつて 失类 克服の ためじが 巧に 探 採せられ た 巧 阻は •一巧 化を 〇巧設 •巧を •お 理じ巧 
する 巧 巧を ホと する がちな 巧 •社 じ巧盈 治水 エホ •道な 巧設 •お婚 の 巧® をよ つて ゐる d 巧ち 一言を U て お 
現卞れば大規巧4-*な共宰お計*のを巧と女子巧がの制限でホる。 これらの巧道はホ々をのをも宙々巧々たを々の 
制を じよつ てを おお 化せられむ ものであるので •この 巧みに これらの ザ 菜の ザ 巧を な 巧 じが 介して 見よぅ。 

1 せ 宅 政 巧 

失柔 巧が として 化 宅 政 巧の 巧け せられた のは •ナチ ス を 巧 巧な W がの ことで みつて •パ I ベン 巧閣 のを 時の 一 
九 一ニ ニ 年 九月 内 日の 法令 じよつて •住を 向 ビルデ* ング のが 巧 •ホを 垃じ をの 小 化 宅への 恥み の 巧 » の むめ •五 
千 苗 ライ ヒス •マルクの 信用が 計上せられ •これ じあいて •ピル ディン グの 建設 おは •巧 ホ 費の 110% 巧ち お 0'み 
の 補 巧を を交附 甘ら れる ことと なつむ ので あるが •ナチ スな府 はこの 卞面じ 力を 注ぎ • 年 1 月末の win 化 巧 
プ & グラム じがいて 巧 じあ 千 萬 ライ t ス •マルクの 借用 支出を 規を •巧 じく 六月の 巧 ー ホた ホ 巧 お 法は •巧が 十 巧 
ライ fc K . マルクの 中から 公共を かの あ理 及びを 巧に 巧して 二位 ライ ヒス •マルク， 何人 化ち •エを 及びを ち 用を 物 
の 修理 •巧を •區 々はじ 巧 張 じ 六 偉 ライ ヒス •マルク •巿巧 おじよ る おおの 架 おのた めの 芭時 宿め 巧ち び バラ， ク 
の 巧を じ 巧して 千 二な 巧 ライ fc ス •マルクの た 用が 巧の 道を 閱 いに d 同じく 第ニ ホ 失で 沒か 法は 》 E に ラィ ヒス. 


マルクの 補 巧を 脚ぶ したので あるが •化ち を 巧に 巧し •巧 ー ホ さを 表た ぶが 巧 化 じ’ 化ぶ 向 ビルで 口 
を 巧 及びを の 分が. 修理 事 f 他-」 住宅 向 建 巧— 用を 物の 利用 估雙 息むべき お理 及び 萎 0 一 沒ザ龙 を 
をめ て Mo •又を 塞 香 L ： ついて 姜ホ すると 二を* つた。 發泌 はを 0 答 じよ？ 5 を* 乂 面一义 

巧 

兰 二 年 九月のを 令の 巧を と 同じく お 《巧 巧の 二 0》 乃至 五 0% であ ミ。 

これらの 巧宙 じよ ミ •い ミ どの 羹柔 じ援 す奚柔 をが ホ 巧せられ •叉い わは どのを 累囊 •巧な’ 
後理 せられた た 化 づを策 31 巧の 括莱ホ じついて みるに、 贵お巧 巧 巧の が 討は* 化下エ 巧の おお ホ じがいて 一 化 

1111 军一一 耳ぞ五 萬から 一一巧す一 頁 S 罕 五蕾モ 人へ 《篱璧 がか 襄し •器幫 0 巧 ホ 巧 巧は 讓ま 

じがいて 一を ニニ 年の 一面 •九から ご 丙 年の 化 0 •九への 巧 巧 的 上がを 物 おつ ミえ 化ぶな おいて > じ 巧 巧 ホに 
ホ 巧せられ た 化ち ろを 巧 巧 巧 巧の霉 ミれば •一九 与牵巧 じめいて は 約 一宇 巧との ことで あ。. がが wo 
巧 計は 一を 一号 年と 一二の 年と を 巧 比して •化ぶ 珪談が 十 萬 W ち都ポ じがいて は •一を 一面 年では が 年 じ 比べて 
を 一》 •五 萬よ ゥ去 までの 都巿 K がいて は 八 一二》 •一巧よ。 瓦な i マの ボ巧林 じがい T は 六 巧 •'•一 賣下〇 
巧な じがいて は 一二 化 ダ 巧 加した ことを 報まして ゐ る。 

18^ の 巧を じ おお 掌る と ミ じ •讓寫 お •赛 i の 閒空柔 がが がに 向 ミことは •指 等る まで 
4 なから ぅ。 巧へ ば 两な計 局の 推が じよれば. を 巧 材巧龙 の巧柔 3?#- は 一を ニニ 年の 网〇 ろより 一九 三 巧 年の 
八 五 •化 じ •巧 材まは 同じく 五 0 •六より 八 八. 1 じ 向上した ので ある 0 
2 生 未エ巧 
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± 木工が •特に 州 •な 治 巧. 自を秘 合 巧 Q-H 木工 巧に ついてはを 0 巧を か W 巧ち ぶ 上な 化 ある ものた る こと • 
おくと も】 を 二三 牵 八月) 日 じ閒始 せらるべき こと •不 なじ エタの 巧 巧を おさざる 阪〇出 策 巧る だけ 巧 働 おみ 巧 
用す る こと •己 わを 巧ざる 巧 合の 他け 失 巧を を 採用す る こと 巧の 巧 件が を めら れてゐ る。 而し てこれ じ 巧 用 甘ら 
れ たえ 柔著 じは 巧 お 法の 息 巧す ると ころの 巧 巧 S なは 適用せられ 中 •從が ど ほりの 失采 ホを かを たせられ •をの 
他 じの 迪閒お 巧ん て 巧の じ お 巧す る ごと じ闻 がわら •二十 五 ライ ヒス •マルクを 必黑品 巧な がの お 式 じあいて 巧 
附 せられ •これによ つて 巧 お 販巧所 じがいて を 巧 巧 服 巧の 生を か 無 品を 巧 入す る ことが 化 お •をの 他 おか 巧 日 じ 
は】 囘の 暖かい を ホ 叉は 之 じ 和を したずな かまを せられる。 

3 道路 连巧 

± 木工 巧の 中を もまを たのは、 あおを 設 エホで あり •道 巧を 試 H 巧 中 ナナスな 巧のを も 力を 注いだ ものは •白 
お 巧 おお 巧設エ 巧であつた。 木 事 おはまと して 一九 ザ 巧から 祐 巧せられ たもので & り •ト ブト 巧な 巧 ホが 芭 
の巧吿 じよれば •一九 月末 现在 じがいて なをの セ 千 巧 0 中 •一千が がを 巧し •セ 萬 八 千 ホの々 化 ホ かな 
巧が 巧され •巧 じ 十】 巧 ホが 刚巧 じこの 巧 案から を やる 化 巧 じな 巧した と 0 ことで々 る〇 このち お ザを 巧は ヒ 
，トラ— ながの あに 巧んで ヒ ，トラ I あ路 (古 ミ S ジ rasse ) と 呼ばれる 〇 まな 硏究 所の 巧を じよれば •一乂 sw 年 
中 じめいて C か 巧 道路のを 設 じ巧阳 甘ら れ たを 巧は S を おモ萬 ライ ヒス. マルク •中 五 千 K ライ t ス •マルクは W 
錢 あみれ の 補 かによ るとの ことで ある ィ」 巧 化は 一九 S 瓦 巧 じけ 巧. り S ホを 巧の 巧教 工事 じよつて 二十 二 « 人 
じ お 巧す る 計 巧を 立て •大いに 之を たがした 0 であるが •己 あ 年 一巧 巧 現在に がける 巧 巧を みると 巧で々 巧 ホ 0 


故 じ s 巧 化 千 も 巧 ホで •前年 十月す _ に比べて 巧つ て 牛が する あ 巧で もつ た d を 0 ホ 巧 じ 一九 •一' - WIS ' お 年を がに 
がける 天お不 なじよ るとの ことで あつむ。 义も己 五 年 八 巧え じがいて はが 柔 巧のを は 本エ春 W 巧を をを 示して 十 
; 巧 五 千 六 百 あじ 速し む。 

4 巧產 •巧 巧 •化 林 •治水 エ尊 

な 巧の 馬 请巧巧 プログラム じ おへ ば •開 巧 •巧な. 巧 林 •治水工事 ホ じ ダス •水 迫の 改良 巧 ホは •主として 巧 
ち巧巧制じよつてあがされなければなら^^击い。 卽ち事莱のホ巧むるものは*巧巧奉化»>をお找助曲巧でみ0» 夕 
加す る失柔 おは 一の々 かぶと 異ゥ •团巧 お 約 所を の 巧 率よ n もを かじ 巧 率 じがいて な！！！ せられる ので ホる。 こ 
れら のホ柔 はまと してな 林 巧の 振 巧を 口 的と する もので ホり •巧 佑 お 化 M •巧 巧扶巧 曲は この 忘 W をよ 〇 化 巧め 
じ •よりを おめ じ •よ 〇 巧 巧め た逮戍 せんた めに 巧 巧 せんとす る ものである。 

始め ド ィプな 巧は •巧 化を を 巧せ し •失 ホ 糸を して 大都ポ 巧 ル じ 小 巧ち 化を 化ち せしめ •を 巧な を 自作せ しめ 
る ことじよ つて 》 失 ま お 巧を 巧らん とする のちを 立て •一丸 年 お 千 K ラィ ヒス. マルクを 計上 丈 巧した。 これ 
じよつ て 一九 S 阳年巧 じがいて め 一二 萬 人の ホで おが ル ± 化 巧 おを として 巧 生した ので あるが •この 巧のは 一人な 
ゥ比 巧め 夕 巧の 巧 用を 伴 ひ •丹つ 巧が をの 化 巧も充 みならす •をのを 失 ま お 巧め 巧 巧を が々 じな 失して 巧ん ど不 
成 巧 じを つたとの ことで ホる" 
ft おが 巧 《 

がー ホ々 まなか 法 巧 巧を 及が 五 巧に めいて ホされ ぅ」 の 巧 巧は •谊 巧め じは 巧の ボ 巧から お 人々 « ホを » 巧 
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ザ ーな ナナ スタ！ i 法 M は ニニ 
し •巧 モ失ま ホを これ じ 巧 ホ せんとす る ことを 日のと した ものであるが •この 化 じ ナナスのを 巧 ホぶ の 立 巧 じ 立 
つ 巧 巧を の もの じ 巧す るな 巧 おの 商 お •义巧 巧の じは 巧 かを じよる お 具 エホを の 振 巧を を 目め としむ もので あつ 
て •おつて 巧れ 金 も 現金では ま 拾せられ や •巧な が 人が 円 もじ おみを 巧 入し 巧る やぅ；‘ •巧 巧の おで 巧が 甘ら れる 
ので ホる 〇巧 化を のを 化が は，】 九 年ぶ じは i を 肚千巧 ライ ヒス. マルク • 年が じかいて はと 佐 五 モ巧ラ 
イ ヒス. マルクと 巧 表せられて ゐ るのを をても 比較的 この 巧 超' か 巧 巧す る 巧 巧を# げ 巧た ことじず ザで ホら ぅ。 
この お婚 巧せ を 抑が のが 巧は 己むな く ド イプを 府 をして I 九 一二 五 年 一月のを 令を U て •巧 化が 化を よりが 披 せし 
める じ 至つ たと 云 はれて ゐる〇 

6 冬 李 教巧ホ ホ 

を 亥 失を おかを じを よれて ゐる 冬季 じがけ るみ 柔 のを 節め 巧 加に おする 巧 化の 唐を は •本を 巧の 公 ホが を 
冬季 致 濟# 菜計ミ ミ 5イ きす〕 の あの 下 じ ド イブを が じ 瓦り • 乂 々のじ 巧 現 巧け せられ •巧 じ一义 si : 年-三 五 
年の 冬 ホ*】 九 |二 五す 一一 一六 年の 冬季 じ 巧しても 巧 二 巧 並 じ 巧 S 囘お柔 が巧ジ を 巧せられ む。 

このみ ホ 牧巧巧 おは •失柔 をの お 巧 ホ じ 失 巧を たら 中と 巧ら 一妓 '細 巧の 教 巧を も 目のと する もので •ダ* ペル 
K を 保 相 自らを のな 指が じを ゥ •あが 本部を をが 巧 巧 じ 垣き •十月から お 年 月までを を ホ 技巧が 削と して • 
この間 じがいて 故 巧 ホ 巧を 巧 じて 現を 及び 物 おのを 附を 巧り •これら 教 巧を おする も 0 じ K 布ず るので ある。 巧 一 
间 冬季# 巧 寄附の 巧 巧は S 值五千 八 百き フイ ヒス •マルク (中 現を 化 入は！ 巧 八 千 巧 百 タ フイ ヒス-マルク) •巧 二 
囘の巧 巧は 一二 ほ 五 千 巧 ライ t K •マルク (中 現を 化 入 二 谊ーモ 巧 ライ ヒス •マルク) と « ザられ ており •を 0 巧ん ど 


( liwsg 末 主で に 


巧 十九 ま 


ナチ ス & 舟 夕« 供た 計 
かか g に ふ 9 ■むけ られた る 3 WK 單な巧 萬 マ*，） 


ホ ♦かかな 餐 

交付 

貸 か 

なな 

I 中央 ft 巧に よる its 




A な 用 手ち むこよ S もの 




パーペンが 餐 （1 が! がが 巧 14【1 め RSt をネ） 

■ 

388 

388 

II なか 喪 りが がが 巧） 

■ 

500 

500 

お i なか#® リぉ许 7 巧） 

— 

100 

100 

が一 回 ブイン パルトな » (1 がが P 6 巧: I 口 ） 

70 


1,000 

2 卜 

70 


1,888 

B HW より 巧ち t したる もの 




J がな 年】 巧ぶ 口は おめ なな 畫 

102 

前 

1 の 

时円 jnn は ft の 巧が 畫 

930 

]〇 

HI 

/ ifC-M ブイン 八 ル トご卜 巧 か 

70 

— 

70 

\ jp-M ブイン ハルト なが 

860 

一 

8 G 0 

か 

1,032 

102 

1,1 巧 

で そめ 化め 機 H による 施 巧 




鐵 ぶみ 化 ♦交な 畫 】） 



901 

a な W み 事 又く ミ » 巧 



111 

白 0 ザぶ 巧 ly ? 3) 



■SI 

巧 まねかた 巧 肋 at 巧 




]が ッか 1 &AMS ホ « 化 左， 



がぶ 

白 ご 化ぶ 巧 巧 巧 ザ 公 



7 

2 卜 



2,037 

總 な 



5,000 


巧 Virteljahresheft znr Konjonktarforschung 10 Jah^ne Heft I . Fell A , S . 
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そめ 中 34 巧 •萬 マルクは a な 口 行 ♦のれ g •••)】 巧が- gi をのみ、 中 说巧萬 マ 
ん クは tt 近 ♦化の 
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第一 巧 •ナナ スタ 働を 解な 

大部分は お 料な •襄 をと して 裏襄ぞ 部を 通じて 累甘 をた (ち。 

: i 丰技濟 i 賓め畜 の 葛に ついては •蜗 か； 一巧 「化 S 寞さ受 S 、 「ナナスの ii か 
隻卖 思， 

S 1 を う 立 ち 巧の！* 合に をつ た ル， ズヴ * ルト 犬な 巧の 致 ♦ 

の 一を 二 田 年 一巧の ヒブ トラ， を 巧の ホ 巧 

的 Ind を rial さ d rbo 弓 ミ 31 二 き - V ミ 肖 づ己ご ミ. な 1 
A vi—ja す — fte zur K 呈旨 kturforschu 写 0 Ja 一一 rg 弓で 呈こ Te-l 夕 S. 5 

^ .f 居 ff でを 塞 — it und を il — 口 in をを —— 星る を -—" す —* C 4 一る t i> 
St 己 堅 ik Jo J* す 巧 10 沒 . N ご】 3. 

仍 Vi 呈甚 f をを* 客 内き 言 f すを 夏-ー ウレを 1 巧-をで ご 呈； .り 客 

の =Der ぎぎ Reiaitob— 口 ， • (WH end Sut 奮こ爸 5. 1.NOV.H 呈 

一二 勞がお 置の 巧 締に關 する 法律 

前 巧 じ 示された 華 ホ 及び 巧二寞 義藝 じを く 失— 成の 巧 面は •ド ィブ じがいて は 未だ 曾てない 乂冀 
ミの ミ 〇、— 寨 美い & 累 ぁつで 一とろ 二， こ 著 5 ぞ i 主 T なから 5。 としながら ミ 
ら の 巧ち、 •覆寶 5 き， ミミ •を- SW ミと ミを ド ィブ i れ態〇 現れに 
聞し’ 更 12 寞营迫 求し •巧努 S 分を 巧 管ん と 芝た ろょ。 薑受 •ょ。— 巧 ミ 策を 必 巧と 
せら る もで ホつ た。 而し 三を 一面 董を 音の 巧 《夏の おが 直す るを なをを If を 


> をを in 技 18 と (な】 じ-この 試み じ おする を 巧の 瓦つ を 巧の r * 立を でもる。 

B 本 法は々 傷規 M 法と も 巧 ばれる • 

「失 ホ 巧® は 巧 ホ 巧 巧な り」 とは •巧 じ S + ザ W ' 前 じべ ゲ ，リブ チ W その他 じよつ て 巧 巧せられ たと ころで あつ 
て •この 巧 K の 下 じ 失 ま お 巧は •單じ 失* じ おする 給與を W て 化れ 〇 とせ や •巧 <産 ホの 巧を . A まの 巧が を 
のが 面より をまず べき ものな ゥ とせられて 來 たので あるが 》 を 近 じがけ るサ ホ 不 巧の g 來 •これに 基く 来 曾 あの 
たお 巧の 巧 生の 巧 巧じ廣 面し •をの 解み じついて ち 慮 すれば •おの 論 巧の 巧當 い一 りし ことが 現實 めに 巧 巧せられ 
るみ 巧で ホつ た。 凡を 失 柔克化 じ おする 玫 おのな がは •さき じ 引用した シ-ミ •卜巧 巧 巧の 演我 のみ じら あつた 
株に、 巧柔 の旧滿 G るを まじよ る 失 まを なき 化虚 (をれ はなじ 理 巧^と してが® せられる ものである •シ) と 巧 
ち® •巧を® 構の かおに ぶく 現在 じ 於け るみ 柔 巧の 巧 在との 一の# Wi 巧む る點 じを してる るの でんる。 现が廿 
々失柔 巧を え 菜 無き 化 おじ 近づかし めれば •近づかし める ほど •をの 政府の 失 ホ お 巧は 巧な ホる ものと たる。 巧 
してを 近 じがけ るすが の巧來 とと もじ •失柔 をはな 出し 》 巧 ホ閒の 巧 巧は 巧 大したので みるから •そ ホ ホの 城 か 
を两ゥ •これを •不巧 前の 失 柔巧態 じまで 巧 巧せ しめる むめに すらを な 巧は •をのが 轴干ホ カを 增大 甘し め •よ 
りな ホの 失 ま 巧 巧-妾 施しなければ なられ 必巧じ 迫られた ので あつむ。 

ホ じ 注 息すべき ことは •お 令】 を 數の义 ホの な 在がず 可 欠。 りと する も •をの 失 まを 出が 巧る かざり お值 せら 
れ たるが 態に とどまら しむる がかき 失 ま 巧 巧が 揉擇 せられむ， ♦ければ r * ら 一'* いと 云 ふこと である 。例へ ば 一巧 巧 或 
は 1 化方じのみ失美をの巧巧じ巧中することはをけられねば^ら*',*い。 义都巧と度林とじ失柔^|!^の»をホみ 
♦《失 SS こ X 


誰！ 巧 ナナス 2 ホち 二す 
みの ホる 巧 寡-」！！ P てろ 二れ に對 七裝 を" 限。 審な對 ff。 け n ばな ろ こ。 失ぶ お 策が ょゥ完 
を， .‘4 らんと する ためじは •この » じ说 しても 十分ぶ ホすべき は 《をで々 る。 

巧 この 巧 溝 巧 巧への 巧 ー ホを 占める々 萬迈 のか 巧 じ 姑す る 法 かの 目 巧と する のは’* トイ ブじ がける そ 巧 
化 懲の地 巧 的 ホみ が •特に 失 巧ぶ の 巧 ホ お 中と エホ 巧 面 じ おする 巧 巧 力が 巧の 反 お 現 お V' してな 林 ホ じめ ける々 
化 力の かま* この 二つの 巧 巧 じを 目して そ 支ぶ の 都市 典 中を 巧 巧し •瓦つ え ホ そを 讯來 巧る だけを 巧 じみ 巧サし 

ミこと ミミ 巧霎じ 巧」 て 巧 男を 惡 之と ミと 二ろ C を®。 失 票 ジ賓に 都 巧」 輩し ミミ 

は •； 乂立 四 年 S 月ぶ 現在の ホの 巧が の 巧 かじす ると ころで ある。 卽もド イブの 巧 ホに かいて 人口 十 萬 W 上を が 
する もの じみつ ては •人： 一千 じつき •失 巧 ホは 八 16 なる じ 巧して •をな 下の ポ町材 じつい ミニ ミ 六 ミ 
*^か 义&林まじついてミと、 エま化じかムドプ人リのぶ巧しい增かじら巧らス な巧-た十年閒にがブードイブ 
なま {#« をを む】 人口は •舊巧 巧が として 巧 かを 示さず •巧つ て试 少して るる 0 でもつ て •一八 八 二 年 0 であな 化 
十 萬は 五十 SS 一九 一二 羣じ かいては 壬 一音 六十 萬 C 巧 号た。 二？ とはを 人 U じ 巧 ミ 比キ にがいて な ホ 
人口が go 乂 から 一巧 •网 y> じ なしく 下阵 した ことを みおる (な)。 しシ もを 近の な 巧 人口 中には •ド f プ 人で- •'•い 
か W 人の A ま 巧 働 ホの おが 巧當じ 上つ てるる のであつて* 右 じょつて 4 ド イブ じ 於け る 巧 本 丰ま巧 速の 巧栓 にが 

いて エま Q 證 ととら 气囊藻 ホ， VS ま 裏を 失 6 •管最 香が ミ奠囊 蓄 0 塞ろ ド イブ 
島林堇 li ま 命 SS を# へ •曼 ち# 霎が利 5 まい 養 ホ 部門 美 T •ミ タ： .葛を s して 他の 

巧 1 こ 移 田し •ド イプ 巧 林ち がを やな 村に 巧 面せん とする の 巧 勢 じみ ここと をな 〇 巧る 0 である。 巧 二十 おじを 


な 本 衣は 1 が 城 ¥ の 表 巧 巧 ホに It き 1 化 
力に ホる 巧 » 力） の 巧 « をを せる も 



90 


巧 二十 ま 192 r 年ぶ 0'1931峰〇 ド イブ 巧 お巧 をに ぶく ド 
第イ ブ良聚 度を じがけ るを 巧 規模が 常時 鹿 H 巧 力の 巧が 調 

ホ 


iK 巧 W 巧を 


おするな 巧を あげん とする 0 でも 
るか。 本 巧は •失での 巧 ホ か 中を 
巧の ためにす る 巧 A 力內 巧* じ 巧 

するな 剌 巧を 两议で 器 そま 化を 

巧 おを (pr を 己 e ミ cles Re ドぞ anst— 

た 【 ，ur Arbe を ミ吕泛 tdung end 
Arbeil も ose 百 versichen 一兵 ) じ 巧へ • 
巧を を G お 巧の 下 じな 一め じた 巧 
ニモ 


巧に 於け るに すすがに け ふたみ W 
箭 々力 0 巧みを 示す。 

tt 一九 t わ ホは RAF ィヴ* 巧 
人口 3變 左 じついて は. 丰 « 
が 二 か Ar 巧 棄者 
A 巧 參3|« 

しから ば 巧 働 K 扭〇 わが じ » す 








♦ I ザ少 ♦ス巧 働を 解な 

暨の襄 を 田らん とし S ミミ •蓋 巧 5 は 二れ £ し •ホ 0 か < 規？？ ミが & つた。 

S . 巧畏巧 がか 乂裘賣 長官 ハ 裏ノホ ホア ル 化 巧 二巧シ おか 巧 二が テ容 巧が ノ冒寡 ヲ巧セ ザ 
ル お ハミ 同を だ ノぶ 可 プ巧こ ホザ レバ 间 化-一が テ々 《者を こ 達人 トシ テと プ巧用 スル ミ プホサ 
ザルげ ヲ か々 スル コト ヲ巧 

と。 同じく ド ィブ 養 巧 お 巧のに めじは. を 一巧み び 巧 S を 設け ホの 夕を めち 

を 一 ぉ W 巧 巧 524 ^ そ柔巧 お 局長 宫ハ ソノ 命令 ノホ けを 日 若 こ ソノ U か 一ニ ケ年阳 ミホ- 运巧シ タルを ク 

巧 メ间春 i 可ヲ得 こ？ い パ囊響 至 ii 《二 5 £ 秀ク寞 二 於 テ— 探 用 スル 

n トヲ巧 ザルげ ヲ 命々 スル コト ヲ巧 . 

を 二お I "' 1 奎 四$ 巧 働 カ ニ 5 ル 囊ノ霎 ヲ滿タ サンダ タメを 5 3 ル 命令 ノ 適用 ヲ巧 クル 巧 
き -s 企柔著 (お ま ハ 同 長を ノ 命令 7 ル爱 "问 令公夕 W 前 二受ル 最近 一二 少年 閒二良 ホ ニ お 事-;- ル 巧® 
を 及ビ巧 用人 ヲ 解め スル ノを巧 ヲ巧ス 

づ教濟 本部 (呂 OHauptfursorges す lie) ノ或可 アル 巧を-一 设リ 解め 吿か ヲ爲ス 3 トブ巧 ルを プ規を スル 凡 
チノ 法規 ハ么ヲ 幾 巧セズ 

この ー ニケ 巧ろ 本を じめ ミを もぶ 本 的な がかで みつて •これ •じよつ て WA 柔巧介 そ ホ 巧な 巧を をは •拍 巧の 夕 
柔 ぁる 地 曲より 失 まの 巧 巧を 田。 •义衰 菜よ。 S 巧累巧 止 •な 林 巧 的み の々— じな 栋蓋 口にが R する 
ことを 命ずる 植 能を 附與 せられる ことと なつた ので ある。 ‘ 


巧 じこの お 姑の 巧を どよ o 巧 著たら しめる ため •闲巧 ホ おか 欠 おが おおを たじ そ 巧 ホに 巧し •巧 巧の ためじ 巧 
付を •補 巧 ホを 給 典し 巧る こと •又 これと 反 巧 じ 給 巧す る ことを ホ設 したおを じがいても •问 をを は 右の せ S を 
ぶを はせ •をく はを の iiJB を 1 時 停止せ しめ 巧る こと •をの 一が をのみ 度 巧し 巧る こと •径を じ 於け るが 巧 具の 
なを tw し 巧る こと •巧 A を 义び巧 用人を 离 巧の そ柔 ある#? 巧より 巧を 甘な 巧せ しめ 巧る ことを じ！* しても 規を 
せられる ところが ホり 《♦因 條】 •义同 長官は これらの 權 巧を 下&官 ちた る 州 巧 か 局 ( Lande さ rbdtsamter — 州！！ 巧 

ま務 局) 义ぴ巧 働なる (Arbeitf き— 巧 案が 介 巧) の 局長 及びを 長 じを 任す る ことが 出 ホる のでみ る (第 エ條 )0 
な 上は 本 法に めける 基本的が 分で みるが •この 化 じら a 々規 をが か へられた 〇 をの 中 持 じ ま 巧な ゥと进 めら れ 
る 4 のを ♦ぐれば 左の かくで ある 0 

一 第一が おくは を 一條 じよる か 巧な 設 可を 巧る ことなくして 巧傳 せられた る おが 巧 巧 禁止 命々 のみ 力ち 生 
W 後 じ 至つ てを のな 巧を を 止 甘ら れてゐ る 地モじ W 住した ときは 同地み-管 R する 巧 « 公署から ホ 巧 扶 巧を 
巧け る ことが 出 巧ない 《♦七 條 】 J 

1 一巧 一たち くは き 一條 じよる か 巧な 認可を おして ゐ ない 巧# 巧を じ對 しては 本人の 轉巧 甘ん とする 目め 地 
じかいて 就隹 口の ホる ことを 證巧卞 るか •ちくは 他の 方を じよつて 致 巧の 必巧 がが ホ 甘ら れ •ちくは 著しい 
減み を 期待し 巧る ことを 置 巧 するならば •をのを » 地 あ ホの ため •地* の# 巧 S ® (穿を す f ミ srgevef - 
ba を) から 三 A の 巧 巧 ホが 典 へられる (ホ 八 A ホ ニ 巧】。 

S ホを 义 はを 任じよ つて 巧 一條ち くは 巧 一一た に反して 從ホ ちを 餐 痛した か ホ# は •化 R 救濟 ■■の 货婚と 

♦六 失 藥> 貧 I 1 九 


♦一な ナ** ♦働 ホ 解 度 こ ミ 

ミを ま 費累を 憂は 一が を支辨 しな けれ さ ミ S (交ち。 义 おな C 巧 一條 乃至き 一管 ホな した 
ホろ 巧 條ち巧 ii ホと もじ 巧ち おくを ニヶ 月な 下 〇禁巧 じを せられ •を お 0 せを U て 巧 反した おは 一 
お 0 ラィ t ス •マルク U 下の 巧を じを せられる (» 十ー ニ A )。 

ちが 一九 一一 酉年 君 十五 日の 「巧 這 面の 惡じ枯 する を 律」 のがを でもる。 本を 公布 じを る ここと 二日 0 一 
化 云 巧 年 音 十 も 日 星 ホ 赛失ま 保を 巧 シルプち をろ 本 法 じ 基いて 失柔巧 整の さ 的 巧 S 施行 ご 一め 二っ 0 
を々 をを ホした or ベルリン じ 於け る 巧 働 出 おの おがに がする 命々」 (> 百 弓。 旨另 f " を® 夕® ^】| じ 5 > ff 己— 
satres in de 【 Stadtge 云 eiaJe En ) 及び r 非 お柔 的ち 養 じ 巧 ホ じがけ る囊巧 《力の 蓋の 巧 巧 じ M する 命令 一 
( Ano 己呂另 eber die Besch を コご一ち d 臣空 iue * F を もみ もち 妄〇 豪を をを をな 一ロ ローら をを ミユ をを 二-巳 ミ 
Btjtrie ぞ nundBe 吕で とが これで & る》 二 法々 0 大要は U 下 0 かくで ホる 0 
ベ A リンに 化け sglls ■の 度 g に！！ する を 令 

本命を じょれば • 1 允 年 五月 十 A 日を 日 ベルリン じを 0 住ち を おしてろ •-,* い ホは •豫 めを の 巧*®々 化 公 巧 
( I 巧 ホ 81 ^ 巧) の 許可を 巧な けれけ •面を 巧® ホぶ C 巧 巧 人と して® せられる ことは 出来ない。 巧し 年報 W 一二 
六 00 ラィヒ K こ； 3 上 S ? 有し •且っを S 仕 まが 少 くと 主 ハ ヶ月閒 iw する 二と i ま ミって 巧 巧 
し 巧る か •をる 寡が-ヘル" ン巧か 0 一を 地 管を。 二と シ講」 巧る え"」 羣を寞 とし ••'•い。 又 ホの た 

かじ 巧な する ものは， 特に ベルリン ホ 在を ホ 可せられ る。 

一、 ベルリン 垃じ をの あ 巧 じ 住する ことじょ つてを 庭を 括み •生計を 維持し 巧る おを ある も 00 


- r 】 ぶ G ' 必ホ とせられる tt ホが 門 じ 巧して るる もの 

I 二. 巧 働 ホ 或は 使用人と してが 用せられ む 巧を じ •おおの 巧 ホ じ 比して •巧み* I を 巧る 其 込が 夕< •をれ じ 
よつ て わ 人 かの 巧 用 巧な の 宿 めら るる ことの 豫 巧せられ る 巧な 
巧 •文化 運動 じ 巧 事す る もの 

本み ネ はこれ じよつて 一丸 S 网 年の 巧 末 じ ベルリンで お 巧を 巧け つつ ホつた た柔を 四十 萬 六 千 人を 二十 萬来滿 
じ滅少 せしめん ことを 息 巧した もので & る 0 

S •拍 Mtsu ミに ぉ ミ •窠 •ミの S の S に ミる ミ 

本命 令 じよつて •をの 廉 巧の 巧 円 おくは •ての U が 一ニ ホ 年 G 中 お 十二 巧刖 U 上な まめち 巧 にんつ てな ホ々 «ザ* 
{ホ#* 刈れ 人 •巧れ ホ •菜 お 巧 用人と してを 巧々 化に お 事した もの じ • W 巧讀山 •巧 棘 巧みび 囊ホ •巧 巧 巧 K 
で* お度ま* 廣れせに巧#|!£道の巧をじな<|サられんとするときじは* なめ巧を巧のな署のホ可を巧卞ることと 
むつたり 

ちじな 人 S をじ對 しては •ミ規 をの 畜は おがで ぁつて •な 人々 窒 はお S 累 S ホに罢 奚巧の 
經をじ s * サん とする 巧 合 •給仕 人 •コ ，ク •菜せ ホ 中と してち < は 巧を か 义店じ 巧な 甘ん とする 巧を じは •こ 
れ义 » めか 可を ホめ なければ ならない 0 

この 一一 法々， 巧 じ ベルリン じがけ る 巧働昆 をの 巧 巧 じ M するな 令は 巧 巧を 化め •管理ち リ ，ペルト 巧の 報吿じ 
よれば •丰巧 結果 •本命 か 施れ を S 最初の 二 證 fe いて 華 五 巧 ホ 〇タホ 者を 就 5 し 《•一二 千 香 ホ 0 

♦六 ホ藥 》 巧 法 ここ 


♦ I ザ 4 s ♦ス ♦働 法 解 K 一ー ニ. 一巧 

少年を 巧 Rs 州 C •一一 手 意少 ホを 蹇 奉公人と し ミル》 ン市 巧の 蠢 -」 巧 5 し 《るに ま。 • S 巧 巧 介 
义柔巧 お 局 6 をは， る 成育 ミ T 董 S 用を 香 •ヘル" ミみ！.： 止 i ミ や •二る 紫 地否盖 ばす ことと 

し，】 丸一 一一 四 年 八月 S 十日 じは ハンブルグ •アル トナ， ヴ 7 ン デスべ， ク をの 巧 巧巿泣 じブレ ー メン 州に ホ 巧す 
る ことを 命を したとの ことで みる 〇 

リタ ミ ち -- 毎 * Entstehu 另 sgeschioh 扩を Qdsot》 ziir Ke 巧 lu ミを をを を its 二 (Alrbeuflos を ー ジミ ft 。 客 こ 
巧 Arbeitsloshilbe 苗々 ft ^ 1 資 4* 

巧 V な Ikisohe Beofshten , 《1 Juni 1 資 4 


四 勞が力 化み 法な 

失柔 をの 5 的不み 街の なち ドィツ 良 林を じがす る々 《力の 蹇 をの 巧 巧は •が贷 「々空 道 0§ じ M する 
法を の 中、 む 崖で みつた。 巧 じを のを 居を 微 をし •同時 じホ柔 をの 年 お 的 不ち衡 をな 和 せんと SW の 下 じ 巧 
をせられ たのが •この §力» み 法令で ホる 0 

々萬 面 Q 寡 liS す S 法 冷 li 後る る 二と • わ一妾浸 一九 一二 四 年 八を 日 S 「巧 《力 sg み & する 命令」 
(vcrordung Uber &e V ミ eilu 另 <§ >rbeilaften) は •そ 柔ホ巧 •更にを んで巧 働な 巧 じがす る wtt まなかた 
ま 巧な 局を をの 化 化を 巧 巧じ規 をした。 本 令 巧 一が— 巧 四 巧は ホむ かき 章 巧ょり ー ミ。 

巧】 た Kts 柔® 失 柔巧險 巧 ホ官 二々 巧 カノ S 分 •巧 ニブノ 交み ヲ なな スべキ 樓皮ヲ お 巧* 



を 一た々 な カノ s 分 二 巧 スル 他ノ 巧を 3 リノ 干 ホ ハ コレ ヲ簇づ 措置 二 巧 スル ホ 望 ■巧 二 巧が 巧 二 基クホ 
資モ亦 干巧卜 巧化ス 

を哀 巧柔 紹介 失 ま 巧を 局 長官 S 捏濟 大臣？ 困 巧® 大臣 ノ 同意 ヲ得テ 巧 働 力 / S ミち； 巧ナリ 
卜訟ム ル 訊 令 ブ巧シ •义 方れ ヲをム ル コト ヲ巧 

巧 四が U 上ノ規 巧み ビを哀 二ぶ ク卽 々二 違反 シ タル モノ"； S 四 年 七 さち ノ經濟 巧 面-占 スルを か 
を哀二 m ル g 巧 二巧ス 

ちの 巧 一條 及び？ 一が の規巧 じょつ て、 两巧 まなか々 ホ 巧 6 巧 長を は •巧 《力の おみに 巧して 自由 じ 自己の 植 
巧を 巧 巧し 得る ことと なつむ。 言は ば ド ィブ じがけ る 巧 働が 巧の 巧を*! が シルプ 長官 じ附與 せられる ことと G ク 
たので ホる 0 

この 樓巧じ 基いて 巧 甘ら れ たのが 八月 二十 六日の 「々働 力の 里々 じ M する 巧々」 (>sig 另 f 『た ~ 〇ィ i を 去 
von を 妄巧 krIn ) でぁつ た。 本 巧 令は これを 巧め すれち 年ち の扶ち おの 多い ホ ま 著に •巧！！ じ對 する 優モ 植ゎ 
典へ •二 主 歲ホ滿 の ！ i 身夕窒 みび 宿 人は 裝巧 るかぎ。 •これを をの 巧 巧 巧ょり ■逐 して A 林 蓋 口に 轉 
ぜ しめ •なて 巧 働 力の 均勢 化を 田り •併 甘て ド ィブ A 林 柔を巧 > 廿 しめんと する もので ホつて •を 0 乂 網は •ホ 
• のかく で ホる 0 
ィ 適用 巧 田 

本 胡々 の 巧 用 巧 困は •巧 働を はじ 巧 用人 0 化 ホ じが 事して ゐ るち 巧が じ 巧な'^ たなを かまを 巧す) で A る。 卽ち 
♦六‘ 央巧 《 策 法. 一二 一二 


♦一* ナナス s ま R こ-— 

望 巧を ホ 芙小經 をは も ミ 9、 たと ひ 一人 0 みのを f 巧して ゐる C る ミい 手エ ホ。 おを I 丰 則々 じ 典 さ 
K ければ ならない。 化しを 林 ホ じ おする 企まを を •お 計サ 巧は じ 巧 巧 W かが 巧の お 化み び 化を なは おかせられて 
ゐる {♦一 ♦ス 

a 巧な 巧の 巧換 

本々 じちく々 務巧 の夕換 の 巧® ろ を夕 じして 巧 はれる。 化 まちを (行政) の 巧 巧 ザは 夏 ホが 介 ホ 巧 化を 

局長を ょゥ指 5 られた 音まで li •自 J Li 奮す る 巧奠琶 達ク泛 をを 馨受曼 ig お 介 さじ 巧 

ホ報吿 しなければ ならない。 この 巧 妾は 巧 働 ホ 杜に巧 用人の 年齡巧 ホが を 0 ちを ぶじが 門の 巧*^ 術め 义び お濟 
め. 巧 求 じがいて， 两 おながの 巧 おじ 巧を して-り るかを か •巧 じ 二十 あ 歲来滿 の 巧 A ホみ びが 用人の 化り じ 年 おい 
巧 族扶 K 蒙 夕い失 ホ ホを 巧 代 甘し 《得る か 否か 直して 巧 はれる 0 ミミ •交 ホ 可 徒 0 お 合 _」 はを の人數 
を紀 して 巧？ るので ある (ぞ 一ち。 巧 一回の 巧 ホ 供 ホは 一九 一二 巧 年 かさす 日 主で-」 巧を (行ち のが 巧 そから 
巧な 巧 R なをに 巧が する ことじ 化 化せられた。 

巧く して 二十 五歲 W 下の々 か ホは じ 巧 用人は •巧 則め じち 己 0 載 巧を 失は わ ばなら 0 ことと たつた 。しかしを 

じは 例を 重， 塞 令 か 6 が？ ら たな 二 主 5 下 0 巧奠を 第 人‘」 ホ S くで もる。 

】 な 矫巧件 巧 働 ホみ び 巧 用人 

二 巧の 巧 かじょ つて 美た の扶 まじを お G 巧 款を爲 す ことを がする 巧 働 者 及び 使用人 
一一 一巧 じを ホ B なじ あり •おくは を ま S なを 了 後一 ♦年 じ滿 ちご § お及び 使用人 


四 ホ 春 巧な をが 了して •巧 巧が か。 除な した 巧の ぶみ ごな 用人 
五少く とら 一年 閒自發 め 巧 化 巧 化！！ じを 加した 巧 か ホ 及び 巧 用人 
六少 くと 6 1 年 冊 & 支扶 かじ 多 加した 巧 働 ザ 及び 巧 用人 
と 特別 行か 煤 じ B する々 働 お及び 使用人 

ィ巧 8 CSA ) •抚衡 ち SS ) 及び W 巧な み ホを ド ィブ お 巧 巧问进 ( M 巧ち G な 巧ぶ でみ つて 一空 ーゴー 
年】 巧 S 十 曰 U ホ じ 化を の M « に 巧 巧した もの 
。黨 具# « 一— 五 00.000 ょでの ナナス 黨貝 

ハ 巧 さ (政を 巧*# を) じして 巧 じ 一を 一号 年 一 月 S 十日 U 前 じな 貝 S ホ 巧 巧ぶ) として 巧々 し-一 も。 

( S ち。 

おの 巧 雇ぶ は 巧 ホを 巧は や •二十 瓦 歲ぶ滿 とお i 巧 巧々 働な g の 巧 可を 巧て な ホ 通り 仕 ホを 績 ける ことお 化が 
る。 このな じは おを の 巧 巧 ザは ち々 化 者 及び 使 巧 人の が ホ か 化 0 巧 东〇巧 則 じ 巧して ホち •‘‘ ♦る ことを 資 巧を けて 
巧 ホ 報 含し なければ ならない。 

ホ 巧を の 調 ホ 規吿の 巧み じ ぷ いて！々 錫を 廳は巧 働 ホ 及び 巧 W 人の 巧 おを 这巧 々こので ある ジ •々巧な 麻が 
お 巧者の 報吿じ 巧して々 働 力 巧みに 對 する 滿化 なお ホを 見出さ ••一い 巧を じは •巧 導ぶ と » 巧し •ょり 夕< い 巧 » 
の 巧 はれるな じする ので ある。 この 除 巧を のを 見 じ 一を を みないみ 合には •々働を 一一は 兩ホ〇 を 見を 的して が々 
かを應じ提出し* 州夕働{01|のち{はは* をれじ基いて々1々ホの巧团はじ時巧シホぶする。 巧じこ〇ホぶじお 
♦六々 ホ * UKA 二 一 五 


♦一巧 ナ： み ミ 解說 こ- 

して す緊爹 ミ」 •雪 § 翼は 二證 W 内 K 受柔器 失棄費 fc おち‘ 同 長 夏 S おの 決を を 

巧へ るので ある (♦五條 )0 

巧 換の囊 •養を 生じた 巧舊は 失 まし た年 寒 囊 及び 達人る て 望 ミれ S 。 交津菁 ょつ て從 

菜せ の试か •ちくは 解 请 甘ら れ •夕働 力を して 不 本位の ホ 窠を 生ぜし める ことは 巧され ない。 このち 巧 じ ホの B 
じ 巧 意 卞る必 巧が ホる 0 

巧 八條 T ' 巧み ニ ヨリ 空で ナリ タル g 巧 ハ か 巧 年を 夕 《ホ 义ビ巧 用人 ニシテ •巧 則 トシ テ 巧た ノ父 5 
でた 多 キ父ヲ な テ 么ヲ滿 タスべ シ •モ タ扶百 f ルな ハ 之 ヲ父卜 巧規ス •長キ ニす そ f ルタ 窒及 
ど 巧 用人は 二な 共 ノ扶巧 ヲをク ベ キタ 働 ホる ビ巧 用人 ハ特 二么ヲ ち* スル コト ヲ巧ス 
11 巧 巧 C 行ち ハを でナ リタ ル 巧 朵ノ巧 巧 二寞 ナル 巧 働 カヲ巧 e 巧 働公黃 ■巧 柔蓉 巧) 二 巧 求ス‘ 
夕働 公署 ハを 巧 5 巧シ •を該 巧を (巧ち ノ 霎二渔 ホスべ キ巧 《カ プ么 二が 介 スル ミブ 巧ス •巧 S 
タノ 澡拔 ハな 該巧を (巧ち ノ巧怠 トス •ち 含 (行政 ご 义特二 失 柔をヲ 巧 《公を 二 巧 ホス ル コト ヲ巧 ダズ化 
シ巧 《なを ハが 介 ニ ホ ダナ 巧クノ か夕特 二な？ ラぃ クル ホ 妻 ダ果シ テ特圳 ナルた 件 二 適合 《ル々 否々 
二が キ檢査 スル コト ヲをス 

fFl 巧働公署ダ巧ホ巧かノ望日質巧二巧《カブ巧かセザルト：を績《(巧ちハ巧巧法用ブ爲スコ 
トヲ巧 •コノ 巧經貪 巧ち ハタ 働なる 二 宛 テ 涅ホナ ク霜ノ げヲ浸 デ 且ブな 揉 用 ホ •々靈 ゾ がか 二 適な 

スル 3 トヲ巧 示 スル コト ヲ巧ス 


ハ 年を 使用人 じ對 する 給せ 袖な 

が 巧 二十 五な ホ ホの 巧 用人を なて ホた して ゐた巧 JjgSi じ 巧し •赛 口め じがち せられた 阳十歲 W 上の 失 ホ 巧 子 巧 
用 入で 採用 W がのを をの ー ニヶ 年のぅ ち •ニヶ 年 脚な 上 •な 共 まをから え采扶 巧を をけ てゐ たもの ちを (巧 政) じ 
がいて 巧 It せられた ときは •姪を (巧を) の 中 詩に 基いて 控巧 (巧な) におし 新規 じ 採用せられ こ# の おか 巧 0 巧が 
補 巧の ため 两 がの 補 巧 金を 巧へ る ことが 出が る 哀主ハ 條)。 

巧し ちの 給付 巧 « はなの 巧 政 じがけ るが 用 •お圳 巧ぶ じぶ < 採が •幸 節め 洁を 及びを 時め を 巧に がけ &巧用 じ 
はお 用 甘ら れ ない •をの おか 巧 巧 巧は 巧 規じ探 用した 子 ホの ない 巧 十 巧 W 上の 巧 州 人！ 名 じついて 一* 巧た なお 
0 ライ ヒス •マルクと せられ •巧が 報酬の 月 巧が 100 ライ ヒス •マルク じ 速し i , •い 巧を 一^は •を 0 給 化な « がは 
せられ 又 十六な ホ滿の 子女 一名を 增 すごと じ 五 ライ ヒス-* ル クを增 かする。 

おの 給せ 補 巧の 巧 脚は 六ケ 巧と 限を せられ •をれ W 上 じついて はまた 甘ら れな いこと とたつ て ゐる〇 
II 巧 巧 巧の 巧み じょる ド イプを 林 柔の振 巧 

i 巧の 巧みの お果 •自己の 化 位を 失った 二十 五* 未 滿の巧 働 ホぶ び 巧 用人 じちし •巧の な 巧は をの 化 巧と し 
てドイプ度林柔. 巧8奉化1|* を柔扶巧等じがいてをの巧巧を巧へるべくを巧力を揉は^-*けれだならない。 巧セ 
條 みび 巧 十- は •これ じ 閒 し ホの かくが 巧して ゐ る。 

巧 セた"? ち受 巧な) ノ巧 巧を ハ 巧 巧 スべキ 巧みを 义ビ巧 用人 二巧シ ち 巧み 特 二良柔 •円 巧 的 巧 働 ホ仕函 
お クハ巧 柔扶巧 二 於 テ •义ホ 巧々 働 力-ー アリ テ ハ 右ノホ 巧-一菜 政-一が クル 化ノ 巧な ヲ巧 供シ巧 ルち 策及ビ 
ミ 策な 二 ー セ 


第一が ナホ スホ働 寡 R 
時が 二が キ冻 解ヲ遂 グル コト ヲ巧ス 

季セ 巧？々 8 公署 ハ s ま？ 株 巧 二め ヶル々 《号を 化ガ A 巧？# 夫ゾ をな ブロァぶ々 スブ巧 セ ザ 
♦度リ 非 i ホ 的審 3 " 忍な スこ 一十 五 S 了 巧 《复ビ 巧 用ク墓 ノ タメと プ碧ス こトブ 巧ス 
つ 二十 あ 赁下ノ 養を na ホ 义ビ林 5 ノ 51 か ハ ホを が 望まが か囊ち こ化ノ S-; リ專ぅ S 

雜 巧 164=： 欠 巧 巧な 局を 巧 ノ重巧 二 基 キ托プ ソノ 巧々 二な ヒ コレ ヲ ナス コト ヲ巧ス 

が ミ じごと く •& をな 年間 引 《ぃて ド ィブな 林 案を つた 不 がの なは •曼 巧々 受寒雷 人 0 生活 •ゲ ♦ 
わし •巧 じ！！ 婚 して 挟 ホち の 多い# じと つては •をの 生 許を 立てる ことを 困 •な。 しめ を' いを ホな 值ホ ホが 口 

li たして ま 甚 しぃ 巧 《力 送を 蓋る に 巧っ た。 二 去董滿 S 身々 W 畫ブ 達人 《な# ホへ むみ 
化は •をれ ミつ て ドィツ 曼寒爹 •更 C •る 巧 K み- ん V ; ♦る-」 を"。 义旣 ffe しても’ 一？ 巧 

A 林で 巧 51 じ巧ム 甘し ミと する 巧を とり’ ためじ 住ち の^®^ •引 續き改 を 巧の 巧 合 じは & 府 から 補 望 •，‘ 
典へ •又 A ま經 管夕が B 俱者 ホる A ホ 及 ご 林 ホ々 《者を 夕&巧 用す るた め •巧ぶ を 巧 巧 甘ん とすると さじけ • W 

まなか 失 i 奮 S ミ 互ハヶ 年閒義 。•适 巧 5 裂 ひ 赛霉？ 《•柔 搏 f 與 7 妾 g 々便 

なをは かつて ゐ る。 

五 ナチ ス 失業 お 策のを 果 

a 上が 丰 々« 力记 みを 令の 大巧で みる。 


こ-い. 化々 的に- V 0 な ネ法 として G 巧 街 « 担の 巧 絲じ閒 一-こ" 法が にを よれて るるを を •ちび をの 巧け にぶく 义卞 
ホ 巧の 巧 巧は •必中し も ■これらの 法な* な 令 等のを ホを 俟 つて 化 てられた ものでは なわつた。 例へ ゴー 九 三 ニニ ザ 
九巧の«巧巧5|?4^欠巧巧な材長をの命令は* 巧十巧な上のちおホであつて， 少がのをををを與卞るとき， それを 
ま 本と して 巧 立の 生計を 巧 おし 巧る 見を の ホる おじ 巧して は •巧 巧で 巧が をを 巧せ する ことを 規ぞ した。 义】 九 
S 四 年 六月 ド ィプ 巧が ホが 合を の ケス ラ I 々長と 两巧 お紀 介々 ホ おお お シルプ 長を とろ 共同 巧 化を 巧し •ドィ 
ブ巧 H おじが ける 一巧の 巧 麻 まじ 巧し •年少の 巧 菜 著の 代 〇 じ •年長の 失 ま 著 ホは ま 族め じ お 巧の 巧 巧 ホる そ 表 
#を巧麻すべ きことを巧巧した。 义云巧年五月じがいては マ ィ ン ブ巧ま巧か所の||具及び间巧域のホ巧{;>房||ホ 
の々 誘は •年少の 巧 かお じがし* をの 巧を 没いて •巧な 卸 (巧 働を 仕 曲 い义は 巧 支な かじ ミ かすべ, ことの 巧 ホを 
可 化した とを ふこと で ホる。 しかしながら •この 货の 企てが 本 法令の 巧ぶ •な ホ じよつ てより 巧 極め •化 巧 的 じ 
をめ られる ことと なつた 巧 巧は •巧定 し 巧ら れ；， * い。 

この々 の 力の々 巧 > 记 みとち ふことは •巧 來の白 ホ ホを 巧濟の 上に 立つ 企柔 中、 むの 巧 W 巧 度 わ 填 本め じ g ホす 
べき 立 巧に 立脚す る もので あり •がつて 巧な 化 治 《治下 じがいて のみ 可能なる ものた る ことは •ここでな めて 論 
中る まで もない 。しわしながら か 巧 じ 巧 おな 治の 下な りとは 云へ •この 巧な 强 巧手 巧を をな じ 遂行す る ことは， 
をの 巧 ホ •巧 化 •巧 巧み じ 巧へ るが 巧が 铃〇 じが 乂な巧 巧 じ 巧みて •巧が ホされ ない ことで ホる。々 のみ 出 分を 
々がを ゆ 制を 0 巧 巧に 巧な せられた は ど 强-行 的 じは をが 甘ら れな かつた と 云 差 巧 •をれ を 裏 ぞく 玲 としての 
巧 ホ じ ホる よで 度み 巧坦 のな むか W 巧 ま 巧 介 失 ホ 化な 材 から 巧 ホせられ てゐ ない と 云 ふこと •こ の 尊** J ド ィプ 
♦ホ 失 藥夕巧 法 ー ミ 


第一が ナチ ス勞働 巧 w 皮 こ と 
の 現 かじ 巧して 半ば 同 巧 的 じ •半ば 巧が 的に 解 さ 芝を 累 ホる。 巧が のな 巧 じよれば •巧の 力 田み の 巧 担は 一 
ホ ir 内 年 巧 じがいて はち 營のお 巧者を 白の な必 的な 訝 适巧吿 じ おいて 巧 ミ供蓝 に— けせられ 一' をを を 百 
を 化 モの指 awtE を ホが ベルリン じ々 をして を 〇の宙 おにを く かるを 比 お 巧 おする と 同時 じ 巧が この 刊站 じついて 

髮卞 べき 規 累作戍 ついて 討 巧を 行 ひ* 辜 失霎を 震#」 ミた 6 •を 0 度を 化窠 した 巧 峯を裝 巧 
るかぎ。. 巧》 制 2 なた％ 聲 SC か km 墓 巧 6 公雲 奪と 巧 《お 仕 器 巧 寒 蓄閒じ おおを わで 
める こと •集 行 はれ ミ ごる 话 S 巧 ホは ホと し 5 SE を 一十を 走 響 ミい 5 * つたが •襄は 二十 
ホ U 下 G 巧を じついても 十々 考巧 をはら ふこと • 年を ホ 巧 巧 脚と 巧め. 一二 五 年よ 〇 は化來 巧る か-さ 〇乂 かな 
じ 巧み 巧 坦を巧 ふこと 等を 化ち したとの ことで ホる。 

ちよつ；明ミ脊’ こ0义み巧面&巧にち，る群がお5たミ^わら’ 本をみのミじつい 
てなる ことは 困雞で ホる が •がが 巧 ませられて ミ 失类者 統計の 中から な 巧みび 林を 援 のみ！ を 《化して • 
を： 化 じが ミ 房林类 振興 巧 E の おち か 何に そ 案 累が少 たかをで •化せて 本 法々 S 巧め 巧 f ホを してな 
よぅ。 巧 巧 ホが か 失 ホが な 巧のを 巧ぶ よれば •な龙 々働 ホ 中 失 まを は 一九 一一 巧 年 セ 巧の 巧义 なお ろら な々 じ增 
で •量が 一月 占い T 寞 6 八 si したが •巧び 受し •一二 韋セ月 C は ニ セ •八 一二た ミ。 •驾时 月 
じ 比して め 二 萬の 下 巧を 示して ゐ る。 又 林業 巧® お 中 そ 荣ホも ホ々 同じ 巧 巧を 示し •一二 五 年 セ 巧の 資數は 化 二 
号 一 でか 年 同月 じ 比し > め 六 千の 受 ミる。 一を 呈串 巧の 巧 ま 調を じよれば 占# まじが ミ W 请 々 WS 货 
技は 二. 〇 お 一* ts 化 •中 RW 人.々 化ぶ は 八 八 九 •化 〇 五で もる から •これと 巧 比すれ ピ がの 失 ホ ホは を 0 巧 度に 


巧 二十 一を ド イプ 度 林 菜 
じ 於け る 失 采^ 
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巧 Ha 巧な かた 巧化芭 なか tt 
巧に 使る。 


於いても その 比率 じがいて 
も •化が 口 じがけ る そ 巧者 じ 
比して 極めて 少 いこと がな か 
せられる とと 4 じ 》& 巧 じが 
いてを こじを かの 改 著の 路が 
ちま けられる ホ 巧で ある。 
巧す る じ 巧 働 力® みを々 


は •すは ばを の 施 巧の 巧 巧 巧 じみる ので ホって •をの 巧 巧は 今 巧の お 移の 上 じか かると 云は なければ ならない。 


♦ホ 失 巧 巧 度 法 


ゴニ 



策 一な ナナス 巧 g 萬 巧 二 ごこ 

第と 勞働 時間 法令の 更新に 期ず ろ 命令 

一 最近の 巧 倒 巧 問の 動向と 巧 働 時間 規制の な義 

巧ち 巧 化 時刚の 制限と 云 ふことは •これを 巧 巧の じ おれば ホと して お ホ 巧 街# 0 化 謹を 円め としたら のでみ つ 
ち ぉつて 巧 化むな の靈 するとと もじ •一が々 めぶ じ 比して 饒李 ぶは 巧少重 •又 一 送 ホが 巧 じ 比して を 
羣の夕 いぶ 某 蜜と 目 ミミる 喊蓋口 じがいて は •ぅ璧 じ •ょりが かく々 臂閒〇 規制 せら S か 
巧の ホる 二と が 思 C •又# 雙ら si る C 至 2 二と & 化 营夏 IG 巧 行と 云 ミけ わけ ミな 
い" しかし；，* がら 現在 じめいて は •.この々 化時閒 のが 制は 巧 あ 巧 巧 ホの 巧 巧と 云ふ拽 巧の 他に •み 巧 巧 巧と 巧 M 
させて ち 巧せられ るか. あが あるので みつて* 巧 じ 闻巧巧 巧み 證じ じこの 巧 おから 屢 々々《巧が 短 巧 巧 巧 i 巧 化 
を 巧せられ ，を 近 じ ホ つても 一九 I ニニ 年の 巧み じ 巧 化 甘ら れた巧 四十 時閒巧 《巧が •一ニ ニ 年 •三 号 年 •一二 网 年の 總 
會を おて •まる 一九 量 年 蒙 巧み じがいて 化 期 g 丈のを 襄 せられた ことは •か 均 ほ ホな 記な じ 巧 ミと こ 
ろで あるり 

しわら ば 失 菜の 克化 とお 巧 巧 働 時 閒の切 下げと をム こととは •か 巧なる M が じ 立つ もので みら ぅか 〇ホづ » 巧 
巧巧巧ザい切ドゴ ょ つ てぶる程巧の*^お巧のがみを闻。巧るおため じは’ &め次。前巧ぅ巧ちミ*‘‘*けれゴ 


.ならない o 

「一巧 かの 生 巧は •一巧 最の巧 化が 柔ホ ( B ) か 一巧の 時日 CTW ホ 巧 じな おする ことじよ つて 巧ら れ る-この 巧 
じ 生 巧は B と T の 巧 じよつ て 巧 立す る もので ホり 》 B と T とは 巧 比 巧の 说 なじ 立つ もので みるから たと > 
生 巧の 巧 まに 巧 化を 巧 さやと も T が试少 する ことじよ つて •をれ だけ B が 巧 加す る ことが 可能で ホる 0」 
同じが 巧の 下 じがいて は •义 同時 じ お菜々 働 時 閒數を 巧 加せ しめる ことじよ つて •巧柔 ホ 及を 巧少 甘し める こ 
とも 可 巧で々 らう 。しかしな .からこの B と T とのが 反 M 巧は ホして 無 お 限 じ 巧州廿 G れ 巧る ものでは G いので A 
つて •現 貪め じは 巧 巧が 間を S 時閒 まは 四時 閒 じが 巧す る ことじよ づて •現せの 二 巧ぶ は をれ U 上のを 巧 巧 おに 主 
で K 大 せんとす るか かき 企 田は ホして 巧 立し ない。 何が む A れば がま 巧 働を 巧の 增 加は をが めじ をれ じげ ふな 備の 
#設 をを ホす る。 义 この 巧 特に 注 息すべき ことは •々のじ 巧して ま拂 はれて ゐる 巧な は •をのが おホ广 おおを をむ) 
のをが をが 持して 巧くべき i ので あつて* この 限 ホを 巧ぇ てまで 巧银 •おつて 巧の 時 閒を巧 下げる ことは 化 お •-,* 
いし •义巧 な 引下げを 巧は やに 巧 働 時間を が おせしめる ことは •をれ だけ 生產 巧を をめ る ことじな るから 现 在の 
ホ お 巧 構 0 T じあつ ては これ 又 巧ん ど 不可能で みる ピ 

この 巧に 巧 束 巧 S 辞 S 引下げ ミる 失 票 S 接ら. 巧霞 には 55 な慶を ミなければ な ミぃ。 

しから ば ド ィヴ じがいて おの 巧 巧は か 何 じ おがした ので あ。 うか 0 U 下が 巧 じこれ じついて 觸れ てみ よう 0 
エホ 生 巧 巧 かの 巧 度は •これを 巧 S なぶぶ 巧の 大小 •ぶは ホ 均 お 巧 時閒 巧のを が じよって ホ* する よ 〇 もを エ 
巧^&^著が巧時閒巧數とも云はるべ きこの巧ホの巧じよってお化卞る卞が巧なである。 ち巧硏巧巧〇おかじよれ 
♦七々 •巧 向 法 含 巧に 画する 命令 一ー ニ ミ 
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第一 巧 ナナ X 巧！ ■法 解な ー ゴ 百 
ぱ •るな の 上异化 じあ 〇 と 云 はれた 一を 一と— 一： 八が 化 じめいて はを エ龙 巧の ホが ホ 時 脚な 度は 月 やち 一 •一 A と 
奇巧 巧が 時閒 であり •る おの 下向が じみり と 云 はれた】 义 一年ぶ じめいて は 六 一六ち 萬々 の 時閒 であつ た。 而 
して 一白 平ち 巧の 時閒 はが おじが いては セ •セ 化時閒 であ 9 •を おじが いては ク九 一一; 時間で みるから. もし こ 0 

刚 じがいて が 巧時閒 おの 切 下げ •かな はれたかつた とすれば •失 巧# な 
. は 巧 巧の 二百 六十 お 巧を 巧が して S なお 街を 巧した ことと たる。 

右 じよ つても 明か r * 巧じ不 がの 巧來 じよる H まを 巧の « 迅ゴ 々« ホ 
5. の大お 解 お •失 ま 者の 巧 巧を 巧 おした ばか 〇 でな < •を ホ 巧が 存じ 巧 
に しても ホを の 巧の 時 閒の短 お 化を » しち 巧 ホ々 働 時 削の 巧 巧は や H 
^ 巧 巧 時 削の 切 下げ まは や 日々 « 時間は 巧 下げ 乎して ■週々 か 日 巧を W 
が おする 等の 手 巧に よつ てを 巧せられ た 。このは おじが いてな 目 さるべ 
が きことは •不 巧の ホが とと I じ •化柔 ホ かによ つてた 巧 じみられた 處 
な 面は •巧の ホの 解な でみ クて •々巧 時 脚 數の切 下げは その後 じ 巧 はれ 
たもので ホウ •これ も ホ ホの 理 もじよ つて 巧 « ホの ほど 其し くは 
巧 はれ 巧な かつた と云ム ことで ホる。 1 丸 己 二 年 じがいて はを エホ 巧 ホ 時 邸 aft は 一允 二 t — 二八 年な じ 
比べて巧んど半減するじ至ったのでホるが、 々»時間»の切下げはめ十分の) じ！*ざ：>かった， 么を巧ま巧けじ 
ついて みれば’ を «巧錄 ちな 《ぶ •巧 « 巧を じは 巧の 時 閒の切 下げの 巧 巧を らちく •あ 巧ち 巧 » ちを 巧な 
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策.^ こは iS して 幾み でぁっ て • -V G 理 かとして は •前 巧-」 がいて けみ 門襄ま 企で ま 解 峰- •るいを 出が f る 
かぎ 〇 ぶ 合は せた 巧が 指 巧せられ る® 

一丸 一二 一二 年初 頭 3 家 巧》 恢復-* み 校 ミ 巧！ 8 時閒も ホ奈ぉ 一で ち 一を 一 S 年 W 巧— 客 0 月 平均 エま々 

おぶ がま 時 閒な數 は 九た 八 巧 萬 
やの 時 脚を 木し •一日 半 巧々 仿 
巧 削 もと . wc 時閒 と。 つてを 
の ホし いななを お 巧つ てゐ る- 
ま お k 巧の 巧を じは 下降 G 巧な 
V - K 巧に々 働 時間の 上がけ •ホ 
づ をが じを して おぶ じ 起る。 を 
もを ぶじ 上昇した のは 一 化 一ー ニニ 
年の 初 巧で ホった。 これは かま 
I ■かが TC S 的 狂 まかを づ 円らの 巧を じがけ る 巧 

霉の霉 s ら A と」 S 二と •不奪 fewssQSS 少 sfs ミ。、 巧鬟閒 2 ちに ょ 
って お率增 をを 号ん としたる こと？ ぶく ので* ミー 九 一一 内 年 fe いては 巧畏 晒の 上# はょ。 なな ミっ 
じ J 高年 じがいて を 巧 おを なま 時閒巧 巧が をな を 示し こ 二月 及び W 月 じは 巧 《時 閒〇 巧な は 巧ん ど 停止し‘ 之 
» セ 勞働時 田 法令の K * に 画 才る命 ♦ 一一 二 出 
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第二 十四 巧 やち 一日 阳 巧 




キ觸饰 巧 



ナ子* 勞 I ■法 解 巧 


じ 反して 巧 巧 巧 孜か巧 加した のでみ つた。 之を を 
巧 お 工業 巧け とおかが エ でが 巧と じ巧圳 すれけ • 
がを じがいて* しを をよ 〇 もす 巧の がな じよっ てを 
の巧か時閒巧：^^巧下したが* 1 九云ーニ年口巧じ於 
ける をを 上向 じよつ てを の 悔巧も おしかつ た J 特 
じ おち 菜 •巧 怯 巧 •巧 W 巧を 菜を じがいて はこの 
巧 向か® ホで ホった。 

ド ィブ じがけ る エホ 巧 か 時閒の » 向を みる じ 
は •この 化 じ 巧® 時洲 のを 卸 的 §* じっいて ホを 
しなければ むら；； > い。】 日 やお 巧の 時 削は ネ应 W 
巧 おじよ つて ホ 右せられ る こと 多く •ド ィブ エホ 
を 巧 じっいて みれば •ホの かき 特 巧を をして 》 る 0 
1» 一日 やち 巧 か 時閒 は. •巧 じ 年の お 〇 にが 
てを もが 巧され る。 冬 巧の 十二月よ 〇二 巧 
までは 徐 々じ 上 巧す るか •一巧 じこの 期间 
じじ や 仿時即 がない。 特にを 巧 お •を ホ わ 










巧 二十 五を 巧の^ 間の 季 泣め 巧 出が! 
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は 1 化 苗一 54 ザム やか こよる, 


巧で 等ち 卞 S 巧が MH まが 巧 じだ こ S 巧 向か 巧し い。 

二， ホと とも じ】 H 平均 巧仿時 削は トーが する。 宿して 四 
み •巧 卞ホ类 じがいて は •一一; 巧に 年中のを なが じ 巧を 
す る'^ 

ご r 足 巧の 六 巧 •セち 時 じは 八 巧 じがいて •冉ご 巧 下す 
る。 巧 巧 W エホ 部 巧に け ホと 秋と む训 じ々 め 時 削の 巧 
下を みす もの か 多い。 こ 〇巧閒 じじ々 8# 。 お 巧が 巧 
即數も 巧 下す る d 

巧， が 巧 じ 巧 化 時 閒は巧 一一 。せれが じ 巧を する。 このが 
向は おじ 巧が 时 て ホが 口に ホし い。 これけ ホと して ク 
リス マスの ため 0 生 ホが 加に あく。 

巧ち 一日が 均 巧 S 時 削は 巧サ かエ 巧が 巧 じがいて は •年 一一 
同の が 動を がす じ 反し •生 巧が エ 巧が 巧に がいて は】 巧し わ 
ない と 云 ふこと じなる 0 

W 上がを 巧の ド イブ エホ じがけ る々 巧時即 のな々 である。 
ナチ スな 巧は をの 化 現な 巧 巧 働が 抑 0 巧ち おじ W 十 時 脚 巧 

ニ ニモ 


W 化 W 巧 W 
W 七 ホ « 巧 巧 法を め 《 巧に M する 命 今 



第一 巧 ナチ； 働 萬 巧 一 5 つ 
« 巧の 援用のを な 巧 巧を 開始し のであつて •この 巧 かの ホを。 る特 をは ホの なじな して ゐ たと 云 はれて ゐる C 
一 計* のキお 目め はそ柔 を 技の 钱少化 じ ホる J それは 現 巧の 不 巧に あくろ 巧め 施な でぁつて •巧が の 巧 お 
を 巧 巧す る ものでは ない。 

二 巧 化 時 問の 巧 巧 じを つては 巧 巧を がに おし‘ 巧‘- めじ 勒 がを 巧 ふこと を おけ， を 巧 巧が 〔•み 化 方 乃を を 
企 巧 じつき •をの お 巧 じ おじて が も おを G な 巧 巧 をら つて 適用され る 巧® おする 〇が 巧の 卞を もを あぶ A 
びな 府代巧 閒の巧 ホ じより 円を めみ ぶじよ つてれ はれる- 
一二 巧の 時閒 のが 巧は 巧 級水单 とが 瞄 させて 考 がされねば なら。 いが 》 こ 0 巧 じついて お 巧な 巧 則を なける 
ことは しない。 現 ホの 一 投め巧 向から 五へ ち 巧 じを のか ホが ホ 巧 水 ホを ホ 巧を 化が 巧 W 下 じよで 引ぶ 
る 棟なら け •巧閒 が おは 之を 巧は ない 0 

この 网十時 训巧化 巧 S 巧む じ 巧して じ •を々 0 方 巧が 試みられ たむ でぁるか， を 0 中む 诏則 とお ふ 0 じ •巧ぶ 
揉 巧 銀を 巧ら しては；‘ •ら 0 と 云 ふこと で ホつ た。 巧*。 巧 巧な 巧を。 るべ く夕 なの 人に 振 巧 てること じよつ て •出 
がる だけ 多くの 乂閒じ ホ 巧を 巧 限を 化 辟せ よと W . 一の が •をの 口 巧で あつた。 

おじ 伴つて 鐵銷 あじが いては 西 化 ド ィプ 房 请ホ聯 をみ ジ •をのみ なに 巧々 巧 時 削を 巧 小時閒 じが 巧す ぺ きこと 
を 巧め た。 をの 他に も 織 お エホ •巧剧 ぶじが いて M 巧のを 巧 か ホ がられ •又を の 一巧は 巧 巧に 故され たので* つ 
た ごかしながら これらの 巧 面が 現烹巧 《が S 巧な じで て 巧で にもので ない ことは •か 期の々 《時 做 の« 
な：^ 字と ころで ぁる。 た ごを 病 年 十月から 繊 が H ちな の 巧 巧を 空す る もの) じがいて々 働時閒 がき _ 


十六 時閒 u 下 じ 制限せられ たこと •石 ホ 及び マル ガリン H 巧に 巧しても をに 巧 巧 《 な 拉が巧 ぜられ たことは 注目 
じ 佑 ひする-望。 

B 丰 論と 闺 II させて々 W 巧のに々 誘 時 向の 規 W がか M に 巧 はれて & るか •これにつ いて！ f 巧々 麵3 め 巧 巧に よつて そめ « 
»を£ よぅ • 

「先づ 々錫 巧间 に？！ し •巧 来 W 巧め 巧 ザと なつた 闻 十八 巧 脚 冉が如 W なる 巧 巧 i で 巧き 冗つて & たか t がべ て 化る と • 
巧に 巧 十八が 阿拍 を* 化に：* いして &たフ ラ y スで は' おにを 巧を •度ち ホな ど 5 巧け にもと を 貪 施しね ブブ ジル • 
ィギ 9 * 度び ポ— ブンドは 法が 巧 ま 幽«» わによ つて 巧 化 巧に 巧 川す る こ i になつた •ィンド 5 to *、 すら •寅 ロゥ 
シ y トン かわ？ 例ホ规 をめ わかげを はて 化ち* K は 一巧 六十 巧间 でぶ リる W を •里んで 一な S * ホ 巧め 々麵巧 向 
は 五十 四巧间 にな 巧した。 キ ュ—バ A び •一ヵ ブガは 典に エホに めける 巧 十八が 间 5 マシ./ トシ 條わ したし，— に 
*キ シコと ユカラ ガとは時间«をな巧にあ化卞べき條わをミへ巧ホした《 4た興かあるこ4は7ブ ン スが織隹エ*> 銷 
鐵 巧、 簡« エホ、 を ♦ェ巧 ♦びな 大工 巧に 於け る巧间 ホ々 働を 巧 じ 》 さらに ある W ホ S 例 ホ fcaA で 一 « には 
H 巧 •巧* における 巧 田を 業を 巧 化 ナるホ 旨 3 法 かおを つ <リ •去を の » 巧を ホ 《て & る こ i である， 
tt 巧 巧 a ♦かに もな H ナベ さ が々 ナダに めいて 巧 はれた •巧 来々 《な 法は み 州の 植投 に* われて 占た* ホ V の 導 
巧 度 かは •巧の 條約 巧な «の 巧 面に よつて々 •巧 問 巧 巧を をな A のに 施 巧す るに 巧つ た- 

は 上 《 十-九 年 か ザ-凹 W 巧々 S な總 ♦にかいて 巧 お 甘 もれた 四十 八 巧网制 A 巧 度な ホで あるが • K におんで 四十 巧 
田 « はどぅで あるか i 云 ふに、 ホづそ 3 おも 助 ホなる 例は な である • Hw で U 々ザ S わめ* でに 冷 エタ 彼值者 3 丸 
て X がぶ 百 田 十】 みな 正巧爭 コ I ドの « 用を まけて ゐ た-そして それらの コ— ドめ わ 八 五％ は エホ 务麵 者の 乂 ぶみ につ 
いては 田 十 巧 巧 巧 巧 それれ T " 夕働 a を 规 をして & る •化# 3 n IF による 巧 向 « 縮 的が ホ •一 化 一二； 二 年 六 H わら ホ 年 
因片 S でに 失業# がわ 二な 一二 十二 萬 人* 少し 巧た i « ホして & る •之に »卞 る々 余«3 興 論 口な：！： i 一 K ふに ホ 州な ♦を 
第た々 働み 田 ホを 3 更新に 画する々 今 I 1 ミ 


第】 部ナ 傷往解 R -Ho 

•《た 一九 一 ご 因ち 一月の ヴ シン トンに 巧け る 《働な を々 まに 於いては コ IF もな 城から 巧 K 辛 頭 一 ♦をち 《て •法 wfc 
はて四十巧阱姻を巧おナべ>«吿を巧化した。 隹-^^働者侧ではなみを化ちみホでろつて、 «»的<は.氏《のとかのな 
巧を される 米 S さ 备 さめいて ナら 一き 二十 跨 脚 W を® ホす S 法案 ミし ミる •交 S 甚 しいか 呂 '《を ホな 
め 巧 g を 伴 ひは ミ かと S 度に ついて？ 高へ 会な を K 巧 すれば 一千 萬 人® ホ 巧者が g で？ も t 望 ♦ら 
れ •それ# ■J な > ホの な* にょつ てを 巧 貴め 巧' 乂は相 巧され 府 巧と ならた と 去ん 化这 でもる • 

N , B * A か查 g 濟 下に あるを 乘 B . 支 巧 比して 3 I p » パに ホけ る* 巧な 倒と しては •ホづ ♦一に 77* シ ■のな W な ホ 
下にみ る ィタ •'ア とッゥ 》 1 卜 のな «JS 濟 下に かける" シア i を 一 鲁ナる A 虫が ♦る •ィ *9 ア にかいでは 一丸 一 ご 田 年 
十 巧は 來« 巧 業者 A び 工業々 儀 者 3 全！！ フ T ， シスト Ha にょつて 田 十 巧 巧« が 度 立 サられ た •巧 向 任 巧 にげつて ■« 
S じたち 家族 t ものに 3 拾 キ巧ポ を •《巧 も； にはが じて ミが、 巧 S をに ホされ る。 K に n シアに 
ける 化 US 最 4 去んで & る Q でみ つ ミこ— 卜 g 舟を 代 お マ； X 巧が 晴皮 《働 《々に 於いて S を W に'*"* れ 
ち 革命 IISSSS はや 巧 化 巧 向 手を であつ たが •一九 一二 一二 年を には 巧 年ェの 《8 巧が 巧* を ミ’ キ 
わち 岳 革を 会 じた S みならて みく S 含 ホ 巧を S 香 _」 巧し 三 B •ミ-ミ nuc 1 口 品 H を 持つ で 

& る-巧 间が 巧は" シアに ホいて はを 巧 化と 寅 «增 かを 伴つて ホ ホむ 巧乂 i 巧 ザの お 上 i を 巧 来した が 》 巧に T 巧々 麵 
ホの 能 ミ ーを 一八 年に 比し •一 奎闻 年に かいては 六て》 s 上を 一本した， 

次に々 働 化 法に# ホ 3 巧 力を 神ム チ* > コス 0 ヴ T キアに がいて は •一九 ゴー 巧 年 九 H た 萬 人む 裴エを ♦使卞 るた 巧ぶ 
十一 王# に 單時间 S を 含し ちそし こ 25 に闽 十巧间 W を 夏 ナベし と卞 iws ミー-」 ホ々-」 巧扣 され 

ん として ミ • ミ 突を 豐 T ィギ ，こ ホを」 USAS ミミ 軍 八 S 5 一 それ 孚 SSE : がクが 
はれ •て & る ことは 结め であるが •八 •は闻 十 高； 器を W をで あ リ* 《働 火に 曼が をに な：- み ホ 養 
にか 网任ミ ザ«ミ 硏 ミる ため々 ホ ttA みが 化 3 れて & る。* 么 は上植 一した よ* エホ W にかけ る « 巧を** すれ 
よ* そこにが 卞め共 巧め# 微 3 ある ことにな か < のでみ る •.！(« 巧々 働 WW わ 年 巧 一丸 ゴ： ぶ 年 K •お 巧な 化 『本年 2 «皮《 


働臺を 通じて B ゎる ss ま 品 2 寞巧 s 十 年を* J にょ ミ 

の NVa 巧 日 ann ••をを 口を ジミら を 百を だ！* すを ョさを 医 ミ 臣曼 -F ‘ をを f ち W . 】 忍 3 蔓ぞミ S プ •ミ. 

S ， 巧き ご n だ erforschun で 】 0 jahr ち nw H 々 ft 2. Toil iV 
巧- •づ le 巧を— •1 of US Worki ミ Weelt in G 马 3gJ •• ご ミ、 nutional で bog ぞ vl ミ- 皂 nc 】 W4 」 

一一 巧 働 時間々 の內を 

おち ド ィブ めい 5 •一 艦 巧鬟管 使用人 S 巧寶 閒わ械 0 規を とし T 多く 0 法令が 碧 公 ホせられ たの 
で ホる が •をの 中 特じ寬 巧な りと 化 巧 甘ら れ るのは 左 おの 法令で ホる。 

一 一八 六 九 年の ド ィブを まが 令 中の 巧 働 時閒じ 脚す る規を 

二 一丸 一八 年 十' 一月の 「を あ々 の ホの 巧 《時 閒お持 じ H する 訓さ (> sl — 田 をみ*》 ま ミ おを 『 
Arbeitsjjeit 巧 werbHcbc 。 A を uer ) 

一二 一九 一九 年 一二 巧の r 巧 用人の 巧 巧 時 閒お稱 じ 助す る 命 さ ( V ミを 呂兵 一を-を》 ち】— をを を 

feit de 〔 > 口巧お色 一き ) 

巧 一九二 一一 ! 军 二月の 「巧 畏閒 法を (verordn— f を Arbei まさ 
に 一を ー セザ阳 巧の 「々《時 閒 決さ (verdnu お Uber die Atbeitswit) 

; 法令 じょる 巧 働が 閒 のが 设 は， サ ホ大枯 かじかい ては エ巧 街を •エ巧 巧 I 色な 巧の 巧を じ 基を . B 巧 じ 於いて 

» セ '.勢 •時 W ホ 今 3 «» に 画する 命 今 一— 一 


HI 巧*: s ホ 解 K 与 I 

は 巧 まな 興 (一九ニ ゴ； 年の々 備巧冊 法々 はこの » に 黨點を tt<) •を 險を伴 ふ •業 巧鬥じ 於け る巧閒 tt は (一丸 ニ セ 年 S 
々《 巧 巧な々 はこの 曲に 巧 » を® <】 •時間が 化 じょる 失業 ホ 技巧 巧 かを の 中、 わ 目 巧を お 巧して ゐ た。 

これらの 諸宙の 法を は •巧 一め ぶ 巧の 下 じ おを せられる かお か ぁり • W 巧々 化 巧な をに がいても 巧 六十 八條巧 
一巧 义 びを 苗は 巧 働時閒 巧々 の 改正 じついて 觸た义 同 法ぶ 六十 w がを 苗 じがいて は 

巧 六十 四な 二两巧 « 大臣 ハを 濟 大臣 ノ 同を ヲ巧テ 巧 六 巧 二 疑を ヲをジ 々ル トキ ハ 化 セテ WM 政大 居义ビ 
田巧務 大臣 ノ 同意 ヲ巧テ 本 法ノ施 巧は 二 巧 化 ノクィ 命令 及 ビー 巧 巧は 規則 ブ话 ホス ル コト ヲ巧 •且ヴ 本を 
ノ規 巧-一巧 かヲ設 クル コト ヲ巧 

る旨規 をせられ てゐ るので みつて •この 唐 育 じを いて 又 か 巧 じがけ る 失 荣ホ濟 とのが なを おなして •々の 時閒化 
々の 巧 巧が 企てられ V 巧 働時閒 法令の 巧 巧 じ M する お々 ち ホ 3 下に •一九 111内 ザ セ 月 二十 六 円抽お バム 布 せらむ 
る ことと なつた ので ホる 〇 

本 令は 円 幸 •一二 十二が じなる 巧め て 託 細なる 規 をを をみ •この « 立な 中の 巧 巧 的--‘ ♦る も 0 とを ふを 巧ら 0 。 U 
下をのホ巧；.*る巧を巧化しておょぅ0 
ィ进用 巧 曲 

一巧 巧仿お •巧 用人 じ 巧す る 巧 8 時邮 をの 巧 用 巧 曲は 之を 化 的 巧 用 巧 SC 客呈巳 S ご巳 ミニち bcreich ) と 人め 巧 用 
巧 田 (per をを she Gels 皂 bereich ) じ 巧 刖 する ことが 扣 かる。 本 令の わめ 巧 用 巧 苗は 巧巧采 (ち 上が 巧みび を 中 
化 巧を がく) 及び «柔 を そわを 柔 じがけ る 巧 化を •巧 まめ じを ま 上の な 巧 じがけ る々 か ホ •田 • W •白 ホ* 及び 


島联合 gs 君 於け s 巧筹 管を 利 0 島る 5 径 ミる と 否と を 問は で 凡 了 0 だを 及び 
巧な じがい T 襄 的？ はを 術 装務 f はホ窃 .計曼 は 青？ る々 管 おおす る 達人 マみ ミ 化し 使用 
たつい 了は囊 を# f 8 を-る 爲 S 襲 K 於 ミ 尾 人費藥 倍 於け 品 手 及び 藥は除 ル せら 

れ る。 又 響 じついて は关モ パン 塞 髮じ之 じ 巧す る 設倪じ おしては 本々 じょら 中’； 一八 年 十一 巧の-パ 

ン 袋を 所を 菜 子&适 質め け a 巧鬟閒 命 さグ巧 望ら ミ ♦一ち。 

ホ じ 人的 あ用胆 曲は 巧 弟 社 じ宰巧 巧の ためじ •巧 巧な おくは な 试め巧 巧を 一 W す 单巧貞 も 之を 巧の ホ おくは 巧 用 
人と 同等 じ 巧 化して まの. おを の 中 じ 包を する ので ぁる。 尙ほ 一企柔 の 巧 化 理人囊 を お 巧 おく じ トホ化 A— な 
おみ じを 錄 せを ミる 代理人は じ お 巧め 地位 じみる 需人じ おしてろ 本々 の規 をは 之を 巧 用せられ ない 

(を 一ち。 

a 正規 巧 働 時が 

ホ ミつ てを の 適用 巧 曲を 規を せられた 巧奠 はじ 達人の 正規 や 餐閒は •平日 じがいて は 化 患時豐 がい 
て 八 喬を薑 する ニ ミ？ £ い。 巧 管* つては々 官季 S 時 閒&二 e 正規 巧み 時間 0 中に な 主し ミ 
ければ ならない。 巧し ホの 巧 合 じ 於いては をの 愛 更がホ 可せられ る。 

一 巧々 の作柔 日に 於いて 巧を 义 はちを の 一巧 じ 生じた 巧の 時 曲の 巧 失は 同 巧 义はホ 巧の 他の かま 日 じ 巧 ホ 
する ことが 出 ホる (♦五條)。 

二を 期 じ 旦つ巧 著な 巧 曲 じがいて 巧か卑 巧の 必 巧の ホる 香 まな 巧 じ 巧して ろ 巧 《巧め を ミつ てが じ 巧 

. 々僱 ♦巧 法 ♦の* 新に 画する 命 今 一 Hs 


ホ】 巧 ナチ スタ 働な w 度 一！！ 田 

采時閒 のみ おを をめ る ことお 化 来る (巧 六た)。 

一二 円 己 おくは 他人の 轻营の 規則 おしい 進行の じめ じ必 巧と せられる々 巧 経 巧の. み 開ち くは 紀巧巧 術上必 
要と 認められる 巧 供 •を！ K じがけ る おおの 巧 かな 巧は じが 道单 w の 巧み 巧 巧の 底に か 巧と 誌め られ る々 働 
の 巧を じがいて は •一日 一一 時閒を 限な として 正規 巧 巧 時 脚の 巧 長が ホ 可せられ る {巧 六な )0 
四な を 二十日を 限ぶ として か 粟 まじ おして 1 さ持閒 U 內の おお々 かがを ザせられ る 去む を 0 
五 巧ホ規 W じ刖 巧の 規 をの ホる ときは を の 苗 用を 巧くべき 巧ぶ 貝に 對 しては 巧单 規則を 巧 用す る {第 ル條) 
ホ 巧 率 規則の ぶめ のない ときは •化ぶ ホょ 〇 中 巧の ある 巧な •已 むを 巧ざる と 認め じれる 狀〇 •巧 巧 巧せ 
を おくは 巧山監 をを は 化 巧し 巧べき々 が 時閒 じがす る 別 則を 制ぶ する ことを 巧る 宗 九を C 
セな の 巧 おあび 巧を がに 公法 上の W 宙じ おしては •が ほの 單巧規 巧を 巧 おする ことかを 可せられ る (巧 十 

ち。 

- 八 巧なホのちおに巧«甘やして巧生し，他の卞なじょつてはをの紀巧シおよし巧；‘*い*^<^获お及びホ巧の 
巧を じめ けるな 時 巧 « •特に 巧が 义 はか 巧な の 被 拱 おくは 巧 化生 巧の ホ 化の 巧の* る 巧を のな 時の々 « じ 
巧して は •史規 巧 5 時 閒は巧 用せられ ない (ホ 十】 &}。 

巧の 時閒の 巧を はじ 賴试巧 かの 許可 

巧 € 時閒 のがち 社じ續 度して かまを なすこ 4 が 許可 甘ら れ るに めじは. ホの 巧を じを# ずる ことを 巧す る。 

一 化 事の 巧 巧 上 中ん をが されない 巧を •おくは 円 巧 無 化 巧 佑が 公共の 巧な のた めを 巧と 巧 A られる 巧を：.： 


ぁつては>規則正しい巧ホ巧巧を巧現すこ-^一め， 十六巧な上の巧子パヵ働ホシ吉巧閒巧じ 一 罔，お乂限巧十六 
時 脚を 限 0( ホ 想を をむ) 巧な して 巧 化じ從 巧せ しめこ ことを 巧る。 巧し わ S 巧 閒中じ 連 さ 一十 巧 時 問づつ 
の 化 息を 二间與 へなければ ならない (巧 十二 化)。 

ir 十時閒な上の巧働がホ可せられる。 この巧なには巧巧巧の 
を 署のホ 可を かおと する (策 十ゴ お)。 

ご r 正規々 の 時 閒を巧 沿して々 働した 巧を じは •なお 具は 正規 ^ ^時閒 じがす る 巧な の ル •巧 巧な 賠« をを け 
る 說ホ樓 を 巧す る。 別段のを めの 無い 巧な にあつ ては 百み の 二十 五の おかを なて iWs と 巧な す < か 十 田な)。 
II 巧み 年 H ぶび 持 人が 采 貝の 巧 働 時 閒が巧 

巧 巧 餐阳 令は •幼少 年 丟び格 人 お ホ 具 じ おしては •を 軍に がい— の 巧 働 時閒じ 巧し •お 則の 化 巧を 巧 
へるべき ことを 規 をした。 

先づ iJcilH - あ U 上の 巧 錫を を 巧な する 經 ちじみ つてろ 十一 二な U 下の 巧年エ を々 働を として R 酱 する ことは か 
ミ t ? い。 この 規を はか 互 巧 お 巧奏寞 お 巧 及び 揉が 巧 じぁつ ては 五 意 上 •《山 • S 巧 S 巧 •地下 
巧 碧ち# 鑛 ち 大工 か i をの 化の 珪巧巧 •蓋 巧羣 エ考元ホ めの 力 (ま ‘ち A ス ボス .ぞち 

s 氣 をの 化) じょる 巧の を 巧 時 巧 用す る 経を じあつ ては お あ U 下と K も 之を 適用し •义 が人§ 者に 巧して 
は » 叫な g 所 •惡 巧， ホ 下 じかまず る 探ち 巧 及び 揉 发巧じ 於け る 巧 下捆じ 於いて •はじ 菱な かの 巧 « •道搬 及 
びな 巧 じあつ ては 巧 天 ホ柔 じがいても 之を W 傭す る ことを を 止した。 巧 じ 「健 お 上ち くは R お 上特則 じを なをが ム 

♦セ々 働# 田 法 今め 更 巧に W する 命 今 一 ■ぶ 


第1 每 ナナス ホ ss す 
巧の みるち 干の 巧 口 じ 巧して は • W 巧が 大臣の な々 じょって 十六 歲未滿 の 巧み 年エ 及びな 人い が诸 じは 時間 上の 
が 限を 麻し •まは 之を を 止す る ことを 巧る」 (か 十六 か】 旨規 をし •をの 巧 用 巧 曲を 巧大 する ことを をめ たので ある。 

菱重 及び 短 人 養 具 fe する 巧 《時 S 靈 S S c •まを 表 襄 人 巧奠管 香 人 C はを の 巧 

巧ち 惡 轟を 短な する ことを ち 又 巧み 年ろ お 人 巧 棄貝じ 巧して は 巧 巧 作 実 ■おぶ かおの f の S 時邮 
を 一時 胡な 上 巧 巧せ しめる ことを 巧ない 旨を めた。 更に 十の な U 下の ル 學 巧キお の 巧 年 エの巧 働 時 脚は 六時閒 W 
上 •十四な から 十六な 主での 巧ザエ はま 巧の おを (第 十一 一 一條 i# 十五 《) と雖も 十時閒 な 上 之を 巧类サ しめる こと 

を 禁じ •掠 人お蹇 じみっ ては •奮が 力至季 一條の おを ミ •一日 十 時 質 上 •日 妄びお 日の が 日 じが 

いては. 一日 八 時閒な 上巧类 せしめる ことは をされ ない 系 十た S。 

ホ じ 巧少重 及び 掠 人が ま 胃對し 5 •響 C 於ぃ 5 規 S 巧仿 にお 专た とき にろ SI おを G を か S じ 
么を禁 トーし •が 正規 巧の 時間の 短 おせられた 巧 じの み •をのが お 時 閒を限 巧と して 之を ホ 可す る こと (ホ 十ん 條) 

又 巧 少年 H みび 持 人 お 柔貴だ 午後 八 時から 午前 六 時 じ 至る 巧閒 じな ませし める ことを 巧ない こと 等を 巧め ただ 
十六 资玄爲 人が 養 & し 5 •芙 時間 S が 甘る 隻時閒 を 巧へ る 巧 合じ议 9’ ？ をのち を じ A って 
は 午を 十 時まで 巧柔 せしめ 巧る ことを 誌め たので ある {第 十化條 )0 
♦巧 店 じがけ る 巧の 巧 巧の 規初 

一巧 エホが 柔 負の 巧 衡時閒 •幼み 年 蓋 じ爲乂 がま 具 じ おする 巧 《時 脚の 規 をの 外 じ •巧 《時 脚々 窒丢ろ お 
じ 巧 巧の 時閒 じついて 特刖規 巧を 設ける じ 至っ む 0 


卽ち巧 巧 化を あびを の 他の 化合の 巧 店を もを む 一切の 公 巧の 化 巧 巧は •藥 時を 巧 ルと して ザを t 時から か 
時 じ おる 時閒 じがいて は •をのを ホ 上の お 引に おしては 之を 閉級 しなければ むらない。 但し ーヶ年 二+日 巧を は 
ゥ ，午を 九 時 主で をのを 柔 をが 可せられ る。 を 巧な 店は がかと して 管な 1 公 ぞの誌 可を 巧て 午が K 時から 网 か 
ずる こと を 巧る (♦二十 因た】 0 

を 共の 道 お 又はを の 他の 朵巧 じがけ るの 品 お 巧 菜を くは 豫 め注义 をを ける ことなくして すかな の 巧 巧 
は •をのを 巧を を--‘* ると を 出を 柔 なるとを 巧は 中 •午を セ 時 W を かが 五 時までは を 止せられ る。 巧し ザ** 巧を 
おは 之 じがして がか 規 をを 設ける ことお 旧 おる (ホー ー十 •みを)。 

右 じよって 巧 巧のを ホ 時 脚が を 田め じがが せられる こと、 むつた。 


第 七々 麵時田 法令め K 新に！ ■ナ るみ ♦ 一田 ± 


♦一 •♦ナ > s を s 一 。八 

第 八 勞働手 曠か實 施に 巧ず る 法律 

一‘ 巧 働 乎 お 制度 實 施の 意義 

ナナス 内閣 山 現 W ホ •そま 巧 巧が を 面のを 巧 問 巧と して 巧 起せられ •苗々 ホ 巧の 講じ おられた ことは •前節な 
じ 前々 鞍に がいて ホべ たと ころで ある 〇 しかし •から これらの 方 巧 じよつ て そ ホ 巧 巧は 化して 化れ りと せられ 巧 
る ものでは；，* く •失 ホの 現な する 化 〇 •を こに 巧た ••‘ *卞 巧の 巧 じられ る ことじよ つてみ でな か 0 企 巧 せられ •が 
して この 巧た 卞夕も 失 ホの 現が じ 則し. 巧が の 巧 巧 じ 巧 ホして 立 お •遂巧 甘ら れる こと 〇か史 は •ここ じ 
{音す るを 虫 しないと ころで ある J 

ナチ スタ 类巧 策の 中 じは •た 巧れ おいみめ 改巧 なじ 巧め ホ 苦 ともお 现 しのべき ニモが のがす る ことは •ホ じ 
も 巧 摘し むごと くで ぁるが •この 觀 » じ 立つて 巧 前の みそが 巧を W 圳 するとき •たまな 巧を じがけ るな ホ 巧 巧な 
« のをが じよろ 巧 巧め ホ ホ お 巧 巧 巧 •なの モ巧 による お 巧 ホの お 巧 •巧 巧な の转 減等 じよる 一巧 K おじ 巧す る 
It 巧 力の お 典を の 脚 巧め そで 巧服孜 巧は •が ホの 度 的 ホみ 0 かにを i しめるべき 致 策で ぁ 〇 •巧 働记 面の わが じ 
M するな 巧 じよる 夕お ホの 都 巧 巧 中のを お •な栋 おの あ 典 •巧 か 力记分 ま々 じよる 年を そ 巧 ホの 巧 護> ft # ホの 
振興 等の 巧 面は •後 お 0 巧め ホ 杳の中 じな を せらるべき 攻 巧なる ことは •巧ん ど 異なた くして 承迅 サられ ぅる こ 


本 可の おみた る 一を 二 おを 育二 十み 日 化‘ 巧 か モ巧實 巧 じ M 卞 るを か」 は •么シ おのか 巧 じな つて 區 みすれ 
ば •巧め な ホ 巧 忍の 中 じ 押入 せらるべき ものである 。本 法は-ての 巧 一條 じめいて がを 甘ら れて 6 るかく 「ド ィブ 
粒 巧に がける 巧 切 r * 巧の 力の 苗み をな 化」 せんとす る ホ 皆 じ 基いて 巧 巧せられ たもので あ 〇 •ためじを々 & 者は 
に 巧 用人 じがして々 衡手 巧を 所 おせしめ •かまを 及び 巧 持 巧仿 おおを して 巧 おおは じ 巧 用人い 人格 •巧 巧な じ晚 
柔を 巧な じな ホせ しめ •これ じょっ て々 8 力の 巧 切な 出かを 巧が し •化せて ド ィブ じがけ る々 働な 巧 卜 ななせん 
とする ものである。 

W 巧 ホ ホ おがを 巧 巧 記を テ'- ム W 古は* 本 法 じっいて ホの かく 述ぺて ゐる〇 

「々8 を 巧 制 巧の 巧ぶ とともに •两政 巧は 計 » めな 巧 A 苗 S のな 巧 じ 巧 じ ー ホを 路 巧す ことと ••- •つた。々 働 出 

巧の 化 巧を 巧 化せん とする じは •巧 働を 及び 巧 用人の 巧 巧が 巧の 程な •巧 ホを 動の だ歴 及び々 働た か 巧シ巧 

る ことは •をの 巧 一巧 かで もる。 がが 巧の なをは •をのを 持 巧 巧 じ もる 一巧の々 働 ホ あび 巧 用人 じっいて 似 

則め じこの « の 巧 力を# ひつ^ あつたが •本 法の 出現 とともにを W めじ 巧は 甘ら れ •十分 なれ 巧が 速 巧 せら 
OS 

れる こと、 なつた 〇」 

ネ 巧は をの 巧 二な じ 本 法の 施 だ じっいて 巧め られた 時期 二 か 一二ぶ 年 田 H 】 H 】 U 後 じめいて じ •本 法の 夕 用を な 
がる 巧 働ぶ はじ 巧 用人は •々働を 巧を 巧 巧す る ことたし じは •控を •巧 ft ホは 化 巧 じな 麻サ じれ 巧‘* いこと シ規 
巧し. を 二な じがいて は々 働 手 巧は 巧 巧々 働 公署 (■疆 黎巧奔 ちから 受 巧 サられ る I のであって •化の 巧 巧ょり 
♦八 ホ 麵キ « り < 施に ■ナる 巧 巧 - 


第一 巧？ ス 《8 空 ；c 
の受 S •法浄 ミつ て設 《られ た 場 意 ルは を おじ •畜が C めいて は 本 法 S 費-」 お卞 S 爵 ミいて 没 
だし •を Q 怨が 細は 蓋 巧 S 前を 变ら るべき 璧 々に 之を $ つて ゐ る。 

の Dr. づ目 目 =zur 巧 in ミ hrun 巧を S Arbeitsbuch 二 (Alrbei を 一〇荣ヴ ーら fe 10 jun ご一泛 灯 ) 

倒 Dr •づ 目吕， •• •• 0. 

二勞働 手帳 制度の 內を 

一を 丟ぞ頁 二十 六日の々 仿手 巧の 巧 巧 じ 閒卞る 法 8 •右 ミ つても が 巧す るかく •極めて « 巧 的の も 0 

であ ミ •基 ミ 2 ミミ 某 制累裏 質 器な ろを f と ミ、」 かを 巧 かす ごて-は 巧ん ど畫能 

ミミ。 本 法は 一を 二晕肾 一日から ホ 巧 甘ら 5； る こと ミつ て ミが •ミに 華つ て 公 ホ 甘ら ミき タパ 
々化で や •五 十 音 ••るて 巧く 巧一说 巧々 Q な ホを ち ニヶ 月 0 遇 巧 W を/巧 一 H ろら タィ 廿 f れる ことと 
な ミので ある。 U 下ぶ 一 说巧令 じあいて •本 制度の 內 f 巧 じし 併せてを の特 f 寺ね たい。 

ィ 適用 巧 曲 

5 かけ々 巧 一を ょ 本 法の 適用 巧 巧 じつき •なを 社に 巧 巧 店な をを めて を 巧 《おぶ び 巧 用人を 包を して ゐミ 
お ミ 巧み お及び 巧 用人 ミの お 巧 巧 じある を 経を じ ホる とを S ち 又 反 巧 じ ■? すると •エホ > 手 エホ •巧 ホ‘ 
ちか 巧 ま •戎 は】 巧 おを じ お 巧 巧 用人と して 原 化せられ ると 巧と じ 拘らや •をの々 W 者 及び 巧 用人た る阳 りじが 
いて 塞の 巧 用を をけ なければ。 ろご。 なつて 一 肢じ本 法から がか せられる 0 は •巧な ま •すれに々 窒及 


び 巧 用人と して 巧な じが 巧して ゐ ない 人閒で ある。 化し 左の おな に 限り 巧 働ぶ 及び 巧 用人 じ 巧しても をのが かが 
設 めら れる ことと なつた 0 . 

. 一 ーヶ月 モラ ィ ヒス.* ルク U 上の 報酬を 巧め せられて ゐる 巧の# みび 巧 用人 
二 巧が お 巧 おおの 乗組 貝 
一ニ ル E じ 居 化 地を 巧す る 巧の お义 'び 巧 用人 

四 一九 一高を 言す 音 化 お 巧 巧 《法 巧へ 巧 ミる 巧 酬巧 巧 さの 寄を をけ て ミ お 空で 從事ホ 
五 W 巧が 育を 巧け つつ ある 幼年 エ 

ホ 用 巧の 大臣の 同を を 巧て 闲话 ホが 介 失 ホ おお 姑ち なの 巧ます るを 
なまの 推計 じょれば •本 法の 通用を ぅける 巧の ザ义び 使用人の 致は め 二 千 百 « じ连 すると 0 ことで ある 〇而し 
て ド ィブ 政府は これらの 巧 用を じ 巧す る 巧 8 手 巧 巧が のをち 巧 日を 一九 一二 六 年 お 月末と し •巧 働を みび 化 用人は 
これを S 巧 門に 陪 別して •一都 門 じつき 巧 ヶ月を 限 〇 この 巧 脚 中 じめいて をのが 巧に 巧す る々 働を 及び 巧 用人 じ 
巧佑モ 巧を 夕 化する ことと し •本々 巧れ 巧を 0 W 岛ま巧 介 欠で 化を W ち 巧の 訝 令 じよれば •ホづ をのぶ 一巧 巧と 
して ホ おのま « が 巧を せられた 0 

四涯 •銷 及びを B か エホ 


一 « 巧 及び 石材 ま 
二 S 柔； 

ご 一を 場巧 かち 

第 八 巧備モ « の g 施に 国ナ るな# 


五な 林 巧 作， 巧辆ホ 
.六 おちな W 器具 柔 


一 五】 


第 I が ナナス 《働 な 解 K I さ 一 

セ ホ ♦機 « 及び 巧 巧な 找ま 一二 埋ま 采 及びな ホ 材巧ホ 
八 化 至 お ニニ 百货巧 
九蹇柔 S 小責巧 
. '5 お 董びリ ノリ r ム菜 一 五 問 お， 卸货巧 

一】 ゴム 及び ァスベスト 爱 一六な 巧 •わか 巧 及びが お 友 
これらの 実 a じ* する 夕 が ホみ び 巧 用人 じ おしては {失 巧 ホを をむ) •一九 三一 お 年 九月 ホ 日まで じ々 化 手 供の 巧 
化を 終了し •十月からは 巧 二が 門た るち まじ •巧いて その他の ホ 巧の 巧 5 ホ 及び 使用人に モ« 巧 化を。 さんとの 
ことで みつた 《な}" 

R これら3俩*の*«に»して* 化何^^るわ巧をホ*しむ.へをかに函しでは》 乂« 1 化立ーニおち=5のド ィヴ«巧«ち3か 
類が ホ«* して 巧 巧せられ た i のこと である* 

ホ 巧 巧 付を がつて •田 巧 働 大臣は 巧々 の ホ g ホは 巧 巧 じ 巧し •時期を 巧を し •この 時 巧 U 後 •を 0 巧® ホは 巧 口 
じめ ける ミを 及び 巧 用人 拉 じな まは •巧 かモ 巧が 巧の 货巧じ 作ふ宙 々のを 務を故 わし；‘ ♦ければ なら 《 ことと な 
つたので みるり 

ロタ S 手 巧 

W 上 じょつて 少數 のが ルを がいて ド ィブ じがけ る 巧の 夕妊じ 巧 用人は •本 法 化な 0 日から 巧の ホ « を 巧 巧し‘ 
ければ なら S ことと なつた 〇 しから ば 巧かず 巧とは か 阿なる もので あらぅ わ 0 


化づ 巧仿モ おの 愚い について 中途べ てみ ろと*々 巧モ おじ 巧 おお 义は巧 用人の 中 巧 じょつ て •巧 巧 巧 巧を を 
(—« 巧な か W ) から 巧 巧せられ る。 巧 行を 申 巧 せんとす る 巧 じは •々化 夕 はじ 巧が 人は をれ じ 先だつて 巧§ 巧 ホ 
のな 明 書を 巧け る ことを 要し (第一 一條)* 义 巧が かるに 出® した 巧を じは •巧け サられ るに モピ つて 向 J 」 の 人格 及び 
巧 巧 •お歴 等を なぞ じ 巧して 睐 なし ければ。 ら •-‘ ♦い 《策 一二ち。 

ホ じ 巧かモ 巧は •之を み两 一が 的 じ两巧 菜が 介 失 ホが なお 長官のを める »お じょつて 枕 一 お 辛 化 5 れ る。 •加し 
てを 0 巧 巧は 無が でぁる d 又を 巧 巧を 及び 使用人 じ おして 问時じ 之を 巧 化する ことが 不可 お*‘ V ために •一 おが 閒 
を おめ て 巧 巧 巧 さ (ミ" 豎ご巧 > ロミて) を 巧が する ことじつ いて I 規 をせられ ると ころが あつた (ホ® 條 】 J 

巧 働を 度 じは 円 己の 生年月日 •巧 巧 •巧 巧は じ 巧 おを 記入し 一‘* ければ r * ら ない。々 S ホ 又は 巧 用 入 かが ^ じ W 
麻せられ た 巧 •又 現に 拓化 曲が じある 夕働ホ 及び 巧 用人は 巧 € 手 巧の 巧 化せ f , れる とともにが* りに これ シ么ホ お 
じ 手 巧し •企柔 ホは 右 巧 働 者 又は 巧 用人の： JI 化 中は これを 化 ホし •瓦つ モ 巧の 中 じ お 请閱始 の 日時 及びぶ 巧。 植 
則を 肚 入し •又が じ 两巧棄 巧 介 失 おが お 巧を 巧のを める 用 巧に 同な の 記入を して 之を 巧な々 巧な 巧に 巧 化する こ 
とを. かする I ので ホる (ホ 六が、 ♦十四 條がミ 受〇义 お 化 じ 巧 巧を 來 したな じ も 同 巧の 報吿 を。 し. 招 保の た 了し 
たな じは •その 時日を 記入して モ 巧を 巧な 巧のを 义は 使用人 じあ 巧し なければ らたい 0 
巧 巧手 巧の 巧 巧 おは •をのを ホ お •巧 か ザ 巧は 巧 用人た るを 巧は や •巧 管 中 充分の 注を を 巧 ふこと を. おする。 
巧 働 手 R をな 失した 時には •を 〇替を 巧な 巧 « 々を じ 申な する ことを 虫し •そ 0 中 巧 じ 基いて 新たに 巧な 手帳た 
巧が せられる が •この 巧な じじ キ數 巧を 巧 化する ことか 讯 ホる。 

第 八 勢 働 モ« 3 貪 施に ■ナ るを か 一 •左 一二 


ホ ー巧 ナナ スタ 爆を 解 度 ‘ 一 五！！ 

巧 S 公を は •をの 必巧ホ 〇と設 める 巧を じは、 何時でも 巧 8 手 巧の 差 巧を 巧 ホ する ことが 出 ホる (♦十】 條ス义 
巧な 手 巧の 中に 不を •不完全 叉は をを し 難い 記入の なされて ゐ るのを 巧ぶ したと きじは 注 息を 與へ •をのな 本-を 
巧 皆し める ことが 巧 巧る (弟 八 條} 〇而 して 巧の 公を はを# 下の 巧 & を 及び 巧 用人の* 手 巧 じついて これを々— 
ド じ お 入して 巧 おして 垣わなければ ならない 。これ じ閒 しては 巧 巧 ホ 巧 介 失 ま 巧險お 長を が 巧 則を ちめ る ことじ 
なつて ゐる (ホ 十一 一條 r 
ハ 巧 則. 

本を じ おする ま 反は •化の 巧を 法規 じょつて 一 序まい 刑 じ おせられる 巧 合を がいて 么を 11« じ w 圳し •里い な 
反 じ 巧して は】 ヶ 年な 下の 禁巧 •巧い ま 技 じちして は 百 五十 ラィ ヒス •マルク W 下の 巧を を » する ことと 一‘* つた。 
ーヶ 年な 下の 黨 なじ 巧せられ るのは •ぶの 巧な でぁる (♦十六 條 >0 

一 化 入の ため 资巧 せられた 巧かず 巧を ホを じ 自己の ためじ 巧 巧せられ たる ものと して 巧 用した 巧な 
二 自己の ためじを 巧せられ た 巧 S 手 « を 他人の 使用 じ 巧した 巧を 
S 權 皮な く， 夕數の 巧 か 手 度を 巧 巧し •又は 巧 巧せ しめこ 巧 合 
ホ じぶ の 巧 合 じ おしては， 百 お 十 ラィ ヒス •マルク U 下の 巧を が 巧せられ る。 

•一 巧 働々 をて ■業な か 所).^ 巧 求す る 人格 义び度 柔巧歴 じ 明して 不正 じ 叉は 不充分 じ 陳述を なした 巧 合 
二 企 i •として 巧 か 手 巧 じ 不正の 記入を なし •义は 巧 16 手 «じお 巧な くな ふべき 巧を の E 入を 怠り •ち < 
は 巧 化の 巧の なる への 胸 出を をつた 巧を 


一二 か ホ ホと して々 货手梅 父じン 、の 記入に っいて 巧 息を をり •記入す ベ*" お 化. V - 巧 巧した おた 
四 企 菜を としての « 巧；‘* く •巧が 著 又は 巧 用人に おしてを のモ 巧を 巧 巧した 巧な 
五 巧 おな く 巧 巧手 巧 じ 記入を 巧った 巧 合 

々自己の ためじ 巧け 甘ら れた巧 肋 ホ 巧を 故 息に 粗 巧し •又は 巧 用 じ堪へ ごる じちら しめた 巧な 
右の 中 巧を は 巧な 上の お 制 ホ 巧に よって 之を 巧 かし •田 巧 ま 義ホお 巧を 局 じか おする ことじな 〇てゐ る。 
な上が？？！^ホ巧制度貨满じ關する巧巧义び*<の巧1 巧巧令の大巧でホる。 本法の巧ぶじよってドィブ两巧じ於 
ける！^ 力の 配み をな 巧すべき み 宙め巧 據が巧 へられる ことと なつた ので ある。 なじ 速べ たなに 本を じ ホく々 働 
手 巧が 巧が 寅 巧せられ るた めじは •め ーヶ 年の 目 子を 巧す るので あるが •一九 S 六 年 五月 末日を U てこの 巧 巧 巧 
閒をお 了し •六月 一日 わらは いよいよ ザな 的に 本 制が かな 用せられ る ことと なる のでみ る。 これによ つて 两 g 巧 
巧 介夕柔 保 お 局は 現* じがいて か 何 じ々 が 力の 出 置せられ てゐ るか 》 义 この 配 面が か 何じ變 化しっっ あるかに M 
し •正 巧な 誌 巧を 巧る ことと なり •をのを 田す るホ柔 をの 巧ボ 集中の おか •な 株 巧が 門 じ 巧す る 巧 巧 力の 供 お. 
年ち 失 まを の 保 託 等の 諸な 巧を 兮 巧は 現 實の正 巧な 訟 巧の 某 巧 じ 立脚して 巧 巧め じ遂 巧し 巧る ことと‘-‘* らぅ。 

しわしながら 本 法の 巧 巧は ホ だを の 巧 巧 巧閒中 じある 〇 この 準備 巧 脚が 巧して をの 巧 巧の ごとく 一一 一六 年 五月 宋 
日を W てが 了ず るかぶ か •义が 了を 巧して をのぶ あせらる るか かきれ 巧を 上げなる かる かじっい ては ホ だ « 巧 0 
5^ じある とちは なければ なら い。 巧 本 法が ナチ スタ 8 法 卸 じがいて】 の g 担め 意を ホる もので ホゥ •十 ナス 
タホお 巧 •巧いて は ド イプ 巧 働な 巧じ诗 なする ところ 巧め て大 なる ものである ことは 巧め ない と 化ム〇 

♦八# の 寅 施に 画する 法な I 五 五 
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第】 国民 勞働 統制 法 

(ご esetz ミ。 Orcin ミ お der nationales A-bcit) 

一 さ 巧 年 一巧 二十 口 

政 巧 ハぶ ノ 法が ヲ 制ち シ 巧-一之 ヲ公 ホセ シム 

W 巧 巧 働が 制 法 

章が 巧 ゾ搪導 ホ 及ビ僖 化な 藻を ( Ftlhrer を Hetr 空 】 CS iind ve 『 t 311 eli ご 

雜 -條巧 巧 二が テ ハ か 巧を ハち 巧 ノお巧 お トシ テ 又 巧 用人み ビ巧 巧を ハ ソノな 巧 ホ トシ テが ニッノ 巧を/::: の 
ノ化を は 二 W 巧 及 ビ两お ノお同 利な ノ タメ ニが ク モノ トス 

ml 條 一 響 ノ巧囊 ハ 本 法 ノぶム ル トコ ロ-一 從 ヒ従窒 二巧 シテ ハッノ 巧を 巧 ノ蕃ノ 凡 テ-曼 窒プ 

下ス 

二な 曾ノお 巧者； お B 巧 ノ巧化 ヲ两リ •お K ぞハ巧 巧を 二 對シち 巧な 同宙 ( Betrk-besgemeinschafo - 一基 ク な 

巧ブ持 スべキ モノ トス 

ホ I W は夕 働 貌姻巧 一 五 


を 一が ナナス 《•ホ ー 五/ 

さ I K ^ よ 人み ビ^ ノ化ノ 人め 集 M ( peiigesamtheitcn ) 二め テ ハツノ 法め 化を ヲ巧を ノ巧巧 ホ トス 
づ たおを 又 ハ 法人 及ビ ソノ 他ノ 人的が 曲ノ 法め 代 ま ハ 経を ノ指巧 ブ么二 巧シ巧 任ヲお スル モソ ニを 巧 スル コ 
トヲ得 •但シ ソノを 任； 本人ち ラ 控巧ノ 指導 ヲ ナサ ザル トキ ニ 限 ル •ツノ 他ノ® お ナラ ザル 事件 ノ生お スル お 
合 二が テ ハ 之 ヲ他ノ を 二を 巧 スル コト ヲ巧 

苗 控をノ お 巧を ガを 串八條 ノ定ム •ル トコ ロニ 從ヒ あが おが ニ ヨリ 指 巧を タルを 格ヲが ホセ ラレ タル 巧を 二 
ハ 別 二 指 謀 お ヲをム ル モノ トス 

第凸 t 一巧な (verwal ミ ngei 一巧な* かめ 巧 用事 ミモ ホ 本 法 二が テ ハ之ヲ 巧を 卜 巧化ス 

同ー ノお练 ニ ヨリ ホ タル おを 卜阳な ァル 附巧 的ち 巧み ビ巧巧 こ 部 ダ ホ タル 巧を ヨリ巧 W ノ地 ニァ ル トキ 

C- 

"巧 立ノ 巧を 卜を 化ス 

本 法 ノ規を ハ 望 壬哀み ビ窒壬 二な ノお を ヲがキ お 上 •巧 川は 二が をぶ 輸ノ たお？ 化を？ ハ之ブ 
適用 セズ 

第五*? 巧を 一十を « 上 ノ從来 具ヲお スル おを-一が テ ハ おお 著 中 3 リな 任を 具 (V05 呂 ensmanlsr) ブ巧ケ 
お 巧 お ノ济巧 二が ゼ シム •信任を 具 ハ お 巧 著 トト モニ並 ニ ソノ 指 巧ノ下 二な 巧な 奪ヲ 巧は ス 
fi 他ノ同 一 巧をノ ■•^メ巧巧 二义 ハ ソ ノぶおト ト モ ニ 巧まス ご トヲまタ ルホす ：ま空柔をモホ本をゾ 
規巧 二が テ お 巧 著 二® スル モノ トス 

藥 ホ* T ' な 巧 巧 蘇を ハ プノ 捏巧 協同 宙 二が ケル 相互 ノ信な ヲ增を セ シムべ キ荣な ヲおス 


二 信な お 茜を ハ 巧が もが ノ 改善 •_ 一 お 的 巧 街條か •お-一 おを 規則 ノ設 をは 二 K 施 •ちを 巧 W ノ K 化が 二 改#* 
巧を なおち 巧 互は-一を をトノ おを ノ巧 化及ビ ソノ 他を をな 巧*! をち ノ 巧社ノ タメ-ー スル】 巧 ノお面 二 化キ巧 巧 . 
ヴ巧フ •信 を會 ハち i 同 «內 二が ヶル ー切 ノ 巧兹ノ 解か ヲ巧リ •おを 規則 二 3 ル おな 金ノ ホを-一せ テモ 
巧閒 二が ズご モノ トス 

だな 巧な f ハ. ッノ俩 々ノ ぶみ ヲ ソノ 特をノ 信任を ち 二を 巧 スル コト ヲ巧 
藥セ條 一倍 巧 寶ノミ ぶノか クをム 

■巧柔 お 110 名 W 上の 九を U 下 ノち資 二を 

お ホな K 0 あな 上 化 九 あ U 下ノ ち 當 古を 

巧 ま 貝 一 〇〇 ホ U 上】 丸 九を W 下ノ おを …… w あ 
巧 柔具二 00 をな 上 一二 乂丸あ 25 下ノ 巧を …… 五 ホ 
C が 巧ノお ハち 二 お柔ち S 百を ヲ巧 K 巧-一な 任を 具】 ち ヲ增シ 十ホブ U テを な ft トス 
三 一信 巧を ち卜同 おノ 化る 乂ヲ設 クル コト ヲ巧ス 

X 

四 信任を 貝 ノま巧 二な シテ ハ么ヲ 使用人、 巧 かお 及 ビお巧 エ柔を 二 おみ スべキ モノ トス 
藥八條 倍 巧を 貝 ハ ホ 十 おな U 上 二を シ タル モノ ニシテ ーヶ年 U 上を 該 ちを をク ハを お 二 巧ち シ且ブ ニヶ 年な 上 
§ をクハ 巧の ノ 巧ま义 ハな を 二 從事シ タルを タ ルベシ •信任を 貝 ハな お 巧ヲ巧 シド ィプ 巧の 巧な 二 巧* シ模 
巧め 人格 ヲなテ 巧 レな 二 田 巧 田 お ノクメ ニ 8 クコ トヲ § セ ザル 昏誓フ を タル コト ヲおス •本 巧 施 わを ノ设巧 

ホ- H 民夕 《统《 法 】 XA 


ぞ 一巧 ナナ * 《働 ホ ーす 〇 
/ ミ 巧柔 a 二せ テ ハーヶ 年な 上ち を 二 巧シ タル モノ々 ルベシ トノ がか ヲ適 ffl セ 文 
で條 叫' おを ノ お巧巧 ハ お年吉 月 ナ ナ ス ちを拥杞化おごと〇 曰を〇をさ己と堅梦ーー〇 ぞを〇家ぞ^^-^-‘ちををーミ ) 
文な タノ 巧を ヲ巧 テな 巧 お 丹 义ビ闷 代理人 ノを 巧ヲ作 ホス • i ホ ハ あ 巧 二が キ巧チ ニ 巧 巧 巧 f ョリ 貧々 ヲ 
ホを K べキ モノ トス 

^5^柔貝及 ビ ソ ノ 化理 人 ノ 巧巧 二 か キ 巧を ノ 巧巧お ト ナ ナ ス 控巧巧胞な巧黄巧ザ ト / 閒 二 おぶ ノ 巧 ハ ザ ル 
巧 < 罢ク ハな 巧み 雲ガ ソノ 化 ノ理ゎ 二 5 テ 巧 立 セ ザル 爱 = •特二 おを 巧ち お ダホ簿 二 H な セ ザル 巧な 苗 
のを 理を ハみ 巧 A 數ノな 巧を A 及 ビ问化 理人プ 巧な スル モノ トス 
第 十 1 なで ホ 具； 冉民 々の 紀を日 ( Ta:ler 曼 iils A を" it ) {お H 1 リ】 二 巧 H ?#/ 面前-一 か テ nrj ノ巧 
な ヲ巧ニ シ唯巧 巧み ピ全 两民ノ 席化ノ タメ ニ ソノ 巧 お 二ぶ シ生 巧み ビ巧巧 二 化 キな巧 巧 苗 ホ ノ模巧 タルべ キコ 
トヲ 巧まヲ U テを 誓 スべキ モノ トス 

つ 巧 九 か 巧 一巧 二を メラ レ クル 時ヲ巧 タルを 一巧 窝 二が テ 侣巧巧 巧み 設立 ノ巧巧 プ具巧 スル ニち ル トキ" 侣 
巧 柔貞ノ 巧 命 (♦化 ♦】 义ビ ななお！ ノを務 ブ巧ナ ニ 施な スル コト ヲ巧ス 
>卜~> 爵巧あ 巧 會ゾ巧 巧 ハを 巧 ノお巧 二 3 ブテ始 マリ — a 巧 五月 一ロ ー 巧を 二十日 ヲ W テ お了ス 
> 十二 條僖任 A 巧 會ハ必 史二 應ジテ 巧 巧ノ指 巧を 么ブ 召集 K •な 任を う キタ 中！ E 7 ジ 4 ル 時 S プ巧ミ 
べキ モノ トス 

—十 I 二條 な 巧を 岛ゾ巧 巧" ホサ巧 トシ •ッ / 巧沒ゾ なけ 二が テ ハ お 蘭ブぶ 读フヲ 虫セズ •ッノ 巧 巧 巧け ノ 


々ィ 巳ム ヲ巧ズ みか シク ル 巧の 時間 二 巧 シテハ 巧な ノ巧 銀プま ホフべ シ •な伟 ホな ノブ/巧 巧遂巧 ユ必が ナル 
巧 用 ハ 巧を おを お 側么ヲ まが ス 

二な 巧な 謹み ノ巧 おノ 巧が めを 巧ノ タメ ニ必が ナル 巧 俯み ビ巧務 上 ノ必巧 品：： 招 巧 ゾ巧巧 ザ 併之ヲ 提供 スル 
コト ヲ巧ス •おを ノお 巧ぶ ハ 信 巧を 具 ノ巧務 遂行 二付キ おお ナル 手段 ヲ巧 フべキ モノ トス 
羣 十四 條 " T 信任を な ノ賊 お？ 巧 息 ノ巧巧 ノル ソノ おを ョリ 脫おシ タル トキ-一が 了ス •な 巧を W ノ赃巧 鮮な二 
が テ ハ 巧め ヲ ナス ヲ巧ズ •巧シ がめ 吿なボ 巧 巧ノ 休止ち クハ巧 巧 分おノ タメ 己 ムブ巧 ザル トキ 义ハ巧 か 巧 W 二 
巧 ラ ズシテ 解め ヲ ナス コト ヲ巧ル 巧 も アル トキ ハ 化ノ限 リニア ラズ 

二 巧 か 管理を ハ 信 巧を 具 ヲま巧 义ハ人 巧 二かキ 不適 化 ノかヲ U テ 解任 スル コト ヲ巧お 巧 セラ レ クルむ 巧を 
岛ノ巧 巧 ハ 信任 協 巧み 二が スル 巧が を 巧な ノを面 ノ到违 二 3 リ あ了ス 

三 一な 巧を 貝 ノ巧お ハ ホ 第三 半 八が を 一が 乃至 巧 あお ノ罰 二付キ ホが をが 巧ノ巧 ホ路お シタルト キ ニが 了 K 
寒 十 五條 退 作 シちク ハ】 時 的 二 防を アル 信 巧を なノ 柿ち ハ 巧 推 巧 お 名巧ノ おが お 二おヒ ソノ 化 巧人ヲ W テ么ヲ 
巧フ •巧ち スべキ モノ ナキ トキ ハ ブノ倍 任な 謀み ノ巧 存巧閒 二が キ々 衡巧巧 {け 么ヲ 巧命ス 
藥十 《條 一が 的 巧 街が 件特二 おを 規則 系 六 化を 奇ご為 スル 提巧ノ 巧 巧 タノみ をゲ 巧を ノ巧 巧め おク "れ 々め 
巧 曾 巧 セ ザル トキ ハ 信任を 貝ノ 過半 あヲ な テおナ 5 树巧巧 だ 二巧 ヲ 提起 スご トヲ巧 巧な ノ巧巧 おノホ 
巧 ハ 巧 ノ巧起 二 3 ブ テッ ノ巧 カブが ゲラル ル コト ナシ 

雜十セ 條お巧 上おク ハな 巧 上 巧 巧 ヲ巧ジ クス ル 數化ノ '巧 宮义ハ 巧を ノ 目め ヲ同ジ クス ル 巧が ノ 巧な ダ 同ー ノ么 
»】 M 民み 備統 姻 法 こ <1 


を奋 ナナスみ 働 巧 -すこ 
柔をノ 薑二頂 J 卜を 粟ち 义ハ企 粟を ザ自 7 がを ノ藝ヲ 巧 ハ. サル 拱を ハッノ 器シ タル 巧を ノ 巧巧 ぶ 
ハな 合め 巧 巧ノ お巧ノ タメを 巧を ノ信巧 協 蘇 含 ヨリーち ブブノ 巧 巧 星を) ヲ 巧な ス 

第二 章 券衡を 巧官 ('一' 3 C 邑己 g を" をを") 

娜 十八 條"？ 舅 受ミ两 S 大もミ 養 寞臣ノ 同おプ 9 塞 シ*; 舅 5 々餐 W た ヲ泣ク 

巧 かを 理を ハ两官 ま ニシテ 田 巧 《- K 臣ノ監 せ 二 盾 K * 巧 £ を 理をノ 巧堯ハ R 巧 巧 大ぉノ 时をブ をら々 《乂 
臣么 ヲちム 

rf 巧8巧巧をハ再な巧ゾ卞れ义ビお巧二服おスべ キモノトス 
難 十 化 條? 巧仿 管理 官ハ巧 《やか ノお持 S ムべシ •ッノ 巧 巧 遂行 ノクメ 左 ノ巧限 ヲちス 
一 信任 巧 巧會ノ 設立 あビ が務ゾ をが ヲ をを シ おな 二が キ みを ヲ巧フ 
二 巧 九な を 苗. 巧 十四が を 一巧 义ビ巧 十五が 二巧ヒ 括を ノ信 巧を 具ノ 巧を ヲ巧フ 

一一 一巧 十 ムハ隹 二 g ル 信任 董ちノ お 二せ キか をヲ 巧フ •巧のを 巧 お ハ 拉をノ 巧 巧を ノ みを ヲ はが シ必お ナル 規 
かヲ段 クル コト ヲ巧 

四を 一十な ニヨル 巧な 二せ キホ巧 ヲ巧フ 
五 巧 巧 規則 (第二 十六が W 下) 二瞄 スル 規巧ノ ほけ ヲ をせ ス 

ホ 巧 一二 十二 巧-一を ムル なか ニ ヨリ 方れ 及ビ 巧を が 則 ( Tgifcrdi ち) ブ みを シブ ゾ巧 一打 ヲ を 巧ス 


たを 二十 おが u す ニョ ルれ みの あぞを がが ノ祐む 二 お丸ス 

八 两巧働 大臣 及 ビ田お 巧 大臣 ノ .細則-一巧 スル 訓令 二 お ヒ巧二 化み 化ち め话お 二せ キ化 がプホ i# K 
fl 田 巧 A 大臣 タヒ W ち 巧 大臣 ハ 法な ノ巧ム ル巧齒 ヲ巧エ ザル 限 リタ おげ 巧な 二 巧 シ前巧 二を ム A モノ ノホ他 
ノ巧巧 ヲを巧 スル n トヲ巧 

一二 巧 ig を理な C 巧 一巧 巧 一一 療二を ムル巧 巧 二け キッ / ホ 巧 ヲ# 門ぶ をな をを 巳一さ 呈ぎ 一を-さ-る L'huf ♦二 
壬 二 化を 二 巧)— 二を 巧 スル コト ヲ ちほ シ ソノを 化" 巧 巧 巧埋を 之 ブ巧フ 
弟 II 十條 一巧を ノ かまを ハ左ノ 巧を 一が テ ハ 巧仿を 巧で！ 巧シ巧 ィ义ホ ニョル 中が ヲ ナス コト ヲ巧ス 
ィ巧時 百 ホ ホ 滿ノ巧 柔具ヲ 巧 スル お 巧 二め テ义 あなぶ ノ提萊 貝 ヲ解巧 セント スル トキ 
口 常時 百 ホ W 上 ノ從柔 貝ヲ巧 スルを 巧-一が テ 通 巧な 柔具數 ノ巧か ノ十お クハお 十 人 W 上ヲ の 巧 脚 art 二 解 
巧 セント スル トキ 

づ巧 一巧 ニ ョリ 解 庇 二 化 キ巧メ 申が スべキ トキ ハ 中 吿ガ巧 巧を 巧を 二 到まシ タル 後 W 巧 脚 W の-一 か テ？々 5 
を 理をノ 許可 ヲ巧 タル トキ ニノ f 解 W スル コト ヲ巧 •巧 働を 巧な" ソノ 許可 ヲ拥及 セ シムル コト プ 巧，々 « せ 
理巧ハ 申 吿ノ巧 ニケ 巧ヲ 限化卜 .ン ソノ 巧 閒ヲお ル ニ 非 ザ レバ 解：^ シ巧 ザルけ ノ かぶ ヲな クル コト ヲの •が 巧 二 
巧 ヒザ巧 シ巧ル トキ ョリ 四 巧 內ニ ソノ 巧 巧ナキ トキ ハ 申が ナ 々リ シモ ノト 巧化ス •巧 閒ヲを メズ； テナ ミ 
巧 ル 解 展二化 テ ハ コノ お リニア ラズ 

己一 か 柔者ガ 巧 二 巧 二を ムル 時-至 ルザ デが お 具ヲを 時間 巧 お 七 シムル コト ヲ巧 ザルが 態-ー グル トキ ハ •巧理 
♦一 H 民々 働 銃 《 法 ニ ハ ーニ 


ターが ナ ♦ス ホ麵法 

を ハ か ホ ネヲシ テツ ノ閒 ソノ 巧を 內ノ 々化 時 閒ヲ巧 巧 (巧 化 ノ巧長 だョ R を 『を 一を ご セ シムル コト プ 巧， 
巧シ ー 從 おな 二が キー 巧 削 二十 阳 時間 ヲ下ル コト ヲ巧ス •企 巧ホガ 巧が 延ち ヲ巧フ 巧を 二が こ々 巧 時 刖ヲが 
巧 セラ レ タルが お 夕巧囊 こ 巧 給ヲ蕃 二 引下 グルコ トヲ巧 •ソノ 引下 ハ 5 ノ 法が 义ハ灾 もノぶ ムルト 
コロ ニおヒ ソノ々 巧 拍がノ お了シ タル 時 3 リ 巧な ナル モノ トス 

邮巧巧 特をノ が 巧 二が テ 巧货 ノを忙 トナ リ (ホ 泣の 巧 巧を" ご & 互ら") 义ハ 巧な ーヶ年 二が テ S ヶ月 U 下 
ノ？！ ヲ ナス お耗 (一 お朔 巧を ホ 巧 巧す 弓一襄 こを 互を) 二が テ y ノ 巧を ノ巧 巧な ニ ョル解 W 二 化 テ ハ 巧 一 
巧 力ま 巧 S 巧ノ 規おヲ 適が セズ 

夕 I 十 5 两 々仿 大巧 ハ 巧 巧-お バ巧猫 及 ビッノ 巧巧ノ お雪 棺ノ タメ 窒 ァル トキ ハ々 筹き K ノ タメ ニ 交 巧 
ミぎ uftrag 巧) ブ扭キ •两巧 俄 乂臣义 ハ 巧 衡巧寶 目 ハ 特をノ 化-おち ク 占ぶ ノ掉巧 巧 口 父 ハー おノ 巧を をキ 
ッノ をが ちク ハーが ヲ么 二を 巧 スル コト ヲ巧 •を 巧 ザハ 两巧仿 大臣 及ビ巧 街が 巧 だ ノお示 二が フべキ モノ トス 
さ 一十 二 條^巧 街を 理 おす ノ任巧 をれ ノ タメ ニ琴ン タル ま 面 二 3 ルー お 的 訓令 二 巧シテ 缉ぶシ 化な 二を 化 
シ タルを ハみ 料-一度 K •ッ ノ巧特 二重を S 菱ハ罚 を ノか靈 55 ルミ ヲ巧 •巧ノ S ハ 巧 餐理 
を ノ吿が ヲ待ブ テ 之 ヲ巧フ 

つれを めを 巧 化 トシ テな 巧 二な セラ レ タル 巧 巧 ハ ソノが ホ ァリ タルト キト K モ巧沮 スル コト ブ 巧ゲズ 

きま 一條 イ 巧魯理 を ハッノ 巧み 奮 こがめ 义ハ寞 轟 描 ヲ潇閒 スル クメ ッノを 巧の ノ寡ノ 装 蒜 
『 3 リ專 門み ホな 锦 巧みな (ぎ ー ミ窒ぎ (量 さ 一を 复ヲ巧 巧 スル コト ヲ巧 •巧 巧ぶ ちな 巧 佐み 巧 ホ U / ソノな 


巧ノ 2： かノ K i ハ么ブ ドイッ々 街 极給ノ おお ホ 巧 ョリ 逛 w スべキ モノ トス ♦なを か ハ 諸 强ノ巧 ホ w « れ 二が 巧が 
ロヲち 度シを 巧を ノ巧時 巧 ノ ななな 謀み 巧 巧を 中 適を ナル 人 か-ー シ テ且プ 過半 數ヲ U テ 推 巧 セラ レ タル 巧々 
ル コト ヲおス •おを ノ巧巧 ホ あビな 巧柔お ハが々 M なプ あみ 二 記が スル コト ヲおス .が 巧を ハを 贝巧& 中 のみ 
ノー ヲッノ 巧な 供巧ノ ソノ 他 ノ巧巧 ナル モノ ョリ 巧 命 スル コト ヲ巧 

n 两な 府ノを が 二 3 プテ转 巧 上' 巧 ま 身分 ( S を ndische olledetung ) ヲを メタル トキ ハ ド イプ 巧 SBIg ^ ハソ 
ノ巧あ セント スルを な ヲ巧巧 略 ホを かノ同 寂ブ巧 テ推联 スべシ 

iii 巧 化が 巧た ハ俩 々ノ おな 二け キ y ノ協 蔬ノ クィ專 口 索 歪な みを 乙 ミ 含 区 量ち g 空を 呈プ巧 化 スル コト ヲ巧 
g 二十 H 條專 口を を 貝が 佐み 謀を な ハ ソノ 巧な 二 化 ダナ 巧のを 理 を么ヲ なぞ セ シムル コト ヲ： 虫ス •を W ハ# な 
ナルが 謀卜 な、 むヲ U テな か ニ ソノ 巧な ヲむヒ お 巧 利な ヲぶ メズ 唯 巧 おお 巧面ノ が社ノ タメ あ スべキ コト ヲ巧巧 
ス ペシ •を 巧 二が テ ハ 巧が 訴訟法 巧 1： 百 八十： 化ヲ 举用ス 
藥 1 1 十 五條を 巧な 义 ピソ ノ他ノ 巧な 投ハ ソノ 巧な ノ範脚 巧 二が テ 本 化を がノ タメ 助カ ヲ巧 フル コト ヲ巧ス 

第 III 章 巧を 規則 (lief ら i た 及ビな 率が が (Ta 己 fcrdnj) 

さ 一十 ホ條巧 時 二十 ホ U 上ノ巧 用人 义ビ 巧が ホヲ巧 スル 巧 巧 二が テ ハッノ 巧を ノ おなお ハ お出 ボノ タイ ニ 巧 曲 
ヲな テち 巧 規則 ヲ設を スル コト ヲおス 
さ I 卡セ條 "T 巧を 規則 中ニ ハ 左ノ巧 S ホ 件 ヲ規を スル コト ヲ巧ス 

♦一 M 民 ホ！！ な 個 ホ 三 ハ t 


第二が ナチ ス《|| 巧 一す 产 

一 一日 ノぶ巧 巧 か 時 閒及ビ 化恕ノ 開始み ビを了 
二 巧 化が 研 支給 ノが义 ビ巧巧 

一二：：：： がな 制义 ビル 巧 制 (Akk こ 乙- ode『 Gediiigea を さ 二 3 ル捏を 二が テ ハツノ々 が 二 巧 スル そみ ノぶ巧 
四 おのを ノお メア ル トキ ハ プノ 巧吗が 义ビむ 立二關 スルが な 

五が か 期 训 ヲ設 ケル コト ナ クシ テナ シ 巧べ キ 々巧 閒化ノ 解約 まみ ノザか •巧 シ化お ノ巧ホ ニョル モノ ハコ 
ノ汲 リニア ラ 文 

ム 、法が 二を ムル巧 巧 規則 策ク ハ々 巧な め ノ巧脚 巧 二が テ 巧 巧 瞄巧ノ を 法的 解 巧 二 3 ル賠 のを ノぶィ ヲナシ 
タル トキ ハツノ 賠巧を 補/利用 卞巧 

fi 巧 街が 則 二 か キ他ノ ホ々- 责一项 ノ規を ヲ巧ユ ル おけ 規ぶ アル トキ ハツ ゾ規ぶ ハ あれ ナル モノ トス 
式 巧 巧 规則ハ 化を がた ノ ホ々 が 巧 細/ 额みビ ソノ 他ノ 々巧 巧 巧 及 ビ巧巧 ノ巧巧 •巧 巧 お まな ノ巧利 及 ビ巧巧 
巧 巧 二 明 スル 規を ヲ設 クル コト ヲ巧 

H 二十 八 《 T が 化な-一巧 スル 賠巧括 巧ノ巧 制は 二 •女を 二 反 シタルト キノ ホ 么二巧 スル ヲ 巧*^々 巧-； ル 
お 巧 ハ々 巧 巧 银や均 日抑ノ ーー々 ノー ヲ短ユ ル コト ヲ巧ズ •巧シ 巧 二虫乂 ナルを 反 二 巧- ンテ ，々化 巧 巧 やと H が 
マ デ 么ヲ巧 スル コト ヲ巧 •お 依を がノ 巧を ハ两 巧® 大巧 之 ヲをム 

f? お巧ヲ巧ス ベ キトキ ハ倍任な？5^ノ評話(が六化】ヲ控テ巧巧ノ巧巧ザ义 ハ ソノ巧作ホ之プ巧フ 

fl| 巧 一 田及ビ巧二巧/規ぶ ハ々巧巧め二 3 ルお巧二けキ持巧规则二 V ノぶメ ナキ モ ノ ニせア モホ么ヲザがス 


酌ち を 规則ノ 巧 メア ル 巧を 二め テ ハ 巧 閒ノを メナ キ保約 吿かノ 法を 巧由ブ 巧が々 め プなテ 巧 おシ义 ハが 加ス 
ル コト ヲ巧 

第二 十九 條巧を 規則 ヲ な テ 巧 € ホ 妊 二 化 用人 二 巧 スル 報酬 プ をメン トス ル トキ ハを 巧な なお 々化 給 化 二 お 
ジ 報酬 ヲ 巧へ 巧 ル おか ノな スルを 巧 巧 ヲ化ム ル コト ヲ要ス •ソノ 他ノ 特別 巧の おが 二 巧 シテモ ホな 巧 ナル 報 稍 
ノ ま給ヲ 可能 ナラ シムル ダ クィち 巧 スル コト ヲ巧ス 
さ 二十 條な巧 規則 ノ規を ハ粧 巧が 巧 ザ ノクメ ニを 巧が 件 トシ テ 法 巧め 巧 案 カ ヲ巧ス 

ミ ー十 S T 巧を 規則 ノ 印刷物 あ' ピソ ノ巧 2 巧 率 規則 アル トキ ハツノ 巧 制 物 ハ 経 巧が 巧な ノ をみ キ 巧な ナ 
ル 巧 巧 二 巧 示 スル コト ヲ巧ス 

ff 巧径が則^:ソノ中二他ノ時日ヲ定メザル限リ* ツノ巧示ノ日3リ巧なナリトス*巧ホアルトキハソノなぶ 
貝 二を 巧 規則/印刷の ヲ 巧せ スル コト ヲ要ス 

さ 二十 15 1" 巧 伪ず理 K 再け おを ちを ノ協 護を 5 岳 弟 _ 二きヲ を テ 巧を 規則な 二み がゾ 巧み 巧わノ パな 

二 巧 スルを 巧 ヲおム ル コト ヲ巧 

fi .々« 巧 巧な" ソノ 巧 おち 巧ノ巧 一部 巧ノ お巧ノ が莱贝 巧まノ タィ々 巧 M な 法が 卜を 巧が 件ノ 制ぶ 二け キ特 
二必お アルト キハ專 口み まなみ ノ なな (ホ ニ十 一二 巧が 一二 巧) ヲ超テ 巧ぶ 二 3 ル貨 率が 則 ヲぶム ル コト ヲ巧 
前 巧-一せ テ" 巧 二十 丸巧ヲ 巧用ス ，巧 率が 則 ハ ソノ 目的 トス ル 巧 お魄な 二巧シ 注げの 拘ホカ ヲ巧ス •之 二 W ス 
ルち 巧が 則 ノ規を ハ おみ トス •巧 化を 理を ハな 華 規則-一が ヒ規を セル 巧な 糾化垃 二な 巧が 化 二 基 キ巧生 スル お 
第】 國 民み 働な！！ 法 - ホモ 


第 I 奇 ナナス 《働 ホ ーた A 

が 巧を お 件 二が キタが 栽 判 巧 法 二 3 リ巧 働を 判 巧 ヲ巧除 スル コト ヲ巧 
お単义ビ巧華規則 ハ 巧化を巧を之ヲな示 ス ベ シ 

5 壬 二 條"？ 管理を ノを持 おプ巧 ルル 地域-系 一手 二が 第一 巧ニョ ルを ホ 义ハ巧 華 没則ヲ 制を スルが お ァル 
トキ ハ 两巧か 大臣 ハ ソノ 規制 ノタィ ニ 特圳巧 化 巧 巧官ヲ 巧な ス •蜗 巧が 大臣 ハ 特をノ 巧按ノ を巧ノ タメ 巧 M 
を巧昏 f " sonclertreuhalv ! er ) ヲ巧クコ トブ巧 

il 特圳 巧仿を 巧を 二せ テ ハ 巧ぶ がを 一巧 •を 壬 一が •を 壬 S 望ち を 一十 阳巧 •巧 二十 おな 及ビ 

第三 平 一一 條ヲ 巧用ス 

づ 々衡を 理をハ ソノを 转 巧巧ノ 特別を 巧な ノを メクル あ 単は 二ち 率が 則 ノ说巧 二付キ 巧二两 巧巧乂 に ダソ / 
を 巧ヲ特 則を 理官 二を 任シ タルモ ノノ か么ブ を か スべシ 

さ 手 H 條巧巧 本人 又 ハ プノ お 巧义ビ ー玄な 巧ノお 族ルノ 助を トト モニタ 巧 スル お巧エ まを _ せ テ ハッノ 注义 
ま-一 對 スル 曲な 二せ キ $1 十二た を 苗 同 華 一巧 あ ビ巧三 壬 二が ノ規を ヲ巧用 ス> 巧々 が 大臣 及ビ 々巧せ 巧な 
ハッノ 他 i 内 H 柔を •仲介 糸 及 ビッノ 他/巧 情 ホ 類似 ノ モノ-な* 巧 巧 的 二拓ミ ザル 故ヲ梦 か段ノ みれ 
エホを 卜 同ー ニ之ヲ おれ フ コト ヲ巧 

第 因 章せ をめ 名を 裁巧權 (ぞを le Khrengerkhtsbarkei こ 


第 I 二十 五 ft 居 巧な 时 « ノ をな B ホ ハ ソノ 巧の 挺 同宿 二が テ 巧 スル か 化 二ぶ キを むヲ U テみ 巧 ヲ遂わ スぺキ A 巧 


ヲ巧ス ■お 巧 格 问巧巧 二が ケル ソノ 地位 二を キテ巧 クルせ 巧 二相 ホス ル コト ヲ ホスべ ミ •巧-一円 己ノ 巧巧ヲ が 
ミを カヲ .擧グ テ おを ノクメ ニ盡シ .ッノ 共同 鹿化ノ タメ ニ 己ヲを スべキ モノ トス 
さ-壬 S T 紹を お 村 5 ぶ 夕れ 合的兹 お-一 對シ垂 李 ルを 反 7ッ4-ルト* ハ SS ホを i 反 トシ テ ホ a 
をが 巧么ヲ 處别ス •ホ ノお合 ニ ハを 巧 違反 アリ タル モノ トス 

一を 巧 ホ •巧 巧 ノお巧 おお クハ ソノ 他 ノか畏 ホ ガッノ をべ 里ノ 巧カヲ 用シテ ホな 二 巧ち 在ノ 々巧 カヲが 
巧 シ义ハ ソノ ホ 黎プ傷 ケタ ル トキ 

二が 足 ホガが 巧ホヲ 化な 二 巧 巧 シテ控 を ノ巧仿 牛 巧ブ巧 化シ巧 二な 巧を A トシ テ ノ巧巧 お 巧 二が キ おを 二 
不法な 巧 ヲ巧ヒ 又 ハを 巧を 同 坦ノ協 お 巧税 神-一反 シ テな 底 二 ま 反 シタルト キ 
S 巧 巧 孩同お 所 巧ぶ ガ操 おシ 々化を 理を二 おシ转 ホニシ テが 巧ナキ 不服 ヲ 巧へ 叉 ハ 申 扣ヲナ シおク ハ 斤 a 
を ノ藍曲 二 3 ル お 示 二 巧シ 故意 二を 反 シタルト キ 

四な 巧を 巧ガ ソノ 巧 巧み； バニ 化 キかリ 瓦プ巧 巧二附 サレ タル 沒巧 •お 當姑二 巧 巧ノ巧 巧ヲ巧 W ナク なを シ 

タル トキ 

おお及ビ 軍人 ハ れみめホが巧が巧 二 服サ ザ ル モ ノ ト ス ， 

51 十 セ 襄- 是ムル 巧み 的襄巧 おノ奚 をが ニョル 訴おノ 時な ハーケ 年ヲな テを 巧ス •時 巧ハ襄 めか 

ノれ バレ々 ル 日 ョリ始 ザル . 

藥 III 十 入 條ホ巧 お 巧 ニ ョル刑 巧 ハ 左ノか クをム 

♦I W に々 働 统個巧 ープ九 


#11 が ナナス々！！ 法 ー セ 0 

一巧が 
二 請责 

-二 I 巧 ライ ヒス •マルク W 下ノ 罰を 

巧 招を ノお 導ち 至 化 巧 至が 一一 丧 'クル ノ巧巧 おクハ い崔を か (を 立を ノ巧 巧け 巧ノ 巧が ノ が# 

五 ッノ巧 巧 場 (Arbd 夕 htz) ョ リノが 所 •化 ミ おが 戚が巧 ハ 法を おクハ おおぶ ホ 巧 問卜揖 'リタ ル巧閒 ノぶィ 
ヲ ナス コト ヲ巧 

>111+ ホ 條 一巧 巧が 思ぶ 二 巧 シ罰ス ベ キれ爲 二 化 キ巧巧 アリ タル トキ" 巧】 巧 巧 ニ ョルホ 巧な 判モが ハ么ヲ 
中 ムス 

二 巧 巧訴を モ巧 二が テ お 巧 ノ昔獲 シア リク ル トキ ハ ソノ 手 巧 二が テ ホ 巧シ タル 巧 巧 ガ巧化 二な ム ルず » 卜巧 
な シテ名 巧 栽が ノ 目的 トナ ル トキ ハを 巧を 巧手 诗ヲ 巧フ 

づ巧巧 巧を モ巧二 閒シ巧 ノ言渡 シア リタ ル トキ C あがを 利 お な！： モ巧ヲ 施け スル ャるャ ニが キ みぶ ス 
ペシ - 
寒 田 十な ホが W 下 二 別段 ノを ィナキ トキ ハ ホ 巧を が 二 化 テ ハ 州 栽が 所 ノが待 二度 スル 巧 巧 あを ザ 件 ノモ巧 二 M 
スル 巧 巧 訴訟を ノ規を 义ビ巧 衬巧巧 巧 法 巧ち 五十. 五條 巧 一一 热 •巧 巧 セ 十六た •巧 百 八十の 巧 巧ち 巧な 化 十八が 

ノ規 ぶヲ巧 用ス* 巧 巧* ノ 共巧バ コレ ヲ巧ハ ザル モノ トス 

第 巧 王な 一社み め ホが ノ巧 巧- 存テハ 巧が を 理をノ 中な 二を キッノ を 巧な 掉 S 々ル ごを 巧を お 巧之ヲ 


管 巧 K 

つ あ 巧な！： 巧 C 內 司法 - K 臣ザ巧 巧 お乂臣 ノ闷怠 ヲ巧テ 巧 お スル 巧を なノ 化が お及ビ おを ノお巧 ホは 二た 巧 お 

暑 こ あノ陪 寶ヲ 3 テ 巧 ホス. 契)】 ノお巧 堇ビな 巧を ちを 手 一二 5 3 リド ィプ々 篡 錄ゾ援 スル 
推 巧 あみ ヨリ あ# 巧が を之ヲ 選巧ス •进巧 巧ノ 記な 展 二從フ •化 シ巧吿 人 卜巧ノ 巧 蓋 ロニ 巧 スル 巧 
-1 シ テを モ巧爲 ナル 人 お ヲ涅プ コト ヲ巧ス 

含 十二 《農ち ッゾ巧 建な-一葦 養上ノ 巧按プ 誠なる テ遂雙 ル； ヲ巧 利を ニ タミ •へ*: トス 
S ま I 條蓉め 襄ノ巧 巧 二？ ル 愛 違 B タノ S ハッノ 耗巧 所在地 ブ 巧巧 スル 巧 羣理巧 二を 窝ブ巧 
へ 巧 面 ヲなテ 么ヲナ 5 トヲ ミ’ 巧 《 s 々し ゲ吿运 ソノ 他ノ ホな-； 品 含 的を ノ更 ナル 累ノ ザな ヲ 
み リク ル トキ" お 巧ナク 辜實ヲ 巧ムル コト ヲおス •特二 巧 巧ホヲ 訪問 シれ がを が 巧 二 巧 スル ホ訴 / 巧 お プ化么 
ス ペシ •々のを 理をノ あ 春を 巧 ホ 狩 開始 ノ諸ホ ハ 巧 巧を ノ 調を シク ル 結み ヲ 巧へ テ么ヲ ナスべ シ 
藥 B 十 田條あ ホを 約を ハ必お ァル トキ ハ 更二調 ホ ヲ円ラ 巧 ヒ义ハ 命令 スべシ 

S 十 五條 を がが 長 ハち# を利モ 譚始ノ 巧求ヲ 巧累夕 化ヲ耸 巧下ス こトプ 巧’ 巧 ホノ 巧す リタ 
ルト こか 货を理 を ハ 巧下ノ みを 讓ノ日 ヨリー 巧蝴 W 巧 二 义塞利 巧 二 本案 ノ糞プ 妻スご トプ巧 
S 十 S T 名春義 を ダ 巧奠日 巧な ノ 申立 ヲ理も ァリ ト进ム ル トキ ハ 巧ち 違 装 こ 百 ラこス •ザル 
クな 下ノ巧 令； ノ 判巧ヲ ナス コト ヲ巧巧 巧 ホ及ビ 々霉巧 ミが み-一巧 シ襄 達ノ日 ヨリー 請 肖 二を 
巧が 巧 二 Ik 面ヲ な テ义 ハ# お 巧 ( ng 一を 香を 夏 二 お 録シテ 其な ブ 中立 ブル コト ヲ巧 

♦ I 画民夕 備統《 ホ ーち 


誰 二 巧 ナナ 巧 ー セニ 
二 正が ノ期刚 内 二 巧途ノ かな アリ タル トキ； あおを 判ノ なが ヲ巧 始ス •化 シ閒巧 前 二ち がノ お下ア リク A 卜 

キハ コノ 限 リニア ラズ 

HH 十セ條 一 あ 株 我が お自ラ 判み ヲ巧ハ ザル トキ バ( 巧の 十六 化が 一 巧ぶ 一巧) ホを を 巧 巧 ノロが 巧な こ アノ巧 
巧 ヲをム •ヘシ . 

二^;^ が 巧 ハ 公 閒口巧 辯 满ノお 巧 二 あキ肖 かなが ブ W テ 仰み ヲがフ •茲判 巧 ハ 中な 及ビ巧 巧プ W テぶ 人ぶ 
ピ巧巧 人ヲ を巧ノ 上な 閒シ ソノ 他ノ巧 巧 方法 ノ 巧が ブ命ズ ル コト ヲ巧 •ホ 巧 ノな閒 ハ ホ 巧を が お 么ヲ巧 ムス ル 


コト プ巧 

難 H 十八 條 T 巧の 巧 巧を ハ 本案 ノお巧 二 立み ヒを义 ヲ提巧 スル 巧 お プ巧ス 

二-巧 吿人ハ •本ぶ ノ# 巧 二巧シ 巧： 曲ニョ ルを 巧ヲ U テ辯进 ± 二 化 巧 セ シムル コト ヲ巧 
寒 ■十 兄條 一莫 お譯ノ がを 一巧 シテ ハ巧餐 理をハ 巧 二 奪 人 ダな ラィ t ス こルク W 上 ノ罚を 义ハ巧 
己一 十八 候 巧 巧が 义ビ巧 お 巧ノ 巧ノ； ヲ W テお历 セラ レ タル トキ ニ 阪リ松 訴ヲ提 お スル n トヲ巧 •格 おを 判 ハ W 
ホ# 巧 巧巧么 ヲ巧フ 

二 乾お ハ がみを巧 ノ 日 ョ リ ニお刚 ^巧 二 <>?5^:おが巧 二 巧が ヲ な テ义 C 巧お誤 -1 苗録 シ テ么 ヲ巧 ス • を巧 ノ 提 
お アリ クル トキ ハ 巧/なけ ヲ 巧止ス 

娜 五十 條两 ホが 栽が 巧 ハベル リン-一巧 ク •两 巧ハ闲 巧の 大臣 ノ 时忘ヲ 巧テ两 司法大臣 ノ 巧な スル ニ ホ 
ノ 上れ词 巧を-ー シテ ソノ ー ホ ハな が お トシ， 他 ノー ホ？ 松 巧 U トシ* 巧 二紀巧 ノ指巧 ホ •な 巧 おれあ ビ なお ノを 


ィク ル ホを 一 あ プ時巧 タシ テ 么ヲ巧 ホス •巧 内 十一 化を 奇を夏 ノ規を ハ么プ 々用ス 
寒五卜 5 "T 两襄 巧钩 巧ハ襄 霸所ノ がみ ゾ凡テ ニせ テ 巧 塞 ヲ巧フ •闻襄 逆 种巧ハ ソノみ •记二 巧 束 
サル ル コト ナク 巧な 申立 アリ タル 判み ヲ 白ホ躲 か ヲ U テ 巧 巧 スル コト ヲ巧 

f ? 两襄巧 刹で 手が ハ巧阳 十二 巧* 巧 网十展 •巧 罕セ化 巧 二 巧を 譚 十八が ヲ ホ用ス 
ま 十二*々 衡巧 がな； おがを 利 巧 二 巧 K ルッ/中 巧プを 巧を 判ち ホ お 义ハ巧 一を/巧 かな 巧 7 品 二ね 下 

グルコ トヲ巧 

ま 十 Is T をな 二 3 ル 罰-妾 ク化 入ハ网 々か 畜ボ 別段 ノ 5 ヲ ナサ ザみ 卜牛 ハ两化 二れ かこ トス 
r ? をな ニ ヨル巧 ノ宜吿 アリ タル 化を ノな巧 ハな ホを お所ノ をおノ 巧が スル 執け 文ニヨ ルが ホ ノ院ネ ニぶ キ巧 
働を 理をニ ヨリ 巧 巧 巧を ホ 件 二が ケル 剩かノ な 巧 二 お スル 規定 二 お ブテ之 ヲ巧フ 
娜 五十田 條経咨 ノお巧 ザ お クハ倍 巧を なノ 巧が ノ剝餐 又 ハ々 巧 巧 3 リノ 巧巧ノ なな シア リタ ル トキ ハ々 巧 巧 巧 
を ハ ソノ 斜化ノ 遂巧ヲ をが スべシ 

ミ 十 五條 T 名堇お 巧は 二 巧 あ 塞が 巧 ノの瓷 二人 冀用ハ 巧 ノれ沒 トス 

fi 手 g ノ々 用 ハを 巧义 ハーが ヲ 巧を ホ# 二を » セ シムル コト ヲ巧 

第五 章が お吿 かがを (K.u:wligungsschutz) 

S 十々 ♦ 巧 用人 叉 ハ 巧のを ニシ テな 時 十 あ U 上ノ巧 莱貞ヲ 使用 スル 巧ーノ 巧巧义 ハを ホ ニ； 年 W 上が 

♦一 H 民々 健 ttM 法 ち 


第二が ナナス ホ麵化 ー セ B 
菜 シク ルを 解め 吿なヲ 巧 ケタ ルを ハ ソノ 吿な ザ不巧 二な あ ニシテ 凡 ブ巧巧 化 態 二ぶ々 ザル モノ ナル トキ ハ吿な 
巧 達ノ日 3 リニ 巧 削な 內二 巧が 栽が 巧 ニ ホな ノ取 おヲ 中立 ブル コト ヲ巧 

つ が巧ノ 中立 ハ ソノ 巧を-一 信任 協 謹を ノ設 ケア ル トキ ハ 么ダ巧 巧 巧试ノ 可る 二巧シ 協な セル 巧 巧を ヲ巧 化ス 
ル n トヲ おス 、解め 吿なヲ ま ケタ ル ホダ ソ / 到を ノ日 ヨリ 友 HW 内 二 巧 巧 巧み 二訴 へな 巧な 巧貪ボ ソノ 日 a 
夕 五日 U 巧 二 前段 ノ巧 巧# ヲ 巧へ ザ リシ トキ ハ 之 ブ巧化 スル コト ヲ巫 セズ 
藥 五十 セ條 T を 斟巧ガ 解め 吿かノ な 巧ヲ認 メクル トキ ハ 巧 巧プな テを ま お ダ ソノ お 巧ヲ担 ミクル 巧を 二對ス 
ル巧番 おの ヲ が化ノ 中二を ムル コト ヲ巧ス 

11 企柔を ハタのを が 所 法 巧 六十 二た 巧 一巧を 一段 二ぶ キテ 判化ノ おみけ ヲ样お サル ル 巧 合 ノか判 かお 违ノ日 
S 呈 ちな 巧-忌 解め 吿 かを 二 お シ •解め ホかノ おお 又：； 巧 弟 於 « ノ 涯巧ブ 中ぶ スべシ •がな ノ巧閒 巧 二進 巧 
ブナ サザ リシ トキ ハ 巧を 巧 W ヲ巧ビ クル モノ ト看 巧ス .ッノ 切閒ハ ソノ ホ 了が 巧 巧 南-一巧 お シク ル コト ヲ U テ 
化 ル •企 案を ダ 解め 吿なノ 取 巧 ヲ涅ピ クルト キト 雄モ 判み 二 巧 シ •提 巧ノ 棟利ヲ 失； •控訴 ニ ヨリが ノ棄巧 
アリ クル トキ ハち チ ニ# め 吿みノ な 巧 ハ ソノ か カ ヲ失フ 

ゴ 控訴審 ノ がか 二が テ ホ ニ 执宰お 巧ヲを メクル トキ ハを 苗 ノ巧巧 ハ 格 巧 割か 巧 達ノ日 ヨリが クニ わ ザル モ 


娜五 十八 條巧巧 賠巧ノ みを ハ ホプを 巧を ノ紀 巧れ おみ ビ径 をノ巧 巧め 給付 おわ プ 巧な 二ち なス べ-^ 一， か 巧 巧 化 
ハ 巧 巧 S なゾ 巧が 巧閒 二な プテ 算をス •巧 J た あ 年巧ノ 々化が 細ノ 十二分 ゾ 巧 ヲ巧进 スル コト ブ巧ズ 


雜 五十 化隹 解約が おヲ おが シク ル. トキ ハ かぶ ホ ハ 技 解約 ホ お タニむ シ解わ 二 おぶ マ デ，' 猎お巧 巧 二 お スルた が 
ち こが 給ヲ 去. 拂こキ モノ トス* 民法 策畜 十五 傍を 一段 ノ規お ヲ需ス •企 菜 ミな 解め 吿羣ガ ソノ 中 
閒巧閒 中 ホ 菜 お 巧 かお クハ 公共 巧を 巧 3 リ巧 クル 公法 上ノ 給せ ァル トキ ハ么ヲ 巧巧シ ソノが なが ヲ 給け 巧 W 二 
おか スル コト ヲおス 

g ホ 十條巧 保め 吿か ホダ 巧 クニ おな 巧め 二 入 リタ ル トキ ハ 前 か 巧ぶ ノ下二 沿おシ テ化ク コト ヲ拒ム コト ヲ巧 
前段 ノ おな ハな# め ホ かを" 巧 お 十 セが を 苗 •义ビ 第三 奇ノ規 を 二 3 ル 企 柔をノ 申巧ヲ 巧が シ タルを お巧ナ 
クち シ遲レ タルト キトが モ ーニ 日な 巧-一口 頭若ク ハが 巧-一 3 リか巧 お 二 之 ヲお示 スル コト ヲ巧ス •を 示 セ ザ リシ 
トキ ハ 担を ノ巧利 ヲ巧フ •おを 巧 プ巧使 シク ル トキ" 巧 銀を ク ハが も" 祐約 ョリ 巧巧份 M な-一入 リタ ル 日 マ デ 
ノ巧閒 二 巧 スル モノ ヲ巧 フル モノ トス •巧 瓦 小 九 お 巧 二 お 及ビ巧 S 巧プ ホ用ス 
寒 ホ 十- 條"? 吿か巧 間 ニョラ ズシテ 解の ノ吿 なヲを ヶタ ルタが# おクハ 使用人 ハ ホな ダホノ 巧な ナル 吿かァ 
リタ ル トキ ハ 巧 カヲ巧 スル モノ ト巧化 サル ル おを 卜巧モ ソノ 巧知 ブ無巧 ナラ シムべ キ ホ巧プ U テ 巧-お 十六な 二 
■ル 吿みノ お 巧ヲ巧 ホス ル コト ヲ巧 •謀 求 ハ 第一を ノロ 巧 辯 論/おお 前 二 限 リ么ヲ ナス コト ヲ 巧. 吿なノ H 3 
リニ 巧 脚 W 巧 二 訴ノ 巧を ァリ タルト： 第五 ま お 5 巧- 是ムル 期閒ニ ョリ タルモ ノト 巧巧ス ■巧： を あ 十 
ムハ かを 苗 ノ規巧 ハ么ブ 適用 セズ 

n がが 二が テが かお 巧ノ 申立が お トナ リタ ル トキ ハな お 十七 お 二を ムル かを 巧な ニ ハが な ノ巧力 巧を 二を ル 
こ ァノ期 閒二巧 スル 巧な ノ巧 求巧ヲ をマズ 

錐 一 ■民 勞備統 《« I モ五 


夕 I 巧 ナ ホス 《備 ホ ；ブ 

ま 十三 in 巧 五十六が 乃至 寞 十一が ハ 法令 お クハ羣 な 則- 妄クま 巧 ニ ヨルお 巧 薑ニハ 么ヲ迸 用セズ 
第 ホ 章 官を 巧を ち ノ巧傑 (ミす-ニ ロミぎ 由 巳】 0。 ロー 〇賽) 

ま 十 111 條两 、州 •曼 銀行 こ トィ プ网證 がぶ 含ち 田 自動 器 道 みれ •自治な (円 巧 巧な 筑) 及ビ ソノ 化ノ 
な 困 •芭 は-一公 董ノ沒 閒ノを 羣靈ビ をを ノ巧相 人は 二 巧のを ニ ハ 蓋？ 秀 •全 巧 羣ノ規 萝迪川 

セ ズ •前段 ノ辜 巧-一巧 シテハ 特別法 ヲなテ 之 ヲをム 

第 セ 章 を 巧は 二經 あがが ( S 巳邑養 — s 己 0 す 「ちコ 巧 『 sg 置 ミミ 

第 ホ 十四 條"? 两巧 巧が が お 法 ハ ソノ 施が 二 お スル 巧 S 及ビ巧 六十 巧た •巧 セ 十 巧み ビ 巧た 十二 化/を 妃泣二 
おる 規をハ 公 ホノ日 ヨリ •巧 お 十ー ニが ノ規を ハー 九 sw 年网 巧】 日 ヨリ 之プ 巧け ス •ソノ 他/巧 お ハ 巧 六十 五 
た 乃 巧 巧 六十 九條 二を ムル 法令 ノを更 トト モニ巧 巧 巧 大臣が W 巧 巧 乂投ノ 同 怠 ヲ巧テ 則な ノ をメヲ ナサ ザル 化 
y 1 九 ir 内 年 五月 一日 ヨリ 么ヲ 巧巧ス . 

つ 闲巧働 大臣 ハ 巧 巧 巧 大臣 ノ 同な ヲ巧 テを ハを 二 疑 あ ヲ生ジ クル トキ ハ 併 セテ 闻 財な 大臣 义ビ闻 けな 大巧 ノ 
同 お ヲ巧テ 本法ノ なれが 二 袖 化 ノクメ 命々 义ビ ーが 巧な か 則ヲ巧 ホス ル コト ヲ 巧* 瓦ブ 本な/ 規巧二 例 ルヲ巧 
クル コト ヲ巧 

巧 ホ 十五 條左ノ 法が 社 二 命令 ハ么ヲ 巧止ス 


一 巧！ 巧を 法み ピ 之-一伴 フか 令は 二 規則 

二 一九二 一年 二月 五日が おを 巧 借 おお あ (コ 狂を を g ) 及ビ ちを がさ 姑 二 巧 失 許算二 M スル 法 巧 
S -九 ニニを 育 十五 日 かちを 巧謠 みを 身ノを 巧み 話へ ノ浓巧 二 曲 スル 法な 

四 一九 一二三 卒巧月 四日が お 巧 代 ま 义ビ巧 巧 曲 11 二閒 スル 法が •巧 シき二 編 姑 二 第五 編及ピ 之-岳 スル か々 ハ 
おク 

五 ill 幸 九を HH ハ 日が 經を 代表 义ビち 濟围夕 g 吏 二 明 スル 法が 
ホ 貧 ホ 巧め 令な 二 么二伴 フ規ち 

セ ーを 一一 幸 十 さ 革 日せ 調喬 5 S スル 命令 及ビ 同年 十二月 幸を 化調 巧爱 fi スル 命令 巧 二 施な 

令 

八 一九 11111 军五 =; 十九 日せ々 客理官 二拥ス ル巧 律 拉二學 六を 言 か 同を 施行 令义ビ 同年 わを 一十 日せ 
調 巧を ノ巧巧 ノぞ现 をへ ノ をを 二拥 スル 法な 

义 ill 幸 五を 八日奠 巧 巧 《二 5 ルタ 《巧 销巧ノ 調停 S 及 ビ巧門 ま 寶會ノ 巧 ま 二 3 スル 巧 

律 •化シ 巧 一為 巧 巧な 巧 四條ハ コノ 巧 リニア ラズ 

十 一を 一霉 十一月 八日せ 經 をな 止 垃二化 止 二 對ス户 巧 泣 二 M スルを ち 一を ご 二 年 十月 十五 日せ 経 覆 止 
な-一巧 化 巧 巧 二 M スル 命令み ビ ソノ 命令 二 伴 フ規ぞ 
十一 一を 一〇军 一月 十日 ノ 五ち 水 あ. お 巧 供給 巧 ホノ化 も 二 H スル. 命々 

♦ - M 民々 働 統俩巧 I モモ 


夕吞 ナナ* 勞 働 ホ ー セ 八 

藥 军ホ條 T ' 巧窒 が巧囊 二が 巧 一巧 巧 5 •巧 巧 蔓ビ巧 五 度 二 お 巧 スル 巧 辜 事？？ •巧 塞が 巧 

ハ繫|8中ノホ沒ノルソノぞ巧ヲ失フ* ホ段二をム ルト コ ロ ニがヒ巧の巧判巧法中巧十がノ巧巧ぶおカニ がス ル 
班ち 巧 六 まちは 二 巧と 十一が ノ 特刖ノ ホ か 二 於 ケル 手な-岳 スル 規を？ 巧 八十な 乃 ま》 九十 條ノか 左す 
な- 1 M スル 規をハ ソノれ カ ヲそフ 

f ? 巧 《をが 巧法ノ 巧が 貝ノ召 お-占 スル 規を やお 酱 まちこ 彼 情を ノ巧濟 ■•又 ハツノ W を—*^ 度 画 ■ 
ぞ itzsverbaude ご ド' イプ 巧 《巧な ヲ なテ么 二化フ •本 法を モニ た？ 巧を 二 段及ビ を苗ノ 規をヲ 黄相ス 
iil § をが 巧 巧 巧 十 一 巧 ヲ左ノ か ク巧ム 

「ド イブ 巧 お 巧が ヲ離レ テ ー ハ か 柔巧ノ タメ ニ 他 ハ 巧 働を ち クハ巧 用人 パ タメ ニ 巧 フべキ 法な 巧該機 M ノ巧巧 
を 及ビ巧 用人 ニシ テ々々 ル 化理巧 爲ノホ 則- 妄が巧 二 於 ケル 法が 事かノ を理ヲ ちま トシ テ 巧 ハ ザル ホ 义ビ巧 
巧 そーシ テを 巧 件を 二 巧® 巧が ヨリ ソノ 化巧ヲ 至な セラ レ タル 巧 ハ 巧 働を がを 一め テ訴を 化理人 おクハ おを 
巧佐乂 クル コト ヲ巧 ソノ 化 則- 妄巧巧 二が ケル 法な ホ か ノお 理ヲを ま トシ テ 巧 フをハ おを 代理人ち クハ轉 
佐 人 タル コト ヲ巧ズ 

州 巧 かを 剩巧及 ビ巧巧 巧を お 巧 二が テ ハ 巧 巧を ハ 辯 註 ±ヲ おを 代る 人 t シ テを 二 代理 セ シムル コト ヲ ホス • 
ド イプ 巧轉巧 二が テ訟 メラ レ タル 轿汪丈 ハスべ テ 代巧ノ 杏み ヲ巧ス 
.两巧 働 大臣 ハ 苗を 巧大 居及ビ W 司を 大臣 ノ同 忘ヲ得 テな々 二 3 リツ ノ化ノ 巧 K ( IIg 义ビれ 国) ヲ ソノ 梅 巧 A 
ノ巧理 二が キ巧 一巧 二を ム ルド イブ 巧な ノ 法が 扣な資 明卜问 一二 巧フ コト ヲ 巧」 


四な s 巧 ノ規を 祐巧ノ トキ 巧 二 巧 忌 セル キ巧 アル トキ； ソノ 訴訟 代理人、 s を來 / 規を 二な ヒ 引な キソ / 樓化 
ヲ巧 K 

五本 法-一 3 ル 州 巧！ g をが 巧 ノ巧ホ 具 ノ巧一 闷ノ巧 巧 二せ テ ハ々 か 我 お 巧-ニニ ヶ年陪 巧な ♦リシを タルコ トヲ 
巧セズ 

六夕 かを 理をハ 貧 率 お則ノ 中二 巧のを 判 巧 化 巧 四 + 八が 巧 二 巧-一記 巧 スル 巧を 巧 件 二が キソ 巧ノ ぞ度ノ 
不明 巧 ナル々 街を 巧巧ノ 管な ブ規を スル コト ヲ巧 

七 本 法 巧 五十六な U 下 二を ム ルザ 件 二が テ； 巧 W み 吿なホ U 止 ホホガ 吿なノ おお ヲ巧ミ 又 ハ 本 法 巧 五十 セ か 
を 一巧 社 二を 二 巧 二 定ムル 巧拙 巧 二 おホヲ ナサ ザ リシ コト ヲ巧明 シタルト キ ニ蛇リ ソノ お 二 お スル 判 か ノ執巧 
カ アル 正本 ヲ巧吿 なを 二 巧せ ス •盈巧 ハ 息 « ノクィ 化な 7 ナス n トプ巧 
八本 法 巧 五十六 巧な 下 二を ムル事 か 二 か テ C 巧々 化 栽が 巧-一巧 スル 上 おヲ进 > ズ 

が两 巧の 大臣 及ビ两 司法大臣 ハ 本 法み ビ從 來ノ化 令 ニ ヨリ 巧 巧シ 々ル 改正 巧 かを が 巧注ノ 不偏 プがキ テッ ノ 
法义ヲ 法が 公報 二公吿 スル 巧限ヲ おス、 W 巧の 大巧 及ビ W 词ホ 大臣 ハ 义陪ホ M 二 M スル 規を (か 二十 丸條 •第ゴ ー十 ル 
條ミピ 本 巧を 二十 一 一條を 一巧 ノ規 {化-一巧 ヒ々 巧 巧が 樓# を々 働 巧 巧 用法 第《 巧 ご 一 M スル 规をヲ な クル コト ヲ巧 
難 六十 セ條 一 一九二 一二 年 六月 二十 セ 日が ぶの 巧 巧な 巧 十八 條力至 巧 四十 八 條ノ規 を •一九二 S 年 六月 八日が 
お 巧 巧 お 二が ヶル 货 巧が 護二閒 スル 法 か 中み 門ぶ ホな み ノ 設立 社 二 巧み 二 M スル 規を 及ビ ーを 一网年 十一月 二 
十八 日 化 お 內 々お 二ち スル 專門 おを 貝み 二 脚 スル 命令 ハ么ブ 《 ムス 

♦一 阔民务 麵统 ミ I セ A 


さ 1« ナ ♦ス ♦働 法 


一八 0 


fi 两巧 18 大臣 ハ 左 ノ巧お ヲ有ス 

一丸 二 S 年 六 巧 二十 セ 日せ お 巧 巧！？ 法み ビー 九 二 年 六月 八日せ お 巧 巧 働 二が ケル 巧 巧^ ま 二 M スルを 
2 化 キ本法 ニヨル 巧更ヲ かへ ッノ 法文 ノ 不備 プがキ テブノ 正文 ヲ 法が i 二 公吿ス 
二 專？-ぶをち々ノ巧動ノ巧巧管理をへ ノ移をヲ巧をス ベ キを令义ビ巧巧令ヲをボス 
雜 ホ 十八 6 7 一九ニ セ 年 巧 巧 1 日せ 巧 働 時間-一 姑 スル 改正 命々 ヲ左ノ か クなム 
一 巧 二が ブホノ か クをム 

「巧な 瓦 プ巧巧 曲-一な リ巧 6 ホ 巧ヲ巧 スル ホち ノが巧 义ハ巧 麻 ホ 巧 二 巧シテ ハ巧キ 規則-一 3 ヴ貧率 規刖ノ 
な セズち クごノ 巧ノ 々お 脚 化/お ホナキ トキ ハ W 巧 C 大臣 义ハ巧 S せ 理だニ ヨリ テ 巧 一巧を 曼义ビ 巧 
S 巧卜異 リタ ル規 をヲ設 クル ユトヲ 巧」 

二 望： が及ビ 巧の おノ 「法を 巧を 代を S 閒シ」 ノ 字かヲ 削除 ス 
一二 巧 置が 义ビ巧 六た ヲ左ノ か クをム 

r 雲 條巧率 規則-; リタ 黨問ダ 巧 一 巧を 夏み ビを二 ほ 二を ムル 限ぶ ヨリ 巧を セラ レ タルト： ブゾ 
巧 率 規則 ノ巧 巧ヲ巧 クル 寡を ノ巧菜 二 拥シテ ハ 巧' 一巧 ふ リニ 巧 ホ 規則 ノ 規定 ヲ喬ス •巧 一二た •巧 
巧た 义ビ巧 十 巧 ノがル ハ 巧 李 規則 トト モニ 巧用ス 

巧 六 巧货率 規則 二が テ 巧 《巧 間ノを メナて キハ 巧を 巧 術上ノ 理由 特二衰 苗み. 巧 難ち クハ ソノ 他ノ 
鞋クべ ヵラ ザル 望-; ル S 中 妾 ハー おノ i め 理み二 葦 ッノ堇 7;* ハ 企 票ノ中 2 ヨ 


リ を 巧 巧を クハ おを ノ ー 部 二 お ミを 巧を ホ 監 をを ( cewcrl>ca 占を 巳を 一* am ミー) おクハ 18 山を がを 二が テ 
巧 働持閒 二が キ あお シ 巧べ キコ トヲ おか トシを 一條 第二 段 社 二を 二 段 卜巧ル 規をブ 巧 クル コト ヲ得 •數 
ホ ノ巧ホ をを をち ク ハな 山を せを ノを信 二ち スル 巧な 义 ハを 巧柔巧 巧ち ク ハを 巧 ホ ナル トキ ハ か 段ノ植 
限 ハ 州を なをち 之ブ巧 スル モノ トシ •巧 州 二 瓦 ル モノ ナル トキ ハ 國巧働 大臣 y ノ樓限 ヲちス •ッノ 化を 
ダ 田 おクハ かお 窩を ちノち メタル モノ ニア ラ ザル トキ バを該 を 廳ハ巧 時 ニテモ なをめ ホを ヲ下ス •がな 
ノ官ち 二が テ ハ 巧综ヲ 申立 プル コト ヲ巧 •巧な ノ 申立-ー ヨリみ をノ巧 カヲ巧 止* ズ •巧 ホ 規則-一規 巧ブ 
設 クル ニ 至 リタ ル トキ ハち ナニ 么ヲな テを ち ノ規を 二 代フ」 

四を ハた a を 苗 ヲ左ノ か クをム 

「 M 巧を ガ みを ニ ヨリが 段ノを メヲナ サズ •ちク ハ之ヲ 巧々 ニスべ キ特圳 ノま巧 ナク又 ハ 两巧働 大臣を クハ 
巧のを 理をゲ 刖段ノ 巧メヲ ナサ ザル トキ ハ 百分ノ ニ十 五ノ お加ヲ U テ適巧 / 補 巧 トス， 一 
五を ハた a ノを 一一 巧 义ビ巧 四巧ヲ 度止ス •第五 巧ち 巧！！ をは 二な 巧を ノだ濟 围慨二巧巧 シ」 ノネな ブ柄お 
K 

ホ 巧 八 か 巧 一 巧 ヲ左ノ か クをム 

「化 下 « 柔 二が テ 巧 巧 二十 八 巧 U 上ノ沮 巧ヲあ スル 作 ま 巧 二せ テ ハサ 巧を 巧 二が テ 巧 S 時間 ノが巧 プ 命 ズ ♦ 
コト ヲおス •ソノ 他ノ g 菜を せ 的 規をバ コレ ヲ巧 更セズ j 
セ 巧九條 巧】 巧 义ビ巧 十五 お あ 一巧を お！！ ませ-一 被 化 お ノち濟 HU -1 巧問シ J ノネ かヲ 削が K 

♦一 MKSStt 一入】 


夕 妾ナ； 聲備法 - 《こ 

つ 一丸 一八 年 十-- をす 五日 姑-一同 年 十二月 十七 日霉ま 巧 S をノ 巧！ 6 時 閒二拍 スル々々 を-家 •巧 八み 及 
ビ巧 九款扮 ニーろ 九重 异 十を 装用 乂ノ巧 《時 閒規 な二閒 スル 命々 望 長 •巧 主が 义ビ巧 十六 條巧一 
巧 巧 三 一段 ハ义ヲ 反止シ •を おを 二が ケル 巧 巧 一日 巧が 時 閒みビ 化 想ノ巧 おあビ あ了ヲ 巧示プ W テ 公を スル コト 
ヲ史ス 

づ B 巧 化 乂臣ハ 苗 經濟 大臣/同 息 ス得テ 本 法ニヨ ルタ 更 ヲ巧ヒ 巧の 時 巧 二 お スル 経を 規則/ 規をヲ 拌入シ チ 
巧 備時閒 二 M スルを 正 命令 ヲキ か ノ不巧 ヲがキ テを がか 報 二な 吿 スル 巧 限 ヲおス 
ミ 十* 條 T' 一九ニ セ 年み 月 十六 日 基 正 令ニヨ ルパン 及ビ牽 おを ま 巧働 時 巧 二 S スル 命令 ヲおノ かク巧 

ム 

一 巧 一が 巧 一巧 法を 経を 代を S 巧シ」 ノ ぞ巧ヲ 削除 ス 
11 巧； 條を看 巧 一 ほ ヲぶノ か クおム 

「巧 一巧 二妃巧 スルち 巧 二が テ ハ 巧 ホ 規加ニ ヨリ 义ハ巧 ホ 規則 ノぶ ィナキ トキ ハ 曲々 働 大臣 二 3 ブテ巧 一條 
巧 一巧 卜異ル 規をヲ を*^ ル コト ヲ 巧」 

を 々(をき* ■家 左-ミ 曼 巧き 二十 四が a 乃 ま 巧 写 二十 四條 f* 巧き 二十 九な k 巧 百 内 十 4^ 巧 一巧 
巧 五ち SW 十八 か 巧 一 巧季 5 及 ビ季ニ ホ* 霉五 巧 巧 五 S? 羣を二 巧ハ妻 唐 ムス 
づを雲 令 巧 百 云 ±二 た レち 巧宣一 十四 條乃ま 巧马丰 巧 お h 」 ノ字か ヲ系巧 一手の 化.-. I -1 ホ ム’巧 ホ條 
令 巧 百 阳 十九が 5 巧 巧と 找中 「巧 百一丰 阳ホ e 巧 一二 巧」 ノキ 复ビ警 五十が a 中 I .雪 五十一 一條 姑-一巧 百 五 


十 己た」 ノ 字な ヲ 削除 ス 

邮巧 1 菜 巧 働-一助 スル 命々 巧 十 S 化 ハ之ヲ 巧止ス 
S 商法々 典 巧 セ 十五 巧 f ヲ左ノ か ク巧ム 

「巧 巧 主 ダ 化 ノ巧巧 ホ ニ 對シ ソノな 请 スル 叉 ハ 招な セ シ手化 ヲ巧用 セ ズちク ハ 特をノ 巧件ブ な テ ノミ巧 用 スル 
コト ヲ なを シタルト キ ハを 巧 お 巧 方" なな ノか 巧ヲ ナス コト ヴ巧 •なを 二ぶ ク訴义 ハ お 巧 ハ 么プホ サズ」 

が 法 巧ち クハか 令 二 巧の お 約 ノ巧用 アリ タル トキ ハ 巧 率 規則 ヲ な テ 之 二化フ 

が两巧 か 大臣 ハ 两ち濟 大臣 ノ巧意 ヲ巧テ 本 法 二ぶ キテ 巧シ タル 法々 二 巧シ巧 二な々 ヲ な テ么ヲ ホ正シ •ソノ 
字夕 不備 ヲが クコ トヲ巧 •巧 巧 か 乂臣ハ 巧々. 二 巧を シク ル 巧 正 法々 ヲ まが 公報 二な 吿 スル コト ヲ巧 
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寒 セ 十一* 本を-； ル 巧を 規則 ヲ設ク ごちを 二 於 テな 柔 規則 ノを メナ キト ♦又 ハ 現巧霎 規則 ダ 塞 ノ規巧 
三 反 スル トキ ハち g ノお 薄を ハ 巧 ク トモ ー九 S 巧 年 セ 巧 一日 マ デニち を 規則 ヲを ムべキ モノ トス •ちを か則ノ 
み 力 度 生 ノ時マ デが 來ノ巧 ホ 規則 ガお 則 タル ノ巧カ ヲ有ス 
g セ 十 I 一條 1"' 一を ニー ニ军 二月 一日- 吝ミ义 ハ ソノ 後-一巧 カ ヲ资生 セル 巧 舊めハ 巧 《ぞ理 をが# 巧 ブナ 
サズ 文；】 丸一 一一 巧 年 巧 さ 革 日な か 二期 曲 滿了ノ 旨を メザ リシ トキ ハー 九 = 巧 年 巧 さ 子 日 ザ デが « スル モノ 

トス 
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巧 給 ま 7 「 赛 省」 中 ッノ ホを 二 「S 管理 官 J ブかフ 


第二 國民勞 働 統制 法 第二 施行 令 

fZweUe Verordnung 2 弓 Durchfuhig da oesetzes zcr 0 る ig 
der 邑 tionalen >rbeit) 

一を 一 五 年 一貢 十日 

田巧勞 働 巧 巧を 巧 六十 巧が を 一巧 二を ♦•田ち 濟 大臣 ノ 同意 ヲ巧 テぶ ノかク 命々 ス 
困 巧 統巧法 第二 巧 行 令 

第 I 巧 信 巧 ま員ノ 巧れ 

5 條捏を ノ指巧 ホ ハナ ナスち を巧 胞組お 巧 巧おノ 同を ヲ巧テ 倍 任を 貝及ビ ソノ 代 巧 人 ノホ巧 a 民々 麵统侧 法 
♦か 條 第一 受ヲ作 巧シお 棄具ノ * を ヲ巧フ コト ヲおス •巧を 閒二 なを 巧 立 セ ザル トキ ハ •巧 働せ 理なハ 巧ち 
貝數ノ 信任を 貝み ビ 代理人 ヲ 任命 スル コト ヲ巧 

寒 II 節 信 巧を 具 あ 巧 二資ブ グ巧轰 
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夕 一巧 ナ： 《麵 な ミ 

第二 條な 巧を せ あ ビ化理 人ノち 巧二對 スル 巧晏 M 巧 《働 銃 《 巧 ♦化 化み 一巧 夕 一段 こ 巧 テ ハ少ク トモ ニ十 一歲ユ 
ま シ瓦ブ 公民 樓プ巧 スル 各が g ホハ么 二を か スル コト ヲ巧 
雖 I ユ條 T 巧を ノ巧巧 お ハ 巧寅ヲ を理ス ペシ •おを ノお 巧を ハ ソノ 代理人 ( W お々 働 ttM ホ ホー ニ條 策 二 巧 ♦一 ほ】 ヲ 
巧 祟を 理人 二な 命 スル コト ヲ巧 

つ 巧 爲ホ理 人 ハ 巧佐ノ タィが 巧 貝中枉 モおク おを 二 おな シ タルを 系プ おぶ ス •巧 寅 二 M スル】 切ゾ 巧が ハ 
么ヲ 前段 ノ 5§ 佐 人 二 閒みセ シムル コト ヲ虫ス 
雜 ■ 條 巧まず 理人ハ 巧琪樓 ホち ま 巧 巧 人を 巧 > 夏-誦 弓を 累) ヲか ホスべ シ 

藥 五條"? 巧 巧ず 巧 人 ハ 巧 一同 ノ巧窠 巧 日 ノ遲ク トモ ニ週閒 U 巧 二な 巧を 具及ビ 代る 乂ノ ホ巧ヲ 巧ホプ U テな 
示シ •且ブ 巧ち 人 あ 巧 ヲ脚狂 二 供 セ シムル 巧 巧 巧 巧® お ポ巧票 用 巧 义ビ巧 裳 おな ヲを供 スべキ 巧 巧 •せこ お 巧 
ユホレ クルな 果ブ差 お シ巧ル 時 义ビ巧 巧プ 巧示ス ペシ. 巧な ハ 己 ムヲ巧 ザル 理ホ 生ゼ ザル トキ ハ 正規 巧 働 時 仰 
なか 二 於 テ 之ヲ巧 フべキ モノ トス 

巧泉人あ巧ノな史二がテハ褐示ノ日ョリ ー巧閒ノが巧巧お巧二巧窠を理人-之ヲ中巧スルコトヲ巧 褐示 
ニ ハッノ 皆ブ 注を スル コト ブ巧ス 

第 ホ 條巧填 人ち 巧な 正 ノ申巧 ァル トキ ハ 巧まず 理人ハ 巧巧ナ ク么ヲ みを ス ペシ 

藥セ條 巧 巧 W 巧 ハ 么二賴 賴#« ヲがシ な 巧を 具 及 ビ化理 人 トシ テ お 巧 セラ レ タル お ノ巧あ ヲお巧 スべシ 
g 八條 S 京 ハ 無記名 トス •巧 房 ハ 巧 憲巧ノ 提出 ヲ W テ 之 ヲ巧フ •巧 巧ヲ かへ ザルな 京 用 巧 ヲ巧化 セル モノ ハ 


么プ資 巧卜を 化シ巧 巧 セルな 巧 用 巧ハ不 货巧卜 を化ス •巧 w 覆を ハ 信任を 具は 二 代理 入 トシ テ 推 « セ ラレ ク > 
を 二せ キ巧哀 用 巧 上ノ姓 ホプ巧 則め-ー ホ おシ 拒を スル コト ヲ 巧. ソノ 化ノ ホを 二 3 リ 巧れ 二 巧を プ かへ 义ハ署 
あ シちク ハ 巧 K ヲ紀 入シ タルな お 用紙 ハ之ブ 無れ トス 

ま 條巧誤 者； 自己 ノ巧票 用紙 ブ巧ま お 倚 二 入 レ 巧を ノ巧黛 日 二投奪 理人ボ 巧を セルな 夕_ おシ 自己 ノ 巧を 
ヲ萝テ 么ヲ巧 化ス •ヘシ •巧 ま おな ハ 巧 ま者ノ ，面が-一め テ 巧 阳* ル函 5 ジ •瓦 プ巧餐 人 あ ホ-一せ 累濟ノ お a 

ヲな スル コト ヲ巧ス • 

藥十條 巧 巧を 理人ハ 巧 輿 あ 了ノを S 日 W 巧 二を 二が 巧 二 巧 ニ ヨリ おを セルな 巧な ノ 立み ニ ヨリ 巧ち ノお巧 
ヲ巧 ムべシ •之 二 3 リ 巧を ノ人 具ノ中 何人 ガ巧ま ノタ巧 ヲ巧 クル ャヲ 巧み スべキ モノ トス •蠢巧 窠ヲ巧 タル 
活 ハち 巧 お 货ノお 序 二が ヒ なお ホ 人 二 巧 タル 巧ち お 二 W な ナク巧 七な 二 3 ル 巧を 贝おノ 倍 巧を 贝及ビ 代理人 ヲ 
頼 ホ ニみ をス •豫 をノ信 巧を 貝 中 巧泉ノ 結果 巧を數 二 ま シ巧ル 人 具 ダ 秦ヲ巧 ザ リシ トキ ハ •す 化/な 任を A 
ハ 代理人 トシ テ 巧 お セラ レ クル お ニ シテタ 度 巧 異プ巧 タル# ノ中 3 リ之ヲ 充まス 

fi 巧 巧 ノお巧 ハ么ヲ 巧を ノな 任を 巧 义ビ 代理人 二 巧面ブ U テ 巧み シ瓦プ 揭示ニ ヨリ 公示 スル コト ヲ巧ス 
藥十 _條 T 巧 巧ノお 巧な をノな 巧を 員み ビ 代理人 ノ中夕 數ヲ巧 タルモ ノナ キト キ ハ々® ホ 理官ハ 巧 お数 ノな 
巧 ホ A 及ビ 代理人 ヲ巧化 スル コト ヲ巧 

fi 巧 京ノ おみ 多な ヲ巧 タル 方 巧 セた ニ ヨリ テ 巧 か スべキ なな 歪貨ノ 數二滿 タザ ル トキ ハ 雨を ノ侣 巧を 贝及ビ 
( 

代理人 ハ 巧 か ザ理を 么プ おお スル コト ヲ巧 

♦ 11 HK ♦働 «« 法 そ 一 旌巧今 一八 セ 


夕表 ナチ ス 勢！ •ホ ー人 八 

難 十二 條 T ちを ゾ巧巧 ホ ハを ま 施む ノ タメ ニを 巧 ナル 巧設 •特二 巧 京 用 巧及ビ おなお 椅ブ巧 化 スべシ 
f ? 巧票ノタメ ニ巳ムヲ巧ザル巧の時閒ノお巧ハ， 么ヲ巧柔具ノ巧か報酬巧少ノ辜ホトナスコトヲ巧ズ 
雜 十 Is 巧 房 手 巧 二が テ 本 法ち こ 本み 令 ノ規を 二を だ シ舊ブ お巧ヲ 巧な スル ノ巧 ァリ タルト ♦ハ經 S な B 
ホ. ハ 巧 ま 甚ノ後 二 巧閒 U 巧-一巧 客理 I お巧シ 'ノノを ホ ヲホム ル ュトブ 巧 巧 客 理をハ 再黨ヲ 命令 シ 
巧を ノ 信任を々 ヲ巧誌 シちク ハ 本を 策 九が を 苗 ニ ヨリ 刖二信 巧を 具ヲ おを スル 3 トヲ巧 
IM - H 條な巧 お 巧會 二が テ 巧 用人 义ハ巧 働 ホダ 巧を セラ レ 巧 棄具ノ « 巧 二が キ巧白 ナルす ち巧ノ が スル トキ ハ 
巧 《を 理官 ハ當ぉ 巧を ノ巧 巧を ノ ホ 巧 二を キッ ノ不 均巧ヲ 匡正 スル クィ ぉ干 ノ信 巧を 貝ヲ 巧を シ他ノ な 巧を な 
ヲなチ 之-一 化 フル 3 トヲ 巧. 

き 5 W 民务 巧な 制 法 巧 十六 巧二 3 グ巧 働を 巧官へ ノ巧訴 

寒 十 五條 一巧 的々 《が 件 •特 二 おを 規則 ノ設を 二 脚 スル お 售ノ巧 巧を ノ かを 二せ キタ 《ザ理 をと おシ 巧が セン 
トス ル トキ ハ 豫メ信 巧 巧 巧々 二が テ ソノ 不肤ノ 巧 二# キ巧 巧ブち タル コト ヲ巧ス •不服 申立 人 ハ 本 法 巧 十二 化 
巧 二 段 二 3 " 巧を N 籌 タノ 巧 集； 養み ノ會 5 が テ •ッノ おノ# 二す 伯 則 的ニッ 4 ゎヲ 焉スペ 
シ •な 巧 ノ 巧巧ボ ダす 化 中立 人 ノホ望 ヲホ訟 セ ザル トキ ハツノ ホを ノが持 スべキ 理由 ブむ巧 お 巧 會二澳 法スぺ 
シ •巧 二不化 申立 人 ハ 旧 ホな 巧を 具 ノ巧半 巧 ダ 巧 S ぞ理 をへ ノ巧巧 ヲ希廷 スル ャ巧 ャブ 巧々 ムべシ •な 巧を 貞 
ノ 巧キ數 ダ $^巧 理官へ ノ巧お 二 巧 巧 スル トキ ハ不报 申立 人 ハ 書面 ヲな テ理も ヲ附シ 々ル 不报 中立* ヲ 巧を ノ 


巧 巧を 二巧附 スル コト ヲ巧 •巧 咨ノお 巧を" 不化 申立 ホヲ s 日な 巧 二 巧 かを 理を 二度を ス ペシ •巧を ノ巧 巧を 
ハ 巧々 ノ不 化ノお 二が キ 申立 ヲ ナス コト ヲ巧 

第 田 巧 申 吿费巧 ァグが を 

藥 十々 條 i を 一一 阳 ザ 五月 一日 U 前 ニナ シク ル 解な-一せ ァハ 法な 巧 二十 條巧 一巧 二 3 ル申吿 菜な ノな 件ガ巧 
スル ャ巧ャ / ホを ヲ みな スル コト ヲ 要セズ 

づ 法が 巧 二十が 巧 一巧 ニ ョリ ソノ 巧を ヲ巧 のが 巧を 二 申 吿スべ キ解巧 ダ； を 巧 年 あ 巧： 日 巧を 固 不义日 
ノ现 二實巧 スべキ モノ ナル トキ ハ ー九 一-一巧 年 五月 一日 W 前 二が テ 法な 巧 二十な 巧 二 巧 及ビ巧 S 巧 ノなム ル トコ 
0 二 3 ヴ巧 化巧理 な-ー ソノ 中吿ヲ ナス コト ヲ巧 

第五 巧 巧 巧 まを 員 巧 佐を 譲を n すん ミ— を S を ま 一 及ビ專 円ぶ を 員を 

(sacllvers を ndi 巧呂 usschusse) 

¥ セ 條專門 おを 貝な 佐含堯 巧 働を 理ぞ ハみ 門 巧を 貝 輔佐み 巧を々 ヲま任 セント スルち 濟 部門 ノ ホ巧プ 
か ホス •々かせ 理官ハ お 濟巧內 二が ヶル 里 巧せ-一巧 ミ ーを ノ 共を ♦巧 まノ 巧命ヲ な テ お ル モノ ト認ム ル トキ ハ 
數種ノ 巧 ilSie ロヲ ー巧 ノ巧由 二 おな スル コト ヲ巧 •巧 法 か ニ ョリ ソノ 巧 ま 身々 的賴抽 ヲ資施 セルち 累 ロニれ 
チ； 特 二ち 慮 スル コト ヲ巧ス •を 巧 ハ專口 おお 巧 人名 ま 作巧ノ 目的 ヲ U テ _二 巧 十五 日 マ デニ 么プド ィブ々 働 « 

♦二 H 民 务備統 剑法夕 一施け令 ミ 


夕蚕 ナナス 《•法 一丸 0 
株 二を せ スル コト ヲをス 

ニ ド イプ 巧®® 31 ハ 巧のを 巧を ノか巧 セ t ソ ホみ 二 記 お セル お ホが 門は 二紹 巧が M 二 お シ專口 お 卜 ：こア おを ノ 
指 巧を を 五を 社 二 信任を ち タルな お 具を 五を ヲ指あ スべシ •巧-: 一巧 巧を 巧を ゲ特則 ナル 巧 ホ ニ基キ 多數ノ 巧數 
ノ 巧あヲ 要求 スル 巧な ハ n ノお リニア ラズ 、おな セラ レ クル 專 巧み ノ 巧を ハち 濟巧 口别 トシ •アルフ， ベ， 卜晒 
二ち 巧 巧 巧 ヲ附お シテ之 ヲ巧寒 スべキ モノ トス •法が 二 3 リ 設定 シ 々ル 腐 菜み々 (sta 三ろ 二 巧 'A テ ハ-トイ ブ 
巧 か 巧な ハな な 巧 おみ かノ 同を ヲ巧テ 巧 口 ま ヲお度 スル コト ヲ ホス •巧を ヲ巧 ザル 巧 合 ハ ド イプ々 化 巧が 卜を 
該巧柔 みか トノ巧 モノ おな ホヲ巧 巧を 理 を-一巧 示 スル コト ヲおス •お® 人 あみ ハ 2： 月 十五 日 マ-子 二 巧 働を 巧を 
二 巧 化 スル コト ヲ吏ス 

ill ネロ おを 貝 巧 佐み なを 岛ノを ハ 十六 あ ヲ巧あ スル コト ヲ巧ズ •巧 8 を 理をハ 含な ノ g 巧 二が キ み種ノ 巧濟 
巧 巧 ノ<& ち濟巧 二が ヶル 束-をせ -1 あ ジテち ホスべ シ •專門 ま ハ おな 乂あ巧 中 ョリち をノ指 巧ぶ 度ピ佑 お貞ブ 
巧 巧 スル コト ヲ巧 K •巧 法な ニ ョリ 巧を シ タル® ホみ み-一 對シテ r 少ク トモ ー名 ノ ホロ 巧 ヲ巧 なみ々 職 ホ 巧 
屬ぞ中 3 リ 空な スル コト ヲまス 、推な スぺキ 巧 巧 お-一巧 シテド イプ 巧 « 屏み卜 を 該巧柔 み分卜 / 蝴二 巧を 一を 
セ ズ岛ブ 巧® せ 理をガ 指を K ベ キ專巧 家 二 お シな定 巧 立 セ ザ リシ トキ ハ 巧 巧を 巧を ハ W 巧 働 大臣 ノ ホを ヲ巧ク 
べシ 

四 巧 度 人ち ホノ おな 巧閒 ハーヶ 年 (お 月 一日 3, 巧皇 一十 日 マ デ) トス、 巧な を 理をハ おお 人を 巧 二 お 巧 セルを ノ 
中を 卞ホヲ ソノ おを スル 其 巧 おヲ な テ 化 フル コト ヲ巧 •巧シ 巧のを 理巧ハ ド イプ 巧 48 巧篇 ダを な 曲 ま ♦み トノ 


巧 巧ノ 巧を-一達 セ ザ リシ 春 口まブ 指を セント スル トキ ハを 二 巧 末段ノ 規をブ ホ用ス 
雄 十八 條 々門 お 至々 を イ 專巧 まを おな ノ 巧ぶ ハを 二十 二が ノ巧合 ヲおキ 々《を 理 が么プ 決ぶ ス 

f ? 巧 働ず 理官 ハッノ ぞ诗 を濟巧 二が テ賓 苗卜設 メタル おノ中 ョリ ホ 門 おを ち會 ま贝ヲ 巧巧ス ，♦〔菜 ま A 會 
至 具 ハみ 巧 合 ま トシ テを 該巧巧 部門 ノホ巧 巧 ヲえ巧 スル コト ヲおス •巧シ を' 史卜 設ムル トキ ハみ おな 二が キ巧 
化ち 濟巧 ロノ 巧 屬をヲ 3 テ 專口ま トシ テ么ヲ 指定 スル コト ヲ巧 

ゴ專鬥 おを 具 含 歪ち ノおハ 八あヲ 巧る スル コト ヲ巧ズ •单口 おを 貝を ホ 貝 ハ おを ノ巧 巧者 及ビが B おヲ W テ 
备 々同 ft トス* お！？ ホ ハ 巧を 丟こホ トシ テ 巧 化を ノ巧 曲二蜗 スル 問題 二 巧 こ々 巧者 巧 W ノ中 3 リ 多數ヲ 
おホシ ，巧 耗-丢 クハホ トシ テ 巧 用人 ノ巧 W 二 拍 スル 閒® 二が テ？ 巧 用人 巧 由 ノ中ョ リタ & ヲ巧あ スル コト ヲ 

ホス 

酌專門 おを 貝會 二が ケルみ ま 巧 巧ボ两 法な ニョブ テな ぶシ タル 巧 巧を かノホ 巧-岳 スル トキ ハ 巧 働 ザまい ハ 
常該 々み卜 お巧シ テを ちヲ ホを スル コト ヲ虫ス 

藥十亢 條巧用 巧が 尊 門 まを 貝な 化み 謀を 貝 あ ビ巧巧 お 歪 打み をな ハ ソノ 招み 遂行 二 お キテ生 ズル巧 巧 かが 及ビ 
巧 用せ 二 化 巧 立 巧-一 對 シ巧仿 をが 所 二が ケル 巧を を-ー アラ ザル 陪 おな 二 巧 シテ巧 用 スル 規化二 お ヒ迹巧 ナル 佈 
巧 ブをク 

第 巧巧賠 化を ノ 使を 

ホ ニ M 民 ホ 儀銃姻 ホぶ lift 巧 令 一九 一 


夕吞 ナナスみ 麵 ホ t ホ II 
»|| 十條お « を (W 民 《•統 《 をを 一十 八 保 夕另及 ピがミ 巧 )ハ rR 客ノカ HJO * 六吕 ftdurch 巧 reucles ) 二么ブ 巧用ス 

第 セな 貸 率 規則な 二 おを 規則 及 ビホ個 ノ巧巧 契め ノ 巧を-一 對ス - 
火某单 ノ公吿 •巧を お則ノ 送付 

第三 十 I 條巧 働を 巧を ハ闲 巧々 衡が 孤を あ 一二 十二 條第 一巧 义ピを 苗な 二 巧 一二 十ー ニた 巧 一 项义ビ 第二 巧 ニ ョリ 
巧 布 シク ル 萬 巧 义ピ巧 率 規則は ニ ソノ 巧更 二が キ遲 巧ナク ソノぶ さ 蚕 ヲ冉巧 A 大臣 二 送せ シ且ブ 巧止ノ 巧な 
ハ 之 ヲ中吿 K ペシ •巧 かを 理をハ 貧 ホ 規則 トシ テノ巧 おなめ ノ 1? な-一 姑 シ田巧 巧 S 巧が 法 巧 セ 十二が 巧 二 巧-一 
ぶク 訓令 二 化 テ ハ 正文 二通 巧み 巧め ノな本 ヲ巧化 シテ巧 巧 巧 乂 巧 二を せ スべシ 
» 三十 II 條み含 ノ某単 及 ビ巧ホ 規則 ソノ 變更义 ビ亩止 社 二 巧 巧々 のが 巧 法 巧 セ 十二な を 荀ユ基 ク孰令 ハ 巧が 
公報 (Reich arbeitsbh な ) ヲ 25 テ么ヲ 吿示ス 

さ 一十 Is 1 两 巧の 省 ハみ 個 ノぶ単 さ 巧 ホ 規則 ノ 記き 巧 ホ おな— Tarif 另 I ) ヲ巧フ •基ち 巧 ホ 規則 か 
二 曲 巧々 かがが 法 巧 セ 十二な を 吾 二を ク 命令 ノなホ ハ おが ノ巧柔 的 及ビ地 巧め 巧 用 巧曲ヲ がな シ •お サ及ビ 
貧 率 規則 ノ巧止 ハタ かな 巧 二 於 ケル 公吿プ 指示 シテ巧 率 おみな ( Tarifregis — 二 hrer ) 么ヲ貨 率 おか CTar 奇 をたろ 
二な： お スル コト ヲ巧ス •ぶ 準 •巧 ホ 規則 並-ー ッノ巧 巧 ハ ソノ 正文 ヲ巧幸 お錄二 巧藏 スルな K (貧单 巧 gITar 一 7 
Bmml —) 二 化錄ス •两巧 巧 《ながを 巧 七十 二が を 苗 二ぶ ク副 令？ 巧み 巧め 寫本ノ 正文 二せ アモ ホ巧ジ 
二 巧 率 お 録及ビ 貨ホ巧 元ノ巧 巧ハ闲 巧な 巧ノ 通例な 巧 時閒中 何人 ニモ 么ヲホ 可 ス》 巧 ホ アリ々 ル トキ ハ巧单 


おな ノ巧锋 巧 巧-一助 シ 文* ニ ョル巧 吿ヲ無 巧 ニ テ 巧おス 

難|| 十 田 條巧ホ お 巧な ハ々— ドノ お 式 二 3 リ 化が 目 » 及 ビ巧ホ 目録 ヲがス •地域 円な々— ドハ 基黄义 f 貧ホ規 
則ノ 巧用ノ 巧が ヲ •巧 来 目 錄々— ド：； ぶ 牟义ビ 巧 ホ 規則 ノ巧用 ノ冉柔 稼 巧 二 ま教基 巧ち ビ巧 ホ おな 寶お貞 «ブ 
财シ アルフ y ベ, 卜巧二 記入 スル n トヲ 巧ス 

雖 II 十 五條 巧のを 理を ハッノを ホシ タル おち 巧を 規則 垃二 W 民 巧 働な 巧 法 巧 セ 十二 かを 苗 二ぶ ク が々 二 M 
スル 巧 吿ヲ巧 ホ ニ應ジ 無な-ー テ 巧附ス 

第二 十々 條 常時を 巧 五十 タノな ホ 具ヲが スル 巧を 二が テ々 の 巧 削 ノ巧ヲ 巧を 規則み 二を ムル トキ ハな なお 
をノ巧 巧を ハ おを 規則 ノな木 二通 ヲ两 巧が 巧 (咨 ロュを 8 ヴ a を 一 0 穿 口され 含 巧 計な C Ac す 二き g f 吞を すだ 5 こを で 
二 提出 スル コト ヲ巧ス 

r ? ッノ 他ノ巧 合 二が テ 巧を ノ巧巧 ホ ハ 巧ぶ アル トキ ハ 巧を が 則 ノを本 一巧 ブ統が 巧 二 巧 出 スべキ モノ トス • 
巧 かを 理をノ 巧 ホア ル トキ ハ 巧を ノ巧巧 お 3 リ巧を か 則ノ島 本-巧 ヲ 提出 スル コト ヲ巧ス 


♦11 W 民 ホ房 巧 《 化ぶ 二 施 W 令 I 丸 云 


♦二 巧 ナナス ホ 傷 法 


第三を ノ巧巧 巧 ビ經營 - I 於 ヶル 勞 働が 制 法-- 

Gesetz N 弓 Ordniu お der を bcit in を f 臣を ichcli Vcrwaltungen 一一一と を ユ icben 

一を I 面を 見 一 壬 音 

れ巧 ハぶ ノ 法な ブ 制おシ 、巧 二 么ヲな ホセ シム 
公ノ 行政 及 ビ活を 二が ヶル 巧の 巧 肋 法 

雜 -條？ 本 ま 社-二 九 S 四 年 一を す 日せ W 民 巧 かがが 法 巧 六十 S を之ノ 巧 政及ビ ちを 卜稱 スル ハぶ __K 

巧 シク ル モノ ヲ巧フ 

ィ田 •巧 自治ち 自治 聯合 宙) ッ ノ他ノ 公法 上 ノ巧巧 お 曲は 二 施設 及ビド ィブ 困 立 織ち ホよ 含 巧 W 自 
S 阜れ お會化 •巧ぶ 银巧ノ 行政 

口 が 巧 巧む ノ ーニ ョプ テを 巧 セラ ルル おを 及 ビ公ノ 巧な ノ巧 括め 反 規ヲを クルち を •巧シ ちを ダ お 巧 的 目 
めノ 巧を-一巧 ま スル 巧を ソノ お 巧め 目的 ノを行 二せ キ ソノを がち クハ 大巧 分 ダ 法を おク ハを め 手段 二 3 * 
巧を 二が テノ ミな おを 卜を 化ス 

ハ 巧 立 ノを人 タル 結を ニシ ティ ニ お 狂 シク ル公ノ 巧は こ 9 ハタな •力な 巧を こ 問 巧 二 資本 ノ牛バ 里 


ブお スル モノ (を 共 超を 或？ ながを 辨控 を) •义 ハタ 巧め il 3 リ链 g 二が テおク C ソノ 他メ ホを ニ ョリ 巧を 
ノお巧 二み をめ 二 巧 ヵヲお スル 巧ち 巧 シを該 お宮 ダ お 巧 的 目の ヲを巧 スル 巧 合 二が テ" ノ巧シ » ノ かか 
ヲ巧 フル 化リ なち を卜 看な ス 

二 巧】 巧 ノなノ おを 二 巧 スべキ 轻を二 化キ# を ヲをジ クル 巧な ハ 巧 巧 8乂 臣ハ两 M 政 乂 ち两 巧み 乂 臣ッノ 
化 S な 巧 巧 大臣 ノ同 息ヲ巧 テコ レヲ 巧を ス 

一二 两巧 働乂 臣ハ两 財政 大ち田 巧 お大ぉ ソノ 他 i 两巧 大臣 ノ同患 ヲ巧テ 他/巧な 及 ビ耗巧 モ亦巧 一巧 二 お 
化 シク ル 公ノ巧 政み ビ巧 を卜 巧が ス コト ヲ巧 

巧 一條"? をノ 巧を ま ハな ノお をノお 巧を ハ 本を 二 3 リ 規制 サル ル 化テノ S なお 巧 二れ キ ソノ 巧み セル々 A ホ 
义ピ巧 用人 ヲ巧巧 お トシ テ么二 かを ヲ與ブ •两巧 巧 かがが 法を 二 お ハ么ヲ 巧用ス 

f ? 巧巧をハ巧|!*|^^!<?ノ席巧ヲ巧ルモノトス， な柔巧ハお巧お二おシ控*!138同«ノぶ巧巧神タルお巧ヲをスべシ 
义ッノ 巧 巧 ノを行 二を ブテ ハた 巧-一せ ルち 己ノ 化位ヲ 自巧シ テを W 巧ノを 巧 タル-ヘシ 
さを r 东ま樓 巧 (虫を 一を 巧 befu ちち ノけ 巧ナキ 公ノ 行政 义ビ巧 時 二十を 2 上 ノ巧巧 巧ヲ 使用 スル 公ノ巧 径 
ニ ァリ テ ハが B を 3 リま出 セラ レ クル 信任を ち C 巧 孜ホハ おを ノ 指な ホ ノ誌巧 二* 文 •な 巧を A ハ 巧 巧を トト 
モニ又 指 巧を ノ巧 巧ノ下 二倍 任を 巧々 ヲ稱 ホス 

一一な 該 K 或 ハ 州 大臣：； ソノ 巧 巧-一巧 スル 巧れ ダ宗 击巧ヲ 行使 スル ャ义 ピッノ 巧を-一巧 スル 巧な 及 ビお巧 二 於 
チ 巧 玫及ピ ちを 二な 巧な 巧を ヲ化 巧スべ キャる ャニ化 キ巧義 ノをジ クル 巧合ユ かお ヲ巧フ •艾 をな 田 或 ハ州乂 
第ー ニな ノ巧 KA ビ « 濟 - I たヶ ルタ 1|统« 法 一 A 五 


そ！ がナ； 勢 働 法 一九ち 

居 ハッノ 巧を スル 巧 致义ビ 巧を ノ中円 治 巧な 义ビ 自治 おを 卜を巧 サル •へ ♦モノ モ ホ么ヲ ホぶ 义 

曲， 州は二自治巧を宙ノ巧な及ビおをニ シテ用及ビ巧ノ钢巧ノ巧半义ハお化ノ自治«二技^モノ义ゴドイ 
ブ W 鐵あホ 式々 な •两 自助 单 みあ々 化. 两立 巧け 二 お シテハ 巧な W ぶ" 州 乂臣ハ 命々 二 3 ブ テな 仔な 巧み ノ巧 
巧 义ピれ 政ぶ ハ 拓をノ 巧 巧- 1 M スル ソノ 巧 限 ノ队巧 二化キ 規巧ス •巧 一巧を 二 巧 スルな 政 巧 ハ 巧を ノお巧 ザ 巧 
'二 化キ なな ヲ設谊 スル おを 二が テ ハな な 巧 玫ぶハ おを ノ佔 巧な 迸を ョリ 巧を 其 ヲ巧か スル モノ トス 
弟 B 條 T ' ななは 巧々 ハ 巧ち おクハ 巧を ノ をが 龙 A ノお同 巧れ 二が ヶルが 立ノ なが ヲ巧 メ肝ブ W おお 问«ノ 
タメ ニ 巧 巧め 二 巧 お ヲ遂け スル ノを巧 ヲ巧ス 

fi な 巧 おな 貪 ハ 巧の 拾が ノ巧蒂 •一投 巧 かお 件 巧-一 化み 規則 第 十ムハ 8 ノお巧 及 ビ巧施 •巧を が 巧ノ巧 《 尺 
ビなち 巧な 若ク ハち 巧ノ をが B ホ ノお合 S がノお 化 •お 同 巧を 巧 其ノ席 利二饼 スルを ァノ巧 泣 ヲタ巧 スル ィ 
任な ヲおス •な 巧 おがみ ハ 巧 二れ 政ち クハ 巧を 内 ノ凡ユ ルが 巧ノ巧 巧-一巧 ムべシ 
lit な 巧な f ハ ソノが々 ノ巧 巧ヲ おを セルな 巧 ホ货 二を 任 スル コト ヲ巧 
»玉值 T な 巧 ホ 貝ノ なお" 

が 巧を 一〇 ホ W 上 W 义あ U 下ノ巧 政 巧 ハ 巧を 二が テ ハ ニが 
おお 貝 五 〇 あ W 上 化' 化 ホ W : トノ けなぶ ハ 巧を 二が テ ハ S ホ 
從ま 其】 00 ホ W 上 一丸 义ホ W 下 ノ巧政 ホ ハ 担を 二め テ ハ网あ 
なホ贝 Ilou ホ U - HS 化 九 ホ uy ゾ巧 政ぶ ハ 巧を 二が テ C 五 ホ 


な巧をなノ數ハおま具ーニ〇〇あヲ加フルなニ ーホヲ#シを巧十ホヲ巧»スルユトヲ巧ズ 
一二な 巧を な卜 问數ノ 代理人 ヲ設 クル コト ヲ巧ス 

邮 な 巧を なノ巧 巧 二が テ ハ 么ヲ巧 用人 卜 々の 著 トノ閒 二 巧を 二 巧 分 スル コト ヲ巧ス 
g 々條 T . な 巧を 巧； が お 二十-五 おな 上ニシ テ少ク トモ】 ザ 刚を該 巧ち 紀をお クハか ホ ニ 巧 巧 セル モノ クか 
ヲ巧ス •な 巧を 巧 ハ ハム 巧 推 ヲ巧シ •ド ィプ 巧な 巧 おシ巧 巧め 人巧ヲ 巧へ 巧 二两民 S おノ タメ ニみ ヲ巧ス 
ル ノを巧 ヲ ナセル モノ タル ヲおス 

本 法 巧 わを 巧 ハル V キ巧一 囘ノ涅 巧 二が テ ハ】 ザ 脚を 該 巧な •巧 時おク ハを ホ ニ 巧 セルト ノ巧か ハ 么ヲが 
ホス ル n トヲ巧 

雌 七 條"? 巧な お クハお 咨ノ巧 巧 巧 ハ 姑 年 S 月 ナナス お 済が 胞化 巧み 巧 お ノ同息 ヲ巧テ 倍 任 ホな 及ビ ソノ 化 巧 
人ノホ 巧ヲ かぶ ス •お 巧 ザ；； 阳ナニ 無配を 巧 葉 ニ ョブ テ 該ホホ ニ お スル 巧を プ みを ス ペシ 

fi を 巧 作 ホ ニ閒シ 巧】 巧 ニョル かお ナル 同 息 ヲ巧ル コト 能 ハ ザル トキ おク ハな 巧みな み ダ 他 ノ巧山 ニ ョリ ホ 
立 セ ザル トキ 特 二な 巧 ホダ 該 を巧プ 否認 セみ トキ ハ巧該 特別せ 理を (ぞ 口を ユ 巧臣拉 口を 0( が 十 ル か) ハ 法が ニョル 
必巧 なノ信 巧を 貝 及 > •ソノ 化 理人ヲ 巧 か スル コト ヲ巧 

» 八條 7' な 巧を 貝及ビ ソノ 化 巧 人 ハ 巧な お クハ楚 巧ノお 巧# プ迹ジ テ W 巧 巧の 紀を nr 丸 W 1 と ニ ソノな « 
おノ 巧が-一が テな 度 二 巧み ヲぷ巧 スバ キコ トヲ 巧ぶ ヲ な テな 巧 スぺキ モノ トス. な 巧を な 及 ピソ ノ化理 人 ハ 円 
己ノ 利な ヲ な'- ズ巧 W 巧み 同 « ノ 席 化 ノミヲ 曲 リ且プ ソノ 生 巧及ビ 巧な ノ遂巧 二を プテハ 巧 二 棋巧タ ルベシ 

第 乙 な/巧 RA ビ M 濟 於 ヶ*务備統《 法 IA セ 


，ミナ； 勢 働な ； ル 

r ? あみ か 巧-一 かキ 巧を ノ巧 W ブお タン 巧 致ち ク C ちを 巧-一が テ 信任な f ノな立 ノ隹か ダ 巧 立 スルト ♦ハ 直 
チ ニな 件を 巧ヲ 任命 シ ソノ 宜« ヲ秩巧 セ シムル コト ヲ巧ス 
藥乂條 信 巧を ノ巧巧 ハな 巧を* 巧 —— 巧 則 トシ テ 五月 一日 —— 二 始ヴ网 を 二十日 ヲ U テが ル 

借 liiSS 巧を ハ 巧 政おク ハち 巧 ノ巧巧 おノ巧 求-ー ヨリ 么ヲ 巧集ス 、な 任を 貝ノ巧 半数 ゾ巧 ホア ル 巧 合" な 
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f ? 巧 酬をニ ハ 個々 ノ巧お 二な スル 報酬 ヲ記お スべシ ，巧 時 二 巧れ セラ ルべ キ巧巧 社 二 補巧材 巧/ 價な ハ么プ 
特二 巧； ル こシ •個々 ノ巧 《二對 スルが 酬ヲ おお スル ri 卜能ハ ザル トキ ハ 巧實 ニシテ 巧々 ナル 計冀ノ 美巧ヲ E 
が スル コト ヲ集ス 

づ巧酬 ダを 率 規則 二 3 リを メラ ルル トキ ハ 貧 幸 規則 ブ巧示 スル コト ヲ巧ス •コノ 巧 合 二 於 テ 報 W プ巧 ラ々 ナ 
ラ シムル クメ 可能 ナル お リ巧ホ 規則 ノ巧茲 お審ホ ニ喊な アルが み ノミプ 明示 スル コト ヲ巧ス 
剛巧 一巧 乃至？ 奇ノ規 化 ハ 巧が お トシ テ 巧メテ おを スルぶ 本 二" 么ヲ巧 用セズ 
娜入條 巧 酬班巧 ま (巧 ミ 巧 一 【京】0 巧)^ 架 巧 巧 か ヲ巧供 シ若ク ハ ソノ 仲介 ヲ ナス ホ ハけ 己ノ* 用ヲ W テ お 巧 巧 
巧 ヲ引巧 ヶ クルを 二を なま ぞ 々二 隻二巧 スル 報酬を 巧 乙ち 一な CC とを プ 巧れ スべシ •巧 ま お ノ巧持 スル 報酬 度 
ニ ハ 巧 か ノ提 かお クバを 巧ノ巧 ソノ 宙巧 •巧 困 •巧酬 垃二提 化み ビ 引が ノ日 ヲ妃入 スル コト ヲ巧ス •本 おを ハ 
巧 別品 トシ テ 巧メテ 巧を サル ルぶ 本 ニ ハ 么ヲ进 用 七ズ‘ 

つ？ 巧 ノ规を ハ 巧 研々— ド 又 ハタ お 力 I ド 拭 二 么ヲ巧 巧 スル ニ 導み ナル 級を# ヲ巧が スル ヲ U テ 化 ル •巧 
酬 々，ド 又 ハ 巧 か 力— ドハ タイプライタ— 义 ハイ ンキニ テ かち も g 春娩ヲ S シ餐込 5 巧を ムべシ 

式 お 巧 巧の 蓄-妾 空 柔をハ お研霸 をヲ邊 5 保ち' 雲を を 墓 (巧 容现 '^ノ 巧 S 3 リ么プ 巧 示 

ス ペシ •報酬 證 巧巧ヲ 所持 スルを 巧 ホ ニが テモ 亦向ジ 

W W 餐 大巧 ハ 報酬を 巧 巧 ノおま •内ち 巧れ-岳 シ巧則 ヲおム ル コト ヲ巧 


» lll 章 夕巧 時 閒ノ巧 謹 、 

•丸 條巧巧 二 お スル 巧 謹 お 巧 巧の ノ 提供 又 ハを 巧ボ巧 シキ 巧 巧 ヲがス おな ニ ハを 菜を 甘を ハ迅ぶ ナラ シムル 
二 お 虫 ナル 巧涅ヲ 命ズル コト ヲ巧 

羣十條 巧 8 量ノ 々* 巧 化 ぞ理ぶ ハぶ 内 巧 化 ノー 巧 ナラ ザルみ K 3 リ生ズ ル 巧 巧ノ がよ ノクィ 化々 ノ » ま 
巧 門ち クハ i お 巧 巧 か ノクメ ごを ノ巧閒 、巧 八 化 ニョル 報酬 盈巧ホ ニが シテ巧 巧 サレ 巧べ キ巧 働* 二け キ 
規おヲ をムル コト ヲ巧 •巧 巧を C 巧 巧 巧ヲ用 ヒズシ テを 巧货 能カ ヲ W テ 巧 一 々働 お ダを 巧 巧 « 時閒巧 二 お- 理シ 
巧 ル 巧 么ヲ をムル コト ヲ巧ス 

rr 々 it 管 ゲ 巧々 ノ巧 まが 門义ハ 各な お 巧 巧の 二 巧シ ，一 報酬 巧 巧ぶ 二 巧シテ 巧が スべキ 々« を 二 M スル 
規巧ヲ 巧 メタル トキ ハ お 巧 巧 か ホ 又 ハ おれ エホ お 二 おシ巧 おか ヲ おみ スル 巧 化な ヲ巧 フル コト ヲ巧ズ •袖 巧 著 
(お 族义ハ おお-一 非 ザル 巧 巧を) ヲ巧用 スル トキ ハ 所を 量 ヲ巧巧 シテ巧 働* ブ典 フル コト ヲち么 ホ/袖 巧 ホ ニ 
おシテ ハ 更二巧 八な ニ ョル巧 酬巧巧 ま ヲタ化 スル コト ヲ巧ス 

ili 蛋大 ナル 巧 も アル トキ 巧-一巧 « をを ノぶム ル 巧を ナル ホな* 巧々 なを 及ビ おれ エ柔 ホア ラ ザル々 をクハ 
化 ラ ザル トキ •叉 ハ お 巧 巧 « をち クハ み內エ 菜を ノ 特別 ノ巧 人的 本 情 アル トキ ハ •當ま 監存を ハ 巧 まち 食 お 二 
巧 シーを ノ巧閒 一巧 酬證巧 書 二が スル 巧を を ブ巧巧 シテ巧 S* プ巧供 スル コト ヲホ可 スル コト ヲ巧 
藥 十- 條巧働 者 ノ巧働 時邮巧 か 時 削二關 スル ー お 的 巧 まかを ハ 么ヲお 巧 エ柔を ノ巧用 スル お 族 か ノ巧巧 巧 働 
著 (Betr ド bisarbeter) 二 巧 用 ス 

第 田な 巧夕 麵 巧 110 セ 


第二な ナホ* 务 11 ホ 


第 凸章お 换巧止 

藥 十二 條 ぶまな 巧 妊 二な 共 巧 生 お 巧 こなめ 昭 則.^ おれ 巧の ブけフ 作ち 巧 i をゾ な巧プ おを シな单 #ノ 
生命が 巧ち クハ 風 お义ハ ー巧 ノ巧生 二が スル 危お ナキ 巧を 設設巧 スべシ 

づ 巧 巧 エホ 妾 第二 條策 一巧 さを 暑】 ポお扶 ルゾ巧 巧を おめ 巧 働を) ヲ巧用 スル トキ ハッノ 作 巧 巧 二せ キソ 
ノ化ノ 巧 害な 巧 二 MK ル 規ぶモ ホ 么ヲ 適用 ス 

藥十 I ユ條两 巧 働 大臣 ノ 命々 " T W 巧 « 大巧 ハ 巧々 ノ巧ホ 巧 巧おク ハーを «巧ノ 作 巧 巧 二巧シ 巧を 豫 巧れ 二 公 
共ノ 街生ノ タメみ 令プ巧 スル コト ヲ巧 

n W 巧 《大臣 ハ 兒度ノ 巧 用ヲ巧 ムシ おクハ ー 化 〇三牵 S 月 ご 革 H せ 「 H ま 二が ヶル お 度 タタ 占 スル 法夕戌 
を ノ年龄 ノま了 •プ巧 用 ノが件 トナ スュ トヲ巧 

づ K 巧 《大臣 C 巧 巧 巧 働を 垃二お 巧エ柔 をノホ 巧者 二 巧 シテモ 実み ヲ巧 スル ュトヲ 巧 
藥十 田條お 巧 巧 働ノ 禁止 » 々働 大臣 ハが 事ぶ ノ 生命な 巧ち クハ風 お 上ち ク ハな 共 ノ 街を 上 お シキを な ァルト 
キ； ぶ 巧 巧 働 ヲを止 スル コト ヲ巧 

IH •五條 巧を 巧 巧 T ' を ホち 胥をハ 巧 十 S が-一 3 ル 田 巧 € 大臣 ノ 命令 二巧ヒ が々 ノ かま 巧 二 巧 シ尖省 豫巧ノ 
‘ ||| 巧 ノタィ 巧々 ヲ巧 スル コト ヲ巧 

fi 巧 まなな 宫ノ 巧々 二 巧 シテハ ー週 閒ノ巧 閒巧ニ ソノ か 吞を巧 二 お吿ヲ ナス コト ブ巧 • かを を 廳ノ ホぶ 二 巧 


シテハ 不肤ノ 申立 ヲ許 サズ •を « 官麻ノ ホを ハを を トス 、 

寒 十 ホ « 公共 巧 生 ノ保巧 一 巧を 巧 お C 巧 十 S が 二 3 リ巧巧 巧 乂 臣ノ 命令 二な ヒ巧ぞ をせ な卜 み謠シ 巧々 ノ 
作 莱巧二 巧シ •お 二を 巧 品及ビ 巧が 品ノ 巧を 加工な 二な 裝二巧 シ生ズ ベ キー 巧 ノ巧生 上 ノ危お ヲ除ク 々ィ 巧々 
ヲ巧 スル コト ヲ得 

n W あを おノ 指令 二 對シテ ハ ー巧 閒ノ巧 削 巧 ニ ソノを 巧を 度 二 お吿ヲ ナス コト ヲ得 •をを ぜおノ かお ハ技按 

t K 

H 十セ條 届出 巧み 巧 十ー ニな 巧】 巧 ニ ヨリ 特刖規 をノぶ メラ レ クル 作柔 お-一め テみ 巧 巧 巧 ヲ巧フ トキ ハ 么ヲ巧 
をを 廳二巧 化ズル コト ヲ巧ス •巧 化 ハ 作 巧 おノ おみ 巧 お之ヲ ナスべ シ 
難 十八 條巧 まか 巧肚 二な 共 街 牛： が 謹/巧 任 巧 十一 二が 乃至 巧 十六が-一基 キ發 セラ レ タル お々 ノ巧巧 ハ 巧 巧おク 
ハ 作柔巧 二 M シテハ おみ 巧を •ッノ 他 ノ巧合 ニ ハ 巧 十 S お 巧 S 巧ノ 巧な ヲがキ ぷ内巧 巧 おお ク ハぶ 巧 T : ホ ホッ 
ノ資 二を ズ 

第五 ♦巧 酬ノが 護 

雜十九條 1^^サ理をノ^^|>1 巧か巧巧をハ俩々ノ晚お巧巧二がヶルま巧々8ブ巧時をせシ肉々巧乂臣二巧細ナ 
ル 指示 ニ ヨル報 吿ヲ ナス ペシ 

雖二 千な 巧が ノ規巧 お內 々の ノ 巧研ノ 《ミ 网お巧 かが 制 法 ノ規を ニヨル •巧 酬ノ かを ハぶ ノ卞法 ニ ヨルコ 

第|0 « 巧 te ； 働な 二 0 九 


第二が ナナス 《•巧 二 一〇 
トプ巧 

1 巧 ♦ゾ なち 

2 ちを 規則 主 トシ テ 同一 事まノ タメを 巧 二义ハ プノ 象 族 トト モユ 巧な スル お 巧 巧 € をは 二み 巧 エ柔者 ダ 
巧 時 二十 名 U 上ノ 使用人 义ビ巧 € 巧 ブ巧用 スルを 業 二な スル トキ ( WK 々《巧 冉 なが •九ち を 一十た たを 二 巧】 

3 巧が 規則を 巧 隹件ノ ホを ボみ巧 巧 《ノ規 巧 ノクメ 巧を かクべ ヵラ ザル トキ (SR 《働な 巧 化が 三十 二 化 巧 
一一巧】 

藥 二十-巧 巧 率 規則 ニヨル 報酬 ノ規を 一 一 ま柔巧 二が ケル お 巧 巧の ノ巧酬 ノ巧率 規則 ニヨ ルみ を ハ お 巧々 
か ダ 巧を ノ巧困 ニ テ 巧 ハレ 旦ブ巧 ヵニ不 ちみ ナル 巧酬ノ まみ ハル ル トキ ハ特二 么ブ巧 フべキ モノ トス 
/ づ おれ 巧の お 叉 ハ お 巧 H 業を ト ブ ノ を 託を トノ閒 二 於 クル 巧 ホ 規則 ノ 人め 巧 州 巧 曲 ハ 本 法を 哀な二 W 巧 巧 
« がが 法 巧 S 十四 か ノ規を ニヨル 

さ I 十二 條巧酬 ノ巧巧 お 巧 巧な 二 お スル 報酬 ハ 出巧宮 ニヨプ テみ を スべシ •出来な 夕| ヨ ルみ 定ヲ ナス コト 
巧 ハ ザル トキ ハ 巧々 ノお合 二巧來 ち巧ノ 計算 ノぶ巧 トナ リ 巧べ キ時拙 巧 ニ ヨリ ホち スべシ 
難 二十 II 运 仲介者 二 巧 スル 巧 酬ノ規 をは S 巧を ノお 同資巧 一を 一な を 苗； ル 寒 巧 巧 A ホね 二ぶ 内 H 
柔ホト 同】 ノお 巧ブを クル かか ホ-一 おシテ ハツノを 託を トノ 間-一が ケル « 率 規則 ニ ヨブ テ ま 巧々 « 巧 义ハ 寡れ 
H 柔 をノク メニ設 ケタ ル 巧 酬巧二 巧 スル ホ 合 二 3 ル 巧 加み ヲ ホを スル コト ヲ巧 

f ? を巧おダか介お 二 おシ索巧巧衡ホ又 ハお内エおを 二 おス ル巧をが則巧を ， 巧研まみ 二 不充分ナ ル コ ト巧々 


ナル 巧研ヲ まみ ヒ タル トキ ハを 託 タハ仲 かお トト モ ニみ 巧 巧の 者ち クハ お巧エ まを 二 巧. る ホな 則 巧ぶ ノが 》 
ま巧ノ 巧-一巧 犬 

羣 二十 B 條巧 研ノを A '. 巧巧ぜ 巧を ハを お 苗が 巧卜 お謹シ 報酬 ま巧ノ 適を ナル 芭おヲ ナスべ； 

第二 十 五條 巧 酬二脚 スル 巧 吿落お 一企柔 ホ， ま 类控宮 ホ* かかを •ま 巧 エホを な 二 お內巧 巧ぶ" 巧 W 規ぶ二 
姑 スルを テ ノ巧巧 二な が 巧 化 管理を い 巧 巧 弦せ をは 二が 酬監を ヲを巧 セラ レ タル ソノ 巧 巧 人 二 報吿ヲ ナス ペシ 
f ? ホ巧ノ お； 斑 求-ー ヨリ 報 欄な 巧 茜 系 八ち ノか 巧な 巧 巧 見本は-一巧 研 巧を ノ塞巧 材巧ヲ 巧 示 スべシ 
第二 十 ホ條ぞ 巧す 化 ノ巧な 二が ケル おが 巧 金 ノみ吿 ^ か ホを •巧柔 巧を 者 おクハ 仲介 ホダ お 巧々 の ホおク 
ハ 巧 內エま ホち ク ハを 一條 巧 二 巧 二 3 リ W ー ノ かな ヲ巧 クル ホ ニが. ン ，巧 率 規則 ノ 巧を ヨリ 少がノ 報酬 ヲ よみ 
t クル トキ 《みかを ホ 女 ノ巧間 巧-未 足が ヲ まみ t そが 證 明を ヲを ボス-ヘキを ヲ なが 剖を ヲ獲 吿シテ 
か 令 ス ぺキ モノ トス 

n 不足 巧が ヲ巧ケ タルト キヨ ys 巧 U 上 巧 巧 シタルト キハ 遅が 罰を ノホ 吿ヲ ナス コト プ巧ズ 

さ 十七 條遲巧 巧を ノ蹇 "T 法を 期間 內二畫 巧ブ 支？ タルす 證明 ナキ トキ ハで ち Bf ! をハ蹇 巧を 

ブホを スル コト ヲ巧 

fi a 泣 巧を ハ 巧な 不 ぶま 巧が 3 リタ 細 ナルべ キ モノ トス •ほシ を 巧 二十 ライ ヒス •マルクを な 一二 千 ライ k : 
マルク •反 巧 ノ巧合 ニ ハが 息 一巧 ライ ヒス •マルク トス 

さ 1+ 八條 巧を ノ みを 二 巧 スル 其な T 百 ライ t ス •マルク ヲ 巧る スル お 巧 柄を ノ みぶ 二 巧' ンテ ハみ をノを 

第 田家 《ホ 備 法 ごこ 


夕 一が ナナス々！ •を 一二-一 

連 アリ々 ル 日 J 一巧 閒ノ巧 巧 巧-一因 巧® 大民 二巧巧 プ芸ブ ごトヲ ち 巧 |8二お スル 曲々 お 大臣 ノホぶ 二 
おシ テ" 不版ノ 申立 ヲ ホ サズ 

fj 異な ノ 申立 ハ ホ 巧 不足 ノをセ ザル コト ヲ 理由 トシ テノ ミ么ヲ ナス コト ヲ巧 
苗 異な ノ 申ぶ ハ かち ノ巧力 發生ヲ 巧 止 スルな カ ヲ巧ス 

51 十 ホ條巧 巧 巧を ノお 免? 巧 かを 登 臣ハお 巧 刮金ヲ 巧 セラ レ タルを ダ 不足が ヲ架巧 巧の お义 "お 巧エ巧 
を二 そ巧ヒ タ ル n トヲ泣明シ タ ル トキ ハ不足がノ限巧二がテ巧をノ货化ヲナサザ ル コ トヲ5^ 
f ? (巧 かせ 巧 を 八 特則ノ 事み 二 3 ヴぞ拂 惟が 二あゼ ザル ニ 巳 ムヲ巧 ザ ホ 巧 わ アリ ト認メ 瓦ブす おが ノホ巧 アリ 
クルト 中 ハ おな 巧を ヲ巧 巧シ 又？ を 除 スル コト ヲ得 

さ军條 巧を ニ ョルま 巧 巧 働を ノ 保を お 巧 H 東を 艾之卜 同ー ノ巧 おヲを クルを (ホ ニ條 ターき ダ 架 おか ノ 
楠 かお ヲ巧 かを トシ テ 巧が シ之二 巧 率 規則 巧を ノ巧酬 ヲ支巧 ハ ザル トキ ハ •遅 巧 罰を 二 M スル 第二 十六 お力ま 
第二 十九が ノ 規をヲ # 用ス •ほシ ま巧エ 柔を义 ハ么卜 同】 ノお 扳ヲ巧 クルを ノ巧酣 ダ 巧 幸 規則. 二 3 y を ィラ > 
ル 巧を 二 お ル 

さ 二王 條巧进 巧を ノまみ 社-一巧を T お 巧 前を ハ 巧を* ラレ ♦ル 田 5 ホ IB フ べシ备 《サ理 ミ 公 巧# 
化 SM スル H ノ 法規- 1 ョリ 巧な 巧を ヲ め化ス 
づ田巧 働 ホ 臣ハ逗 班 巧を ノ 巧を 二 姑 スルが 則 ブ巧ム ル コト ヲ巧 
さ 二十 15 社 會的襄 をが 化を 的 名* ilS 巧-品 スル 巧舅餐 巧 法 ノ坦を ( S 十五 化 力ま 第ぶ 主ち ハ 巧な 


扣をユ 田 スル 本 法 ノ規を 二 巧 ラ ズ之ヲ 巧用ス . 

>11 子 Is 巧な ノ差巧 一 ま 巧 巧 働を ミ お 巧 エ柔ぞ 二 まみ ハル ル 報酬 ハ 巧 级差巧 法-一規を セラ ルみ 巧 《お 
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一 企柔を (お 麻 お) 及ビ 巧巧曼 なかを) 削 ノ巧ま おを が 件-ー シテ巧 お閒化 おこ 往ホ W が-星 ク モノ •巧が 
巧め を クバ 徒 ま 契め ノ を 否-一巧 スル モノ • 牌な おク ハな ホ W な ノ綺按 二せ アノ 巧な 二を クモ ''み ビ々 
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- F イヴ ホ 働 «»卜 ■が ナキ企 巧者 度ピ おお 円ノ タメ ユ巧フ •ヘキな 巧 相 ま 巧み ホ 度ビ化 用人 _| シ テー 巧* 主 y 
A ク— 々々ル 巧 巧 斤 巧ノホ 功--* 所- 1 於 ケル 法 巧 事 ホ/ ♦» ブ ft 巧 トシ チな 《ザル 者 度ビ巧 »± ニ シテホ 事 ホみ ユ 
r イヴ々* ««3 9 巧 事 者/巧 巧ブ ホ 任 セラ レ* ルホユ R リタ 備 巧 巧 所- 1 が チ 巧を 巧 a 人おク 《« 化 人 タルコ トプ 
巧 r イブ ホ 働* f おノ 巧が 扣巧 «圓 二 a リ巧 事を ノ 巧を 巧 押/巧な トセ ブレダ* トキ 《 K 々働 巧 巧 » ノ « 巧 度 < 巧« 


者/タィ 巧 巧な 人ホク 《 It 化 人 トシ チな ま +: 1 夕をク 《他/巧ぶ ナル 者 ブホ可 スル コト ブ 巧* 肉 ホ 働 义臣ハ w '? 
巧 大臣/阿を ブ 巧 テ n / 巧 可- 1» スル お ホ カ アル ホ か ヲをム ル' コト プ巧 》 プゾ他 巧 巧 一め チ 化 ノ法ホ 事件 / t 巧 ブ 
鲁柔 トン テ 巧 フネ 《巧を 巧 巧 人 お ク 巧 人 タル コト ブ 巧ズ 

娜 十 II 條手數 巧み ビ巧 用"? 巧 巧のを が 巧ノ ずな 二が テ ハー 囘ノ手 おお ハ 訴訟 わ/巧が 二 お ヒテを プ巧化 
K •ツノ 巧 ハ おを 夕巧巧 


二 0 ライ t ス 
二 〇 ライ t ス 
ホ 〇 ライ ヒス 
六 0 ライ fc ス 
1 00 ライ ヒス 


• i ライ ヒス •マルク 
-ニ ライ ヒス •マルク 


.111 ライ ヒス •マルク 


マルクな 下： 

マルクな 上 I 
マルクな 下 一 
マルクな 上 一 
マルクな 下 一 

トシ • 1 〇〇 ライ t ス .マルク ヲ超逊 スル トキ ハ】 〇〇 ライ ヒス.* ル クニ か キー ニ ライ ヒス.* ルクプ 加へ をな 
巧ヲ五 00 ライ ヒス. マルク トス •雲 キ數巧 (墅 —ぞを Uhre と ハ 么ヲ续 化セズ 

f ? 巧 一巧ち クハ上 おお 二め テ 巧を ガ をが 巧 二が テ 巧ち セル 巧 解义ハ 巧が 巧 二通 巧 セル 巧 解ヲな テを おシ タル 
トキ ハ該雲 二が ケル 手 巧 巧 ハ •ソレ ニモ ダ チ テ 訴訟 辯論ヲ 巧へ ル 巧 合 二が テ モ-材 么ヲ沒 化 セス 巧を グ 巧 巧 
がを ー ヨリ お クハ認 巧を クハお ノお下 二ぷ キ がが シ > 且ブ 巧を なを ヲ巧ハ ザ リシ 巧 合 二が テ S をな-兵 テ ハ 
ま ホフべ キ手 » 巧 ノキが ノミプ みか ス •巧 一巧 二が テ 巧を ダネ 設(> ミを— コ ちち クハ巧 ノわ下 二 ぷキ巧 

♦五み 働 栽 nwA 二 ご 一 


ター 巧 ホ こ 勞 麵 巧 一二 一二 
をな 論 ヲ巧ハ ズシテ 終 巧 シク ル トキ ハ 手数 巧ヲ巧 收セズ 

づ 手巧巧及ビ巧用 ハおホなノ 手巧グがおシ タ ルおなちク ^巧ノ巧ムブ命ジ ♦ ル爱" 二 がテ始メ テ么ヲホみ 
フ •ヘキ モノ-* ■ス • S 香み 巧 金 ハ么ヲ 登セズ •强 初な 巧 二せ ァモ ホ同ジ 

^ 巧を 一二が 巧 四ち 巧 百 二 巧み ビ巧百 わな グ巧 九十 一二 巧 香 巧卜畏 スル 爱 口* 巧乂 十八 化 巧 一二 巧 •は 二 

巧义十 化が ノ巧合 二め テ ハ 手技 巧 及 ビ费用 ハ 么ヲる 化セズ 
ぶ 巧 お中ノ 訴訟 二め ケル 巧 解 ハ 巧が ノ おせ ヲ 免除 ス 

ソ ノ 化巧働をが手な 二 がケ ル 手巧巧义ビ巧用 二 化テ ハ がを«用を (09昏を8き86*夏 ノ 規をプ #用 ス 
藥十 I 二條 法が 上ノ共 巧^ 巧 巧のを が 巧 ハ他ノ 巧のを が 巧 二 巧 ミ テ 法 巧上ノ 補助 ブナ スヲ 巧ス ，巧 我 巧 巧 
(Amtsgerkht) ハツノ 所在地- 运巧靈 判巧ノ 5 ザル 化 リタ 望が 巧 5 シテ法 伴 上 ノ袖助 ブナ； トヲ巧 

ス 

f} in ノ 巧を 二が チ ハ 巧な 上ノ 共助 二 曲 スル 巧が 巧 H 巧を を ドす 空 sfcngsgese ちノ 班を ヲ牟用 K 


»|| 篇巧 働を 巧 巧 ノれ巧 

ffl 章— 9雜«巧^ 

雜十 H 條設扭 巧 巧 街 おが 巧 ハ 巧 立/をが 巧 トシ テ 州 司を 巧 ごゎ 言と ミミ 9 ミー ミ 曼ガ州 & なれ々 けれを 
巧 (cbcrste 】 ゎ-己 csbch む rde ミ 吉 e Sozi 已 vt さ V 己一 ng ) / 巧 意 プ巧テ 巧 巧 之 ヲ巧お 巧 巧/巧な R 巧 ユ化テ 巧扭ス 


巧巧化み判巧ハ义之ヲホノ巧巧二化テ設垣スルュトブ巧 、 

一 一州 巧ノ 巧が ノ 巧を 判巧ノ をな 巧 巧 おクハ ー州 巧ノー おち クハ數 巧ノ區 をが 巧ノ がな w 巧 ノー 郁 お-一が 
一め が柔 ホみ 

二 お巧ノ 州ち ク ハッノ ー巧 巧な •巧 二 巧 一 的を 柔か巧 > コノ 巧 合 二が テ ハ 巧 一巧 __ 巧 グル 明な 州 おな 巧 お 
么ヲ巧 S ス 

づ季 八が 巧肚ち 第二 i 巧 一ち？ 十一が 巧 五ち 巧 二十 援巧 二ち 巧 二十 セな 及 ビを二 4巧 1 
巧ノ州 おが 巧 トハ巧 巧 かを が巧ノ 上れ 二位 スル 州 巧 働を 斟巧 ヲ設面 セが 州を が 巧 ヲ謂フ (な】 

B # 十 田 か Jtl 二 巧は 一九 一二ち 年 一二 巧 二十 H か々 働 巧 巧 所 法のを E に— する 化かに ょつて 巧 二十 セな の A に 巧 入せられ る こ 
ととな つた {巧者}* 

第 十 五條 巧 玫及ビ をせ"^ 巧な 义ビ をを ノ巧巧 ハ 州を 岳れ みがは を おノ同 息ヲ巧 テ州詞 法が 之 ヲ巧フ 

ff 州 司法ち ハ 州た 巧社會 行なを おノ 同を ヲ巧テ 巧を 及ビ をせ ノ 巧按ヲ 下み 巧 M 二を 任 スル コト ヲ巧 •特二 巧 
々働 巧が 巧ノ 栽が ち 二 •义 おを ノ ながを ノな スル 巧 合 ニ ハ ソノ】 ホ-一を 巧 スル コト ヲ巧 
军ホ條 構 巧 R 々化 教割巧 ハ 栽が 長 (vorsltze. 己 ろ 巧 巧を 化 巧 (を lleverl.s を Vo をな 呈夏 及 ピおホ 
具 (Bdsltzeo ノ必 おお ヲ U テ 化 巧 气陪廉 な ハを キ餐ブ かま ホ义ビ 巧で 具 ョリ巧 出 スべシ 
0 巧 巧 働 巧が 巧 ノを巧 (Kal さ】 さ) ハ】 ホノ 巧が ちな 二を 一を ノ 企ま お 例ぶ ビ化变 な 供ノ陪 巧々 ヲ な テ ソノ 
ち化數 トス 

第五 夕 CttK 所 ホ ニー ニニ 


夕录ナ ♦スタ 働 法 ニー】— 

寒 十 セ 條巧ノ お 巧 T 部ノな ハ 州を 巧れ 貪 巧な 巧 巧 ノ同息 ヲ巧テ 州 巧を お 之 ヲ巧ム 
f ? 巧 襄ノ冀 ま 件 タヒ 達人 ノお霎 件 二せ テ ハを 圳ノ 部ブが 5 •兩 话ノ おお 丹 £ な 喜； 卜こ 
ツノ何 レガま タル 5 巧ヲあ スル々 ニ ヨリ 却ノ を巧プ 巧を ス •巧 則ノ 理由な スル トキ" 州 巧 法 巧 ハ 州な な 化# 巧 
政を B ノ 同意 ヲ巧テ を义ビ 巧 用人 二が キ 格別 ノなヲ が 巧 セ ザル 旨を ムル コト ヲ巧 
づを巧 アル 巧 合 ハ 特ちノ 成 ホ 及 ビ窗柔 は 二巧侦 をを ク ハが 用人 ノ特 をノ 部巧ノ おを 事件 二せ テ 巧 門が (す 
kammer ) ヲお巧 スル n トヲ巧 •ツノ お 巧 二せ テ ハ 州を 商社 含 巧 政を おノ 同を ヲ巧テ 州 司を 巧么ヲ ホを ス •手工 
巧ノ おを ホ 件-一が テ ハタ 巧が (手工 菜を が 巧— 田 5 を ミ" fio す】 ヲ 設置 ス 

邮州 司法ち ハ 州を 庭れ さ订 政を ちノ 同意 プ巧テ 巧 用人 巧 义ハ巧 門な ノ 巧な ヲ 巧張シ テ他ノ 巧々 巧 巧が 巧ノ巧 
巧を ク ハツノ ー部 二 义ポス コト ヲ巧 •特 二が 一め ホ ま 化 巧 二が スル 巧 合 二么ヲ ナス 3 トブ巧 •他 ノ州ノ ホ 
巧へ ノ巧联 ハを 州せ 巧を 离巧 ち ノ同息 ヲ巧テ 之 ヲ巧フ モノ トス 
•十八 條 をが 長 ノ巧か ^ 栽 おちあ ビ を倒畏 代理 ハ 州を ななみ 巧を 官ちノ 同 息 ヲ巧テ 州 司法 巧么ヲ 巧な ス， 
压命ハ 巧 働 法 义ビれ 々問題 二け テ 知 就卜巧 驗トヲ 具備 セルを 二 お シテノ ミ巧フ コト ヲ巧ス 
f ? を！： を及ビ 巧が 長 代理 タルを ハな 則 トシ テ 巧 巧を 判官 トス 

づホ巧 ル ノぞハ プノを お 生 5 が ヶル 化な 上か柔 おあビ 巧 《をを ク ハな 用人 卜进 メ巧ス •瓦ブ お 判を クリ巧 
ル ま 格ヲち スル 巧を 二が テノ ミ么ブ 巧が を 义 ハを がち 巧理二 任命 スル コト ヲ巧 

g 巧！： ち 及ビを が畏 代理 ハー 年な 上 九 年 ホ タ巧巧 ヲなテ 任命 ス •里 任 ハ 么ヲ 巧ダズ •巧 巧 トシ テ ホ曲韶 


s 年プ 巧る シク ル トキ ハを がち ハと ヲツノ がみ ノ閒 任命 スル コト ヲ巧 •巧が 官二 適用 スべキ 伴が 法規 ハ R 々« 
を！： 巧ノ をが ち ニモ ホ么ブ 巧用ス 

がかが 長 及ビ巧 巧ち 代理 ハ 巧-一 官ま トシ テを タンタル 巧を ヲおキ ソノ 巧 巧が 州 栽 巧を ノ 面が 二め テ 巧 坦 
巧 二 かキ巧 巧 スル コト ヲ巧ス 

かを！： 官ノ 度み ノー 時め 執巧ノ をが 二 M スル 州 法 拌ノ規 を ハ おが 長 トシ テ ノー 時め « 巧な 巧 二せ キ么 プ单用 
ス •巧シ ー時的 « 篇み巧 ハ ホ 巧 聞 ヲ巧あ スル コト ヲ巧ズ 

寒 十先條 をが 長ノ 法な 上 ノ巧化 T をが 長义ビ 巧が 長 代理 ハ州ノ 司法を トシ テ ノ權巧 义ビ堯 巧 ヲ巧ス •一を 
ノ任 巧る テ 任命 セラ レ タル ミツノ 在 R 期 閒中化 等ノ樓 巧？ ま巧ヲ ミ‘ お 判 巧 稱巧巧 巧 八 巧？ 巧九隹 
ノ規ち 夕一專 巧を 判を 二 化 テ ハ ブ ノタ I を お 巧 巧 巧 法を セおノ 規をヲ 準用 ス •兼任 ノ をが をみ ビ 巧が を 代理 二 
巧酬ヲ 典フべ キャを ャハ州 政 巧么ヲ を ム 

fi 一時的-一 專 巧を がち 二 任命 セラ レ タル 田 又" 州ノあ 身官ま ハツノ 巧 巧な 了 スル トキ ハ么ヲ «ノ 官巧卜 同等 
ノ巧隹 アルを 二な 输 ♦シム •をが を トシ テノ在 •巧 巧 ハ 网义ハ 州 二 巧 スル 巧み 執行 巧閒 トシ テが 算ス ぺキ モノ 

トス 

51 十 條をホ A ノ库 命^ お # 貝 ハ 州 上 《巧な 官ちミ Shere Verwaltun 巧 beh 痒 de を Landes) 二 3 リ 州！！ 
科 巧 S ノ同 をヲ巧 テ么プ S 年/巧 間 巧 か K •お 度 具 ハ ド ィブ 巧働§ 社 二 巧 二十 二た 巧 二 巧 第二 W 二 巧 グル 曲 
■ ノ 提出 セル お « 名簿 (vorschlagsllsts) ノ中 a リ 巧を ナル « をヲな テ么ヲ 巧を ス •ド ィブ々 A 巧な ハ あ »/ 
錐 五务 働|0|; 所 ニニぶ 


第二が ♦ナス 巧 働を 


ニー 三 ハ 


が 巧- 存 キか柔 そ义ビ 巧 B ホ ノ同數 ヲ涅ビ 且ブ田 巧浄ニ ョリな 巧 上 ノ巧棄 みみ ノ設ヶ ラレ タル トキ ハッノみ み 
V 同を ヲ 巧べ シ 

fi 夕 のを 俩义ビ 巧 用人 側 ノ陪ホ 貝 二 付 テ ハ 巧 十 セな 第二 巧 二が ヒ巧 刖ノが ヲ設ヶ ザルを 合 ヲ除キ 巧 則 トシす 

C 

巧 圳ノ推 お アル コト ヲ巧ス 

づ陪ホ 具 ハ ソノ 肤巧 がか 判長ノ 面が 二が テ 巧な ノ巧巧 二せ キ なぞ スル コト ヲおス 
WII 十 - t 际ホを ノ费 を" 7 陪ホ貝 二 巧 命 セラ レ 巧 ル ホ ハ ド ィプ W ノ 两巧ヲ おシ且 プ年齡 二十 あ 巧 ヲ巧巧 セ 
ル 巧 子 义ピ女 モニシ テ 巧 巧® をが 所 ノを持 おが 巧 二が テ引货 キー 年な 上 企ま お义 ハな おる トシ テが 巧 セルを ナ 
ル n ト プ巧ス 

f ? なおな •公務な-一巧 命 セラ レ 巧 ルを 佑 又 ハ おを ノお巧 ホ トナ リちク ハな 任を 其 タルべ キ まな ヲが寒 セラ レ 
クルを •おク ハを お 權おク ハ 公な 貞 タルべ キ 資格 ノが ホセ ラル ルを 罪 又 ハ 巧 巧ノ なが 手な ノ 巧ね ヲ巧ヶ クル お 
立 二を 3¢ 巧ノ 命令- 1 3 リ 自己 ノか おおみ ヲが限 セラ レ タルを ハ陪 ホな ノ巧 ニブク コト ヲ巧ズ 
ゴ をが 巧ノ官 巧及ビ 使用人 ハ おが 貝 二 巧み スル コト ヲ巧ズ 

C 

阳 同が 二 か 柔ホ及 ビ巧ホ 具な モノ 巧 ホ 貝 クル コト ヲ得ズ 

む 巧を ノが巧 おか クル ノみち ダ 後日 二 至リテ 巧を セラ レ クル 巧を 义ハ巧 日 二至リ テ生ジ クル トキ" 州 巧 お 巧 
ち ハ 巧 ホち ノ巧 ヲ巧ズ •ソノ ホを 前 巧 度 貝 ヲ巧問 スル コト ヲ虫ス •ホを ハな 炬め ナル モノ トス 
さ +11 條么ホ ホ 伸 巧 霞 S スル 特 則^ 一時的； ハ 規則め-二 年 ノ度巧 凹を ク系 おち クハ巧 用人 ヲ 


巧值セ ザル おモホ 企業を « 巧 巧 具 クル ヲ が グズ' • 

、二 自お人 二が ザル 企 ホを 二# テ ハ 陪巧具 トシ テ 左 二 巧 グルを ブ 巧命ス ♦コト ヲ巧 

一 が 法 上ノま 人义ピ 人め 围« 二が テ ハ 法 巧上ノ 代理人 社 二 堅 巧 ( A--fsichtsrai 量 ieder ) 

二两 •州 •巧 治*! •自治 sng 及ビ ソノ 化 ノを法 上ノ困 g-l が テ ハ 闻义？ 州ノ を# W# 巧を 麻 ノ巧 則-一巧 k 
巧 巧 的 地な ニァ ルを 巧み 

兰 企巧を供おホ貝ノ巧な二がテ ハッノをホホガ巧のを义ピ巧用乂ノ巧«二がキ巧立ノ1131ヲホシ巧クハ巧> 
代理 樓ちク ハ 包括め 代理 樓ヲ巧 スル トキ ハ柔な 執け を 义ピ經 をノ指 巧を 卜同 これ 泣フ 
寒 三十 1-1 條が柔 ち俩巧 ホち 二 お スル 特則失 柔を卜 * モな柔 貝 側 巧 度ち 夕 み コト ヲ巧 
»|| 十 H 條际ホ 貝 クル 巧な 引を ノ巧据 一 •左-一巧 グル 巧 ハ 陪巧貝 クル コト ヲ拒ム n 、 ブ巧 
一 滿 六十 五を ヲ巧ユ 々ルを 
一一 疾巧义 ハな 疾 リ 時な ノ 執け 二 巧へ ザルを 

ご 一 化 ノ $ 巧 トシ テ 公共 ノ 事み ヲ 巧な シ巧巧 具ノ引 まヲ巧 待シ巧 ザルを 
四 巧みな が 旣ユ六 ザ 閒巧 8 巧！： 所ノ陪 巧ち ク リシを 

五 ホ 子 ニシテ ソノ 巧 族 二 お スル 配巧ノ タメ 度 務ノな 一行 ダ 著 シク 巧雞 ナル コト ヲ 巧明シ タルを 
二 上な 巧 おを K ハ 州 巧が 巧を ノ同息 プ巧テ 拒る ノ理も ァリヤを ヤヲみ をス •ソノ ホを ハた をめ ノ モノ トス 
難 二十 左條巧 ホな ノ巧化 一 巧 ホ 貝 ハ あ# 巧 トス 

第五 々 s 判 所 法 ニ ニ ち 


さ郎 ナナ K 勞 麵 ホ - 7 

0 巧 II ち ハ ブノ« 巧ノ み 巧 二基ク ♦業 上ノ 36 そ 义ビ费 用 二 お スル 巧を ナル 補 巧は 二た 巧 ヲをク •巧 則 ハ 画 巧 

法 乂 臣ノ 同を ブ巧テ 田 大臣 之 ヲをム 
ゴ 補な 及 ビ旅資 ハち 勞働を 倒 巧 接がを おを 的 二么ヲ ホを ス 
さ 十六 條雲窗 お ホろ お 巧 " T 企 案を を ソゾ雷 人 i 用人 おこ 巧 璧ダ巧 度な タル 巧が ヲ かを 
ヶちク ハ 執 巧 スホコ トヲ 扣度シ ちク 占み ノ引ま ヶちク S 巧ヲ理 - e トシ テを 巧 ホ さ _ 不利を ヲ巧 スル ミプ 

巧ズ 

つ 企 ホ ホち クハ プノ 巧 用人 ガが巧 ノ規ぶ 二 化 忘 二を せ シタルト キハ巧 ホ-一巧 ス 
第二 十 セ 111 時 ホ貝ノ 巧を 巧 ホ 其 ダ 著 シク ッ /* 巧上ノ 巧な 二が キま乂 ナル 審ヲ な シク ホ トキ ハ y ゾ賴ブ 巧 
ズ’ を巧ノ 化を ハ 巧を 窝 ちみ ビ篆 《栽 判 巧 ノを二 名 ノを霎 璧ピお 柔貝舊 麻？ リ ホルな ノぞ 巧二屬 
ス •ソノ ホを 前な 巧# 風及ビ W 々働 巧が 巧 巧が 長ノ をち ヲ 《ス ごト ヲ巧ス •かを ハを がめ ノ モノ トス 
さ 1+ 八* 睹夏 - SK ル 巧 巧 柯陪富 ダ正當 ナル 理由 ナ クシ テ 法 5 望 セズ おこ 正當 ナル 時 夕_ 望 
气ス ソノ 楚弯巧 ハ ザ： こを 利 長 ハ巧畜 トシ テ么ヲ 望二寶 •管 二 至" テ 正を ナル 理ホノ な スル 

コト 巧 ラ々 トナ リタ ル トキ S ヲ试免 スル ュトヲ 巧ス* を巧ヲ 言ぶ シ タル ホを 二 對シテ ハれ ホス ル コト ブ巧 
さ十九條 ^^||みをみ會(蚕たを『 01155 <:-る 386 ) 一 一な上ノ巧プおスル巧巧の巧ぉす二がテ/巧巧が所をィーニ 
名ノ企 ホを 货巧度 A 及ビ S あ ノ巧働 ホち クハ巧 用人 供 巧 巧み ヲ 任命 シ哈ホ A 至 巧 會ヲ化 «ス •巧 重 A 含 ハ 巧 巧 
•巧が 巧ノ 巧が を (をを を 巧 (き snder VC 口 itzen を) ちク "お ホみ 巧が を (ロミ* 臣〔****^ Vi な S ぞノ 


巧 巧ノ下 二な 話ス 

0 巧# 貝を 貝 會巧立 シタルト ♦ハが ノ おち 巧巧ノ かち 巧# ちノ みがへ ノ记 B 及ビお ホな ノ巧 巧へ/巧 ♦ 
_1 M スルを ノか巧 ニ ホ ダナ 巧 ホ々 を 貝 A ノを見 ヲ« スル コト ヲ巧ス •を 貝會ハ ソノ 化 ノ辜巧 二け テモ K 巧衡象 
が 巧 巧が 長 •巧な 官 麻 み ビを督 を！！ 二 動 シテ巧 ホ貝ノ ホ望ヲ A ま スル n トヲ巧 
藥 互- Hi ホ 巧 ノみ出 •巧ノ S 一事が 年度 ノ 開始 前-一を ァな判 長 ‘ fiu 上ノ 巧が 長 ァルト こッノ 
総 テノ 巧が を ハ 巧 巧ヲ をが 二み 宙ス •巧が 長 ノ息其 一を セ ザル 巧を ハ 州 巧が 巧ち 么ヲ ホを K •巧が を •巧 巧 長 
代理 及ビ惊 庞貝ノ みがへ ノ 巧* モホ同 巧/方法 ニヨル •巧 巧な ノ招巧 巧 問 ノ巧メ ニが テ 巧 クニ 陪ホ 貞ノ 分苗ブ 
巧フ コト ヲ巧ス •ベルリン 巧々 巧を 巧巧ノ 巧務 (第一 ほ 第一 良) ノみ出 ハ 州を が 巧を 之 ヲ巧フ 
二々 門が ノ巧麻 貝" 之 ヲ巧專 口が お巧ノ 目め タル tt 柔 •巧 ホち クハ M 宙ノ範 W ヨリ 巧を セル 巧 ホな々 ルべ* 
モノ トス •を 壬 一條 巧 云 巧-一巧 グル 巧用ク がを 巧 件 二が テ ♦口が ヲお巧 セルト こ 化ず 使用人 ハ 金 ホ# 侧 
陪ホち トシ テ 該專門 巧 二® スル n ト ヲ巧ズ 

一二 巧 十た 條巧阴 巧ノ巧 合-一め チ ハ プノを 巧區巧 二せ テ 巧 門が ダ 管 16 權ヲ巧 スル R 々働 巧が 巧ノ巧 ホは ホノ中 
a リ巧ホ 员ヲ巧 A n 卜 7 巧 K 

蒙 乙 +1 •松 ホぅ 巧 出 巧 度ぅ 巧が 長 ダ IlMBJHti 及 ビ巧巧 貝ノ巧 巧み 期胤ノ タニが テを 一十 九た 巧 由 

-1 巧ヒ か巧シ タル おノ賴 ホ-! 巧 ヒ么ヲ 法 运二出 巧 セ シムル コト ヲ巧ス 
寒！！ 一十 ||條 , 務巧巧 巧 働を 倒を I 辜み 巧 ヲ巧ク •ソノ 巧 10 二せ ァハ州 司せ 巧 ダ 州 & を 巧會巧 政を 廳ノ 同意 プ 
第五 务働蒙 巧 所 法 ニニ •！< 


♦二が ナナ*々 一 •巧 


ミミ 


.巧 一 之ヲ 巧ち ス . 

さ ♦.SSS 

S 壬 さ 鼓 恩" T 葵のを 斟巧ハ 州を 養み 巧技な お ノ同息 ヲ巧テ 州 司 蹇么ブ 州 我が 巧 SS ス •季 
阳が巧 二巧ノ 規定 ヲ么 二# 用ス 

n 州 巧 働を 斜巧 S を 刹 巧 巧堯震 ノツノ 管な 養 巧 4 ノ巧巧 二么ヲ 巧？ ル コト ヲ巧 

十 5 巧 玫及ビ 盛を？ 巧 政及ビ 孜夕巧 ミ W お离 か 食 S をおノ 同を ヲ得テ 州 司法》 之 ヲ巧フ 
fi 州 司法ち ハ 州最養 さ 〔政官 麻 ノ 同を ヲ巧テ 巧 政み ビ夜や ノず 巧ヲ下 なぞ g 特二州 栽が 巧を 及ビ 州々 《巧 
が 巧を が 長 二 •おク "をが お夕隹 アル 巧を ハツノ ー名 二を 巧 スル コト ヲ巧 

さ I 子 五條 組 巧 •巧ノ お 巧^ 州努 《をが 巧 S がちを S 化 理みビ 巧 曼ノ霎 數ヲな テ 化が ス •企ま 
著 拥及ビ 巧 表み 傅 ハを ホ 貝ノを キ數ヲ おお ス 

州^^を駕ノをなハ ーあノをがを及ビを一をふ柔を叟ビ奚—タ ハ舊人夕尾具ヲなテ曼 

C 

# 巧 上ノち 足な トス 

づツノ 化ノが 二せ ナハ州 巧 8栽 窝ノ巧 ハを が 巧 巧 巧 法 5 ケル 州 巧が 巧ノ民 S 卜闷 二么ヲ おお フ 
£ 巧 ノおハ 州を をな みな 玫をち ノ同息 ヲ巧テ 州 司法 巧 之 ヲをム 
• ili 十六 • a 制を T ' »巧長 义ビを がを化巧 ハ 州を 商れ みなな S ノ 同意 プ巧テ 望が 所’ を 巧 曼ビ巧 化 

賣宵ノ 中 S " 州 司法 2 ヲ巧雙 •州夕 愛 判で 巧堯二 州な 塞が 巧 (0 を—***" ユら ミル お 合 二が' 


チ ハ 州な 雲が 巧ノ をが 官ヲホ ブル コト ヲ巧 •巧 巧 ハ 州を 巧 巧 お クハ州 括を おが 巧 二 巧 スルが 閒 トス •化か" 
巧 かヲを ケタ ルを ノ同怠 アリ タル 巧を 二が テノ ミ么ヲ 化巧ス コト プ巧 

づ 巧が ち及ピ をが 長 巧 巧 ノ巧か ハ 巧 働 ま及ビ な' 件 巧 煤-一が テみ 巧卜 巧験ト ヲみ惦 セル 巧が だ ノミヲ 么二巧 命 
スぺキ モノ トシ 巧 巧が 巧义ハ 州な 巧を が 巧-一が ヵルを 利官ノ が セ ザル 巧を 二 C 巧が が タル 巧巧ヲ ♦フル 巧な ナ 
ル 乂わヲ 巧み スル コト ヲ巧ス 

さ 二十 セ條陪 ホな? 陪 ホな ハ 巧 二十 歲ヲ 巧ろ 七 ルを ニシ テ少ク トモ ご牵閒 W 巧のを が巧ノ 巧# A ク リシを 

タルコ トヲ 巧ス 

17 ソノ 他陪巧 員ノ巧 か及ピ 巧な 巧」 巧 巧 二 か テ C 巧 二十 巧が 一巧 义ピ巧 一二 巧せ- 赛 二十 一條 別 まを す 八な 
ノ 規ちヲ 単用ス 

»|二+ 入條 巧な 具を ちみ 州 巧のを が 巧 二 巧 ホな を 貧み ヲ 化な ス •第二 十九が 巧 一巧 巧 二 段 及 ピ巧二 巧 ノが足 
バ么ヲ 巧用ス 

さ 二十 さ 部ノ 組ち ず夕 み®? 巧な 年ぶ ノ 開始 前 二が テ 州 巧 判 巧ち 州々 かかが 巧ノ 化が 長ノ 巧襄 
ホ ノ巧カ ヲ巧テ 巧 巧 ブ州巧 働 巧が 所ノ をが 二々® ス •おが お* 巧 巧ち 化 巧 及ビ陪 ホ貝ノ みがへ ノ 曲* モ亦 W 巧 
ノホ 法ユョ ル、 巧 巧 貝ノ巧 巧み 巧 閒閱始 ニ ホ ダナな メテ ソノが 阻 ブ巧フ > 我が お 义ビ陪 巧 5 问時二 巧が 二 B 
.スル コト ヲ巧 •ベルリン 巧衡 をが 巧ノ事 巧み 祀 (か 一巧 •策 二は) C 州词法 巧么ヲ ホを シ他 ハみ 巧 巧を ユョリ 
ブノ 巧み 年が 二 おシ 多な ホ ヲなテ 巧 ビタこ 一名 ノ 州々 働な 判 巧ノ泉 送を ノ巧カ ヲ巧テ 州 巧が 巧技 之プ巧 7 
第五 ホ 爾巧 巧 巧 巧 ニー ニ I 


夕 一が ♦: 夕備达 -ミこ 
づ巧ホ お ハを が お ダ每巧 ザ 巧 义ビ巧 ホ 貞ノ巧 巧 巧 巧 閒巧お ニ ホダ チを 二十 八が を ほノ規 巧-一な ヒ か巧シ ♦ル 
お ノ巧巧 二が fc 么ヲ 法廷 二 巧化ス コト ヲ巧ス 

•ミ 章— 働 巧祠巧 

HMD 卡條設 S 两巧 化を が 巧 ハ之ヲ 巧を が 巧 二 巧巧ス 

S 十； なお. 巧 (ぎ。 さ) ノ おか"^ 闲 々街な が 巧 ハ お 約を トシ チノ 两 をが 巧 巧を (巧吕 ぶを ち。 i 
をヨ Reic 子 巧 ri ら で を巧 長 代ち トシ テノ巧 栽が 巧が を 又 バ闻栽 利 巧が 尊 (を 色—" 己を ぉ呈 巧が た ノ抗麻 A 
(dchterlichc rdsitzer ) トシ テノ两 をが 巧が 案 及ビ 巧！： 官 ナラ ザル 陪巧 ち (見 n — た ミ ご 巳 1 が f 是 ノを ホを 
ヲ梦 么ヲ 化猫ス •を 判を タラ ザル 陪ホ ちか 半 巧な 企 柔ぞ倘 及 ビ汾案 貝 併 ヨリえ ヲ 巧命ス 
fi W 巧 化を が 巧ノ みが ハ-一を ノを がち 二ろ 巧 巧が が 及 ビみー ホ ノかホ お供み ビがホ 巧が ノ巧 度具ヲ U テ 
巧 巧みけ 上ノを 足れ トス 

ゴ ッノ化ノ巧-一化テハ闲巧化をが巧ノ巧ハをが巧巧巧を^がヶル两おが巧ノ巧ザ巧卜同一 __么ヲ巧巧フ 
邮巧ノ 巧 ハ 巧 巧 か 大巧 ノ 同怠ヲ 巧テ闽 司を 大臣 之 ヲをム 
娜 H 十 II 條を判 巧 クル 巧 巧岛两 々 A 我が 巧ノ巧 がを •ながち 化 巧 及ビ巧 巧な タル 巧 ホ 貝 ハ々 « 化 及ビれ み 閒 
西 二が テ お巧ノ か謀卜 巧を ト ヲみ饰 セル 巧が をノミ ヨリ 之 ブ巧命 スべキ モノ トス 
娜 ■十 |ユ 巧 巧 巧な々 ラ ザル 巧 巧お^ 巧が 官 タラ ザル 巧 ホな ハ两 司法大臣 ノ 同を ヲ巧テ W 々巧 大巧 么ヲ 巧な 
シツノ 巧巧ヲ ーニ 年 トス 


17 お# 貝ハ滿 一二 十五* 二連シ ち プちク ド ィブ 两內 二が テ かま ホを クハ がま 貝 タル モノ* ル 《シ •ッノ 巧を ハ 
B 巧が 巧を ノ權设 二屬ス 

づ ソノ 化を！： 官 タラ ザル 巧 ホ A ノ巧 命み ビ堆化 二せ ナハ巧 二- Hi 巧 i 巧 巧 二 段 》 巧 一二 巧は 二を 二 巧及ピ 第二 
十 一條 力 至を 不 八な ノ規巧 ヲ# 用ス 

||—十|1條 巧ノ組巧》单巧ノ分» まな^ノ開お二巧ダチ两接刹巧おハ巧なヲ用巧のおが巧ノを巧三分 
面ス •を 巧へ ノを がちを がち 代理 •巧 度销 まみ ビ巧 がを タラ ザル 巧 巧貝ノ SB モホ 巧巧ノ 方を ニ ョリ A プ防ホ 
A ノ 務巧 閒网巧 ニ ホダ チ 改メテ ソノ 足 巧 ヲ巧フ ペシ， をが 長 •巧が ち 代理 及ビ貯 ホが す ハ 同時 二 數巧ユ B ス 
ル n トヲ巧 

をが官 々 ラ ザ ル 巧麻具 ハ 巧が長 ダ 事^|64^£1閉おが且 ブ おかち ノ 幫巧巧閒 ノ 枯お巧 二 於 テ作巧 シ ク ル お ノ 
類 序-一 お t 么ヲを 法ち 二 巧化ス コト ヲ巧ス 

難 田 十 五條 H 巧が 巧ノ 聯合 民 辜 巧 (<ミ呈を《 だ vilsenate ) 及ビ W 巧 料 巧 巧會 (づ一 〇呂-ゴ) ホな を 巧 巧- 1 M スル！！ 
象が 巧ノ 聯合ち 辜が ちクハ 田を 钟巧 總會ノ 巧み 二が テ " W 々働を お 巧みが ノ を-あ ノ企巧 著 供 及 ビなホ A 侧巧 
g る 之 二 3與ス* を 巧 ホ A ハ么ヲ 巧が 巧 梅 巧 巧 巧 百 ご 一十 八な 二が ヶル W 巧が 巧 構 巧具卜 巧巧ス 

第 III 篇巧働 致 巧巧ノ 手な 

難|車 難 I • 

雖 五々 inorwA = 一二ち 


♦一奇 ナナ* s ホ 5 日 

S 十 ホ H 扇 第一 者ノ爱 手 5 せ テ ハ 刖段ノ を メナ キ限 リ襄巧 巧ノ手 巧-岳 スル 雲が 雲ノ 規をヲ 

单用ス •巧 五十 阳お 及ビ 第五 十五な ノ規 を； 巧 お前 ノか解 手 巧 (iever ミミと-岳 スル 規を二 化ルモ ノト 
ス •巧 巧 訴訟み ビ 巧を おを 二 曲 スル 規を ハ么ヲ 適用 セ ズ， 一九二 W 年 五月 十 S 日 ノ吿示 《 W 法 ホ 公餐ホ ー巧 ぉ 
五 二 頁 )- 1 n ル お 闻巧巧 巧 巧 戌を 令 (verord 旨 3g 旨 E ミ ーを ung を r Geridv.e) モホ之 プ巧 州七ズ 

藥田 十セ條 巧/巧ち* 巧訴韶 みピ 巧が 證晉 f コ巧 sll 】& ミ 巧 fri も) 一巧 ノ蠢 ハ訴化 ヲ舅窒 

钟所二 提出 シ テ么ヲ ナス々 •を クハ巧 巧 巧 语が巧 二が テロ 爾 中立 ヲ おか シテ 么ヲ ナス コト ヲ巧ス •お ハ 巧々 麻 
む 法 巧 百 九十 ホ 快 巧 S 巧が 段 ノ規ぶ 二 巧" ラ 文 巧吿- 一を 巧 セラ レ クル トキ 巧 ィテ么 プ巧お セル モノ ト巧か 
ス •巧 吿二對 スル 巧 おさ お出 ノ销 ホ" 巧な 之ヲ巧 "ズ 

通巧ノ栽判日二常巧をハな女ナキモが巧おをが巧二识巧シテ訴を二化テ巧をヲナス コトヲ巧* 化ノ巧な二 
ハ 巧 ハ ロ西ヲ U テ么ヲ 提をス •夕件 ガなホ トナ リク ル トキ" 巧ノ '史巧 ブ紀な 二が スル コト ヲ巧ス 
ill 巧 吿ダ巧 巧 働を が 巧ノ 所在 巧 二 居 化 スル 巧な ニ ハみ ク トモ 巧日ノ ニ日が 二 巧 ヲ送违 スニト プ巧ス •巧 嗅 
二 付テモ ホ同ジ 

Ha 十八 條を巧 T 事 わ 二が キを 巧を ヒナ リトを 寺 ロセルな を カ ァル 巧 巧 ノみホ カ ニ W スル お ホ 巧を を 巧 十一 
條ノ 巧を みビ ± ホ 泣-一事み ノ せな ヲ巧 スル 巧 判 巧へ ゾ訴を ノ巧送 二 M スルち 巧 ホを を 巧 二百 七十 六た ノ規 を" 
巧 栽が 所及ビ 通常 巧が 巧 巧 互 ノ抽な 二せ テ之ヲ 单用ス 

f ? 巧 ホ 規則 一 是ムル 巧 « s 巧 又 ハな ホ 32 ぶク おを 单 件及ビ 々が W 巧 义ハ巧 ホ S な ノ巧お S こな « 二 


ちク おを 单件 二せ テ ハタ c を理を ハち ホ 巧を 法を 二十 八が 力ま 巧 巧 ノ規を 二 巧 ハラズ 貧 ホが 則ノ 中二 本來 
主 巧ノを •な ヲ巧セ ザル 巧々 のをが 巧 ノ管待 ヲ規を スル コト ヲ得 •が 段 二を ムル規 を ハ 义公ノ 巧な 及ビ ちを ユ於 
クル 巧 働 巧が 化 巧 十六た を 苗-ー ョ ルーが 的 W 巧規か 中二 么ヲ設 クル コト ブ巧 
•■十乂條 を巧巧巧贝ノ忌遵 ^ をが巧巧贝ノ忌巧/申巧二せテハ巧^な巧所ノが么ヲホをス 

つ 巧 巧め な 判 巧な 巧を 忌避 セラ レ クル タイを 化な ヲみ クニ ま リク ル トキ ハ 州 巧 《お 巧で ソノ 中な ブを ムス 
づか 二巧ノ みを-一巧 シテハ 上 おヲホ サズ 

寒 五 卡條送 ま" T 巧 十一た-; リタのを 判所ノ をを-岳 巧ヲ認 メラ ルルド ィプ 巧の®^/ 法が 巧な 機 H 及ビ 
ソノ 類の ノ巧 曲ノ巧 巧を 义ビ巧 用人 二が テ ハ 民事 おを 法 第 百 八 ま哀を 苗* を吉 十二た a 巧ヲ 準用 ス 
17 巧み ハ 執行を 巧ノ 相手方み ピを 巧抗ち 巧を ノ 巧手 方 二 おシ 巧權ヲ U テ么ヲ 送まス •ジノ 化ノ 巧を 二が 
ヶルを 事を へ ノ送ま ハ お 式ブを メズ 

ま ご 條を 巧を 夏ノ 農^ 巧が 長'- 巧を ノ裝 ナル 持が ニァ ルヲ巧 ハズを 巧 ホ 目々 ノ冀ヲ みズご 
トヲ巧 ソノ 他 ノ巧二 付 テ i 车巧 をを 巧 百 四十 兵を 苗 あビを 二巧ノ 規をヲ ホ用ス 

づ を 巧 ホ自 ホノ 出頭 ノ 命令 ァリ タル ニ 巧 ハラズ 巧 もナク みホシ ソノ お果 命々 ノ 目め プす ホ々 ナラ ミイ タルト 
♦ ハ巧巧 ち S をれ 理人 ノ設ホ ヲ拒ム コト ヲ巧 •コノ 爹 畏ホ訴 をを 巧 百 W 十 一條を 二 巧を 衰ヲ ホ用ス 
ま 十二 條公 閉符巧 巧が 巧 ノ審现 ハ进據 詞及ビ 襄ノ 言巧ト トモ ニ么ブ 公巧ス •公 巧 ノ結ま ムノ巧 ホ •特二 
曼ノ寒 ヲホシ お クハ奋 をノ 是ヲ？ ルな； 卜*おク ハ 者 雲 こ巧據 巧 ノ夏ダ 雲上 •事 ホ 上ち ク 

第五 夕爾黄 W 所 巧 こ 一二 五 


夕 一が ナチ* を 法 二 =1 た 
ハな 巧 上ノ巧 巧 ナル ニ 3 リぞ 事を ノーホ ザ 公巧ノ 停止 ヲ申巧 シク ル トキ 々の 巧が 巧 ハ 審理 ノ をが 又 ハ】 が 
ノ公閒 ヲ巧止 スル コト ヲ巧 •巧 解 手な-一め テ ハ W 巧 « をが 所 ハ 便を 二 お t 公 拥ヲ巧 ムス ル コト ヲ巧 • n ノ巧合 
栽 刹 所 稱巧法 巧 百 セ 十 S 條 乃至 巧 百 セ 十五 條ノ 規をヲ 单用ス 
第五 十 I ユ值を 制を 及 ビ巧ホ 具 ノ樓议 一口 預 辯を-一 まキ がみ 及 ビ巧ミ 則 ほノ巧 メ十キ 巧" をが full テ 
么 ヲ巧フ 

C ッノ 他を 利ち 及 ビ巧度 且ノ權 限 二 か テ ハ 州を が巧ノ 手な- 1M スル 巧 ザ おを 法ノ 規足ヲ # 用ス 
5 十 S 巧 解 手 JE 一口 巧 巧 お ハ 化 ノ巧巧 (蓄 一條 巧 至 第 夏な】 二が ヶル 巧 解 手巧ノ なを ナ キ限リ 巧が お 
ノ面 か-一 於 テを ホ 著閒 ノ巧祐 (8 居 Uche 亞 nigung) ノ 目め ノ タメ ニ スル 巧を プ U テ 巧おス •おがを；； 化ノ 日め 
ノタ ィニ自 も！： 巧 二を キー 切ノ爭 » ヲを事 タニ 巧 巧 スル n トヲ巧 K •ホ 實ヲ 巧な-ー スル クメニ ハを がを" 巧 時 
ニ ナス n トヲ巧 ルみ g ノ巧 爲ヲ ナス コト ヲ得 •巧 シを誓 二 m ル R 問 ハ 化ノ圾 y ニア ラズ 
C 巧 解 手 賴ノ結 巧特二 ま件ノ 解巧シ 々ル 巧 合 ハ 么ヲ記 » 二な スル コト ヲ巧 K 

Hz 十左條 栽が ちノ 面前 二が ヶル 巧を (verhandlung vor を m V き を を呈 ミ 事を' s 一 方 ダ 巧 解手績 
二 シタルト キちク ハ か 解 手 W ダ ホ 立 スル-一至 ラ ザ リシ トキ ハ 巧 チ ニホノ 巧を (蓋 J ミ verhandlung ) ヲ聞 
始ス •宙こ 巧 怡シ巧 ザル 理 もを スルト ♦ハ 三百 W 巧-一之 ヲ枯始 スル n トヲ巧 K 

じを 巧^- S 1 モノ！！ 巧 養 •巧ノ 取 下ち こ提窠 i キ雲 雪ヲ經 •スシ テ 倒 ホ ヲ巧フ おを f ハ か 華 
夕 一々 デ 直ナニ 巧フ 巧を 二め テ 巧 钟ヲ巧 t 巧べ キ モノ ニシテ 旦プを ホを ゲ； る シテ么 ヲ申タ ン タル 巧 合-こお 


が お； 單獨ニ テを がス .キホ ハ么ブ お» 二© スル コト ヲ巧ス 

當畫ノ巧方ボか#手夕占ホシタルトキハ巧を巧おゾ巧日ヲちムごトプ巧ス’ 夕巧巧二がヶル巧解 
手な ノを メア* クル おを 二 於 テ* 畜ろ 84 合 二が テ ハを 一巧 ノ規ミ 巧 一回 ノ S - 之ヲ 適用 ス 
寒军ミ 巧を 巧 《ノ 巧请 をが を ハ 巧 松な ミ 巧 7 ル ほ リー 罔 ノ#理 二 於 テな おシ得 ル？ ガ 準備 ブナ こ 
シ •栽が を ハ此ノ 目め ノ ♦メニ 時-一 宙 人义ピ 艦を 人ヲ召 タン •巧# 上ノ W な ヲナ ♦シィ •を 面-一 3 ル S 據ブ » 
化 セ シメ 义當辜 ホ 自身 ノ 出頭 ヲ命ズ ル コト ヲ 巧. 化等ノ «« ハ 么ヲを A ホ ニ 巧な スル コト ヲ ホス 
第 五十 セ條 がノ審 * (vghandlung vcr der Ka •'ゴ mer ) 一 者 理ハ巧 フルす 么 ブー 巧 ニ テが 結 セ シム ニト 
ヲ巧ス •ッノ 不可 巧 ナル お 合 特二お 據巧ヲ 直 チ ニ ナス 能 ハ ザル 巧 合 ニ ハ 直 チ ニ度 巧ノ 期日 ヲを なス コト プ«乂 
17 手！ {ノか 巧 ナル 捏巧 ニア ル ヲ巧ハ ズ巧解 M お ニ タカス ル コト ヲ巧ス 

5 十八 條泣巧 巧"？ 活據 巧ハ曼 窒駕ノ 所在地 二 於 テ 可 巧 ナル？ 妻が 二 於 テ 巧 7’ g 蒙 ダ ミ 

働 巧が 所 ノ所ホ ホニアラ ザル モ巧么 ヲッノ をな K 域-一が テ 巧 フ巧合 ニ ハ 么ヲ巧 お S 二を 巧 スル コト ヲ巧 R 巧 
爆る が 巧 ノ管巧 巧 巧 ル ニが テ么ヲ ナス 3 トヲ巧 スル 巧 合 ニ ハ 么ヲ該 巧巧嶺 巧が 所ノ 栽が を 二巧シ チち クハ 化理 
的理 ホ-一基 辛 一！!！! « を ナル 巧 合 ニ ハ プノ 管 巧 W 域 巧 二が テを 據巧 ヲ巧フ 巧-巧 倒 所 二 么ヲま 任 スル コト プ得 
づ 巧 ハ 5 ゾ 8^ プ ナサ シムル ダ タィ ニを 巧 ナリト a メクル トキ ハ 巧 人 及 ど* を 人 二封 シを « セ シムル 3 卜 

プち巧 巧 巧を をき 音 セ 十-^ 窒 奇及ビ 巧の 巧ノ曼 三が テ ハ 巧 ダ 巧ーゾ 理由 二 基 ♦么ヲ か® 卜 
場合 二 » リを巧 二 代 ルが を ヲ巧 ホス ル コト プ巧 

誰 五夕備 栽！： 所 法 こちた 


夕亥ナ ：务倫 法 I ニニ 人 
g 五十 兄條 M 度 手 JK M 巧 判 ホ ヲまヶ クルを 辜を ハッノ 送 建を 一二 日 ノ不變 巧 間 巧-一 判 ホ-一 對シテ お吿ヲ 申立 ブ 
ル n トブ巧 •が吿 ハ 巧. 巧 働 栽が 所-一 ♦化ヲ 提出 シちク ハ 巧務巧 二が テ 陳述 シ テ* 化 ラ シメ テ么ヲ ナスべ キ モノ 
トス*!: ホノ 送達 卜 同時 二を がを 二 巧シ テ化ノ お 二化キ 書が ヲ W テ 巧 示 スル ■コト ヲ巧 K 
雜 々卡條 判 ホ ノ言巧 一 钓巧ノ 言读日 二が テ® 時ノす 巧ヲ巧 グル 巧 圳ノ辛 由 アル トキ ハ 特刖ノ 巧 日 ヲ巧ム 朱 
3 トプ 巧. をな 巧 日 ハ S 日 ヲ巧エ テ 么ヲ をムル コト ヲ得ズ .紀錄 二が ヒ ー: ホ プ巧フ 巧を-一 化 テモ ホ巧ジ 
二 判み ノ官巧 二 おシテ ハな 方ノ をが ホノ 在を セ ザル 巧を ヲ除キ 巧が 理由 ノ巧 巧ヲ吿 ダルコ トヲ巧 K 
一二 音 巧 ノ效力 ( wirlpamkeit ) " 陪ホ具 ノ在运 シタルト 巧 トニ ョリ 其 ナル n トナ シ •格 度 贝ヲな ♦♦ ズシチ 
巧ノ約 ホヲ曾 «ス 巧を ニ ハな メ を！： 長 义ビ巧 巧 貝 ハが ホ ホ 义二巧 あ スル コト ヲ巧 K 

巧が ホ ハ 巧* 义ビ をが 理ホト トモ ニを がち 之 二 巧を スル コト ヲ ホス •言 巧-一 おシ テホグ 巧ホヲ をを 二 ♦面 二 
巧メデ リシ 巧 合 二が テ ハ ソノ 言 巧を 二日 wrt 二を を 二誌メ テ么ヲ 巧な 巧-一巧せ スル コト プ巧 K 
雖 ホ 十 5 倒み ノ巧容 一 « 用ノ 寶卽 時二么 ヲ算を シ得ル モノ-一 限リ之 ヲ斜ホ 中二# を スル コト ヲ巧ス • 
なかを ハッノ 巧 巧 タル 巧を ノ度 巧- 1 S スル 巧が ノ變巧 ナキ限 リ# をめ ナル モノ トス、 日時 ノ 供を プ理ホ トス ♦ 
お 巧ぶ ピ 巧む 代理人ち クハ補 化 人 巧を 資用ノ 佈巧ヲ 目め トス ル K おを ノ巧未 ハ么ヲ S メズ 
17 巧 松物ノ なな ハ 巧巧仿 をが 巧么ヲ がみ 中二 巧ち ス 

S 巧 松み ノ 1^41 上を 巧 シ巧 ザル 巧を 二め テモ 巧を ボ特二 里 巧 ナルを 美ヲち スル 巧を ハ K 巧 働 巧が 巧 ハが ホ 中 
二を テ 么ヲが K n トヲ巧 •巧 巧 働 栽が 所ボ 法が 規巧ノ 解 巧 二を リー モノ 巧を を 巧 ホ ノタィ ニち クハ 之ュ おシ * 


ナシ タルが みニシ テッ ノ手 w ミ 巧 曲 セラ レ ♦ルモ ノトみ ナルち 解 ヲがリ 々ル トキ ハ おを" 特二置 巧 ナル 巧# 
ブ巧 スル* ノ トシ テを お ヲをス コト ヲ巧 K 

队對ホ ニ ヨリ 巧島ヲ ナスべ キま 巧ヲ をす シ ♦ル 巧を ニ ハ お 巧仿 をが 巧 ハ 巧せ ノ » ホ ニ 基 ♦同時 二特お ノ期胜 
巧 ニ ソノ 巧 毎 ヲ巧ハ ザル 巧 合 二 對シを 判 巧 ダち も 栽 S ユヨリ チ 巧を シ 々ル お ノ ホ# ヲ巧吿 二を ズル 3 トプ 
巧 ス •但 シ化ノ 巧を 巧 巧 おを 巧 巧 八 百 八十と 巧 义ビ巧 八 百 八十 八た 二 3 ルな 巧な 巧ブ ナス コト ヲ巧ズ 
か 巧求ノ 原因 二け テ ホ ブナ サレク ル中閒 判決 ハを お 二 M シ テを ブ按局 判 ホ トお巧 サズ 
扉 《十三 條巧巧 執行 T 抗吿ち こ控 9 設メ 々ル 巧 巧 《巧が 巧ノ がを 存こ 枝み 巧ヲ ナス コト プ巧彼 

吿 ダみ 巧 二 3 リテ囘 巧 スル n ト ヲ得ぺ 々ラ ザル 执寒ヲ をクべ キコ トヲ 巧巧シ 々ル トキ？ 巧 巧 働 おが 巧 ハ 申 16 二 
基 キがホ 中二が テ お 執行 カ ヲを除 スル コト ヲ巧 K •巧 事 おを 法 巧たち セな 巧 一巧 及 ビ巧セ 百 十 化か 巧 一巧 ノ» 
合 二が テ ハ おがみ 巧" 同ー ノお 件ノな スル 巧 合 二 巧 リ之ヲ 巧 止 スル コト ヲ得 
0 ソノ 他な おみが 及ビ なを 巧は 二 较處み 二 付 テ ハ おお 訴を 法が 八 «ノ がを ヲ单 用ス 
第军 Is 特別 ナル 巧 合ノ嘉 をけ 手爱 巧ノ巧 (度 さまを 第 章 六 S 5 ピ 公/巧 まビ s - 於ヶ S 
8 ミを； 十一! を 二せ テ ハ 判 ホ ゾみ巧 カ ァル 正す 附與 ハッノ 官巧プ を ヶタ ル 者ボ企 菜おノ 巧ぶ ヲ巧ビ クル 
トキ おク ハが 決ノを まを 音 3 巧 おこ々 働 まが 巧 法 巧 六十 二が 巧 一巧を 夏 二巧ヒ 巧ホノ ちみ 巧 ヲ巧お セラ 
レ タルト こがみ ノ なをを 三百 3 內二 相手方 二 お シ 解め 吿みノ か巧义 S で 何 レヲ巧 プャ ブぞ 明* ゲリ ミ 
トヲ巧 シク ル トキ ニな リ么ヲ ナス •巧 巧 ハ 叉 巧餐二 代 ルが 巧ヲ U テ 之 ヲ巧フ コト ヲ巧 

♦五 勞麵 g 巧 所 法 ミ 去 


♦I 去 ナチ ス INI か 二 Bo 

き 車 S R • 

藥 ホ +— 條巧則 一 冉夕 働を 判 巧 ノ刹ホ ニち シ テ？ 巧 七十 八が 二 3 ルお吿 ヲホサ ザル R リ巧巧 嶺 栽# 所 ダ 確 
巧 セル おを み ノ巧が SOO ラィ t ス •マルク ヲ巧ユ ル トキを ク ハ區勞 働を 巧 巧ポ巧 をブ 巧-一文 巧 ナル 意 まヲ有 
スル モノ トシ テを お ヲホシ 々ル トキ； 巧 巧 働を が 巧 二控巧 スル コト ヲ 巧 

f ? 州 巧の 巧が 巧 二が ヶル 手 宙二付 テ 巧 働 栽が 巧を 中二 則 段ノを メナ キ设リ を 巧-一曲 K ルち 事 巧を 法ノ 規をプ 
辛用ス ，ほシ 巧 巧が 事ノ 面が 二 於ヶ瓜 ホな-岳 スル 規巧ハ 之ヲ泣 用* ズ •一を 面 年 五月 十 S 日ノホ 示 ( S 法隹 
公がが一が五五二百】 ノをが巧ホみ巧減命令モ亦巧-^一^ 巧八たヲおキ么ヲ巧用セズ 

づ をが 巧 巧 貝 ノ忌择 •送達 •富 单を 自ラノ 出頭 •を 巧 •ながを 义ビ巧 ホな ノ權化 •おを 巧を ノ# か •巧 據 w 
B ホ 手 致 •利 巧 ノ言巧 •がみ ノ 巧を， 巧が み 巧 •お 則 ナル 巧 合ノ手 «_ i スル 巧 巧 十 化な 巧 一巧 及ビを 一一 巧. 
第五- H # 巧 一巧、 巧 五十一な 巧 一巧 •巧 五十一 一條 •巧 五十一 一一た •巧 五十六が •巧 五十八た •あお 十 丸 巧 •巧 六 
某 巧 一 巧 巧ち を-一巧 义ビ巧 四 巧を 一段 •巧 六十 一 か 巧 四 巧及ビ 第五 巧は 二 巧 六十 二 條ノ規 巧 ハ么ヲ 牟用ス 
雜 々十 五條ち 訴ノ巧 限 陪ホ具 巧を 手な/巧 巧ヲ 理由 トシ テ 若 クハ陪 巧 W ヲ 任命 シテ H 二 就々 シムル コト プ巧 
グル 巧 由ノが シク ル n トヲ 理由 トシ テを 巧 スル コト プ巧ズ 
娜 ホ 十 ホ條を お ノ？8*， 巧日ノ ホを 一 耗 巧な 閒及ピ ち お理 ホを 出 巧 閒ハ何 レモ ニ 巧閒 トス 

17 口頭な 含 期日？ 巧 お ダ 巧 辜 おを 巧 巧 五 百 十九な b 二 お ヒロ 巧 巧を ブ巧ズ ミ テを K ベ々 ラダ ル モノ トシ チが 
下* ラル ル# 合 ヲ除キ 進巧ナ ク么ヲ ホを スぺキ モノ トス •巧を 手 A 巧 ( rrozes 巧 b ミろ ノ致納 二 H スル 民 ホ# 


R を 第五 百 十 化が 巧 六 項/ 規を ハ么ブ 適用* ズ 

藥 六十 セ 條巧タ ナル 巧 實及ビ 巧 巧す を 巧 辛 おを 法 巧 五ち 二十 化か 巧 一巧 及 ビ巧二 巧 二 3 ルザ々 ナル 辜 寅义ピ 
» 據方 巧ノ巧 化 ヲ設ム ルな リ按巧 人 ハ 么ヲを 巧 理由 中-一巧 ダ 又 巧ち 巧 人 ハち ク トモ 巧 一巧 ノロ 頭 巧を 二 於テ么 
ヲ巧化 スル コト ヲ巧ス .巧 レ テ 么ヲ巧 曲 セル 巧 合 二 於 テ ハ 證據モ 法 ダ 巧 巧 理も巧 出を 义ハ巧 一 旧 ノロが 巧を ノ 
後-一生 ジ クル トキち クハ州 巧 働を が 巧ノ 自由 ナル 必巧二 3 リ ソノち レ タル 巧 曲 ダを 事を ノ巧 タニ 基々 ザル ト * 
二设 y 之プ ナス コ >ヲ 巧 

» ホ 十八 條 まち 巧々 のを 倒巧ノ 手沒ノ 瑕疵 ヲ 理由 トス ルを 巧 ハ 之ヲ巧 サズ 

寒 《+ 兄條 料み 一が 巧 ハ 部ノ巧 巧具么 三を あ スル コト ヲ ホス 

づ巧巧 働を が 巧 ノ對ホ ノ言渡 アリ タルを 巧を か ノ巧巧 ダ 巧更 シタルト キハ 州々 働 巧が 巧 ハが ホ 中二が テ巧夕 
ユ么ヲ 巧ち ス • 

づ 巧を わ ノ價巧 上上 吿ノ寶 メラ レ ザル 巧 合 二が テモ 巧を ダ 巧 二を お ナル 息 まヲ巧 スルト ♦ハ 州々 W おが 巧" 
が ホ 中二が テ 上吿ヲ ホス コト ヲ巧 

藥 セ 十 條れ吿 ノ抹お 州々 C をが 巧义 ハッノを がち ノみ 巧及ビ なみ 二 巧 シテハ 巧 事 おを 法 巧 五 百 十九が b 巧 二 
巧 二 3 ル 巧ノ 却下 ノ巧合 ヲおキ 上訴 ヲ巧 サズ 

II セ 十 _ 條特則 ナル 巧 合ノ手 度れ 巧ノ巧 《■民 务備 g 姻ホ 第で 十た 條は下 A ピ 公/巧 政* ピ **- わ ヶル々 麵統姻 tt 
第一 一十一 一 像) 二な テ ハが ホ ノ# 巧 カ アル 正本 ハ ソノ 倒 ホダ をが 巧ノ 巧ホヲ 愛を シ テち « ヲをメ タルト ♦义 

II 五 tMirs 法 こ ■一 


•三》 ナ： s 法 二 ■二 
ハ ブ ノ化ノ ホを ヲナ シタルト キ ニが テ ハ钟み ヲまケ クル モノ ガを柔 をノ巧 巧が ホノ巧 達 後 1|8«ヲ 巧ビタ 来々 又 
ハお途 後一 二日は 巧 二 解め 吿か ノ撤巧 おクハ おの ノ巧レ プまプ 々ヲを 巧* ダリ シコ トヲな 巧* ルト ♦二 R リ么ブ 
財舆 スル コト ヲ巧 •な 巧 ハ 立 « 二 代へ 巧 巧ヲ W テ ナス コト ブ巧 

さ 三章 上 舎 春 

難 セ 十三 條巧則 T 州 巧 働を！： 巧ノを おを 二が ケル 判み 二 對シテ ハ 巧 巧のを お 巧 义ハ州 巧 A 巧が 巧 二 3 リ 巧 
巧 セラ レ タル 巧を 化ノ巧 格ゲ巧 巧ち 单を 割權 二拍 スル 上吿 限な ヲあユ ル トキ 义ハ州 巧 かを 巧 巧 ダ 訴をノ 受巧ナ 
ルを まヲ巧 スル コト ヲ 理由 トシ テ 上 ホ ヲをシ クルト ♦二が テ 两巧仿 栽が 巧 二巧シ 上吿ヲ ナス コト ヲ巧 •おを 押 
义ハお 巧々 ノ 命々 •巧 巧 义ハ巧 止 二 M スルを が ヲ內を トス ルが ホ ニ お シテハ 上 吿ヲホ サズ •み 巧ノ巧 《國 民勞儀 
♦M 巧 第 あ 十六 條な 下* ピ 公/巧 致 A ビ e*-- ホ ケル々 働 統《 巧 第二 十二 ♦】 二が テ モ亦上 吿ヲ設 メダル モノ トス 
ft 田 巧 働 巧が 巧 二が ケル 手な-一 化 テ ハ をが 巧 法 や 二 則巧ノ 巧 メナ キ圾 y 上吿二 M スル 民 ザ 巧を を ノ規を 
ヲ 準用 ス 

ili 巧が 霉ちノ 忌ち バム 巧を が 長 义ビ巧 巧 具 ノ權ち 料み ノ內ぞ 二 H スル 巧 田 十 乂條巧 ‘ i •巧 五十一 一條’ 
巧五まお》 巧六十 一お巧四巧义ビ巧五巧ノ規を 之 ヲ準用ス 
藥セミ |條 上吿 理由？ 上 ミ 州 巧 働を 判 巧ノ判 ホダ 巧を ミ 巧々 ノ 巧み 契め ノ姑 を_岳 スル 巧 辛 规則ノ か 
巧ヲ 適用 セ ザ リシ ュ トをク ハ 不宫二 巧用シ タル コト ヲ巧ホ トス ル トキ ニ 巧 リ么ヲ ナス コト ヲ巧 
f ? 化巧的を»ヲ不を二認メタルコト* ちホ貝巧な手巧二お巧ァリタルコト* ちク ハ巧巧具ヲ巧なシテ«二巧 


々シムル コト ヲ巧 グル 尊 も ノなシ タル コト ヲまお トシ テ上吿 スル コト ヲ巧ズ 

ミ 十 田 ill 上す 巧 お •巧 日ノ蹇 イ上嘉 雙ビ畫 理由 巧 曲 證ハ巧 レモ ニ遇敞 トス 

口巧辯滿巧日ハ上がボ裘訴をを巧吾五十四？ ニ ョリロ巧巧をヲ巧ズシテホスべヵラザルモノトシチ 
が 下 セラ ルル 巧な ヲ除キ お巧ナ ク之ブ 規定 スル コト ブ巧ス •訴訟 手な 巧ノ な： S 二 M スルち 巧 巧を 法 巧 直 巧 お 十 
巧條 巧と 巧 N 規ちハ 么ヲ进 用セズ 

藥セ十 五條 刹 ホ" が ホ 言 渡 ノ巧カ ハを がを タラ ザル 陪巧 貝ノ ホを シタルト 否 トニ ョリ異 ナル コト ナシ •巧 
ホヲ をが 巧々 ラ ザル 院巧 貝ノ巧 巧ヲ巧 ハ ズ言巧 ス巧合 ニ ハ 巧メ 巧が を 义ビ陪 巧ち ダ辑 みま 文二署 ホス ル コト ブ 
ホス 

利ホハま巧及ビ利巧巧かトト モ ニをがちあビ陪巧具之 二巧名ス ル コ トヲ巧ス 

雜セ中 《條お 巧上吿 (spigrev 互复 一巧々 の おが 巧ノ 判を 一 おシテ 新を 夕巧巧 至を 限度 プ巧巧 ミを 

ブ巧ホ 方ノ 巧ち アリ タル々 ちク "闲巧 街 乂 臣ボ巧 巧 巧 巧が 巧 ニョル 罪を ノ 卽時ノ 栽が ヲ 公共 ノ 巧を ノ タィ ニ必 
巧 卜强ム ル 皆 表示 シタルト キハ 控訴 當ブお ズシテ 巧按二 S 巧 巧を 巧す 玉吿ヲ ナス コト ヲ巧含 巧 上吿) •相を 
ホ若ク C 田 巧の 大臣 ノま示 ハ 之 ヲ上吿 巧 二 巧 フル コト ヲ巧ス 

r ? 巧な 上 ホ ハ ソノ 巧 お 日ノ前 二な 二 州 巧の 栽が 巧 二 格おノ 提起 アルト キハ么 ヲがフ コト ヲ巧ズ •が 巧 上 ホ y 
扭ムル 巧 合 ハ ソノ 提起 ハな ホ ノ巧ホ 巧 二 お スルを 訴ノ 巧おヲ 排除 ス 

11} 夕巧 合巧壽 を 法 巧 立 百-ー ハ' 某 お a 望 巧？ 雲 巧 力 至 巧 セ 巧 ノ規を ハ之ヲ 準用 ス 

» 五 巧！ IgHW ホ こ 四 =1 


«l 表 ナチ ス 《麵 な I 一呂 
寒 セ 十 セ 條上吿 め抗ま (Revisiibeschwerde) ちま おを 法 第五 百 十九が b 第二 巧-一 3 ル卽 時れ 吿 / 巧が ハ 曲 
巧 働 おが 巧 ノを巧 二！！ ス •が 時 お 吿二姑 スル 巧 巧 おを を ノ規を ハ 么ヲ単 W ス > 巧が？ を 判を タラ ザル お ホ A プ 
召 ♦セズ シチ么 ヲ行フ 

« B 章な 吿春 

ミ 十八 條 一 巧 巧のを 判 巧 おクハ ソノ 巧が をノ をが 二 お スル お 吿二扣 シテハ 巧を が 巧/を 判 二 巧 スルれ ホ ニ 
阳 スル 巧 巧 巧を 法ノ 規をヲ 巧用ス •お吿 二せ テ ハ 州 巧 8 をが 巧を が ヲ巧フ 
づ .を-一 お シ巧二 お吿ブ ナス コト ヲ巧ズ 

« 五 章 巧 《 

難 セ 十 乂條再 ホ ニ M シテハ 巧 巧 巧 訟をノ 規をヲ 巧 用 K •巧 シ時巧 貝 巧な 手が ノ 巧巧ヲ 理由 トシ テち クハ陪 ホ W 
プ巧 かシテ 巧-一巧々 シムル n トプ巧 グル 辜 も ノ巧シ タル 3 トヲ理 も トシ テれ 巧 ノおプ お K 3 ト プ巧ズ 
第 ホ 章み を キ « 

(寒 八十 值乃 ま藥允 十條ハ 之ヲ巧 おス) 

» 因 篇巧化 裁 巧 權ノ巧 除 (Ausschl-l 沒 der Arbe 暑を chtsbarkeit) 

藥_ 章 勢 s 巧 事件 II おヶ A 件栽條 巧 (窒す ぉ 旨 口を) 

寒 九十- 條巧 則"？ 巧 ホ 規則-ー ョル巧 S 曲がを ク ハな ホ 助な 二を ク巧巧 巧を 巧 件-一な テ ハタ € ず现 な？* ♦ 


'規則 中二が テを！： ハ 仲 おを 辑 所ニヨ ルぺキ を ヲ示シ テ 巧が 巧プ 待が スル n トヲ巧 

二 巧を 法が 说なノ をを をハ閒 なが 柔貞 ダな 用人： こ アッノ 巧仿收 入が が ダ 巧 用人が おを 二が テな 巧な を 巧 二 
がキ巧 メラ レ タル 限巧ヲ 巧逊ス ル巧 合 二め テ ご 巧 お クハ化 別 的 二 且ッ巧 メをお 巧 i ノ 民が 冀妄 かユお 
シ巧 一巧 卜同巧 ナル かを 巧巧ヲ なお スル コト ヲ巧 

一二 巧 二 巧 ノ巧合 ニ ハ 民 まがを 法が ー モー 十五 おを 一巧 ノ規 をヲ ホ用シ 仲を 條巧 ガー义 S 四 年网月 SUIIJ を 二 
なな セラ レ タルモ ノナ ル トキ ハ 巧】 千 二十 セ條巧 一巧 モホ 么ヲ 单用ス 

ま 十 I 一條 巧 訴が辯 (ぎ ze shindernde Einrede ) ？ 巧 $爭5 巧 ス品雲 巧 ハ 巧 窒剩手 巧-一が テ 巧が 

4^ ノ 理もト ナス コト ヲ巧 
二左ノ 巧を ニ ハが 巧 ハ 巧 立セズ 

一 巧を なまを 自身 ダ 仲 栽を が 所ノ巧 巧 具 ヲ巧あ K ベ キ巧合 二が テ 巧吿ハ コノを 巧 ヲ巧シ タルモ 巧 そ ボお吿 
ノ供 巧 聞 U 巧 二 巧 ホヲ ナサ ザ リシ トキ 

二 巧を を審ホ ハ 指名-ー ヨラ ズシテ を理を をクハ ソノ お定 スルな M ダ 仲を 巧 钟巧ノ 梅 巧货ヲ 巧を K べキ 
巧 合-一が テ 仲を 巧が 巧 ダ ホダ 設立 セラ レズ 且ブ巧 巧 働を が所ノ をが をゾを メクル 巧刚 巧-一巧 立 セラ レ ザル 
トキ 

ゴー かを 巧 巧 ニ ヨリ 設立 セル 仲を をが 巧ガ手 巧ノ進 わヲお 巧 シ且プ 曲 巧のを が巧ノ おがち ダ 仲を 巧が 巧 二 化 
♦巧 メクル 手 巧ノお 巧 ノクメ ノ巧閒 ヲち巧 シク ル トキ 

第五々 麵 巧 巧 W 法 こ B 五 


ターが？ スタ 窒 二 5 

四 仲を お 判 所 ダ おを 法律 M なノ 巧を ホ ニ 對シチ お 決 ゾ同巧 (を 一さゴ C 另 leichl を 〇ゾ タィ がをお 料 ヲ巧ヒ な 

ダル 旨ヲ吿 ゲタ ル トキ 

til を奇をお义ビ望おノ爹ロニがテ ハ巧閒ノ蹇 ハ巧ネニ化キ本奪なヲおこ キ赛《巧饲で巧巧 

C 

長 ダが 吿ノ 申請 二を キ么 ヲけフ 

恥 お 巧 ノ不巧 立 二が スルぶ 二巧ノ 巧を か 件 ノー ガが スル 巧 合 _ 二々 かおを ザ 件 二が ケル かを 皮 巧 二ぶ ク仲お 
巧が 巧ノ 巧を ノ巧判 ハ么ヲ 诗除ス 

藥 t 卜 i 仲を— 所ノ慧 " T 仲 栽 お 判 巧 ハ 雲 十 一條を 苗 二な t 伯： 雲 事件 二が テ おお* ザ i 

リ同 R ノ 企ま ホ义ビ 巧类具 ヲなテ 巧 立 スル モノ トス •中立 ノ羣弄 モ亦么 二 か フル コト ヲ ちを g 义 SWA 
ぅ 身 ル 資格ち こちを ノ指 巧者 トナ" 若 こなな 寶ノ 任巧ヲ S * ル々 巧ヲが 奪* ラい タルを 之-占 ス 
ル 3 ト ヲ巧ズ 

つ 巧 一巧 ノ規を 二？ ル 構 巧 ヲちル 巧設モ ホ么ヲ 仲を を 判で 設ムこ トブち 化 ノ巧合 二： 構 巧な 中 

快ケ クルを アル トキ ハツノ 規を上 ノ化巧 人 么二化 ル モノ トス 

ゴホ辜 畫ビ塞 巧 ハ 仲を 巧が で g 實 タル コト ヲ忌遵 スル コト ヲ巧ー ホ 与 卒晋 ちが 蓋 巧 巧 

i 度ノ なを-品 スル 法が？ ツノ 巧け 規定 二定ム ルア— リアン 人 ニ ホ ザル モノ ハ么ヲ を# スル： ヲ巧 •ツノ 
を 判所ノ m 巧 具？ 萬 判を ヲ忌楚 スル 樓が卜 同ー ノが化 ニ ヨリ 么ヲ 忌を スル コト ヲ巧 

^ 忌 姓 二け テ ハ活ホ ニが テ 本 奢 诗ヲ 5 ベ キ惧巧 墓が で 郁之ヲ ホぶ ス •ツノ ホ 巧 前 二 愛蔓夕 さ* 


るち セラ レ クル 仲を 巧 判 巧 巧 巧 =?ヲ 巧 巧 スル ユトブ 巧 ス •口 巧ち クハ » 面ノ何 レブ u テ！ S 巧 ブナ スぺ ♦々ハ K 
¢5¢ 巧 倒 巧を が 長之ヲ ホぶ ス •口 巧 ノ巧巧 ハが 二め テ么ヲ ナス モノ トス •ッノ ホを 二ち シテハ 上 巧 プ# サズ 

雖义 十 H 條 仲を 栽が 巧 ノ手巧 仲を おが 巧ノ 手な ハ 仲を 巧 巧 义ハ巧 九十 五條 力 至 巧 百た 二 則 段ノ巧 メナ ♦化 y 
ブノ 自由 巧 i ニ ヨリ 之 ヲ定ム 

第乂+ 五條 巧$ を ノ巧脚 T か 栽 巧み ヲ下ス ニ 先 ダブ テを 巧を ヲれ巧 スル コト ブ巧ス 

r ? れ閒ハ 仲を な 巧-一別 段ノを メナ キ限 リロ 巧 二 3 ルべ キ モノ トス、 を单 ホ ハ 自ラ出 西 スル々 ちク ハを 巧れ プ 
異巧 セルけ 理人 ヲシテ 代理 セ シムル コト ヲ巧 K •を 巧れ ニ ハ 巧巧ノ 化が ブ巧ズ •ッ ノ認巧 ハ么プ をセズ •かお 
條巧ユ 則 段ノを メナ キ巧リ 巧 十一が 巧 一巧 ノ規 をヲ 单用ス 

苗 常 jiMq ノー 方 ダ 正を ノ 理ホナ クシ テ 巧な 二 B ホ シク ル トキち ク ハ催吿 アリ クル-一巧 ラズ を巧プ ナサ ザ ダ シ 
卜 ♦ハ W 閒ノ 義務 ヲ果シ タル モノ トス 

難 兄 + ホ條 巧據巧 T 仲を をが 巧 ハ ソノ ホ サレク ル證巧 方を ノ巧田 巧 二め テを 巧巧プ ナス コト ブ巧 •仲を 巧 
巧 巧 ハ 巧 乂及ビ 任を 人 ヲシテ 宜« セ シメち ク ハを# 二 代 ル 巧 理ヲ巧 ホ シ若ク ハを クル コト 7 巧ズ 
づか栽 巧が 巧 ダ ッノ自 ラ ナス コト ヲ稱 ザル 證巧巧 ヲみ巧 卜設メ クルト ♦ハ プノ 管 巧 巧み 巧 二が テを 巧 巧ヲ巧 
フべ ♦巧 巧 働 おが 巧ノ をが 長-一 お シちク ハ 地理め 理由 二を キ 3 y 便を タキ 巧を ハッノを は 冉巧巧 二が テ證巧 M 
ヲ巧フ ぺキ巧 おが 巧 二 對シテ 么ヲを S スル モノ トス 》 仲 巧を 刹 巧ゲ围 入ち クハ をを 人 ヲシテ 巧货ノ 巧速ヲ ナサ 
シム 来 4 メニ么 等ノ おヲシ テを 誓* シムル ノみ巧 アリ ト巧 メクル 巧 合 モホ么 ユ巧ジ テッ ノ 手试ヲ 巧フぺ ♦モノ 
第五 务 s《s 二 ■モ 


第 ミホ ナス 《働 法 I 百 八 
► ス •法律上 ノ共 功二 基 キ生ジ ♦ル ♦用ゾ 寅が ハ么ヲ を！： 巧 二 お 巧 スル コト ブ巧 K •巧 判巧資 用を ( C を chf 
kl ! 夏 巧 セ 十 セ 巧义 ビ巧セ 十九た ハ 之 ヲ单用 K 
=1 仲を 巧が 手 ターが テ ハを * 二 3 ルを 春を ノ巧問 ハ么ヲ 巧ハズ 
藥兄 + ♦值巧 解 仲を をが 巧 二が テが お セル 巧 解 ハツノ 巧立ノ 日おヲ 記が シ •巧を を 事を 义ピ 仲を をが 巧ゾ構 
巧ち 之-一 署名 スル コト ヲ巧ス •和解 ニ ハ 巧巧ノ おせ ヲ巧ズ 
ま + 八條 かを 巧 ホ 香す： Jsspruc 乏 つ 仲を をみ ハ 仲を が 巧 二 即度ノ を ィナ 牛す 仲を 巧 斜所ノ 構 巧 貞ノ巧 
な 夕數ヲ な テ么ヲ ホス 

n 仲を をみ ハ ソノ 么ヲ下 シク ル 日 巧ヲお 巧シテ 仲を をが 巧 ノ構巧 巧 之 二 まを シ且ブ 巧 ま お ダ 書面 ニ ョル现 か 
♦ブ 明示め ユ抛窠 セ ザル ほヴ 書面 ヲな テツ ノ理 ホヲ示 スコ トヲ 巧ス •をが ホ 任を ( verhandlungsklter ) ノ をを 
シ タル 仲 巧を ホノ 正本 ハ 之ヲを おを をが 者-一 送 ま スル コト ヲ巧ス •送達 ハ 書留 巧 巧ブな テ么ブ ナス コト ヲ巧 
S おがま 巧を ノ署 をシ 々ル 仲を をみ ノ 正本 ハ 仲を 申立 二せ キ本來 をな ヲぞス ベ キ巧巧 « をが 巧 ヲシテ 么ヲ巧 
管 セ シムル n トヲ巧 K •仲を をが 所 ノお铁 ち クハ記 錄ノ】 お ハ 么ヲ巧 巧 働 巧が 巧 二 化を セ シムル n トヲ巧 
阳 かを をみ ハを まを 問 二が テ 巧 巧 働 栽が 巧ノ がみ 卜 同ー ノ巧ヵ ヲ巧ス •仲を をみ ニ ハ 巧巧ノ おせ プ免ズ 
藥无 十允條 a おみな 一 仲を を ホ お クハ仲 巧を 判 巧-一が テが お セルな 解 二おク おがみな ハ； 申立 二せ キ丰 
巧 管な ヲち K ベ キ巧巧 働 巧が 巧ノ おが 長 ダ かを 巧みを クハ巧 解 二せ キな 巧ヲ ホスべ キ 旨な 言 シタルト キ ニノ £ 
之 プ巧フ n トヲ巧 •をが ち ハツノを す ホ 相手方 ヲ巧巧 スル コト ヲ巧ス •仲を 巧 かお 活ノ ホ ノ巧巧 アリ クルト ♦ 


ハは 巧 & ノ巧 お-一至 ルザ デを 巧 ヲ巧巧 スル コト ヲ史ス 
f ? 栽 利を ノをホ ハた が トス •を 巧 ハ 么ヲ當 まを 二 送達 スル コト ヲ巧ス 

づ 化おノ 巧* 民# 働 統姻法 第五 十六 化れ 下* ビ 公/巧 致 A ピお ミホこ 《働 统が法 第二 壬 S ごが テ ハ々 《を钟 巧 
法 巧 六 + S たノ規 をヲホ 用シ » 制み 巧 宜吿ノ 送達 後两お 巧の 巧 お 法 巧 五十 セた 二を ム ルー ニ日 ノ 巧化ヲ が ク 
» ■條 か巧ゾ 巧"? ホゾ 巧を-ー ハ 仲を 巧 かお 巧ノ 巧ヲ 巧を スル コト ヲ巧 
i かを 获 が 手な ノ不 ホ 可ノ トキ 
二 仲を 巧み ガ » 巧 法ノ規 を 二惠 せ* ル トキ 

-二 民事 巧を を 第五 百 八十 おを お 乃至 第五な 二 3 ルを 判で がか 二 お スル 巧 か 巧夕巧 ヲ設ム •ヘキが 件ノ 
を スル トキ 

ff なお ノおハ 仲 巧 申立 二が キ本來 巧 宿 ヲ巧ス ベ キ巧巧 働 巧が 巧 ノを巧 二® ス 

ゴが S をを ホノ 送達を 一巧 閒ノ巧 間 巧 二么 ヲ巧起 スル コト ヲ虫ス •巧 間 ハ 5 巧 巧 一致？ を 曼ノ巧 合 
二 於 テ ハ 仲 巧を ホ 送 迷 ヲなテ お マル、 巧 一巧を 二热ノ あを 二が テ ハは 巧 セラ ルべ キ巧爲 三ぷ キ化 おノ官 渡ヲナ 
シ A ルが ホ ノ巧定 力 窗生ノ トキ •おク ハを 巧を ガ 手が ノ 開始ち ク ハ« 巧 ヲ巧ヒ 巧 ダルコ トブか リク ル 日 ■リお 
* ル •仲を をみ ノ 送達 ヨリな 巧 シテ十 年 ブ經巧 シタルト キハ巧 ヲ巧お スル コト ヲ巧ズ 

邮か をを ホ-一が* み 巧ヲ か ス •へ* をノを 言 ヲ巧ヒ クルト* ハ 琴 設ムル 巧 ホ ニが テ 執れを 昔ノ襄 ヲモち 渡 
ス コト ブ巧ス 

誰 五 法 こ H ブ 


夕 i * ナス 《5 _丟0 

巧 巧 働を 巧 巧 ノ钟み 二ち シテハ 上 巧ブホ サズ 
さ 一 ♦か g 文 首 (写を klai ) 

雜 5 條巧則 T <话巧 ボボ 巧 九十 一が-一 おヒ々 « お 訟巧か 二 巧 スル ゆを 巧 巧 ヲ巧お シ巧ル トキ パ々 かを 利® 
ヲ規除 スル n トナ クシ テ 巧 働を 判 手な ニ ホダ チを 巧を ノ 巧を シ タル か 解 巧 (0 G 豪を】 と 二が テ 合を 手が ヲ巧フ 
ベ キ皆ノ なを ヲ爲ス コト ヲ巧 (巧 解 文 首) 

n か 解 文 音 ハ 巧 8 を 巧手 5 が テ壯お 抗巧ノ 巧ホヲ ナス 訴訟な 巧 おノ合 息ゲ巧 吿ノ出 2 お ラ ズホ巧 效 = を 
リタ ル コト ヲ を スル か 解巧ノ 手な 主任を ノ 巧を シ 々ル 證巧窗 ブ巧吿 ダ 巧 巧 « をが 巧 二 巧 出 シタルト キ若ク ハ 巧 
九十 二が を 苗 5 访 乃至 巧 一二 號二お ヒ巧働 おを 巧 件 二め ケル 仲を 巧 巧 ノ巧訴 れ巧ヲ ホ ホ 立- らセ シムルな か 

ノお スルト ♦ハ お 巧 ハ 巧 立セズ 

難！ ■二條 和解 巧ノ稱 巧 か 解巧ノ 巧資巧 解义言 二が テ 么ヲ 'ホを ス’巧 九十 ご 一な 巧 一巧を 巧， を 一巧‘ 望奇 
义ビ巧 巧巧ノ 規定 ハ 么ヲ 巧用ス 

unis 巧 解 巧 ノ手巧 か 解 巧" 巧 養 暴を ガ弓 7 出頭 シ 4 i を 二が テノ ミッノ 手な ヲ行 7 •巧 解 义£則 
段ノを メナ ♦トキ ハモな ハ か 解が ノ 自由を を- 1 3 リ么 ブ巧ム 
寒 ■田 巧 巧 解か 解 巧 二が テが お セル か 解 二せ テ ハ 巧 九十 セを 及ビ巧 九十-^ かゾ 規をヲ ホ用ス 
藥 ■玄條 巧々 A 巧 利 所 ノか解 手な ノ 巧が 和* 义まノ 巧な アリ ♦ル トキ ハ 巧 五十 巧 か ニ ョル區 巧 A 巧 がをお 
少ル巧 解 手 g ハ 么ヲ巧 ハダル モノ トス 


•ミ • 件 1111 1 を 巧 巧 (schlc(1 运 itach す skldlael) 

8 ホ* 巧 則？ 契め 當雾 ガ秀十 5 -运ヒ S 巧 雲 件 二が ヶル かを 巧 巧 ヲ巧お シ巧ル トキ ハ々 の 
をが 權ヲ 巧が ス ル n トナ クシ テ 巧を ノ裳 巧二 せキ委 ナル霎 ヲ巧 スル ま 轟な ハ 仲 巧め 巧を ヲなテ ホス‘； 
枉ノ 巧巧ヲ ナス 3 トヲ巧 (仲を 評を 契め) 

ななをノなクシテ仲巧的巧を二 "'リホ|こキ巧資巧睡ハ苗巧が手巧__がヶル事<審理及ピ.巧據巧 
3 リ么ヲ 除 キをプ 々働を が 巧 ハ 仲を 的 託を ノ 巧ち ヲ 巧ク •巧シ 巧 九十 一一 かを 一巧 二な ヒ々 黨を尊 件 二 於 ヶル 
仲を 巧 巧 ノ巧巧 抗巧ヲ す 巧 立 二 » セ シムル 條かノ お スル 巧を ニ ハれ カ ハ 巧 生セズ 
藥 ■セ > 仲 栽 巧を 巧 (を】 を 宅 客ブ まを 夏ノ 構は •手 巧 仲 巧 巧を 巧 ノ巧巧 ハ 仲 巧 巧ち おめ 中二が テ 么ヲお 

を スル ミヲ f 巧 九十 一二 寡 一項 後囊 一苗窒 吾 及易異 •巧 革 四 寅 悪 李 六ち 柔 十八な 

巧 一巧 及ビ 第二 巧/ 規を ハ么ヲ 準用 ス 

第五 篇巧巧 規則 及ビ 巧み 規則 

寒 ■八條 をが ノ 施な 两夕 《大巧 及ビ田 司法大臣 ハ 本 法 » 巧ノ タメを 巧 ナル 施な 巧 則 プお问 シテ巧 ボス 
SA 值 州を 巧な 會巧 玫官廳 州政府" 州を なれみ 巧玫を g 义ビ上 » 巧 政を 巧 タル ぺキ を巧ヲ ホを ス 
!!■+ 條巧が 規をゾ « ム左ノ 法を 規をハ プノみ カ ヲ失フ 

一 を 霞が 巧を (Gewer 暑 richtsgesetz) 

第五 《 circw な 三 五一 


♦ Is ナチ ス勢傷 法 三 五 二 

二 おが 巧な 巧 法 (Gerichts ミ fassullgigesetz) 巧 十四が 巧 四が 
I 二 巧 巧 巧 割 所を (Gesetz betreffe 己 Kaufmann 驾 Mrichte) 

巧を ホ 巧 令 (を* gbeoanung) 巧 八十】 巧 b 巧 一巧ち 四が •第乂 十一ち 巧义 十】 化 a •巧义 十一な b 义 
ビ巧 九十 一二が を 一巧 巧 セが 

五 巧 巧 巧 巧 二 M スル ーみ 一三 牵 十を 二十 曰れ か 令； 尸 さた S お Uber d 运墅 ilichlun 巧 WC 窒) 巧 二を 
力 一を llliJH - 二 巧 十日せ 巧 巧 邮望拐 スル 命々 ノ おがみ (< きを i 表き 『をき 一一 ig を Vero 己 nung 
ilber 巳 S Schlich 旨 巧 we ぉろ 

セ ー 尤一乂 年】 月 二十四日が 巧 時な 巧 巧 街- 1 M スル 命々 (V き" を ミ W f 5 ミ-己を g < G 臣-芭 巧 Lalula : 

を 一— 旨是 巧 八 巧を 一巧‘ 巧 十八 おを 苗’ 巧 十九 條を 苗， 姑 ニッノ 施が かを 巧 一 « 

八 圃^法 (RAOf 班乂十九が义ビ巧百お 
娜 ■十- 值を i 令ノ巧 正を おな 令 ハ 左ノか ク么ヲ ホ正ス 

巧 八十】 た a 巧 四 致 中 r を 灾 をが 巧 法-一巧 グルな 巧 こ ナル キかヲ 削おス 
二 巧 九十 一な b ヲ左ノ 規定 二改ム 

r 闭ホ 組合 ハ 巧 八十 S な 第二 巧 巧 十一 « 二 巧ヒ巧 八十 一が a 巧 四 巧ノ訴 を# 件 ノ者理 二せ ♦ホな ブ巧 K 来 « 
SI トシ テ同數 ノな请 ま义ビ 巧な を 二 3 リ巧立 スべキ 巧 貝み ヲ 設立 ス クコ トヲ 巧ス 

巧 おを ノ下 シク ルを ホ-一せ キー 巧閒 W 巧-一巧 巧 おな ぶ ダみ な セ ザ リシ トキ C おか ヲ下 シク ルを 二 巧 削 U 巧 


二を な K 巧 かを 钥巧 二巧ブ 巧を スル コト ブ得 •總 テノ 巧を 二が テ 巧-ー ホダ チ テを 具み 二が ヶル お 話プ巧 ハ 

. - * 

シムル 3 ト ヲ巧ス 

巧具舍 二が テ 巧 お セル 巧 解る ビを单 を 双方 ノ ホな シ 々ルを ちを ノ 巧み 二ぶ キ SB 巧 おれ ヲ巧フ •々おを 巧 巧 
を 巧 百 四た 及 ビ巧百 五た ノ規 を" 么ヲ巧 用ス」 

S - H 5 ( 削ち 

S+II 一條 刑法を 典ノ 改正 刑 ま 法典 巧 一二 百 111+ 巧な 巧 一巧 义ビ巧 二 巧 ホ r 仲 巧を 巧 KI ノホニ r 巧 働 巧が 巧ゾ 
22*1 ち J ナル ネか ヲ附 か， 

藥曹十〇條 度傷ぞノ 巧请 二 ル法な (ジみ瓦 ef " む." ^^臣さち占 を》爲 ^^^一をを〇〇 ノ 巧正 一 去 化 
タノ 巧！！ 二拍 スルを な 巧 十八が 巧 一巧 中 rs 巧 料を ヲ r 陪ホお 割 所 ( sciengcricht ) J 二 を ム 
つ 巧 二 巧 二 巧 E ノ 字巧ヲ お加ス 

r 手 巧-一せ テ ハ 巧 巧 おを 巧 ノ規を ヲ巧用 ス， * 濟本巧 (田吕 P さ nor 巧を 定ノ 申請 ハ 么ヲ巧 度を 具み 二が 
シテ提 WK ル コト ヲ巧ス •申 巧 ハ 么ヲお 下 グルコ トヲ巧 •お 化を ハ ♦面 二 3 y 居 麻を 丹み ノ申巧 アリ* 
ル トキ ハ ホダ チ テナ サルべ キ 者巧ヲ ナス n トナ クシ テ 巧を が 巧が 巧ノ巧 巧み々* ブ U テ么ヲ 巧ぶ K 来 3 卜 
プ S 

づ巧 巧ノき 一巧 ヲ きこ 巧 トス 
2 巧 こ 十ホ條 ハ么ヲ 削除 ス 

第五 ホ 麵 gink ホ ニ £3 


さ 一巧 ナチ ス s 法 ご 5 

藥 ■十 五條 化 巧 巧 巧 巧 巧 巧を ( pachtsc 星 tzge を Z ) ノホ正 化を 巧 巧 巧 巧 巧 法 巧 一 化 巧 W 巧 中 『巧 巧 巧 お 巧 J ノ 
ホ- 1 r ち クハ巧 巧 8 をが 所 J ノ すか ヲ おか ス 

藥| ■十々 條 ツ ノ他ノ 法が ノホ正 ツ ノ他ノ 法令 上を 类 をが 巧 •巧ち 巧が 巧. 巧 巧を 貝々 ノ 巧ぶ 巧が がを ク "巧 

ホ 巧を 仲 繁判受 巧襄囊 件ノ霸 49 5 ハ！® を奚墓 刹 所 之を 二れ" せ？ おス 

さ 十セ條 巧々 义ピ 達人 ノ 引を"？ を柔 をが 所を 巧 八 主 巧 ニ ヨリ 設ムル 巧 柔巧幕 ノ專巧 載な ニシ テ々 
巧 おが 巧 巧 公布 ノ 日-ー ツノ巧 ニア ルを" 巧 ホ ノ在巧 巧閒ヲ 巧入シ テツ ノ が來ノ 巧巧ヲ 管な スル 巧のを が 巧 二 於 
チ 同！# ノ巧二 巧々 シムル コト ヲ巧ス •之 等ノ をが 巧ノ 培な ポ巧 のをが 巧 法 公 ホノ日 二な 二 巧 ニア ラ ザ リシ トキ 
ハツノを 給み ピ* お 扶助が 給與ノ 巧な ハ 州-之 ヲ移 w ス •引 ま ニ ヨリ 巧が ノを等 •獲が ノ 巧ち おた 义ビ 遺族 
扶巧巧 巧 ホ 樓ヲを スル コト ヲ巧ズ 

f ? ブノ 他を 采 をが 巧 及ピ巧 事を！： 巧ノ專 巧を が 巧 長ニシ テ々 S を 钟巧巧 公 ボノ日 巧 ニア ヴ且 プーを W 上專巧 
をが 巧ち トシ テ 在巧シ タルを ハ プノ 申 巧 アル トキ ハが 來ノ 巧給ヲ 迫な 二ち なシテ 終み 巧々 巧を が 巧ノ寒 巧を が 
を トシ テ 引 巧 クル n ト ブ巧ス •引を ハ 州を な 社々 行政官ち ノ 同を アリ クル トキ ニ 於 テ ノミ么 プ巧ム コト ヲ巧 》 
引 巧 アリ クル トキ ハ 自治 •又 ハ 自治 冉 を# ノクメ ニナ シ タル 專 巧の# ハ么ブ 州ノ巧 W トシ チ か 巧 スル コト プ巧 
义 

づ巧 がを ダツノ 到達-ー ヨリを がを ダ 化 巧ヲみ ゼラ ルべ キ 巧な ノをム ル 年 お R 二まシ ♦ル ト牛ハ 么ヲ引 巧 ザル 

モノ トス 


邮 ツノ化巧がノを柔を判巧义ピ巧事をが巧"'巧具ニ シテ巧働巧が巧ををホノ日二專ラを柔おが巧及ビ巧巧巧 
が 巧 二が テ 巧 さ 志 スルを ハ プノ 申 巧-去 キ 巧が ノ在蜡 巧閒ヲ おな シテ 巧を ノ巧二 巧々 シムル コト ヲ巧ス •巧 
々ノ 引を ハ ソノが 巧ノ が 給ヲ 公正 二历 g シテ巧 t 巧 用人 ノ 引を ハを 房ヲぞ スル 巧務 契め 二が ヒナ サル ルモ ノト 

ス 

寒 ■十八 條 自治# ノ 給せ T 自お宙 タヒち 治 巧 合 •ー ハ ソノ 巧ち ノ ± 化 ニシテ ーを 一 五 年】 巧 一日 二が テ專ラ 
营柔 巧が 巧 义ピ巧 ザ 巧！： 巧 ノ巧用 二な ブル モノ ノ巧 お巧プ ソノ 巧 具 訝が 巧ち！！ トト モニ無 « ニ テ W 二み W スぺ 
シ •同日 二め テ專 ラち クハ 化ノ 目め ノ タメ ノ 巧用卜 巧並ン デを まを 判 巧 及ビ巧 春を 材巧ノ 巧 用 二な プル ソノ 化 
ノ巧巧 ハク 巧 ホァ ル トキ ハ ソノ賽 設巧 ■罵設 俯. 暖房 設 が’ 巧き 鼓 巧 ト トモ-云 巧蹇 判巧ノ 目的 ノク 
ィニ無 « ニ テ州ノ * み 画を 任 スル コト ヲ要 K •ツ ノ化ゾ K 二 M スル 自治 懂及ピ 自治 巧を*! トノ 財政 補« 二！！ ス 
ル 州 ノ樓巧 ハ 本 巧 ノ規を ニ ヨリ テ 巧 更ヲを クル コト ナシ •巧め 二 3 リ化ノ をメヲ ナス コト ヲ巧 ゲズ 

巧一 巧ノ規を二ちクおをまか二付テ ハお巧其トシテ州財な巧义ビ^巧自治||及ビ自お巧合«3リも1 ホノ 
代 ホを 垃 二を がを トシ テ ーを ノ巧巧 供な ナキ 州ノ をを ヲ U テ 仲を おが 巧ヲ德 巧シ 巧が ヲ巧フ •を 判を クルべ ♦ 
タニが キ 巧 財な 巧义ビ 自治 宙おク ハ 自治 巧を 宙ノ なをが ハ ザル トキ ハ ソノ 管轄 R か 二が テな 白 お g ヲザ タン お 
ク ハツノを 巧 巧 巧の 二が テを 自治 巧を g ガ プノ 所在地 ヲ有 スル 州を 專 を！： 巧 ノ巧長 ソノを がを ブ ホを ス 
> ■十九 條两ノ 法律 ニ ヨリ訟 ホセ ル 骨 お 巧が 巧 ノ財產 管 お 巧が 巧 法 巧 八十 五た 二 ■リ西 か セルを ホを 巧所ノ 
W 產ハ 之ヲ州 二を WK 

♦五 SSHEtt II ミ 


•二部 ナナ*々 s ご 五々 

雜 さ十條 (がち 

•■11 十- 條巧 1¢ 手 巧ノ がお^ 巧の 事件 ノ手巧 ニシチ ー九ニ セ 年 セ 月 一日 二が テ まち 巧が 巧， 商 巧 巧が 所， 
巧 巧を A 會勞 かを 巧が •同 菜 化を 仲を をが 巧-州 佐 巧 會沒ノ 代 補 巧 (田 夏な をぞ) をク ハな 時 W 巧 巧みな 二 巧 
•セル# ノ ハツノ 化？ 於 テ 集 手 巧 N お g シ タル 場で 所在！？ ヲ ツノぞ 庭 W 域 巧 ニ ミル 巧 巧 S を 判 巧-一之 
プみ 冉ス 、巧 曲 巧 働 巧！： 巧 ハ同柔 化合ち ク ハ同萊 組合 仲を 栽 倒巧ノ ホを 二 おスホ 巧は 二な を 仲 かを 判巧ノ 々働 
事件 二 於 ケル 仲を 巧 ホノか 巧ゾ巧 ニシテ ーを ー セ 年 セ 月 一日 二 於 テ ホダ 巧が 巧二繫 B セダ ル モノ ニ 巧 シテモ ホ 
管 辖ヲ巧 ス， 巧が 巧-一め ケル 手な 二せ テ ハ 巧のを 判 巧を ノ規 をヲ 適用 ス 

づ 一 九 ニ セ 年 セ 月 一日 二が テ 通 巧を 割 巧- i ; 巧 働害ノ 手な ハツノ？ カ ァルを お 二 至 ル マ デ i 栽 
が 巧ノホ 巧 二 «ス •ツノ 手 « ハ 民 ま 巧を 手 巧-一助 スル 規を 二な t 之 ヲをム 
雕 ■二十 三條 本を ノ貪巧 巧のを が 巧を ハツノ 篇巧 巧み (》 ピ宙コ を 表口 S をコ a プ さす §8) 二拥 スル 设リ 
公 ボノ日 3 リ巧 カブ 巧生ス •ツノ 化 巧 百- HSi 乃至 巧 百 十六 か 二を ムル 法々 ノ巧正 ハ ー九ニ セ 年 セ 巧 一日 3 y ツ 
ゾ なカヲ 巧生ス 


第 六夕働 配置 ノ 取が mm スル 法律 

(Ge を Z 扫一 r Regelung を >rb2it さ nsatzes) 

一を 二 巧 年 五月 十五 日 

度な ハ 左ノ巧 巧ブ おを シ 巧-一之 ブ公 ホセ シム 

巧 S 记 面占替 SK ル 巧 巧 

5 ♦田 g 柔巧介 矢 ま 巧な 巧を 官ハ 巧ぶ ノそ柔 アル 化 曲 二ち シち地 K 二め テ 命を 巧 巧ノ巧 日な 巧 ヲ巧セ ザルを 
ハ 德メ巧 長を ノ函可 ヲ巧ル ニア ラ ザレ バツノ 地-一巧 テ 巧 働 者 おクハ 使用人 トシ テ 么ブ巧 用 スル コト ヲ巧 ザルげ 
ブ 命令 スル 3 トヲ巧 

さ I 條 ちを ハツノ 命々 ノ巧行 巧 日おク ハツノな 巧 一一な 年閒 二度 柔 二が ホ シク ルを ハ 豫メ ちを ノ認 可プ巧 こ r 
ラダ レバ A ホ 経を なみ ノちを 若ク ハ！！ {柔巧 仿二巧 スル 巧 実な か ノ巧柔 二 於 テ 么ヲ法 巧 K : トヲ巧 ザル glK 命 
令 スル n トヲ巧 

さ 8 1 】 九 一一 一四 年中々 働 力- S スル 農 ホ 3 リノ 需巧ヲ 巧ク サンダ クメを ミニ Z 命令 ノ 適用 ブ S クル 經 
营ノ企 ホ 者 (ちま ごちを ノ命 々アル 巧 合 命令 公ホノ なが 三 於 クルち 巧 一一 1 巧年閒 二な ま-一獲 辜 シク ルタ 働 ホ及ビ 
第々 《 HKC/IIHli スル 法律 二 五 セ 


夕 Ig ♦: 勢！ •法 二左乂 

使用人 ヲ解巧 スル ノ義巧 ヲちス 

つ 救 濟本巧 ( Di » Hanplfursorgestelle ) ノか可 アル 巧 合 二 於 テ ハ め 吿みヲ ナシ巧 ル を ヲ規巧 セル 凡 テ ノホ規 
ハ之ヲ 1 W セズ 

HH 條 々働 出おノ 巧が ノクメ まが かそ 柔 なお おお 官ハ tt 柔 f な 二え ホ 巧 お 二 M スル 法律 (っ 口を 
ArbsitsvemiitUnng und Arbe 一を osen さを cherung) 巧 号 一十 化 巧 ニ ョリ 巧 化々 を クハ楠 助を ブ た 與 スルみ® ノ巧 
を 二 於 テ 巧 二 么ヲホ 誌 セル 巧合卜 « モッノ 巧 巧 ヲぶノ を 巧-一 繫 B セ シムル コト ヲ巧 
一 巧 ほ ノ阴抬 ヲ巧期 シちク ハ 巧を ノ HKK ヲ ー時が 止 スル コト 
11 巧を ノ中 巧ユ ソノ】 がみ ヲ货け スル コト 

一二 お 索贝ノ 數ヲ巧 巧 スル コト •化 ノ巧合 巧を ノ巧巧 時 巧 ヲ變巧 スル コト ヲ巧 
巧 19^ 夕及ビ 巧 W 人ヲ なぶ ノ そま アル 巧み ョリげ ま セな 巧 セ シムル コト 
雖 五條 もを ハ 巧 一巧ち ク； を 一巧 ニ ョル揉 用 ヲ設可 シ窒お 二 3 ル 解 W ヲ な々 シ巧二 巧网た 二"' ル 生 ホめ 《ま 
# 濟ゾ巧 あ 二が キ命 令ヲ巧 スル ノ權化 ヲ化方 巧 《局 おお ク ハ々 働な 菱 ■巧 ホ 巧 か 巧 巧を 三を 巧 スル コト ブ巧 
雜 《條巧 一な カザ 巧 五た 二ぶ キ巧 ホス ル 長官 ノな令 ハを 報 (畫 口呂 g す ミ 堅 ぉコ をち) ヲ U テ么ブ ホホシ 
巧のな巧(*>>5 す空囊ミ&芭ヴ ニ 么 ヲ な吿 ス ル n ト ヲ 巧 ス 》 命令 ハ を巧 二 め ヶ ル ホ吿 卜 巧時' 二 么 ヲ 施巧 ス 
藥セ條 巧 一な ちク ハを 岳 二 3 ル必巧 ナル 設可ヲ 巧 ズシテ 巧 情 セラ レ クル タガ 巧® 荣止 命令 ノ巧力 巧 生 ノ後三 
至リ ソノ 巧 R ヲま止 セル 地が 二 W 住 シタルト キ ハな 化が ヲ巧巧 スル 巧 働な* 3 リみ柔 お 功ブ巧 クル コト プ » 


ズ • n ノ 巧を ノ扶巧 ハ 巧 條ヲ 蕉ムセ ザル 巧 案 巧 介は 二そ柔 なお 二 曲 スル 法が (Das oe を 二家 ミミ 3 を 
telung und Arbeitsloaenv ま icherujg ohne ve らま 3 Beschif 宴- ng ) -1 3 ブ テ！ J ! 拍 アル々 働か 在 ノザ 持-一® ス 
化 シ巧柔 器 垃-吴 おが お 二 S スル 法な 巧 豆 ハ 十八な 窒 一巧-； ブテ ー時め 二 扶巧ノ 巧投そ ラレ クルト ♦ハ 巧 
巧 六十 八條巧 S 巧 ニ ヨル失 柔ホヲ おな スべ キタ 働々 吾ヲ なテ么 二代フ 
藥八 條"? 巧 ホ 巧 お ニシテ 巧】 巧ち ク ハを 良 ニ ヨリ々 働 ホち クハ 使用人 トシ テが 用 セラ ルル ユ必巧 ナルな 可 
ヲ巧 ヶズ シチプ ノホ 町村 (巧 断 ホ 町せ一 Sperrgemei 己を) ヲ ー時を ホス ル トキ ハを R 巿 町材ノ 巧# 濟 團冊 ちクハ 
巧 市町村 ノ 設立 セル 州# 濟 *« 二が テを# 巧 ホ ノ巧住 ニ ヨリ ホ 濟巧務 命々 (コぶ wf rgep 二 icht さ rcrjnu 占) 巧 
七 二 巧-一基 キ テを ズル ホた 的 お 巧 菜 おヲ巧 ムス、 巧 わかを ダを 断 ボ 町林ヲ 逞ホシ タル 巧な 共 ホ濟ノ 巧巧プ 
巧 クル ノ巧 ァル トキ ハ 扶助 二對シ をな の 二 まな ヲお スル# 濟围 f 巧を スル ニ f こを 巧な# 巧ノ必 荣ヲ巧 
クニ 生ジ クル モ ノトを 化ス コト ヲ巧ス 

r ? 巧 一たち ク "巧 一 一條 二 3 ル かお ナル 認可 ヲ巧ク ザル 巧* 助 ホ ニ 化 テ ハ 本人 ノ轉巧 セント スル 円め 地 二が テ 
巧 巧 シ得こ トプ理 巧シ巧 ル々 ち こ 化ノモ まこ リ ソノ# 夕 必巧ノ がまち こ 著 シキ 減み ヲ 期待 シ 巧ルト 
♦ハ 之-ー ソノを# 地 巧 お 二せ キ巧該 市町れ ノ两致 巧 国® 占 巧 ヲ巧フ こトヲ 得’ 前巧ノ 可能せ ノ なか スルト 
+ハ をな 巧 断 巿町材 へ 巧を シ タルな が ノお巧 巧 二 » 巧 スル 欠メ换 巧ヲ巧 フル コト ヲ巧 ■巧 一段ち ク "巧 二 巧 二 
巧ム ルを 断 ホ町ヴ 妄»函惟 ヨリ 給 巧 スル 扶助 ハ ソノ 巧を ヲホサ •サル モノ トス (ま義 ま ♦♦十 セ條 S さ， 
費用" 巧な 市町な 巧 曲 •之 ヲ 食# ス 

第 六 《働 K «/ お 11-1 圓スみ 法# こま 


夕妄 ナナ スタ！ •ホ ニ 六 0 

g 允條 化を おク ハを お ニ ヨリ 巧 一 おち ク ハを 一が 二 反 シテ巧 ホホヲ お化シ タルを ホち 房 ま ハ 巧* 巧 曲 «ノ 中 
巧 二あキ 苗# 巧 曲® ノを巧 トナ ル かを 送 遺 巧用ノ をが 又 ハ； 部ヲ まが スル コト ヲ娶ス •巧* 巧 函偃ハ ホ 濟義巧 
二阳 スル 命令 巧 二十 ゴーが 二 3 リ ソノ おがな 求 巧 ヲ巧巧 スル コト ヲ巧 
iH - 條 本を 二が テ 招を 二 U 订孜 ( venvaltungell B をを をが お) ヲモを ム 

藥十 _條 本 法 二ぶ ク巧亞 ニ ヨリ 生ジ 々ルみ 杳 二せ テ ハ 巧ち クハ巧 巧 ホ 巧 介 そま 保ちな ハ 賠巧ヲ ま おセズ 
雜十 1 1 條 {けち •保ち 巧を 者ノ沒 がが.- 1 ホ 巧 曲 巧 ハ W 巧 まが か 失荣保 お材ノ 公み 具 ダ 本法ノ 巧れ ノクメ 巧 スルな 
々二 巧シを 自ノ樓 阪內巧 巧 二 化キ あを スべキ を 巧 ヲ巧ス •阳 i 々ハ®々 ゾ巧合 二が シちク ハ 1 巧め 中 巧 二 W ス分 
プ巧 ゲズ 

雜主 |條 ? 巧 一た 乃至を 二 か-一巧 キ テを スル 命令 二 反 シテホ 忘 二 他人 ヲ巧お ホを こ 巧 用人 トシ チ 採用 シお 
クハ 巧！！ スル モノ ハ 巧を お クご二 巧 巧 U 下ノ 巧が 二おス •巧】 巧乃亲 を-挺 二 3 リテ巧 スル 命令-一反 シホを 二 
巧 働 策ち クハ巧 用人 トシ テ 保 用 叉 ハ 原 化 セラ ルル コト ヲ巧諾 七 ル モノ モ 亦巧ジ 
r ? をが ニ ヨリ テを. 化が 爲ヲ ナス モノ ハー 瓦 0 ラィ ヒス •マルク U 下 ノ罚を 二度 ス 
第 十 B 條本 法# 巧ノ タメ 两巧 お 大臣 ハ 命令ね 二： 化け 政 規巧ヲ を スル コト プ巧 


第ぶ 勞働 カノ お々 二 巧 スル 命令 • 

(verordnunat Uber 民 e Verteilung von ArbeitskrEf 巧ろ 

一九 一二 四 年 八月 十日 

一を 一一 阳年セ 月 S 日が 巧 巧 巧窗二 M スル 命々 (Gesetz cber wi ュ schaftliche Massnahme ) 二 A キ 本を ハ！！ 巧 《大臣 
文ビ 田な 肚 含ま 義® ^黨 (ナナス) 巧 巧を 化理ノ 同意 ヲ得 テ左ノ を々 ヲ巧 ホス 

1 九 一一 1 巧 年 八月 十日 两巧柔 失ち 巧 6 局長を シルプ 
夕 8 カノ a 分 二 M スル 命々 

雖 -條巧 働 カノ 记分特 ニ ソノ 巧み ハ K 巧柔巧 介そ柔 なを 巧 おを 么ヲ規 巧 スべキ 巧 巧 ヲおス 
雖 二條 18 ^ カノ K 分ユ對 スル 化ノ 巧署ョ リノ 干 ホ ハ 么ヲを ズ* おを 特二巧 問ち ニョル 申が モホ么 ヲ干ホ ト巧化 

ス 

寒 III 條两巧 ま 巧 介失柔 化を 局長を ハ 田經巧 大臣 义ビ两 巧 働 大芭ノ 同を ヲ巧 テ々 働 カノ 配 か 二 « シを巧 アリ ト S 
ムル 訓令 ヲ爱シ 又 ホ か ヲちム ル コト ヲ巧 

露！！ 條 U 上ノ規 を 义ビを 二條二 去ク訓 々二を なシ タル モノ ハー 尤三 w 年 セ さ百ノ 6 濟巧お 二 M ス ホを 巧 さ 一 
條二 3 ルな 巧 二麽ス 

♦セ々 ち /K み- 1 圓ス *命々 II ホ I 


ター 每 ナナス 《備巧 妄二 

第 八. 勞働 カノ 配夕 一廣 スル 訓令 

( An 弓 dig Uber die Verteilu 另 ミ。 Arbeitskraf き) 

一を 一面 年 八を 天日 

一 九互リ年,；-*月十日が巧访カノ宙々二阳ス ルな令(<39<1吕1另 liber &e verslung von ミ1*ぞ置(|)ユ基牛木 
を ハ 冉經濟 ホ 臣义ビ w 巧 仿大民 ノ同息 ヲ巧テ 左 ノかク 孰令ス 

一を 两年 八ち 丰 八日 KR 柔招 介失柔 巧を 材 ちを シルプ 

夕か カノ 记分二 M スル 詢令 

第 _ 章 訓か巧 用 巧 B 

• I 條一 本々 ノ規ち ハ 巧 か ホ 义ビ巧 用人 ヲ巧柔 セ シム ホ® テノ なが ノ經巧 (巧 巧す ぞ义ピ 行政 (づ 巳 sg る 
ユ么ヲ 巧 用 K 

を ま 及 ピ林棄 ，-ち 巧れ 二 本 令二圳 ほノ規 をナキ トキ ハ おちな ニ ホ 上 •巧 お 及ピが 空た お ハ 么ブか ルス 
ネ令ノ 规巧ハ 巧を (巧 玫) V 巧 巧を ト ソノ 祀 供を •子ち 父せ 义ビ 祖父ち 曾祖父な 二 么ヲ巧 用セズ 


第一 i 勞務巧 ノ巧巧 

さ 一條 巧き 巧 政) ノ巧 巧を ハ 两巧柔 58^ 失 柔巧お 局長 官ノ 命々 スル 巧期ユ プノな 爱 巧ノ賴 巧プ檢 ホス ル* » ブ 
おス •右み ホ ハタ かを 及ビ巧 用人 ノ年齡 梢 ホダを なち 貧 巧 政〕 ちクハ プノ ー «ノ經 雲 術 上れ _一巧 濟上ノ 巧 件 
ブ考な シ旦ブ 化を 一十 五歲 ホ滿ノ 々8 を 及ビ巧 用人 ユ比シ 失 ま セル 年を 及 ピ 使用人 •巧 二子 ホ 多 ♦なお 
ノ父ヲ g ホ 巧 w セ シメ ント スル 田 おな 巧め ノ巧 K 二 適* セ シム ぺ ♦モノ トス •巧 序 的 二 養 巧 セル ミ者义 
f 巧 用人 ノ必巧 ナル 後 11^ ノ なお モホ么 ヲ活資 行政) ノ巧件 トス 

さ ユ條？ を 哀ノ檢 ホ ハタ ァノ 巧を (巧ち 二を ァッノが 一 巧ヲ； 一二 四 年乂富 二# 巧；， トヲ ミ‘ » 
をノ おみ 泣 二 雨後 命々 二 3 リを打 スル 檢竟ノ お 巧 ハ宫を おを (巧な) ノ巧 巧を ユかテ » 面ヲな テ之ヲ 保を シ‘且 
ブ i 經營 (巧な】 ヲぞ巧 スル 巧 C 公署 ノ巧ホ ァルト* ハ 么ヲ巧 曲 スル コト ヲ巧ス 

信巧巧巧みブ設立 ス ベ キ巧貪巧政)ノ巧巧ぞ ハ ー 九互四$月 一 日 マ デ ニ 所巧巧化公巧 二 巧テ特刖ナ 火お 
ま 用 巧 ヲなテ 檢金ノ を 時 二を おちを (巧は ごが テ 巧 柔セこ 一十 五 歳 W 上み ピ同 W 下ノ 年齢 別 及 f 巧 ホ 別 二 ■乐 
者及ビ 巧 用人 數ヲ巧 曲 グル コト ヲ巧ス •巧 巧を ハッノ 值巧働 カノを お ヲ巧フ ベ ♦巧 田 及 ビ巧閒 二せ キ申吿 
スル コト ヲ巧ス •一 おを (巧な) ダ 數巧ノ 地 巧 二を リちク ハ g さを 術 上 相互み 難 セル 巧 巧ノ 巧円プ ホス 来卜 ♦ハ 
暮け刖 二 届 阳ヲナ K n ト プ巧ス 

羅—條 二十 五歲 な 下ノ巧 柔貝ノ 巧# 巧 含ち 耳 リノ# 庭 二せ テ ハ 左おノ モノ ユ巧 シ么ブ 除か ス 
錐 八 《傷 力 / K み-画 こ！！ ♦ 吴ゴー 


夕表 ナナ* ♦傷 法 II 六 n 
一 せ 巧 セル 巧 モ巧働 ま 及ビ巧 用人 

11 自己 ノ 巧な 巧 巧 二 3 リ おち ノ みま 二を 巧 ナル 貢献 ヲナ シブ ブアル 巧のを 义ビ巧 用人 
一二 現 二を 弟 S 巧 ニ アリを ク ハを 弟 拍巧が 了を 一 年二滿 タザ ルタ 8 ホ 及 ど 使用人 
四 巧 巧 ブが了 シ田巧 巧 3 y 除 皮 シク ル々 働を 及ビ 使用人 

五少ク トモ ー年 閒自 ホを ぶ 的 巧 巧 奉仕 国 (r>er freiwimige Arbei を ie まご 多な シ タル 巧 巧者 及ピ巧 用人 
ム ハ少ク トモ ーザ閒 H {柔扶 巧 (口が I ゎ コを 二を) 二 さか シ 々ル 巧 働 者 及ビ巧 用人 
セ 巧 則 巧 SSI (をを き 星 〇 ろ 二 巧 スル 巧 C ホ 义ビ巧 用人 •巧ナ 
ィタ g 换 CS.A) •規 ♦换 (S.S〕 义ビ两 巧れ 含ま 荣ド ィブ お 巧を 巧ち！！ 一巧！！— ぎ hlh 已 3) ノ 所* ホ- 1 
シテ ー九 ザ ー巧 S 十日 U が ニコレ ラ ノ函宙 二 巧 « シク ル モノ 
n 黨ちホ « 一— 五 oodoo ザ デ ノナ ナス K ち 

ハ 巧ち (Amfal ミ】 (なをめ 巧 巧を) ニシテ ー九 II ニニ 年 一 さ 一十 曰 3ig 二 巧 具 (致を め 巧 巧を) トシ テ 巧 
巧 シク ルを 

S 條 一 お 貧 行政) ノ指囊 ダを f 5 ル おを ノみ行 二せ テ 牛み 二 注 をヲう. サリ i ノト 琵ムル i 
ハ' 1 公署 C 巧 ナニ當 なち を (巧 政) ノ巧 巧を ブ ホ 巧 シ事巧 ヲ巧换 ナラ シム ペシ •をち 一を セ ザル トキ ハ勞 の 公 
巧 ハ 相反 スル 巧 ホソを おヲ 州々 衡お (Das Landibsltsa ミ)- 一巧 示シ テツ ノ をみ ヲホム ル n トヲ 巧ス 
一一 州 巧の おちを ハ 巧を 巧を (巧 玫 ) 二 於 テ 巧 巧を ホ ブ巧フ べキ範 困度ビ 時期 ヲ みを K 


一二が 巧/みを 二對シ 巧な ちを c 巧ち ノ巧 巧を ハ ニ 巧 削 u 巧 二 w 度 菜な か 失 ホ 巧な 巧畏 を-一れ 吿ブ ナス コト プ 
巧. 化吿ハ かを 巧 ムノ巧 カ ヲおス •長を/ホを 二 巧シ テハ不 R ノ 中立 ヲ ナス コト ヲ巧ズ 

邮 長官；々 かなを 义ビ州 巧 か局ポ ソノを 巧ヲ巧 フニが キ泣 二み をヲ ナス ニ ホ ダナ 巧を スべ ♦を 麻 及 ピ經濟 ■ 
«ヲ ホを ス 

娜 《條 をを ニヨ ルみ « ノ紀 巧ち クバ 巧 五が ニヨ ルを ホ ノ提巧 巧 まな 巧 ヲ考た シー ー十 五歲ホ 滿ノタ 働を 义ビ使 
規 人-一 化へ ザち 巧® おヲ巧 ミル 巧 ァル トキ ハを を (巧ち ノ巧巧 ミ不巧 ナル 困難 ヲ與フ み コト プ# ヶタ ホブ 
を 巧 セ シムル n ト ヲ巧ス 

藥セ條 巧 管 (巧 政) ノ指 巧を ハ > 巧 お スべキ 巧 働を 义ビ巧 用人-一 お シ « 濟ホ特 二を ホ •自 もを 化 的 巧 働 ホ 化 
函ち こな 菜み 巧 二が テ •ホ 子 巧 働を 二が テ ハ ま 政 二 於 テ化ノ 空な# 巧 ヲ巧供 スル モ巧及 ビ時夕 _ が キ» 時 巧 
巧 《巧 卜み络 スル コト ヲ巧ス 

fj * をみ 巧ち ノた 巧な 柔貝ノ 巧 少おク ハ 解 馬 セラ レ タル々 働を ノをお 二を々 ザル々 柔 ヲホゼ シメ ザル コト ブ巧 
* 

第八條 T « 巧 巧 お-ー ヨリ テを 化 トナ リク ル ホ 化 ハ失棄 年を々 巧 夕及ビ 巧 用人 中 巧 則 トシ テ お 族 ノ父巧 二子 ホ 
タキ 父ヲな テ么ニ ホこキ モノ トス •子女 ノ扶 巧を クルせ ハ 之 ヲ父卜 同ー ニみ なフ •乂シ ♦二 互， そ ホセ ルタ 
S ホ 义ピ巧 用 入は-一 公共 户 扶助 ヲを クル 巧 働 おぶ ビ巧用 入 ハ 巧 二么ヲ ち* スル コト ヲ巧ス 
ft なち 巧 政) ハ 空な トナ リタ ル A 巧 ノ视夕 一み 巧 ナル々 のカヲ 所管々 働なる ニ ホ ホスべ キ モノ トス •々働 公 
第 入 ホ傷 カゾ C をユ ■スみ圃ホ -三ハ X 


ター》 ナ：务 麵 か 二奚 
吾 ハ 含 巧 二ち シ巧該 お 貪な 孜) ノおを 二 適な スべキ 巧 A カヲ么 二が か スべシ • S を經 ち S 及)" 自由 二 彼 
巧 介を ヲ巧巧 スル コト ヲ巧 •ちを (行政) ハ 特二そ 柔者ヲ 巧を シテ 々働 公署 二 巧 ホス ル コト ヲ巧 •巧シ 々働 公署 
" 巧 介 二 そ ダ チ 特二巧 求 ヲをヶ クル 失 菜を ダ特 則た 件 二 巧を スル ャをャ ニな キお ホス ル 3 ト プ要ス 
づ 々 A なを ダが ホ ませ/後 S 日な 巧-一巧 巧を ヲ巧介 セ ザル トキ ハを 該 ちを (巧 政 ごを 巧 二揉甩 ヲ巧フ コト プ 
巧經爸 (巧な) ハ々 のか 巧 二 巧 テ逗帶 巧ク揉 ノ音ヲ 届出 デ 且ブ巧 採用を ガ 巧が ノ巧件 二 巧 合 スル 皆プ 巧示ス 
ペシ 

ミー素 二十 五 巧 ホな ノ巧 《ま 及ビ巧 巧人ノ 採用 

8條 1 一十 五な ホ 滿ノ巧 子义ビ ホモ ハ致メ 所持々 の 公を ノ或可 ァリ クル 巧を ノル 么プ 巧のを を シク ハ 使用人 卜 
シテ 巧を (巧は) 二 採用 スル コト ヲ巧ズ 

I •十 條 徒おノ 採用 二 付 テ ハ 正 ま 二 書面 二 3 リ少ク トモ ニ度 年 iW スル® 契め ヲ 本人 卜巧結 セ 来 トキち ク ハを 
ま i ノ閒お 巧 W 巧 削な 內二契 わ ヲ巧巧 スべキ 化を ニァ ル トキ ハが 巧ノ 認可 ヲ巧 セス 薰 巧め ダ 巧を ゾ期 a 
巧 二 巧 ミ ザル トこ巧 位 巧 56 公署 ノ 誌す ル 巧 合 S リせ 年少を ヲ不 みな 巧 働 ホち クハ 使用 入 トシ テ 引な 牛 
房 度 スル コト ヲ巧 

を -條 一里 可ノ 申請 ハ 奪 0& な if リ巧巧 巧 働 公 量 透 スル ミブ 巧ス 
f ? 經ち (巧 政) ノ巧 巧を ごす 五歲 未滿ノ 々のを 及ビ 使用人 ノ 採用 二な テ ハを 哀 二な ゲタ ルな 則ブザ 塞シ * 


窒ナ "s ャヲ 黄 任 ヲなテ お f ルミ ヲ奥ス •許可 ノ中巧 二せ テ 巧ち N 指 巧 タッノ 中な ノ巧時 
二が テ 巧を 巧を (巧 政) おクハ 巧を 巧 ロニが テ 巧 巧 スル 巧 かお 及ビ巧 用人 ノ巧ヲ 巧 ホ 別且ブ ニ十 お 度 U 上及ビ な 
下 二 K 刖 シブ ノ貝お ヲ申巧 ホ 中二 明示 スル コト ヲおス •指 巧 ホ ハッノ ま 巧 二 基 ク檢查 ニ ョリ テ ニ十 五歲 U 下ノ 
fyg お 及ビ巧 用人 ノ揉用 ノを巧 ナル コト ヲ を 巧 スべキ モノ トス 

> 十二 隹々 受ミ中 ホ ノそホ ニせ* 特二專 H 的 二が 巧* ラい タル タ奠及 ビ達 人-占* ザル 巧を ハ タク 
失柔を ァル 乂 都 ホ 及 ピエ 菜 地 巧へ ノ爱 巧拍 な-一地 モョ リノ 巧 8 カゾ 離悅ヲ 阻止 スル 巧 働 出 面 ノ巧財 二せ キ考 
盧 スル 3 ト ヲ要ス . 

ま Is 《《ヘム S ハ ニ呈歲 ホ滿ノ 養ろ 達 二 付* 特二 左記 备巧二 巧を；？ 優 達 ター ♦ミ プ條 

か トシ テ ソノ 誌 可ヲ與 フル n トヲ得 • 

一 襄巧務 ヲがリ テ R 巧が ヲが R シク ルを 
I 一巧 則な 拍 R 《♦囚 ♦第 セ 5 二 お スルを 
S 少ク トモ ー年 閒巧働 奉仕 二# かシ タルを 

四度柔 めな ザ ブ巧 ヶ且ブ A 518 スル モノ-ー シ テ少ク トモ】 年間な 柔巧巧 二み か シク ルタ 
自己 ノ巧 巧ヲ 年ち 同化 二 供 巧 スル ダ タメ 巧を 二 巧を (巧な) ヲ 退キ且 プみク トモ】 ケ年抽 g まみ ピ林ホ ニ 巧事シ 
クこ不 五 歲未滿 ノ巧働 ま 及ビ巧 用人 ハが W 巧ノを 二单ズ 
iH -画條 巧働な署ダ巧用ノ誌可ヲ拒るスべキモノト設ム ルトキハ巧五巧ノ手巧ヲ巧フべ+モノトス 
第 八 勢 ま/* みユ ■* ル ニブセ 


か 二な ナナ スタ 備 か 一另入 
寒 十 五條 巧の なを ご 一十 五歲ホ 滿ノ巧 かちち ク C 使用人 ヲ无を スル n トヲ 許可 セルみ 巧 巧 二 お シ巧ホ ニ 基 
♦巧 該を居 (巧は) ノクメ 経を (巧 政】 ノ需お 二 適應ス ルタ 働ホノ 採用 ノ タメ 之ヲ がか ス ペシ •せ 能 巧 等 シキ タ數 
ノホ巧 ホァ ル 巧を ニ ハ あ 巧 お致ヲ がへ お 給證書 ( versorgung 整を ろ ヲ巧ク ベ キ巧格 ヲ巧ズ '心 テ 田 巧： み m y お 
陕 シク ルホヲ おを (巧 皮 ご 巧 先な か スル コト ヲ巧ス 
仁 巧 八 條を荀 义ビ巧 云 巧； 么ヲ 巧用ス 

第 B 素 年長 巧 用人 二 巧 夕八給 か 捕の 

難 十々 值 一 專 巧め 二 お 巧ヲ受 ケタ ル 四十 巧な 上 ノそ案 巧 子 巧 用人 ニシテ ブ/ 法用ノ 巧が S ケ年閒 中ニ ケタ U 
上 公共 黄を ョリ そ采巧 巧ヲ巧 ケタ ル ま ヲ巧來 一一 十五 歲未 滿ノ巧 用人 ヲ巧请 スル 11 巧 二が 用ノ トキ ハを ち (巧 政) 
二 巧シ ソノ 申 巧 二ぶ キ巧规 巧 採用を ノ たれが 少ノ 袖な ノクメ W みノ をを ョリ稱 巧を/た 化祐 巧) ヲ巧 フル n トヲ 
巧 

に 巧 ノ巧合 ニ ハ 給が 補 巧 ブま拾 セ ザル モノ トス 
公ノ行 玫ユが クル 揉 用 
» をノ特 M 巧 ホ ユ基ク 揉 用 
ホ 卸の 巧を 及ピを 時の 姪を 二が ケル 揉 用 

一二 給せ 補の が C 巧々 二 採用 セル 子女 無キ W 十 巧 W 上ノ巧 用人】 ホ ニ か キー 巧 巧た を 五 0 ラィ fcK •マルク ト 


ス •巧 お 報酬 巧が 100 ライ ヒス •マルク ニ 達 セ ザル おを 二" 右ノ給 語な ヲ 巧巧ス 、巧 一巧 及 ピを夏 二を 
ムル をが ハ 巧規巧 採用を ノ + 六な 未巧ノ 子ち ぶ 二せ キ五 ライ ヒス. マルク ヲ巧ス ■給 化 巧が" をが ノ巧規 彼 
巧 用 お' 二 巧シ挥 用ノ扫 ヨリ 起巧シ 巧 六月 ノ巧 迅ト トモ ニ之ヲ 巧止ス 

第五 章を ち 

寒 十 セ條 T ' 巧が なを ハ 良 菜み ビ林类 二が ケル々 化 カノ 空な ガ なまぶ ビ林 巧ノ 再 巧者 ヲ な テ ホ ブル コト 7 巧* 
ザ^ 限リ ホな ま 的 おを ヨリ あ 巧 スル ニ十 社を ホ滿ノ 巧のを 及ビ巧 用人 ノ 化を ノク メ么ヲ 巧用ス ペシ 
ff 二十お巧乂巧ノが柔ホノな柔义ビ林巧へ ノが介ハホを利め巧お巧か度設ちク ハ ブノ他ノ巧が二 3リタブ« 
巧 巧が 介 欠 まがお 局を をノ至 巧ろ お キ瓦プ ソノ 指令 二な fc 么ヲ ナス コト ヲ巧ス 
藥 十久條 一 夏 お ァル 囊及ビ 林雾货 ホ ヲ 多な 採用 ス ルガ タメ 菜た 化を ヲ顏 セント スルト： をな な 巧 
あ ビ 栋まお持巧あを 二 お シ 巧巧巧^4^失東化なお ノ まを ヨ リ 六巧年閒ヲ お リ ノ がモ 及 ビ 巧巧 ノ タ イ 年ホ 
補 巧み ヲ巧か スル コト ヲ巧 •從來 ノな巧 巧 働 ホ 化を ノ 巧ち をガ 自己 ノ 巧み ニ ホラ ズシ テな 巧 おクハ 林まヲ 巧を 
スル コト 能 ハ ザル ニ 至 リタ ル クメ巧 巧 スル 巧 巧巧表 巧 おか 化 お— >1【3 を ご— ヴ旨 ぉ) 二 巧 シテモ 亦 補 巧を ヲ巧 
付 スル コト ヲ 巧. 補助金 ハ少ク トモ】 巧 ザノ 巧が スル 巧 巧 巧め ヲ巧 おシ タルち 苗 偶な お々 €# ダ 巧な お 族 巧ち 
ヲょあ スル 巧 合 二 限 リ么ヲ 拾巧ス 

f ? 々巧 年 閒二拾 巧 スル 補 巧 余热が ハな 策巧ノ 半が ヲ超进 スル コト ヲ巧 V 年 ホ 柏 巧を ノ をな 巧 ハー ニ 〇〇 ライ 
第 ル！ NtR / K か 二 ■スル ■今 云ハ无 


第二 « ナナ* 勞 I •巧 ニモ 0 

t ス .マルク トス 

づ田 •州 •自治* 一ぶ ビ ソノ 他 ノな法 国 宙ノ巷 适化二 お シテハ 巧 巧を ヲ巧 化* ズ 

乂條 たかお 巧 (ホ 十六ち- 1 M スル 規を ハ阳十 巧は 上 ノ失棄 ち W 巧 巧 モノ 度柔及 ビ林棄 巧ぶ お 二せ キ么プ # 
用ス 

第 巧 素 おお 規を 哀ビ 罰則 

雜二 十條 をな •巧を を 島 ホ 义ビ教 巧 国 巧ノ沒 W は ユ巧濟 曲 «ハ》 巧 柔巧介 失 ホ 巧な お ノ 公み 具 ダ 本々 ノ 施な 二 
をリ巧 スル 町を 二 巧シを 自ノザ e 辜 巧 二が キ なを スべ キま務 ヲ巧ス •照み ハが々 ノ巧合 二 W シちク ハー 巧め ノ 
巧を 二 WK ルヲ 巧ゲズ 

難 二十 |條 一 巧ーニち 巧 八 か 巧 一二 巧 义ビ巧 十一が 巧 二 巧ノ規 53 ル 眉 化及ビ 申そヲ ホを ち こを 夕； リ 

テ 巧 出 セ ズおク ハ 適時-一巧 出 セ ズちク ハ 不正 义ハ不 をを 三 巧化シ タル 巧曼巧 巧) ノ巧 巧が ハー 五 0 ラィ fc ス • 
マみ クな 下ノ 巧を 二度 ス 

ニ モノを； 巧を お クハー ニケ 巧な 下ノ巧 錫 二な ス 

一 二十 五歲ホ 滿ノ巧 采ホヲ 巧な ノ巧 8 なる ノ 認可 ヲ巧 ズシテ 援用 スル 巧を，' 巧な) ノ巧 巧を 
二 巧 五が 第二 巧 义ビを 二 巧 二 3 リ巧ヒ クルを をめ 巧み 二 反シホ 息-一巧 働 ヵノを みヲ巧 « スルち S (行政 ブ 
巧 巧 お 


三 一 巧 二 巧 二反シ ニ十 五 度ホ滿 ノおヲ さま 及 f 林柔ノ ちを 二な か シク ルを 
を 一巧を お义ビ巧ーニ致ノ巧合二 於ヶ ル巧を ハ專ラを該巧官ちク ハ違反をノ巧所ヲ管巧ス ル州蓋巧ノ申 
巧ブ待 チテ么 ヲ巧フ モノ トス 

雜 三十 ||條 本々 中？ 丢ハ信 巧な 巧 會ノ巧 立ヲ巧 スル 巧を (巧 政 ごせ キーさ 因 年 十月 一日 3 リ •プノ 他 経 驚 
(巧 政 ご 巧シテ ハ】 丸 S 五 年 一月】 日 3 リ* ¥ セ 巧を 苗 ハ ーを-一 五 年】 月 一日 ■リ •ッノ 值ノ規 を ハー 允 
一二 四 年 丸 月】 日— リ么ヲ 施 巧 ス 


♦八 《 S / ま- ■ス S 令 _ ーモ I 


ホ ー! 巧 ナナス々 麵 な ニモ ニ 

第 九务働 時間 法令 占 新二閣 スル 命令 

(veror 公一 ing Ubsr 色 e n 巧 . le Fassung der >rbwitszeilverordllu 乙 g) 

一九 sw 年と をす 六日 

1 を 南 年】 ち 一十 日が 两巧 巧の なお 法を ハ 十 巧 巧を 一巧 及 ビをハ 十八な 雪： 巧 社-二を 一巧 年 ご 見 二十 一二 日な 
公/行な 义ビ ちを 二が ヶル 巧 かが 制 法 第二 十五た 第二 巧 二ぶ キ本 大臣 ハ 巧ち# 大臣 • W 时 な 大巧 及ビ两 巧み 大臣 
ノ 巧を ヲ巧テ ホ ノかク 命令 ス 

一 々働 時 閒二阴 スル 命々 ハを 柔 がが (0 ミ erbe を i コ g ) 中 巧衡時 閒二拍 スル 諸 规をヲ 編入 シ么ブ ホィ 「巧《 
時閒 令」 つ* Arbeitszeitordn 旨 g:) ノ ぶ稱ノ 下-一巧 二 之ヲを ホス 
二 巧 巧時閒 々二 巧 入 ノクメ を ホ 依 例 中 左 ノ諸規 を ハ么ヲ 削除 ス 
巧 百 ll - f ^ •百 一二 十五 お •巧 苗 S 十六 か 巧 一巧 巧 至 巧 一二 巧 •巧 百 S 十セ條 •巧 百 一二 十 わな a •巧ち S 十八 
な •巧 百 S 十八な a •巧 百 S 十九ち 巧 百 一二 十 立な a •巧 百 S 十九た c > 巧 百 S 十九な d •巧ち 二十 乂條 e 
巧 百 一二 十九が f •巧 百 五十 四が 巧 一巧 巧 四な 第五 试义巧 六ち 巧 百 五十 四な a 第二 巧 
一二 径霍例 巧 百 五が b ユおノ 巧 五巧ヲ かへ 么ヲ r 巧 用人 ノ巧巧 時閒お 巧-占 スル 命を 巧 八な-一代 フ 

r 第二 巧 及ビを 二巧ノ 規定 ハタ 巧が 閒 令- 1 3 ル 凡テノ 使用人 二之ブ 巧用ス T 巧 あ 巧 用人 ノ日— 日 ホ «二 


四 


« スル 例外 規 を及ビ 特則規 を」 ハ々 の 時瞄令 二が ケル 凡 テ ノ化ノ 巧 用人 二么ブ 遮用ス 、•円 巧及ビ 巧な 日 
ユ對シ ホ 可 スル 巧 働時閒 ハ之ブ 巧の 時 凹 令 ニヨプ テを 可 スルる 大巧 働 時 閒二か 巧 スル コト ヲ巧 ズ」 

« 法 ユヨル 巧® 時間 令 二を キちク ハ 本々 を堯ニ ヨブ テ 居 i 巧 3 リ巧働 時間々 三 編入 セル 規を ノーニ 基 
キテ巧 スル か々" 巧ぶな 命令 ニ ヨリ 巧 巧 おク？ 巧 止 セラ レ ザル® リ ちみ ナル モノ トス 

一九 S 巧 年 セ 月 二十 六日 K 巧の 大臣 代理 クロ I ン 

巧 働 時 脚 令 ( Arbeitsz を 弓 d 旨 為) 

自次 
夕 ♦錄則 

♦ I 條 冉的 A 9 用な ■ 

第二な 人的 適用な 國 

第ー ニな た 角# 備巧向 

♦巧 か 々働 玲巧ノ ノ S サ 

第 五條 夕働 ホ 隹 

» ホ條 乖隹か 巧 A ビ ち ホ 作 美 

♦モ條 1 K 的 巧 ザス ルが E ホ ホ « 

第 八な 貨串 規則 ( Tarifor — 日た-去 ク巧 向か 夕 •ゾホ 可 

第 九々 備巧历 法 ♦/K 新- 1 ■スル 命々 II セ 3 


夕 一部 ナチ As 巧 

♦九條 巧 面 ホ 勢 麵ュ巧 スル#! I / e 可 
♦十條 公 ♦及ビ 行 致ュ對 スル か M 巧を 
♦十 I 條 ♦常/ « を 
ホ 十二な 118 ホ 《 

♦十ー ユ條 勞 働巧阳 K お ゾ巧 度 
♦十 n 化 ホ 两外巧 働/お A 
♦一一 幸# ュ 巧 重、 お々 者 A ピ« 人.-- 巧 こ 巧 ま ノ巧乂 
第 十 五條 を » ナル々 備ニホ ヶル ホ 働# 面 
♦十六 A nMk 巧 止 
第 十 セ 嵌 最大 R 巧 •巧 向 
第 十入條 » ホ 後 ホ働ゾ 巧！！ 

第 十 か 條 ホ阳巧 《 巧 止 

>11 十 か 311 休を 巧 巧 

夕； 1 A 体 憩 

♦二十 I 1 A 繁忙 ュ a ル 巧 m ホ 巧！！ 

夕壬 Is # ホ/ a ? を _| タル 巧 向を 麵 
さ 一 ♦や B-I 於 こな 値 田 《 

か 二十 田條公 m/IWR 

第二 主 》 ; 他 i 資 所 


第 田# 施 巧諷刑 • 

が II 十六 條 《 示及ビ W 曲 
夕 一十 セな 巧 則 
#二 十八 隹 

♦二十 化 巧々 «S«A ピ 苗！ 一巧 «植 
第一 I ; 十な 1«的^かな可 
♦ゴ ー十一な tt け規ぞ 
か 一二 十二 巧规 財/維 待* 巧# A ビザ お 修正 
田 所 ホ K 1 B 

A Z V IT 1 か二罢 昔 -f 岩 分 《働 巧 向-占 こ々 を』 o-veTordnung Abor き Arbeit き it in を Faaw ミ 
Vos 14 •ミ 己一 1037"】 

ArbAS If 一九 一八 年 十一を 一十一 二日/壬 万 十 セ n 付 巧 巧 《•者 S 》 •巧 巧 お tt 二 ■こ W をつ Ano 左 n — 
口 bcr R さ 一 旨 g d 否を beit き it 巧 werblio す" をす ぎ r ミ 日資 •さ V ./17. DS . 128--】 

A n KV 『一丸 一 化 年 一二 巧 十八 H せ 化 用人 •# 巧 田 度 《ュ a スル 命を』 つ- vlrd3 占 ミ ebe， die R 兵 elu ミ der 
.ArbeitszeU を r >nKestelu§ ミ a 18. M ミ】 s 巧-) 
o o 『& 巧條例 J {SGewerbe 弓 tin 旨た •} 

A o け 『 I を吕年 一を 一十 u 吐 M ほ勞 11 統 w 法 J っ さを - N-' ち six d 弓 natiilen Arbeit ミ 日 20. Js. 
】03 た -) 

Antomoes 『一九 一二 田 年 セ 巧 ホ 曰が 自 g 機械 二 3 ル w 曲ゾ 販資ュ ■* ル 法が J (--Geael* abo, を r < 弓 ksf 
を" wars aus を tolteu さ m 夕 Joli 1034**} 

第 九々 働 巧田& 今； 新 二 画： 命令 ニモ 五 


夕安 ナナス々 傷 な 一至 < 

第 I 意 巧 則 

藥-條 わ 的 巧規巧 曲" T 巧の 時閒 々ハ 左記 二對 シ么ブ 適用 ス 

一 巧を ま (お 上 化 行及ビ 空中が 巧ヲ 除ク) 及 ビ巧ホ ヲをム をを 的 おを 二 か ケル 巧 かを •を おめ ナルな ホ上ノ 
剧柔二 於 ケル 巧 働 ホ •巧シ 巧 •州 •自治 巧及ピ 自治 巧な！ W ノ捏を 二が ケル 巧 おを 二せ テ ハ 活巧ゲ 巧 巧ノ目 
め ヲなテ 巧を セラ ルル ニ 非 ザル 巧を モ亦 同ジ 

二を 利ノ 目め ヲ な テ 姪を セラ ルル モノ ナルトを トニみ ラズ凡 プノ 巧を 义ビ巧 巧 二が テ 商 束 的おク ハな 術 的 
巧な. おク ？»寫 •計な 若 クハ么 二 巧 スル 巧 巧 二 巧 事 スル 巧 用人 •巧シ をおヲ 目の トス ルな 巧及ビ 林で ノ 
おを 及ピ ソノを 柔め副 ま 二が ケル 巧 用人は 二 巧 巧 二が ケル 巧手 (「る ヴミ 3) 泣 二な 弟 ハ コノ 化 ニァ ラズ 
《 AZV ホ ー條 》 An tiv ホ 十 一條 》 ホ 十二 巧、 巧 十ー ニ 巧 • ArbAO ホ ー «• 巧 ゴー** AOG ホ ホ 十八 條ホニ 巧】 
f ? « 拍巧巧 巧 及ビ巧 子巧适 巧は 二 之 二 堆ズル 設巧二 おシ テ" 本々 巧 一巧 二 代へ •一九 一八 年 十一 さ 一十一 二日 
が JKft 巧を 巧 及 ビ巧子 巧を 巧-一が ケル 巧 仿時閒 二 巧 スルな 令 で C2r d す を 2 ぞ zei 二 一一 der 居 ck? 
reienundKon を toreie ろヲ 用を ノ法 巧み ビ 命々 ヲ U テ 巧 巧 七 ル 規巧ト トモ ニ 么ヲ巧 W ス •巧 €時削 令ノ 面 がノみ 
幸ハ該 命令 二 別 思 ノ規を 無キ巧 リ么ヲ 巧用ス •巧を 巧 二め ケル 巧莲人 进二么 二单ズ ルが 巧 A 二が シテハ ー义二 
.内申 二月 十 S 日が 巧を 巧 二が ケル 巧 巧 時 閒二姑 スル 命令 ( V 30 る 弓コ 8 穿- 4 至 0 >を^ き 一ニ ロスき を 写を 8' 
eanst と 《1) ヲ巧用 K (AZV 巧 十田條 か因受 


さ I 條 人め 喬唐 一巧 一を 巧 一巧 二 g リタ 働 轟々 ノ碧ヲ 5 ベ ♦藝ノ ーニが テ 巧 か アルが 巧ヲ巧 
ヶブ ブアルな まモ亦 么ヲ巧 働を ち クハ巧 用人 卜を 巧ス (An CV 第 十- ♦•が 十二 條 • AZV か 十 田 A ホ ミ a) 

二 ま » 巧ノ タメ-一巧 巧 ナルを クハ 巧-一巧 试的 ナル 巧 巧ヲ ナス ホみ々 (星 in 巧を 一一な) モ亦 么ヲ巧 用人 卜巧 
化ス (An ev 第 十 一條 ホゴ 去) 

づ巧柔 的 おを 及ビ 第一 お 巧 一巧 巧】 な ニ ョリ么 二 巧ズル 巧を 二 於 ヶル 坊其 (空ュ cuibea—) •巧 お overk- 
meistg) 义ビお 巧を (Technikeo ハ 巧. Hii を 苗‘ 巧 十一 お •巧 十五が 巧 一巧 乃至 望 一ろ 巧 十九 條を苗 •巧 
二十 條巧 一項は 二を 一十 一條 巧 一巧 义ビを 一巧 二ち ム ルが 用人 卜をな サズ •巧のを 卜 巧な ス (An Kv» 一條 第 
二《» ArbAOKltr 〇〇 ホセ 章 巧 担 •が 育 =1 十ー ユ條 *•】 

邮巧 S 時閒 々ハ 左 お 二おシ テ么ヲ 適用 セズ 

一 一を 柔上 ノを樓 アルを (Generalf lllr^chf ) 社 二囊を 記み f ハ 同 蒸 合を 記 巧-一 狂録 'シ 々ルを 
お 代を を (vertreter】 

二 巧 巧 的 ホな 二 在 ル ソノ 化ノ巧 用人 ニシテ 通例 二十を な上ノ 使用人ち クハ 五十 名 W 上ノ巧 ませ ノを ♦ルを 
おクハ ソノ 巧み 巧な 年 箱 ダ 巧 用人 巧な を-一 於 ヶル 巧が お ま 巧 二 巧 シ定ム ルを な 披度ヲ 巧る スル ホ (An ち 
ホ 十一な > > 十一 一條 • AZVR 十因條 ♦一二 巧】 

さ ||條 正規 巧 A 時間 一巧 柔 な ノ 正規 ノ 平日 巧 巧 時 閒ハか 憩 ヲがキ 八 時 閒ヲ巧 過 スル コト ヲ巧ス (AZV 第一ち 
$^二がテハ々替時閒ヲ正規日巧巧8時削卜<1?:5ス， 巧を時閒ハ入巧ノ巧二がヶル巧た運轉ノ閒ね3リ出 
♦九 ホ 儀 巧历ホ ♦ノ K 新--— スル 命々 ニ セ ± 


夕安 ナナス 勞働法 ミク 

巧ノ巧 二が ケルッ ノ巧 開始* デち クハ 巧々 ノ 々窒ガ 巧が ロブ ク テ"' リ巧ビ 识ゾこ デ トスて ミタ 5 

二受 

第 巧の 時 閒ノ則 種ノ纪 分化々 ノ作柔 日 二が テち をち クハ 巧を ノー 巧 二 生ズル コト アルべ キ巧 « 時 閒ノみ 
失 ハ么ヲ 同一 巧 閒ちク ハ ホ 巧 ノ他ノ ホ ホ 日 二が テが 側か 巧の ニ ヨブ テ 么ヲ袖 巧 スル コト ヲ巧 ( AZV 》 一條】 
雕1條 巧 か 巧 化 規則的 二 且ブ巧 ま ナル 巧 曲 二め テ々 か 巧 巧 ノ必お アルを 巧 巧 口を クハ巧 ホ 具が W ユ巧シ テ ハ 
巧が 没 則 ニヨ若 一一 一巧 5 巧？ 齊巧卜 ま ナルが 則ヲ設 クル コト ヲ巧 巧率規 叫が 在 セ ザル々 お 二 巧 ホが 
則を スル モ n / 巧の 巧 巧ヲ ホぶ 七 ザル トキ ハ 两巧働 大臣ち い 巧の 吿 巧を 同ー ノ 巧® ヲ ナス コト ヲが (AZ 
V 第二 A 00 ザ 六十 八條巧 一巧が 一 «】 

藥ホ條 单俯化 ま 及 ビお末 作 柔左ノ 巧な 二め テ" 一 さ 房閒ヲ K 巧 トシ テ 巧を を 宙二お シッノ 々化 時 ロノ 賴巧 
ヲ巧ち スル n トヲ巧 

一 自己ち クハ 他乂ノ 巧を ノ 規則 正 シキ 進行 ノ 必要が 化 トナ ルべ キ巧を 巧 巧/を 执ヲ 曰め トス ル ホな 及ビ替 
巧ノ クメノ 巧の ノ巧を 

11 を捏爸 ノ巧 開始ち ク ハが 持 ダ 巧のを 術 上么二 スル々 巧 ノ巢合 

S 巧 巧 二が ケル 巧 舶ノ巧 かな 巧 泣二鐵 あ 巧 輛ノ巧 物な 巧及ビ 移動 ノタ ィノ 巧の ニ シテ义 巧 a 輪 / W 丹ノ 0 
避ち クバが ま おクハ 巧を ノ巧 巧が ほノ ほな 二が キ時閒 か 巧 《ヲ必 お トス ル爹口 
巧 巧 1W 乃 幸 巧 二 W 二 巧 クル 巧 働ノか 巷ノ巧 合； さ 第田條 - As ♦革 ル條 ♦一 ま 二！！} 


第セ條 一巧 二 巧 可 スル 時閒 か々 夕ち をを クバ 巧を ノーが ノ巧柔 お ハを 二な 5 巧 及 ビ巧四 ホ ニ 規をス ♦* 乂 
は 巧 働 時 閒ヲ巧 道 シテ企 おを ノ港巧 ニ ヨリ 之ヲ ー年 二が テ 己 十日 ブ巧 リー 旦居刚 なの ノ 時間 ル 巧 《二 服* シ 
ムル n トヲ巧 XZV 第ー ニ條 • AOG ホ ホ 十八 一巧 夕一さ 
第 八 條巧率 規則 二 3 ル 時 閒ル巧 働ノホ 可 T' 巧を 規則 ニ ヨブ テを 二が？ 巧 及ピ巧 W 巧 二規巧 スル 设巧 U 上 
二 巧 働 時 閒ヲ泣 長 スル トキ ハ 該巧单 が 則ノ巧 用ヲ受 クべキ がま 具 二 化 テ ハを 二な 巧 一巧 及ビ巧 四た 二 代へ •貧 
率 規則 ノ規巧 ヲ巧用 K •タキが 則 ノか巧 六 か •巧 セな 及 ビ巧十 一條 ハ么ヲ 巧用ス 

ff 一丸 畐年 一一吾 壬 二日が 公ノ 行政？ 響 二 於 ヶル々 8 巧法季 六な を 一巧 二 fs 畜ノ巧 ボス ル 

共る ノ R み 規則 ハ 本 令 二が テ ハ 么ヲ巧 ホ 規則 卜巧 巧ス (AZV 第 五條 • AOG 第 六十 ル條 第】 巧 タニ！！】 

第 兄條 時間 ル々 働 二 お スルを B ノ譲 可"！" 巧 ホ 規則 二 巧 働 時 閒ヲ規 を セ ザル トキ" 企 柔をノ 申な 二 3 リ巧管 
を まを 存を (Gcwerbeaufsichtsam な 〇をク "巧 山 S* ザ (ぎ gaufslchf ミ) ハ 巧 働 時閒二 化キ おを ちク ハち をノ 
一 巧ユおシテをち*11491街上ノ理も特二天巧化ち 巧ま巧せ义ピッ/化をクべ ヵラザ ル化時ニ ヨ ルちを中ムノお 
を 二が ヶル 理由 ニ ヨリち ク ハーが め ノち濟 巧 巧- 1 3 リ巳 ムヲ巧 ザル 辜 ホア ル トキ ハ 巧吉な 巧 一巧 义ビ巧 内 條__ 
反 スル か巧シ 得べ キ 規則 ヲ巧布 スル コト ヲ巧 •をち 营ノが 口ち クハ招 柔ノタ 數ノを まかを をち クハ該 山 だ 
ノ 所管 W 域 二直 ル トキ ハ 前段 ノ權限 ハを な 州を 麻 ニ タン 數州 二旦ル トキ ハ « 巧 錫 大臣 二 «ス •巧 巧 二おシ テ" 
を WP? クハ 州を 良 ノ巧シ タルモ ノノ ホ么 二が キ巧時 ニ テモ上 巧を g 二を， お スル コト ヲ巧 •上れが 廳ノを ホ 
ハた が トス •を 巧 ハ 停止な カヲ 巧セズ 

樂九 《働 時 新-- ■こ容 二 七 A 


第二 巧 ナナス# 備 ホ ニ八 0 
二 を 二 ま リ巧率 規則 ヲを メクル トキ バ貧牵 規則 ヲなテ 宫巧官 ちノ露 可- 1 化フ (AZV 第ち 條 • AOG 第ち 十ん 條 

第呈璧 >) 

» 十 條なノ 巧を 及ビ 巧な-一 お スル 特圳規 を 一 两ノ ちを 义ビ巧 政 (ド ィブ 两鐵巧 ホ ま會肚 •田ち 動 巧れ あを 
巧み ビ田巧 巧 會社ブ 含ム〕 姑-一州 ノち轻 及ピ巧 おは 二 自治 宙义ビ 自治 棋 合*! ノ巧 R 二 お シテハ まなを 持 义ビ巧 
政ノを おを 麻 ハタな 巧閒二 化キを 公吏 二 巧 巧 スル 肤 jIBUg 程ヲ i おを 及ビ 行政 ノタ働 者 坦二巧 W 人 二 準用 スル 
コト ヲ得 ( AZV が 十ー ニ條】 

二 公法 上ノ 由ち 二 か テッノ 使用人 ガ 官公吏 トト モニ巧 お スル 巧 合 ハッノ 使用 入ノ巧 巧時閒 二せ キ刖 段ノ 單獨 
めを •» 巧が 則 荣クハ 貧 幸 規則を セ ザル トキ ハを な 巧 二 巧 用 スル R な 規程 ハ 巧 一巧 二 3 ル 巧言 的 单用ヲ な タズ 
ッノち 単 クル モノ トス (An PV 策 十 田條) 

5 S ホ 常ノ爹 口 一 g なを ノ憲 二繫お セズシ テ 运生シ タモ法 ヲなテ ソノ お 巧ヲ がち； コト 巧 ハダ 
ル 化 巧及ビ 非常 ノ 巧を 二 か ケルな 時 ノ巧か 特二巧 巧ち ク ハタ 巧 品ノ巧 かお クハ 巧な 生 巧 ( A を U 8 eneug _】 i - 
"'み) ノそ 化ノ巧 アル 巧 合 二が ケルな 時 ノ巧働 二 對シテ ハ 本々 二 さ ル 巧 働 時閒ノ 卸限ヲ 適用 セズ 
ff 日々 少數ノ 十六 歳 W 上ノ巧 かを を クハ巧 用人 ヲ展 なシ ソノ 巧の 未了 ボ^^ ノ巧巧 ヲを话 ナラ シメ おク "異 
巧 ナル «濟 上 ノ执を ヲお來 スル コト アルべ キト キ义ビ 企 柔ぞ二 他二& 巧手 段 ブ 期待 スル コト 巧 ハ ザル 巧 合 二め 
テ" 前巧ノ 規巧ヲ 適用 ス ( AZV ♦十 條】 

> 十 15 # な々 働せ 巧 上 中止 ヲ it 卞 ザル おを おクハ 日— 日 無休々 《ダ 公共 ノ巧 益ノ タメ 必巧 ナル 巧 5 於 テ 


ハ 規則 正 シキ 遲ホ 巧を ヲ巧巧 スル ザ クメ王 ハ 巧 u 上ノ 男子 巧 《お ブー ニ週間 二せ キ ー 同ヲ はも お ブをミ 十六 時 
阳 ヲ巧リ jits 々か-一服 セ シムル n トヲ巧 •但シ S 遇閒 二せ テ违續 二十 四時 閒ノ化 巧 時 閒二罔 ヲ典フ 来 コト ヲ巧 
K ( ArbAO 第 田*) 

雖 十 Is 巧 《時 閒廷を ノぉ巧 T ' 巧の 時間 ハ 巧六條 •巧 セが •巧 八た‘ 巧 九な 及ビ巧 十五が 巧 一巧 ニタ失 
がか ノ巧用 二が キ 1 日 十 時 閒ヲ巧 遇 スル コト ヲ巧ズ •を 化 巧 ハな 巧ノ i ナル 理ホ ニを ク巧 ルノ 巧な 巧 九な 三 
をム ル！ ノ設可 二 3 y 么ヲを 巧 スル コト ヲ巧 •ソノ 化 巧 十五 巧 巧 一巧 ノ 適用 ヲをヶ ザル 巧を 左ノホ 巧な-一 補 
巧 か 柔二於 テを 該巧 莱具ボ 同一 おを ゾ他ノ 巧 ま 具-ー ョ ルれ 理ノ 不可 お ナルト 寺 垃二企 束 ホ ニョル 巧を 外ノ なま 
巧ヲ 巧を スル コト ヲ 期待 スル コト お ハ ザル トキ ハ 巧 一段 巧を ノ 限巧ブ な* スル コト ヲ巧 

ー ホノ 巧を-一が ヶル 巧な ノ をを ヲ巧 スル ダ タメち をち ク ハち 居ノ 1 が 二が テ ー巧 二度 ホス ル 巧を々 の 時 拙 
なか 二 動力 •巧 巧 •な 房 义ビ起 里裝を •巧 ソノ 化 么二篇 スル 巧營 訝巧ノ 取な 义ビを 两社ニ ソノ 芭か 

二 祐巧巧 巧 ノ单衡 •補助 迫具ッ ノ他ノ ちを 設偏ノ « 巧 ヲ巧巧 ノか柔 中二 巧フ巧 アル モ么ダ タメ かま ノ 中断 
ち クハぞ シキ ホ 巧 ヲ生ズ ル トキ 垃ニ ホノ 巧を 二 於 ヶル 巧の ノ をを ヲ巧 スル ダ タメを 巧 ナル トキ？ ソノ 巧 か 

垃 二を 存 

一二 か柔巧 •巧 « •な 及ビ ソノ 他 ノちを 設巧ノ 巧 おみ ビ# 巧ヲ巧 巧ノ かま 中二 巧フト ♦ハ か 夏 ノ中斯 おクハ 
著 シキ ぞ巧ヲ 生 ズル巧 働は ニ ッノ芭 « 

四 化 長 •エ » を义ビ ソノ 化 お 実 貝を クハ 巧«を ホノ を 有 二拍巧 スルを ノ巧巧 ダ 巧働ノ 準備 おク ハた 了ノク 
♦ホ々 •巧 面 法 今 / K 巧 二八 一 


♦二 巧 ナナ* 夕 麵 ホ ニ八 二 
ィ必巧 ナル ヵを ク ハな 巧 繼宙 スル ニ 巧/巧を ヲ紀合 スル タメ 必巧 ナルト ♦ 《AZV 第 乂條第 -a •第 丸 條*» 
* ル 施な « を】 

二 巧】#! 巧 至 巧 四 « 二 巧 グル々 の ハ 合計 一日】 時 閒ヲ巧 巧 セ ザル 巧 合 二 皮 リ巧ク ハ 巧 一 娩ちク C を in ノミ 
二ぶ クタの ちク ハツノ 他ノ をな-一を ク例 ルト 合化シ タル 巧 巧 ニ アリ テ ハ ー日 二 時 脚 ブな巧 セ ザル 巧を 二 肤リ么 
プホ W 作 柔ちク ハ 補充 ホ 柔卜巧 化ス ( AZV # 化條 V 施行 規爱 

S 两巧働 大臣 ハ かが ナル 作 巧ヲ巧 俯か 束 义ピ巧 ホ 作菜卜 巧が スべ ♦々二 M スル 椎化規 をを ク C 巧】 巧 巧 一 « 
力 お 巧の 就卜巧 ナル 規をヲ 巧 布 スル コト ヲ巧 (AZV がか 化 ♦一巧が 二 ほ • AUG# ホ 十八 化 第一 巧 ホた 》】 

藥十||1條 時刷ホ巧«ノお« ^ 巧 -piJf 巧八な，巧化がおクハ巧十一巧二ちキ時閒ホ々働ヲナスト牛ハ(を弟 
ヲ がク) 巧采貝 ハを 二條 巧】 巧 及ビ巧 阳巧ノ 限が ヲ巧巧 スル 巧 巧 時閒二 おシ正 煤々 の 時 胤 二が スル 巧銀ノ 外な 
を ナル お 巧ノ巧 ホ#! ヲ巧ス •巧 十 S がニョ "十 時即 U 上ノ 々働 ヲナシ タル 巧 合モ 亦间ジ •巧 シ巧五 巧ち クハ巧 
ム ハが 二 3 リ 時間 ル々 か ヲ認ム ル 巧な おクハ 巧二聚 をが 態 •天 巧 巧ち 巧ぎ 巧 故を クハソ ゾ化ノ 巧ク ベ々 ラ ザル 
かま ノお巧 トシ テ か 巧 ナル 巧を ハコ/限 リニア ラズ (AZV 第 六 か •第 1巧】 

:段ノ を ィナキ 巧 合 お クハ巧 圳ノホ 巧 二 3 リ 刖段ノ をゾブ 至を トス ル 巧を ちク " W 々お 大臣ち 
M 段ノ 規則 ヲ 鼓を セ ザル 巧を 二が テ ハ 百分ノ ニ十 五ノ » 化ヲ な テ 適な ナル 巧 «卜 巧 か K(AZ 
AOG 第 六十 ル！！ 第-巧 第 田！！) 

一二 上 一年 內ノ ホル 時夕 I 常規 トシ テ 著 シク 策 化 ナル か栗ヲ ナスめ： 虫 アル 実務 二 於 テ 巧な 時 巧 二を 一; 巧 巧 


二を が ホ 做二圳 

クハ 4 か 管理 
V 第み 條 •巧 叫 項 > 



一巧 及 ビ巧巧 かノ巧 巧な 上ノ巧 おヲナ シブ/時 閒 ル々 の ダ 同一 年 ク他ノ が 巧 二が ケル々^^ が ノが巧 こ" 
ち R 七 シメ ラル ル 巧 合 二お リ两巧 受臣ハ 5 巧？ 窒奇 ヲ讀セ ザルを ヲ規を スル コト ヲな A を 第六條 
•第五 項 > AOG # 六十 八條 ♦一巧# 因！！) 

第二 章が 謹ノ 巧ろ 榜ユを ま‘ 年少 まあ ビ« 人ユ おスグ 巧を ノ巧大 

藥 十 It を お ナル 巧の 二 か ケル 巧め 時閒 T ' 巧 八 お ニヨル 巧率规 則ち クハ巧 九 お 二 3 ルを 巧 ノ迅ザ ニ 基 ♦巧 
ゴ戾 巧】 巧あビ 巧 w が 二 あムル 巧を 阪巧巧 化が 閒ノ お逊 ハを 命おク ハが が 二が スル 特別 二を な ナル々 か ブ ナス 

裏 部門ち こ 巧 囊ノ塞 二 勒シ特 二 地下 採が 5 が ケル々 働蓄 二せ 通を ノ巧巧 二が テみ •巧 お 物 巧’ 

g 巧 等ノが 青ち クハ巧 巧 か-ー ヨル危 ち 二 巧 サル ル々 の ホ ニ お シテハ 巧を 巧 仿的巧 ノ巧巧 ダ かな ノ gd ヨリ 巧 巧 
ナル 爱装こ 夕年ノ 震 束 可 かナリ トシ テな 證シ タル お 合 ニノ i 半時 削 プ超进 * ザル 限 ッ么 ヲ； コト ブ 
得 •れ レノ 巧柔巧 門おク ハ々 《ザ 塞 二 お シちノ 制化プ 讀スペ キャる ャ ニせ チ ハ累化 大臣 妻を ムスて 
ZV 第 モ條】 

f ? 日々 沿 巧ノ 々 C 時閒ノ # な 二 3 プテ巧 か タノ 巧 巧ヲを スル 供 アルを 菜 二對シ W 々の 大臣 • W 々働 大臣 ッノ 
規をブ 巧 巧* ザル 爱 ロハ 州を 窩を ち 执巧 を霎？ 巧 璧ノを 見ヲ賠 取シタ を-一が テ ハ 巧な々-； ブテ S 
餐 巧を 巧 ハ巧奠 N 辿宜： 日* ノ巧 凑刚及 f 給巧ス •へを 想閒 始及ビ 終止 時 閒プ規 を シなニ ッノ麻 巧二必 
巧 ナル 命み ヲ话 スル コト ヲ得 ( Go ホ 巧 二十 條 b 第 一 a ) 

ゴ前 巧-； ル規ぶ ヲ* 布 セ ザル トこ 巧き 巧を ちを まち « をノ 申な おこ ッノタ 中？* 化 企ま# 及ピ 

第九勞 働か W ホ 二八 ゴー 


夕表 ナナス 《一 •巧 二八 n 
巧€ をノを 申-一ぶ キ 日々 逊巧ノ 巧 働 時閒 ノ賴沒 ニ ョリ 巧 か ぞノな 康ヲを スル 巧 ァル 巧を 二 對シ S 巧 g み-一基 ク 
命令 ヲ巧 スル コト ヲ 巧， お 吿二閱 スル 径柔 巧が 巧 百 二十 f 巧 巧巧ノ 規定 ハと ヲ 準用 ス (け 0 巧 写 一十 條 b # 1 1 巧} 
烟巧下 採な* 柔 二が テ 巧 氏 一一 十八 巧な 上ノ あぶ ヲ巧 スル 作 ま 地俩巧 二ち シテハ 所持 讀み をち ハ巧ホ A ノ 巧の 
時 閒ノ巧 巧ヲ 命令 スル コト ブ巧 •雨が ノ現巧 * ホを 巧規を ハッノな カヲ タフ n トナ シ ( A 2 V が八條 第】 巧 》 AO 
0# 六十 八條 第一 巧 ♦ち «】 

« 十々 條お麻 巧 止 巧 時 十を な上ノ 巧のを ヲ房麻 スル おを 二が テ ハ 十 S 歲 U 下ノ兒 袁プ巧 働を トシ テ 巧* 
スル n ト ヲ巧ズ •十 S 歲 な 上 ノ兒宝 卜雖モ 巧-一 小學 巧通學 菜巧ヲ 巧へ タルを ノル ハ 之 ヲ巧條 スル コト ヲ巧ズ • 
一年 巧ノ ホル 時な-一 お 忙ヲ增 か スル 控营 二が テ 窗該時 巧-一が テ 十を な 上ノ 雲を ブ巧傭 スル 巧を 二が テ モホ闻 
ジ so 第ち 二十 五條 第一ち 第な 一二 十 田た .1】 

仁が 巧 ノ規巧 ハ •ホ 左 巧を 巧な- 1 巧 天 s 採石 巧 义ビ採 炎 巧を ノ 巧を 一一が テ 常時 五 あな 上ノ巧 働ぶ ヲが清 スル 
巧を-ー モ亦么 ヲ巧用 K •巧のを ノな 五名な 下. ノ巧を ニ ァリ テ モ巧山 お » 巧 ま* ちか 下 巧 按石お 及 ビ接发 お. 
活な ち 大工 かま 巧 ソノ 他 ノを築 巧. 适お 所及ビ 巧を エ 巧せ-一巧 巧 力 (蒸 巧 力 . a ろ水ス 左ち をち 巧 
氣 ソノ 化) 二 3 ル沒 H ヲ巧時 巧 用 スル 巧を モ ホ同ジ (QC 第け-五十 巧條夕 一巧 A ビホ ーニ 巧、 第 百 五十 巧た* ホー き 
G 巧 時 十ち 未 ホノ巧 か お ブお化 スル ソノ 他ノ H 巧は 二 巧 時 十 ホな 下 ノ巧仿 ホヲ ww K ル 作 巧 巧 二 付 テ ハ W 巧 
« 大臣？ 巧 一巧 ノ規 巧ノを 巧ち クハ わめ 义ハ巧 巧め が 化 ヲ附シ テ 么ヲ巧 巧 スル n トヲ巧 ( Go ♦巧 五十田 條 第《« 
1ピ» 五 巧) 



邮藥巧 义ビ巧 巧 (巧 ホ ニ附巧 スル エ巧 二が ケル 巧品ノ 巧を を クハ加 エブ かク) •巧 院及ビ 巧夕所 •ず おな 奥 A , 
展 g み • IS 巧 巧技ち クハ ソノ 他ノ巧 ホ* 巧 巧 お •族 巧义ビ 化を 巧 社-一巧 巧 ま 二が テ ハ 巧 一巧 ゾ規 をブ巧 用セズ 
(〇〇ザ百五十因化# 】 巧众：二«*ビ巧因*|1】 

iS 柿 巧 义ビ者 門學校 二が ケルが ち 泣二宗 かめが 偏が 巧 ノクメ ニ か ホ ナルが 巧 ニァ ルみ 年々 货ホノ 巧 巧 ゾ巧ム 
二せ こを寨 例 巧ち 二十 iSf 巧宣一 十九を > は- 丢百 S 十六な 巧 巧巧ヲ 適用 ス ( Go ♦白 ミちが S 十布條 I 
が 巧 一二 十六 條 第 因 巧) 

が お 人 巧 《巧" « 山 •巧 » 巧を 《巧み ビホ 下-一作 柔 スル 採石 巧 及ビ採 おお 二め ケル 地下 採 振 こが テ 社 二 巧 
巧 巧 別. 沈榮 U ルノ找 nr 巧 巧み ビ 巧が 二が テ バ巧天 か 巧 二 於 テ モ么ヲ 麻 W スル コト ヲ巧ズ •コ— クス おを 
巧 及ビ巧 一巧 ノ規 をノ巧 用ヲ巧 クル 凡テノ を策柴 二が ケル 材巧 ノ巧搬 二せ テ モ么ヲ お 情 スル コト ヲ巧ズ AG 
〇 香 五十 因條 i 一一 IT 香 二 一十 モ條 ♦六 受 

$ な废ち クハ R 紀上特 二を お ヲ伴フ を 柔巧門 ニ シテ巧 一巧 ノ規 をノ 適用 ヲを クル 巧を 二巧シ テ" 十み 歲ホ滿 
ノ少竿 巧 か ホみ ビ掠人 ノ巧麻 ハ 巧 巧 働 大臣 ノ 命令 ニ ョリ 時 閒上ノ 抑 阳ヲ化 シ垃二 お 巧 ナル 巧 リ巧巧 上ノ巧 W プ 
がシ テを ク么ヲ 禁止、'- 差 こ 特則ノ か 件- S ち シムル コト ヲ巧 (G S 真 十九 S I ま 一 5ホぶ 項】 

露 十セ條 を 大巧 巧 仿時閒 お 人 巧 ま 具 ハ ソノ ホ结 二を キ巧お 中せ- 5 化 中 雪 一條 巧 一巧 及ビ巧 阳巧ノ » 度 
ヲ巧巧 スル 巧 か二從 柔セシ V ザル コト ヲ巧ス (AZV ま ♦第 ミき 

0 巧 ホた ノ满 なか ホ 义ビお 末作柔 二せ キち をを « 二 對シホ 可シ得 ル々 « 時閒た ハみ 年 巧 まち 及 ビ # 人 お 巧 A 
♦ホ 勢 働 巧 W ホ 今/— 新-- 围 スル $ 二八ぶ 


夕妾 ナナ*々 It 法 二芙 
ニ アブ テ ハた 為一 時 巧 ヲ巧进 スル コト ヲ巧ズ {♦ zv 第 田條】 

G ¥ 六條巧 一巧 ノ 適用 ヲ巧 クル おを 二が テな-一 小 學巧ノ 通 學ノを 巧 ヲおリ 々ル 十网な ホ滿ノ 巧宜ハ 么プー 
日々 時閒 な 上が お セ シムル コト ヲ巧ズ •十 网巧巧 至 十六 巧ノ 少年 巧の ホ ニ 化 テ？ 巧 四た 力ま ホ 十 一條 •巧 十ー ニ 
條及ピ 巧 十五が ノ巧合 卜酿モ ー日 十時閒 U 上 之 ヲ巧柔 セ シムル コト ブ巧ズ •巧 十六 條巧 S 巧 ハ么ブ 準用 ス 《0 
〇》 巧 I 二十 五條 夕 一項 A ピ第 ゴ奇、 か 巧 五十田 條第 一巧 タニ ビ巧 》ち 

烟が 巧ノ規 巧！： 麵& 巧を 所は 二 菜で 巧 ノル 麵# 巧ヲ 巧を スル 美 子 巧を 巧 二が テを 巧巧該 わな ノ 巧を-一巧 ホス 
ル 巧 子 少年 巧 かを 二 么ヲ巧 用セズ •巧シ 正規 ノま巧 巧を- 1 3 ブテ かま スル 巧を 二が テ ハ コノ 限 リニア ラズ 《G 
0 第な 五十田 條第 一巧 众 £ K 】 

化 巧 十六な 巧】 巧ノ巧 拍ヲを クル 巧* 二が テな 人々 働を ハ 巧 四た 力 至 巧 十】 ち 巧 十 ご お 及ビ巧 十五 巧ノ巧 
を卜酿モ i 日十時閒；：^上且ブ日|?日及ピ巧巧日ノが日二がテ ハ ー 日八時閒な上么ヲ巧柔セシム ルコ トヲ巧ズ* 
巧 十六た を-一巧 ハ么ヲ 準用 K (Go 弟な ゴ！ 十た 條第二 巧 •巧 白ぶ 十 巧 一巧 ♦一二 ビ巧 円*】 

六 常時 乂氣ヲ 使用 シちク ハッノ 化か 柔ノ巧 R 二 S リ 正が ノ S 巧を をヲ 巧フ コト ヲ巧 ザル エ 巧を クハホ 柔ゲ同 
一公な 時 閒プ巧 スル 正規 ノ巧か 巧を 二み か スル n トヲ巧 ザ火エ 巧を ク ハッノ 巧 巧 上 一を/ 季贷二 吸を* ラル ♦ 
王 巧 二巧 シテ S 巧 一大 臣ノ 命令-;" 時 閒上ノ 制限 ヲ付シ $* 二必安 ナル 巧 合 i 巧 - H ノ 巧设ヲ ザン 本々 5 
革 ノ棋巧 内-一が テを-一巧 义ビ巧 五巧ノ 規をノ 例外 ブ設 クル コト ヲ巧 上な ノ巧 を-一が テ； な 一週 巧 間 
ノ沿な ハ お* 二 對シテ ハ ーニ 十六 時刖 ■十六な ホ滿ノ 少年 を 一巧 シテハ 六十 時 巧 お人夕 《を 一巧-. こアハ 五十 


巧閒ヲ巧巧 ス ル n ト ヲ巧ズ* 巧閒巧働 ハ ニ十四時閒巧 二 十時脚ブ巧-逊 ス ル コ ト ブ巧ズ" 岛 ブみ^^ 二 がテ合か 
少ク トモ】 時 聞 ノー 巧ち クハ數 同ノ かお ヲ な テ 么ヲ中 鑽 スぺキ モノ トス • S 閒义巧 卜巧閒 巧を トハ姑 通 巧 左 二 
巧フ コト ヲ巧ス (0 〇第宣 一十 ホ¥ が 一巧 第二 >、 窒巧苦 第ぶ 受 

が aw * 大臣 ハ 巧 動カ ニョ ルな 動 ヲ巧用 スルーを 植巧 ノエ 巧 《第 十六 «夕 苗 こ巧シ 命々 二 a プチ 巧 巧 上 
ノ初限 ヲ巧ヒ 本々 巧】 章ノ はな 二め テ 巧-一巧 及 ビ巧五 巧ノ規 をノ例 ホヲ巧 クル コト ヲ巧 S 0 A 6 五十 a 條さ一 
巧 及 か 五巧> 

八两 大臣" 常時 一年 內ノ ホル 時期 二 巧 巧 ノタた ヲ生ズ ル 巧 ホが ロニ 巧 シテハ ソノ々々-； リ時脚 上ノな 
故 ヲ化シ 岛ブか 巧 ナル トキ ハ 巧 巧 上 ノが化 ヲせシ 本々 巧】 巧 ノ皮度 二が テ 巧 五巧ノ 規をノ 例外 ヲ巧 クル コト ブ 
巧. 巧シ ー 日ノ$^時閒ハ十二時训ヲ巧巧セズ且ブ主1?日二がテ^:八時がヲ巧おセザルコトヲ巧ス》 が巧ノ時 
晒 か 巧 働 ノ巧可 ハ 1» 年中を 大 限の 十日 二 お シテノ ミ 么ヲ巧 フル コト ヲ巧 •巧シ な 一日 ノ巧働 時 阳ノな g ダ闷 
'ー タノ 巧を 日 や 均 二が テ冗規 法を々 お 時 閒ヲ巧 巧 セ ザル 巧 合 ハー 年 巧 十日な 上 六十 日 ヲおリ ホ 可プ巧 フル コト 
ヴ巧 (Go ホ 巧 三十 化條 •第-巧が 因 «» ホ 田 巧 A ビ 第五 巧】 

か 巧け ノ ななを クハ 巧備生 をノ 失政 ヲ巧グ クメ巧 巧 巧 働ノ寅 巧 ヲ緊巧 卜設ム ル 巧 おが 円 二 於 ヶル 十々 歲 U 上 
ノ巧人 巧 働を-一巧 シテハ 两巧働 大芭ノ 命々- 1 ョリ 時 閒上ノ 巧 换ヲせ シは二 かお ナル トキ ハ 巧 巧 上 ノ巧吸 プかシ 
本々 巧； 巧ノ 皮な 巧 二が テ 巧 お 巧ノ規 を-一 お スル 巧 かヲ巧 クル コト ヲ巧 (Go 第 •白 一二 十九 f 第一 まぶ 銳> ミ 3 
•+ 八條 » ち 後 夕働ゾ をみ T 巧 十六な 巧 一巧 ノ規 をノ «柏 ヲ巧 クル*! を 二 於 テ 十六 歲ホ滿 ノみ年 2 ホ 及 
第 九夕一 •《田 か 今/ 更 >夕 ■ス *容 二八 モ 


♦二 巧 ザ ナス 《麵 ホ ニルん 
f 持 人 巧 働 者 ダ 间一經 を 巧 二が ブ まを 巧 5 時閒巧 柔シ タルを ニ アブ テ ハち 径 ル-一め ヶル々 «ゾ 遂巧ヲ を 巧ぶ ダ 
之- i 巧シち こを 二を ノホ 5 お シテ 么ヲ をせ スル コト ヲ巧ズ (Go 舊ゴ ー十た た 第一 巧‘ 蓄章 因化 ♦一 ま 
I 二 « 及 ビホ田 號】 

二 年少 巧 働 おち クハ お乂巧 € を ノ從柔 ダ 短時閒 ナル トキ ハッノ 巧 か 日 二が テ 前 巧ノ柔 託ち ク "ませ ヲ ナス 3 
> ヲ巧 化シ同 « ノや均 巧のを が 法 お 巧 働 時 瞄ノ巧 お 中二 巧を 內ニ アリ テを ホシ 巧べ キ 見込 アル トキ ニ 化リ么 
ブを可 シ且ブ 日 g 日 义ビ規 巧 日 二め テ ハ么ヲ 巧フ コト ヲ巧ズ ( Go # な 一-一十 4^ か •ホ ニ 巧) 

一二を 吾/ 規 を二掛 スルを 反 ノ巧合 ハ 巧な 呑 巧が ち ハ 巧な を お 堅# を ノ申吿 二 基 キちク ハダ/を 見 ヲ巧シ 巧 
巧 巧み ヲ W テ 巧々 ノちを 二 對シ が巧ノ 巧の ノを 巧を クハ をが ヲ を 一巧 二 巧 度シ テな 化 シちク C 特圳ノ なか - i 
巧 セ シムル コト ヲ巧 .径柔 芭餐を ハ ソノ 巧み ノ巧 々ニ ホダ チ M 巧を まを 及ビ巧 « ぶ 二を をな 速ノ 9 會プ巧 フル 
n トヲ巧 K(oo 第 巧 一二 十 セ 巧 •が 一二 巧) 

烟企柔 をハ存 お 官麻ノ 巧を 一巧と 一遇 脚 U 巧 二 上級 官ち二 抗吿ヲ ナス コト ブ巧 上れを なノ ホを 二 巧シ テ； 
巧 巧 間 U 巧 二 巧を 巧を ち 二抚吿 ヲ提を スル コト ヲ巧 •州を 庭を ちノ ホを" をち トス (Go ホ 亩ミ十 セた •餐田 巧】 
5 无麻巧 閒巧雲 止 一季 六た 巧 一巧 ノ規を ノ讀ブ を クル 響 二が テ ハ 十六な ホ 《ノ 年少々 寞义ビ 
お乂巧 働 著ヲ 午後 八 時 3 リ 午前 六 巧 二 至 ル巧閒 二之プ おお セ シムル コト ヲ巧ズ •を 衆が 巧 二が ヶルが 人 巧 働ぶ 
ヲ除ク 巧 人々 A を ハ 日 g 日 义ビ規 な 日 ノ巧日 二が テ 午を 五 時な 巧 二 么ヲ巧 ホセ シムル コト プ巧ズ •巧 十六 ♦ 
巧 二 巧 及ビ巧 十と 巧が 巧 巧 ハ么ヲ 牟用ス SU かな-二 十六 條 >1 3、 策な 一一！ 十 セ 一巧 •ホな S 十ー ユ條* ••巧ち 二十 田 



條 . I 、 第な あ 十 田條第 I 巧 第 311 、第 Hi ;、 » 五 M A ピ第 六！！) 、 

じ 十六な な 上 ノ巧人 巧 A を 二せ テ ハ々 働 時 閒ノな 了を 少ク トモ 連な 十六 時 怖 ノか总 時 閒プ么 二 巧 フル 欺 巧を 
ゾ轻 をと が テ么ヲ 午後 十 時 マ デを 柔セ シムル コト ブ巧 {ArbAO 第五！！ Ala ) 

培 年少 巧 働を- 存テハ 巧 十七 巧を ハ 巧 义ビ巧 セ巧ヲ 準用 シ •み 人 苗 ホ ニせ テ； 巧 十 某 巧 ムハ巧 力ま 巧义 
巧プ辛 用シ巧 一巧 ノ規を 二 お スル 例 ルヲ巧 クル コト ヲを Go 蓄 一二 十を 夕 一項 及ピタ II 巧. ArbAS- 立 H 第 
i 

烟 K ミ 大臣 ガ をが ノ H 巧-一巧 ヶルち をノ巧 巧ち クハ 々働 ホヲ ザな シ巧 一巧 ノ 規を卜 巧ナリ 年少 夕 働ぶ 及ビ 
を ノ®^ 時 巧ヲ規 « スルち アリ ト蛋ム ル トキ ハみ 巧 合 申 巧ニ ホ ♦則 段ノ規 をヲ巧 クル n トヲ巧 •巧シ 
么二が テ ハを 一十 一條を 一巧 ノ規 をヲ 適用 ス •巧 遇ノ み 行 ニ ホ ダブ テ義ホ ニ宏巧 W な ノ« 會ブ輿 フル n トヲ 
巧ス { G 0# 百 一二 十九 隹 ♦二 巧* ピ 第！ 二 巧 、 A r b A 〇 ♦五！！ 第一 11 a ) 

化 巧' 九條 二 3 y 樓肢 アルを 應ハ まな ヲ巧ル ヲ巧セ ズ且ヴ 補 巧 學巧二 巧 ♦セ ザル 丈ハ歲 な 上ノ 謀 人を 者ヲ巧 
一巧 ノ規を 二 巧 シテ日 巧义ビ が 祭日 ノ 前日 二が テ 午後 五 時 W を化シ 午後 八 時ヲ遏 < ザル 烟巧 美*: ームル コト プ 
か 可 スル n トプ ち巧シ ソノ 巧 ホダを i 例 巧 百 おな C 巧 一巧を I 旁 おクハ 巧阳夕 1 3 ル 日— 日 巧 止 ノ« 
用 アル 巧働ユ 巧を セズ旦 ブを該 »人#^ 者 二 おシ巧 日ノ日 巧を ク" 改 祭日-一 於 テ わ H 巧 撕ブ巧 ハ シメ ザル n 卜 
プ巧 か トス (Go が 百 一二 十八 條 第五 巧} 

さ I 十 條津巧 息 時 助. 巧 用人 二が テ ハ 日常々 S 時 閒ゾ巧 了を 少ク トモ 十一 時間 ノ巧を 息 時 雙與フ ♦ 

第 九々 liirm ホ ♦ィ K 新ュ ■スル 命 ♦ I ミ 


夕 iw ホ： s 法 二 さ 

3 トヲ ホス (An gv》 二條 » 二 巧】 

r? 巧 十六た 巧 一巧 ノ巧 用ヲ巧 クルを を 二が テ 十六 歲ホ 滿ノ 年少 巧 働 ホぶ ビお人 巧 《を 二を シチハ 日常 2 時 
师ノが 了 後少ク トモ 十一 時巧ノ 連を 0^ 曲ヲ巧 フル ュトヲ 巧ス •巧 十 ホな を 一一 巧 及 ビ巧十 セた 巧 四 巧れ-一# 
人々 働 ホす 六な を ナル トキ 美 十 セ 條巧八 巧 及 ビ巧九 巧 ヲ番ス •巧シ 襄で巧 十を 巧 八巧プ 
巧 用 シ午巧 十 時 3 リ午ホ 五 時 マデノ 時間 ヲをミ 十 時 閒ヲ下 ル コト ヲ巧ズ •巧 十 お 巧义 巧ノ缠 用-; ル】 K 年 
中を 大 化な 六十 日 二が ヶル 閒ユ化 テ ハー 日 八 時閒牛 二遞城 スル コト ヲ巧 グズる 〇藥さ 二 エハ條 タニ 
巧 •♦ぎ 二十た 條第因 W、 第 百 五十田 條 # 1 W さ S、 ♦« 蒙、 策ぶ 蒙、 ♦百 五十田た ♦« 巧及ビ 第ち 受 
iii 公巧ノ板資巧は_之二*ス ルホ接案巧爱及ビ巧藏巧二せテ バ巧資組を义ピソノ值ノ扭を/巧ホタルト午 
* 亦 ソノ々 働 ホ ニ日 巧® yi 時 閒ノお 了を 少ク トモ 巧 閒十 時間 ブ興 フル コト ヲ要ス (G 0 ホな 一二 十允條 C 
第一 項及 第二 巧、 ホ 百 一二 十 か條ご 
巧を-一巧 ノ規を ハ 左おノ 巧<呈 ヲ 適用 セズ 

一 物な ノ# 巧 ヲ巧グ タメを 巧 ナク遂 。ノ巧 アル I 
•二を をノ «巧巧 ホ ホは-一巧 巧 巧及ビ 巧轉ノ タメ ノ 

-11 ッノ 他を 客を を g ご 巧-一ち クハ 巧々 ノ g ホ 巧 5： 二せ キ ホを スルーニ 十日な 巧ゾ 2(8 第 枉ミ十 
九？】 

さ I 十 I* かを ^ 巧 用人 ニ ハッノ ー日 ノ蓋時 邸 六 時閒里 二直 ル トキ ハ S 時阳巧 _二 手み 曲を も 


巧 7 典 フル コト ヲ ホス • 時 閒 ダ 午を 四時な 巧 二を 了 スル トキ ハ 巧 用人-一 對 スル かが C 々み 巧 ブ をムま ノ 
ホが 二が テタ 巧ノ タメ ノ時閒 トシ テ之ヲ ー時 刚半 W 上 二 巧ち スル コト ヲ巧ス (An BV 策 一 一條が 一巧) 

二 一日 四時 閒 3 巧 雲 スル# 人々 S 蔓ビ 年少 巧窒 二" か 忠ヲ與 フル ヲお セズ •一基 ホ 内 時 閒堂六 時 
閒ヲ a 巧* ダル 巧 合 ニ ハ 十五々 閒 •巧 六時閒 な 卜：八 時 閒ヲ巧 巧 セ ザル 巧を 二" キ時帅 一田 •ちク ハ 十五み 脚な 
二凹ノ かお ヲ典 フル コト ブ架ス •お ま時刚 八時閒 な上ノ 巧を 二が テ ハ 年少々 巧 ホ ニ 化 テ ハ少ク トモ あ 午 一囘一 
時刚 •な 二 かがる ビザ 巧み 一二 十み 巧 一罔ノ 化活ヲ 巧へ な 人々 働 ホ ニ か テ ハ少ク トモ】 回 一時 脚ノ正 $ おヲ典 
フル コト ヲ ホス •巧 十九た 巧 二巧ノ 巧を ニ ハ 化 お 時閒ブ 々働 時 刷 二 巧 巧 スル コト プ_ を K (Arb Ac 第五 赃 第二 
a ビ巧第 |二巧、 Go 巧 白ゴ ー十 六 ♦第】 ちがな 一二 十七 條第 一一 苗) 

一二 化ち 中 ハ 年少 巧 働を ヲ おを 巧 二 於 テ お柔セ シムル コト ヲ巧ズ •且 ブ巧該 年少 巧 働 ホ ハ ソノ 巧 ホス ル 化み* 
が ヶル かお ダ 化 患時閒 中を を 二 化 ムス パ 巧を お クハ戶 ルを 所ブ巧 か-一鼓 儀 スル コトが r サル 巧 合おク C 化ゾ適 
巧 ナルを 所 ブ巧爾 スル コト 巧 シク 函難 ナル 巧を ノル 么ヲ 巧務巧 巧二宙 マラ シム 来 コト ヲ巧ズ 《《0 第 な一 二十 ホ修 

夕 5】 

巧 ¥ 六條 巧-- 巧ゾ規 をノ巧 用ヲを クルち を ニ アリ テ ハぶな ヲ巧ル コト ヲ巧 スル お 人々 g ホ-一巧 スル あ午ノ 
休な ダ少ク トモ； 時閒 半-一 ま セダ ル トキ ハ 巧な 掠 乂巧仿 ホ ノ中巧 二おキ 正午が を 11+ み W 前 二 么プ解 化 K K n 
トプ ホス 》 巧 十-ー ハ條巧 二 巧 ハ么ヲ 単用ス ( Go 第 •百 =1 十モ條 ♦五 巧> 第 百ぶ 十 H 條第 一巧 fi * ピ ♦!!«• ♦巧 五十— 

條第田 項 A ビ 第五 巧】 

第乂务 I ■♦田 法 今 /x 新ュ圓 スル ♦今 こ Al 


夕 i ? スミ 巧 二ろ 一 
W を 巧 ノ巧資 巧は 二 之 二 B スル ま篇裏 巧 爹及ビ 脖巧巧 ボ巧巧 組を 义ビッ ゾ化ノ あを ノ まな 二 M スル 巧を 卜 
雖モ 々のぞ 一巧を ナル 正午が 憩ヲ巧 フル コト ヲ要ス •巧 一巧を 一 ほ义ビ をす 巧 巧 W 巧 ハ么ブ 巧用ス (Go 第な 
一二 十九 條占 一二 巧、 第 百 一二 十九ち 第 百 一二 十 化 8】 

さ 一十 II 條巧巧 巧 化ニョ ルが 間 ル 巧の 巧 九な 巧 一巧 ニ ョリ 樓化 アルを 廳ハ巧 十六な？ 巧ノ 规をノ 適用 
ヲ巧 クルを を 二 か キ巧巧 ナル まみ 巧 忙ヲ巧 わ トシな 該企 巧を ノ 中な アリ々 ル 巧を 二が テ ハ 本 令 第一を ノ吸巧 巧 
二 於 テ ニ週間 ノ 繼 なヲお 巧 トシな プ ー日 ノ巧働 時間 十二時 閒ヲ巧 巧 セ ズ與ブ べキ盞 か慧 間八 時 閒ヲ下 ラゲ 
ル コト ヲな件 トシ テ ±— な ルノ巧 日 二め テ 十み 巧 U 上ノ巧 人々 働 お/ サ後乂 時* デが ホス ル コト ヲホ可 スル a 
トヲ 巧， ソノが 可 ハ ー人 ノ企柔 を-一封 シ ソノち をち クハ 巧を ノ ー部-- 化 キー雇 年中の 十日 W 上 么ヲ舆 フル コト 
ヲホ サズ {Go がな 一二 十八な a ♦一巧】 

r? なをちク ハを巧ノ 1 巧ノ巧の時閒ダ ー 年ノ作ホ日ヲや均シテ巧規をを々0時閒(第ゴ去全受 ヲ巧邊セザ 
ル トキ ハ ニ遲閒 W 上瓦ブ ホ 十日 U 巧 ノ日數 二 巧シ テが 巧ノを 可ヲ與 ブル コト ヲ巧 (Go ホが 一二 十八 條 第-一項】 

さ一十|二值 ホ巧ノ曼ロニがヶルが一^巧働 巧十六た巧一巧ノ規ぶノお用ヲ巧クル巧巧二がテス巧地愛ちこ巧 
巧 巧 ホダーな 巧 ノお常 か 巧 ヲ中巧 セ シメ クル 巧な ちクハ ソノ 中 巧を 生ノ巧 アル 巧な 二が テ ハ 本を 巧 一巧 ノ识度 
巧-一め テを 九が 巧 一巧 二 3 リ 巧は アルを ち ハ 宝 ハ 十 基 5 奇义ビ 第五ち 巧 十 化な 巧 一巧， 巧 二- HSt を 苗 及 
どを 一十一な き 一巧 ノ規を ノ例ル ヲ四巧 閒ヲお 巧 トシ テ ホ 可 スル コト ヲ 巧* 巧 a 閒 W 上 ノ巧問 二 巧 シテハ 巧 巧 
巧 乂 臣么ヲ ホ 可 スル コト ヲ巧 》 巧 分ノ見 行 二 そ ダ チ々 衡を二 意見 睐なノ なみ ヲ巧 フル 3 ト ブ巧ス (Go 第な 一一 一十 



丸條 ホー qA ビ第 <ユ 巧 •♦•百 五十 因條 # I 巧 第ー ニ MA ビ第田 城】 、 

さ I 章 平日 二 於ヶグ 巧な 閉巧 

さ +S 公閒ノ 巧資巧 T "' お 巧 組合ぶ ビ ソノ 化ノ 組合 ノ 巧巧ブ モをム 苗'' 公開 お 奈ハ藥 巧 ヲ除キ 午を 
43^1^3リ午ホわ時二まル マデを柔上ノな引ヲ巧巧ス ベ キモノトス* 巧鋪用巧ノトキな二おをハ セタル扭客ユお 
シ テハ尙 ソノ 用 ブ辨ゼ シムル ヲ巧 

r ? 巧 資巧バ せ區善 おを 麻 ノちム ルを 一年中 二十日 削 二 化キ 午を セ 時な を 九が ヲ陌リ を ま上ノ お引ノ タメ 巧な 
スル n トヲ巧 

一二を 巧 お 巧 ハ 午 化-^ 3 前 •巧 シ同五 時 U を 二 於 テを g 曾を 官ちノ 巧 則 二 3 リ 巧な スル コト プ巧 
邮ザ R 奋を {目ち ハ 例 ホ ゾ誌可 ニ ホ ダナ ザ 巧を おを せを (が 二十 允條】 ノ意お ヲ* シ且ブ ホ可シ タル 例 ルな 可 巧 
ノ な本ヲ 巧を 芭« を 二々 附 スル コト ヲ巧ス •營 ホを せを ガ例ル 認可 ブ巧 用人が 巧ノ巧 神 ニーを セ ザル モノ ト莖 
ムル トキ ハ tt ;!® をせ を ハ 巧 ホナク 上な 巧な 宫ちノ ホを ブを クル コト ヲ巧ス 

五み « 的を 柔ヲ 目的 トシ テ 設巧シ タル 巧 資所ノ 巧 お ホダを 巧 お 資巧卜 1 SW スル 巧 巧二設 巧； 县ブ R 資 所ち ラ 
ホ 巧フか 品ノミ ヲ取資 スルち 動 お 資裝丑 0 V 弓 ili 己) ニョル わな 度 資二巧 シテハ 巧 一巧 乃を 巧 四 巧ノ規 
をヲ 適用* ズ •か 品自の 巧々 な® ノを柔 ハ 巧 一巧 力ま 巧 巧 巧 ニ ョリを 巧 度《 所-一 3 ホ 度 資二巧 シホ日 二が テ！ 
巧 的 ユ認ム ル 時 閒內二 限リ么 ヲ巧フ コト ブ巧 • W 巧 働 大臣 ハ W 經巧 大臣 ノ 同を ブ 巧テ么 二な キ巧 M ヲ巧 クル コ 
ホ A ホ 錫 ♦田 & ♦ゾ Kg - ■ス <1$ ニ ミ I 


き 寒ナ： ♦一 ■法 _ 一 さ 
トブ得 {Ar KV ♦か 條 • Go 典な 一二 十九 條 m 、 A を 0 日 Ges ♦一ち 
»三 卡五條 .ッノ 化 ノ販資 巧 公 巧 ノ巧路 >*5* ちクハ ソノ 化 ノ八ム 田 ノ巧巧 二が ケル 物な 巧 資巧ク ハ a ィ注 义ブ 
を クル n トナ キ戶刖 巧 巧 二 3 ル わな 坂資 ハツ/を 巧を 巧 ナルトを 動を 巧 ナルト ヲ巧 r ス (♦巧 條偶第 H 十-一條 b 第 
I 巧ホ 1 號及ビか五十-五»# slut 1 さ を て四な ニ ョ リ巧資巧的巧時閒中 ハ ソ ノをホヲ巧ズ， 巧巧巧が巧な ハ 
例 か ヲホ可 スル コト ヲ巧 •圃夕 働 大臣 ハ 例ホノ 許可 二が スル 巧 件 二 脚シ規 ぶヲ設 クル コト ヲ巧 ( Go ホな 一二 十 丸 
條 e が 田 巧) 

寒 田 素 施が 規助 

藥||+ 《條褐 示 及 ピ间化 T ちを ハス ぺテ 正が •''一日 ノ巧化 時 脚及ビ ホを ノ巧お 及 ピあ了 ヲ巧小 二 3 リ么ブ 
公示 スル n トヲ巧 K ( AU 6 第 六十 ル條 第一 一巧) 

巧十六巧巧 一 巧 ノ 巧用 ヲ 巧 ク ル 巧を 二 が テ 短乂巧働をち ク ハ 年 ル 巧巧ホ ヲお巧セシゾントスルト辛ハか巧 
を ハ 巧 ホ ノ巧始 ニ ホダ チホ 區 S がを！* 二ぶ 面ヲ W テ « 识ヲ ナス コト ヲ虫ス •お* 二 g を •が ホスべ キ— 日、 
時間 及 ビ化想 ノ聞始 及ビが 了は 二が ホノ a 巧ヲ 苗が スル コト ヲ巧ス •おな ホ 巧ノ餐 巧ハ换 巧々 巧者 ブみ巧 
を 二 おシテ 補充 スル ニ必巧 ナル 移 お ノ巧 々ノル 巧 巧を 麻 ニッ ノ挣ヲ 巧が ゾルニ 非 ザレ バ么ヲ ナス コト ヲ 巧ズ* 
巧十£ 巧 四 巧 ノ規を ハ 之ヲ# 用ス (00 第な •一-十八 條 が】 a •第 巧ぶ 十 巧條巧 一巧 空 一城 》♦« 滅文ビ 第五 さ 
iii 前 巧/適用 ヲ巧 クル 巧を-一が テ 企ま 著 ハ 年少 巧 働を ノなま スル ま巧ノ おお キ巧巧 二を 自ノ巧 « 日 泣 ユッノ 


♦ 


巧か時閒义 ビ かお ゾ 拥始 卜 あ了 卜 lis 記巧 シ タ ル 年少々8を巧ああヲ 揭示 ス ル n ト ヲ お ス • 企まホ ハ を巧ホを ユ 
が チ 州 お 巧を 麻 ノをム ル 規ちヲ 巧な ナル キ ■ニ ョザ 年少 i を义ピ #乂 巧 A をノ なま 二 M スル 規則が ホプ EC 
* ル まプ褐 示 スル コ > ヲ巧ス (Go 第 百 一 二十へ 條第一 一巧】 

四 ¥ 九な 巧 五 巧 二 3 リ日 W 日み ビ規巧 日 ノホ日 二 於 ル» 入夕 働を/が 巧 二 お スル ホ 可ヲ巧 クル トキ ハブノ 
ホ 可 書/る 本 プ持人 巧 A を ノ巧巧 スル ま 巧/ちみ キ巧所 二拍示 スル コト ブ巧ス 1 GO ホ さ-一十 八條 •第五 項 第 ミ さ 
藥 二十 セ條轟 一を 壬 ハ 5 規を スル ま 篇ノ巧 巧ヲ怠 ルぶ ハ 巧手 ラィ ヒス こルク 3 下ノ 望-一を ス 

(Go 第な 因 十九 條ホ ー巧 策 セ 《) 

二を-一巧 ノ巧な ヲがキ 巧 十 五條 巧 二 巧おク ハぶ 十 某 巧 二ち 巧 あ 巧 •巧 六ち 巧 セ 巧を クハ巧 八 巧ユお キチ 
巧ホシ タル 規 をち ク ハな 十 五條 第一 一巧ち ク ハを 二 巧 •巧 十八が を 一 一巧 •巧 十乂條 巧网巧 おクハ 第五 巧 •巧 二十 二 
條巧 一巧ち ク ^ を 一巧ち ク ハを すご お-一ぶ キ是た 的 二 资ホシ 々ル 規ぶ二 違な スルを" 前を 二な ス (け 0 第が 田 

十モ A 第】 g 第 田 «】 

II 一季 六 か 巧 一ち 巧 二 巧 •巧 一二 巧ち クハ巧 六ち 巧 十七を を 一一 巧ち クハ 第五ち 巧 十八た 巧 一巧を ク C 第 
一一ち f 义條 第一 巧 •巧 二 - HSi をち おク ハを 二 項 •ちク ハを 一十一が を 二 巧 •巧 巧 巧 おク； 巧 五 巧-; リを 
クハ季 五條を 苗、 巧 十六た 巧 セ 巧を クハ巧 十 某を 一奇 •巧 五！ nsH ハ 巧 •巧 セ 巧を クハ巧 八 項 二 基 キチ « 
ボシ 4 ル 巧 巧 二 3 リーを ノ巧菜 二 お スル々 なお ノな w ヲま ジをク ハタ 佑 時間 •巧 脚 化 おち クハ 化な 時 脚 ヲ規巧 
スルな 規を 二* な セル 企業を ハ 扣金二 * ス •產巧 一巧 力ま？ 一條 二掲 ダルな 外 本々 規 ちち クハ 本々 二 基 キチ 

♦九 一: 窒 


夕表 ナチ >《備 ホ ニ寞 
g ホ シク ル規 巧-一な 反 シテ值 人ヲお 僖シ义 ハ 巧が ヲ巧ク 企 実 ホモ ホ同ジ so がな 田 十六 »» 一巧 第二 >、 AZV 第 
十一 ♦♦ 1 3 

の 巧 互 巧 二を アツノな 巧 ブをム ル 巧 巧 ノーノ ホプ U テ 巧 ヲをケ 4 ルを ゲ ソノを 稱ビ 故ち 二 巧】 ノ巧巧 プ巧ス 
トキ ハ 六 ケ巧ホ ホノま 巧及ビ 巧を ちクハ プノ ー-一巧 ス(00 第 苗 H 壬ハ條 夕责、 AZV ♦十一 條夕 一項】 

む 企5ダ«をちク ハお管ノ ー巧ノ巧巧ノ タメちク 占をノクメ ニ巧命；雜具ノ貴任二»ス ル营！供巧 
百 五十一た ノ規ち ハ么ヲ 準用 ス ( GOA 百 五十一 隹】 

さ 十 <條 巧 塞® 巧 十 五條を 一巧 •巧 十六が 巧 セ 巧 おこ 巧 十七を 巧 六 巧ち クハ巧 八 巧 i キテ S ホ； 

ル規 を 二5 ルな 霎こ巧 十五が 巧 二 巧ち こ？ 一巧 •輩 八が 重 一巧 •巧 十九た 巧 四 巧を こを 壬 一一た 

二 基 キテ命 ジタ ルな 分- si な だ 4 合 二が テを 該経を ダ 裏 規 ちち クハ 巧々 ゾ 適用 ヲ巧ク i ち ッゾ繼 
JB ガ看 シキ 巧を ちク ハを 巧 ブ巧來 スル ノ巧 アル トキ ハ 巧 巧を ち ハ ソノ 規 をち クハ度 分 二な をス ホれ 巧ノ 巧立ヲ 
ぶ ル* デち 营 中ムヲ かみ スル n トヲ巧 ( Go 第 百 因十モ ♦♦田 巧】 

雜|| 千光條 巧 働ち せ 及ビを g ノ管 ¢*1 T 本々 二が ケル 規則 ノ巧巧 お クハ本 令 二 基 キテ巧 ホ シ* ル 規をノ 施 
巧 二— スル B 酱 二せ テハ專 ラち こ餐 巧官 廳卜 巧な ンデ 驚 業 S ♦を 《鲁業 第皇 十九 ぞミヲ 巧フ義 なプ巧 
ス 》 錶 > 上ノ經 s ニ アリ テ ハ 績 山 E せち Kergaufsichtsbeamte) ヲな テを 柔を せを 二代フ •公を 上ノ围 信ノ巧 S 
及ピ巧 反-一が ケル 化 用人-一 お スル e ホ ハ ー巧 的お1 ホプ 巧フ官 g 之 ヲ巧フ モノ トス (Go ♦な 一二 十九た b * ▲ 
rbAOAA« 、 AnKvg+ 々 ilo 



二を せ 官ノ樓 おみ ビ巧務 ニザン テ ハを i 例ち 百 s 十 义ぞノ 規をブ 单巧シ •を iwR 二 M シチハ 网ホ巧 百 
五十 五條が 二 巧ヲ* •用ス (A n CV か 十モホ • GU ホな 五十 五條 ♦二 巧) 

G R 々か 大臣 及ビ 州を 巧を 巧 ハ 本々 ニ ヨリ柔 巧ヲ受 クル 樓圾ヲ 他 ノ巧局 二柔任 スル 樓设 ブ巧ス ，巧- 
巧 二播 グル 公ノ 巧を 及ピ巧 政-一巧 シテハ 本 令-ー ヨリ テ K 巧 働 大臣 おク "ッノ 化ノを g 二を 任 セラ レ クル 植皮 ノ 
巧 巧 ハを i をち クハ巧 政ヲ管 度 スル K 黎吞官 巧 二 g ス •巧 シ！ ^«官巧 圃£官1| ちクパ 州を！！ 二！ I 
スル 巧を 二 於 テ ハ 命令 ノ權 肤ヲち K(AZV# 十あ條 ♦一一 巧、 AZV 第 十一 11條》 Go ♦百 五十 五條 第一 1一 項】 

藥 一二 十值 一巧め 例 か設可 州た K をち ハ さ ♦を 及ビ 空* 官ち (第二 十ホ條 第；} ノ をち ヲ宙シ 本 令ノ規 をを クハ 
本 令を クハ他 ノ巧律 ノ規を 二を ムル 巧卜異 ナル 巧の 巧 巧 規をノ 例 か ダな 益ノタ ィ特二 そまち 策 若クハ W 巧々 餐 
ノ « 巧 ノクメ ニ 巧 要卜認 ムル巧 を ハ 巧 かが 巧 巧を ヲがキ か 巧シ 巧べ キコ トヲた 件 トシ 例ホノ を 可ヲ典 フル ノ權 
皮ヲち K •霞 可 ♦ハ ソノ 宮本ヲ »巧« 大臣 ノをム ル か 則 二 巧 t n レヲ國 巧な 大臣 二 巧 曲 スル n ト ヲ巧ス (Arb 
AO 第モ «, AnKV ♦十 條】 

さ-子 5 巧 巧規を 苗々 働大ミ 本々 施行 抽則 (Awfuhru 写— hiu 焉 ろ ヲ餐巧 スル ノ gw ヲ巧 K (を 
V 第 十五ち 

扉 III 十二 條規 M ノ巧持 •巧 « 及 ビぞか 改正 化ノ 画せな 义ビ 州を が ノ規を 社 二を 巧を な-一基 キテ巧 ボセル 規巧 
中從 柔ホ特 二を 畫 •年み お 义ビ婚 人 ノ巧巧 二 H スル モノ ハ 么ヲを « セ シム •ッ ノ化ノ 法が か 則 ハ々 « 時 助々 A 
巧 g セ ザル 圾リ巧 巧 ノ巧田 二が テ之ヲ 巧巧ス ( azn 第九條 第二 aArbAO ♦十】！ r An BV 第 十九 ♦】 

iti 九々 •♦田 法 ♦/ 更新 IIA セ 


タニ 巧 ナチ K 々錫 巧 三 九ん 

第 十勞衡 手帳 實施二 巧 スルを 巧 

(Gesetz Uber die 因 inf 空き sg eines Arbe ぞ buches ) 

一九 云 五 年 二月 二十 六日 

度 麻 ハ左ノ 巧律プ 巧を シ •な-一之 ヲを ホセ シム 
巧 働 手 go 二 M スル < 巧な 

»- 值 "T ド ィプ 経 巧 二が ケル 巧 巧 ナル 巧 働 カノ 足み ブ 巧が セン ポク メタ 8 手 g(Arr りを r を-】 プ 資施ス 

一一 JS * 手 « ノ巧 用ヲを クル モノ ノ巧圓 •貪 施 時期 及 ビ 18^ 手巧ノ 巧な- 1 M スルな 則 ハ 画 大臣 之 ブぶム 
雜| 一值 巧 一條-ー ヨリ 巧 働 手巧ノ 適用 ヲ巧 クル々 のをみ ビ巧 用人 ハ 大巧 ノぶム ル 時期 U を 二 於 テ ハ 命令 所 
ぞノ 手 g ヲ所お スル 巧を ニノ ミ 巧 « セラ ルル コト ヲ巧 

さ ユ條】 手 巧 ハ 蓋 公署 (，載 柔巧介 巧) 么ヲ お行ス 

二®^ 1¢ ^ク？ 巧 用人 トシ テノ 任用ち クハ煤 用 二せ キ虫か タルモ ノト* ラル ルタ 働 手 6 をクハ 之-一巧 スルな 
明 香ノ霉 二せ テ ハ 化ノ畫 3 リノ 干 ホ ハ特二 法が 上ノ规 を-； リ 例ルヲ 3 メタル 巧 合ノ外 么プ まズ 


•■痛 T 巧 二な ノ規を 二 速 反 シナ々 働 ホち クハ巧 用人 ヲ馬值 スル モノを クハ ^ ^畫ク ハ* 用人 トシ テ H 備 
セラ レ タル モノ ハ 百 五十 ライ tK . マルク U 下ノ 洞々' 若 クハ禁 錐 二を ス 

ff 巧 ご 一條 ノ規ち 二 故を 二ま 反 シテ累 ホ 巧を クハ 之-一巧 スル 證巧 ホ ヲ巧巧 セル モノ ハ ま 《及ピ 巧 金ち ク y 
ノ ニ處 ス 
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¥ セ 值左ノ モノ ハ 化 ノ巧ホ 法が ニ ヨリー# を キ刑ヲ 巧 スル 巧を ノル 百 五十 ラィ t ス •マルク U 下/巧 金若ク 


ハ 巧 夕15 、 

一 香な 是 B 巧 巧* 所) ノ巧 ホス ル 人み 及ビ <1 ホ 経歴 二！！ シテ系 i ) 不あユ お クハ本 そみ- 1 ブナ 

た ル モノ 
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チ ソノ 他 巧な アドルフ •ヒ ，トラ In リド イプ々 衡巧抹 二抹七 ラレ クル 巧み 
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ハ コノ お 央¥ セ 巧れ な 下ノ笑 ァル 楚具二 巧シ テノミ 么ヲ讀 ス 

二 化な 資ノ巧 城-一巧 スル 巧 ホ ハ 巧則卜 'ンテ お 年 i 年 二 3 ル 表 巧ち クハ方 aA ニナ リク ルな 姐 八 cl , {納入 キが 
二 お 入* ル子 たれ-;》 巧を スべ牛 モノ トス •子女 數二愛 化ブホ シク ル菱 ロハ 里 年". リ n レブ 6 減ス 
♦化を » ノ巧 « ハ ホぶ 巧手 巧 ニ ソノ ヲ抵巧 スル コト ヲ巧ス •か 巧 其 ま 度へ ノ 記 お ハな 11 具ノ巧 ホ！！ — y 當 
な ボ町林 ホ 巧 二 於 テ ノ € 么ヲ ナス コト ブ巧 

4 十 <條 姐<み ノ 納入 ィ 化合 巧 ^ か 巧 十五 日 マ デニ 納入 スル モノ トス •巧 負 貧 ir 日給 及ビ a わ ホ ハ お！ WK 



入 スル n トヲ巧 • 

口 化を 費 ノ 納入 ハか进 具ガソ レニ 3 リー 年ノ中 W 遲蝴 々ノ かな 巧ヲ舒 れシ巧 ルガ ホ-一 F イプ々 ハ 化 H 

なユ 巧シ遇 拂ブホ 苗ス 

ハ 曲を* ノ ー: 入 ハ か扭具 手帳ち クハか a はを 二 円が 巧ヲ W テ 巧 巧シ タルモ# 夕~ 巧な スル 切モプ な 化 スル コ 
トニ ヨプ テコ レ ヲ巧巧 ス》 化な々 バツノ な 化 七 ラル ル 巧を アル ニ 七 3 .巧 則め ニ ハ 持夕巧 g ニ ミ テ 化な々/ 
试化ダ 巧な！？ 巧 A 二 3 リ巧日 巧 リニ ナサ レ ザル トキ ニ ハ 巧な ド イブ 巧 働 B なザ務 所-一白 ラ納 A ス A 3 
ト ヲ要ス 

H + A ■扭を 受か 入ノ巧 巧イか a 貝ノ巧 ホ ニ 3 リ 巧み ノ理か ノ蛋メ 巧 ル 巧な ご 面 巧 ヲ皮リ 巧 巧 巧 町 林す 
が 3 リあ合 巧 納入 ノ度巧 ヲホ可 スル コト ヲ巧 

口 巧 九 S 合 ま ク S ダ專* ラ： 慧證二 曾 かま 八證 一ち 菱 "二を 二 g 碧 冊 

二 包な セラ ルル モノ トス •か 何 ナル 巧な 卜酿モ ホ 巧 林 そが ハ 三な 巧ブ 巧る スル 期間 組合費 ノ 納入 ナ クシ チ か 
苗ち ノ か田ブ # を スル コト ヲ巧ズ 

ハ特 M / 《巧-; リ巧陆 巧 «ゾ 巧 ま セラ レ タル 巧を ニ ハ 巧を > そが ハ プノ 巧 ホ ニ基キ 巧を ヲ化 フル コト ブ ホス 
二 化合 > 納入 ノ « 用 ハ ソノ 旨 加盟 負 手 g 二 E 入 スル コト ヲ巧ス 

ホ 化 〇納 入が 巧 ノホホ ハ 巧 化 巧 ロニ 3 ル か a 具 巧# ノな 《なか 二 巧 泣 スル コト ブ巧ス 
さ 十 值組合 巧 《入 義なノ 巧止イ U 下ノ爱 ロニを アハ爱 み ノ 《乂ヲ 巧 止 スル コト ヲ巧 

.1 F イブ タ ■巧 ユ*ス み 方 か 書 一二-ホ 


I ホな ニア ル 沼 

2 # 校 二が ケル 修柔 ゾ巧谢 •化 シ當巧 巧 脚 二 お テ か 苗® {ハ 巧夕 I 巧 C ラ ザル n 卜 
3 円 ホを 化 的 § 奉仕 二 多 典 シブ ブアル 巧 間 •巧 シ當巧 巧閒 二が テ 巧 働二携 ハラ ザル n 卜 
4 化 巧 ft ノル R ホ 在 ノ巧閒 •但シ 外 ■二 於 テ* 巧ヲ巧 クル 巧を ニ ハ 無み 
& コノ！* か 蹇ハ正 ま-一 届 化 ヲナシ * s ブ 届出 强マデ ツノ組 富 ヲ 《クタ ル爱 a 二 R ッ •が 前ノ S A 
め テ ド イブ Iwsn 二化迈 スル コドヲ 巧、 お 巧 3 リノ お 巧 ♦お 二 於 クルた ホ •ミ 奉化ノ わ了ノ 巧を ハツ 
ノを了 後 wg 曲 U 巧 二 お 巧 •巧 働 奉仕 •學巧 ノ巧間 二が テノ を 巧 ♦ヲ 示シ をを ド イブ！ 線 巧 町 林 友が 二 
巧 申吿ヲ ナス コト プ巧 K 

ハ か W ホ 在中 ノか 巧ち ハ プノ 雜柔ヲ 巧 タル 時 ヨリ 八 巧 閒な內 二べ 来 リンド イブ 巧 働 ミ 會計巧 AW おな R な 
み y ノホ ブ巧吿 スル コト ヲ巧ス 

5|王條 法め 巧 g イか坦 具な ニ ツノを 族 二 お シテハ ソノ 巧 i 3 リ 费用ヲ 伴 ハ ザル 法的 巧 g ヲ興 フル n 
トヲ巧 

口 法的 巧宙 財與ノ タメ ニ ハ ーち 巧 脚 ノ持巧 ヲをお トセ ズ 

ハを 的 巧 S ハ々 S 巧 •お會 化ち 二！！ スル 巧へは 二 加 fl 負ノド イブ！ $^1二 於 ケルを »3リ 生 ズル訴 へ ユ 

M スル モノ トス 

二 法め 巧 巧ノホ 巧な ニソ / 範 圓ハ S 巧 ド イプ を# 相な な コレ ヲ ホを ス 


ホ ド イブ ！ MIIMI か 巧な 前-一** アル 巧を 事件-一巧 シテ ハ特ホ ナル 事 巧 ナキ供 リを的 巧 巧プお 典ス奔 3 トナ 

シ 

へ 法的 巧 » ノ タメ-ー ホ辨セ ラレ々 ルタ 用 ハみ 巧ち ボ巧的 巧 囊巧 ホノ巧 •ホダ】 年 U 上 ド イブ 巧 働* Ml - l 巧！® 
A ズ •巧を 辜かノ 解み 後半 年 3 巧 ニ ド イブ ^^©*3リ悅 あシ 々ル 巧を ニ ハ ソノを 巧ヲ 巧ぶ スル コト ブ巧 
卜巧 t シク 火 か a 貞ノ おた 二 巧 スルせ 的 巧* ノ巧 ホ兰 S 巧な 巧 二を な 巧 《 B 線 巧 巧 相 巧が 二 法を スル コト 

ヲ .か ス. 

雖三 卡 15 *aHI 巧 イド イブ 巧 働 S ハ ソノ 陌お二 お レ ル か 巧 具 二 巧シテ 教宙 ブ與フ •從プ テ ド イプ 巧の 
©11 ハ ソノ»巧ノ巧をニ ハ ツ/困巧ノ巧をヲ||まシ*«ヲかフ ル コ トノ可るヲホをス ル コ トヲ巧ス， 3 /ホ 
を-一巧 シ化的 手段 二 お フル コト ハ 巧 則 トシ テコ レブ トラ ズ •# 宙ハ巧 か a 具 二 おシテ ノミ與 ヘラ レな プテソ 
ノ巧ホ 樓ハ他 二 巧當物 トシ 义巧 S お 二 之 ヲ柔巧 スル コト ヲホ サズ 
夕巧お 巧 •ぞ 麻ち クハ 他ノ画 *3 リ教 一一を ノま給 セラ ルル 巧を ニ ハ •ト イブ リノた R を ノま給 ハ 巧 
■チ ニ n レヲ伶 ムス 

ハ# 一一を 义麻ノ 範面ハ か a 貝ノ •トイ プ*^巧 線 •プノ おか 二 巧 g シ タル 围酱 ■仕事 ヲ f シ タル 化な 二對シ 
テ 正を-一 納入 シク ル 化々 费ノ 巧巧ノ ミナ ラズ •ツノ 總 巧- 1 3 ブ テコ レヲみ をス •か fiA クル U 巧 二 納入 シ》 
ち クハ持 ホ ノクメ 納入 シ タル 姐 合々 二な テ ハ 化を 费 納入 巧閒ノ ザを 二 對シテ 么ブ考 なセズ 
II ち 二 3 リ教 « ブ興 フル ニ 巧 シテハ ソノな 巧 二 納入 セル 組を 巧ノ をな ヲ檢が スル コト ヲおス •«» シク ル 組 
I F イヴ SSWM ; ユ « ス み ホ»香 ゴニ九 


0 錄 さ MO 
な 資ハま 引々 ルル コト ヲ巧ス 

ホ* 巧ブ與 へ々 ル 巧を ニ ハッノを* a ち 車力 まか 巧 具 手 巧 二 亞おス ペシ 

へ *巧 々ま 給 巧 巧 巧 二め テ" タト ヒを巧 巧 巧 二 組を 费ノ ま拂 ハレ •せ理 手 « 巧 ノそ拂 ハレ V ル 巧な 卜雖 * ぶ 
た 巧聞ブ なち シちク ハ ま 給を 巧 ヲ增巧 スル コト ヲホ サズ 
卜巧 一巧 巧 二が ケルみ g #* をノ 巧な ハと プホ サズ •コノ 巧を ニ ハを をを 巧ノ # 巧 金/ ミ 之プ 巧な ス 
51 十 |_|條 巧ち おク C そ 杰ノ巧 合-一が ケル* 巧 ィ 十二 巧 丹を クハ 五十一: 遇 促な 上ノ 組を 資ブ 納入 セルみ a 
貞ハ 疾病 义ビ 自己 ノ巧 失-ー ョ ラデル そ 巧ノ 巧を •巧 人み S な 二が テ ハ 巧ち み 巧 巧 g 巧 二 3 リ 生か 曲* ノ 
場合 ハ#! ■金ヲ ホた* ラル 

n ホ ホ# 宙ハ y ノ巧ホ ホ ゲお印 幸 ヲ巧持 スル# 合 こが テノ ミホ 可 セラ ル 火 コト ブ巧 
ハ 巧 病 救 産 ハ 度 a 貝 ダ！！ 柔ブ巧 スル 場を 二が テノ ミコ レ ヲ巧求 スル コト ヲ巧 

二 ♦巧 金/ま お ハ そ 柔ノ巧 八日 目 3 リ巧ナ そま 巧 二 巧 3 リ始ル •七日 ノ 待な ハ鱼 な々 ノ 十二 巧 巧 おク ハた r 
二 遇 間 納入 セラ レ クル 巧ノ 巧を クハ通 3 V 枯始 スル モノ トス 

»二 千 BiK お H 巧阳ィ ftg みま 給ノ ちな 巧阳ホ ノかシ 

な々— 結. <〇： 數 H a « 足 巧 扇 巧 隹 重 Ha * SS 

1 llwa は 上 五 二 a は 上 - PIK 田 た 二 >8: は 上 II ニニ S は 上 I IIS 巧 
二 田！！ 巧は 上 Iona は 上 八遷向 八！； liA な 上 一ニ ホ naa 上 ニニ am 



ゴ ーち wa は 上 一 五六 a は 上 九 巧 巧 九 六 巧 月は 上 曰 一た S な 上， 一田 w 田 
囚ル巧 H は 上 110 八 a 化 上 10 巧 巧 10ル«=:は上 间六八 a 化 上 一 五 a 巧 
ホ 0 巧 月 《 上 二 六 03 は 上 一】 巧 向 一二 〇值 H は 上 ぶ Iloa は 上 三 历 

口右ノ # 謹を 支給たち 巧 巧 ハ ー お 巧 巧閒巧 二が テ ノミお 可 セラ ル： トヲ巧 i お 宙巧閒 ハ ニ w 年 トシを 巧 
ノ *宙 ヲ巧ケ クル 日 ヨリ 始リ •該 巧閒 二が テ ハ 技巧 日 ハ. 化 巧 セラ ル •をな 巧 閒ノお 巧を 二が テ ハた 巧 巧閒ノ 
お了シ ，をを ノわ 宙巧閒 ヨリを 巧 十： 窝 月ち クハ 五十二 遇ノ なを々 ノぞ給 アリ タル 巧-ー ホ ザ レバ 巧ビわ 巧を 
ノ また ヲ巧 クル コト ヲ巧ズ 

さ I 十 5 # 巧を 可ノ タメ ノ巧巧 故 巧を ノ 巧が ヲ巧 ホス ル 巧 合 巧 ホ お ハを 巧 ♦トシ テ ホ 塞 Aa 二 巧シテ ハを 
巧 巧ち クハ なを ノ話巧 •巧 巧 救護 •持 人 加 班 貝# 宙 二を シテハ 巧な ノ巧巧 •他/巧を 二" 巧者 ノ巧巧 
ヲ 《フル コト ヲ巧ス 

第 II 十 ホ 條ィ生 ホ 不巧ノ 巧を 二め ケル# 在を ハ# 巧ヲを クル 巧が 十二 巧 月 おクハ 五十二 巧ノ 組合 «ノ やおが 
ヲ元 トシ テ么ヲ 決を K . コノ 平ち 巧 二た モ 巧の セル 化合々 ブお » を トシ テ 巧が ス 
口 救 巧金ノ 日な ハ 巧； ISSaK 口資巧 入を なノ通 組合 巧ト ナス •巧シ 十五 等 gw 上ノ 々巧 ヲ な 巧 スル コト ヲ巧ズ 
八 1« 做 プブ巧 送 リニ 巧せ* ラル ル 技 宙をノ 支揉ノ 巧を ニ ハ 巧 巧 等 R ノ 組合 巧 •ち クハか 坦具ノ ホ 望-； リ 
3 リ な上ノ 等な ノ鱼合 巧ノ差 引々 ルル コト ヲ巧 K 
さ 7 セ條 ft 巧を ま 給ノ拍 皮な 下ノ巧 合 二 於 テ ハ 技 宙をハ 么ヲま 給セズ 

一 r ィヴ 巧 働 2>||岛=» スル ホ か 書 さ III 


» « 111 ニニ 

イ加巧 貝 ダ 巧む みま 報 が ヲ 引な キ まみ ハル ル 巧 合 •示み をち ク ハツノ 化ノ » なをを ノか ♦モ JiMi 力 至な HA 
乂卜お 巧ス 

口 救 巧を ま 給が ネノ 底れ 意二但 y ノ ホ巧ヲ 申吿シ 々ル 巧を 

ハ 正常 ナル 手 g キニ 3 ル 申 吿ヲナ サズ シテか S 貝 ノ困巧 ヲ離レ クル 巧を 

二 生柔 不能 ノ タメ ド イブを 律- 1 3 ブ テが 柔具ノ お 疾ちク ハが 夫 巧を ヲ » 用* ラレ • をク "か# を プま給 
古 ラレ •若ク ハな 前 ノ巧巧 ま ヨリ 化 巧 金ヲま 給* ラレ •加盟 具 ノ月化 一〇〇 ライヒ K . マルク ヲ巧 a スル 巧 合 

ホ 生 お 不巧 二ち ラ ズシテ 化 巧 金 ヲウケ 、ツノ を 巧を がノ巧 A 化 入ノ五 〇ダヲ 巧る シ月 か】 00 ライヒ K . マ 
ル クヲ巧 巧 スル 巧を - 

へが 賓 . R 爭をク ハ黨换 遂行*! なお 堇 タニ 3 リツ ノ化 乂ノ ーニ々 ノ ニな 上ブ巧 S セラ レ 組を A ノ巧收 100 
ライ t ス •マルク ヲ巧巧 スル 巧を 

51 十八 條な巧 及 ビち年 救 « イ 巧ち 巧せ •巧 巧ち ク ハを 年-ー ヨリ 生 ホ不！ ち レ ル 組合 貝 5 シチ ハ繼 
巧め-一 救 g をヲ 支給 ス 

:口 ' g 巧# 度を ノま給 ハ两を お宙 開始 ノ 月-ー ホダ プ コト ヲ巧ズ 、巧な 救 巧 二 お スル# S ホダ 手 巧 巧み* ノ巧 示蜗 
日 巧 四 巧 牌な 巧-一巧を セラ レ タル 巧 合 二が テノミ S 巧 巧ヲ限 リ进义 め 二設 可ヲ與 フル コト ヲ巧 •化ノ 巧 合-一 
め テ ハ ホ 拂ハ巧 ホ 日 ノ巧日 3 y おマ片 モノ トス 

パ ち 年及ビ «巧# 巧 金ノま 巧ヲを クルを ハ ソノ 組合 女ヲ 化合 度 か 入 おな-一巧 プテ 納入 スみ コト ヲ巧ス 



第 II 十 允 條 #宙 ホ可ノ タメ ノ證 巧-か 巧を ヲ受 ヶント スル ユハ巧 給 生 巧 お •お 病を クハ « 巧 巧な 力ま 巧者 黨な 
遂巧犧 な ホ 年を ニ ヨリ ッノを 巧々 ノーニ 分ノニ W 上を せ アル コトを クハド ィプ 巧 働 リ巧 々4 •ラレ タル R を 
ノ が » 巧 巧 » ヲ巧ス 

藥||| 十條ホ 法金ノ を巧ィ おおわ a を ノを巧 ハ 《入 シ タル 坦合 巧ノ巧 & 卜 をを ノ 六十 巧 月ち クこ 一六 0 巧 脚 
ユ巧入 シク ル 化を々 ノや 巧が ニヨプ テコ レヲ 決を ス •な 平ち が 二を モ 巧な セルず をノ 化々 巧 ヲホ宙 なま 給ノ 

塞 i 

口' ホ 巧を ノ巧 巧ぶ ノかシ 

組合 9 納 人 月 a 巧 巧 巧な 巧 納入 W a 

1110 五一 10 なを# 月な/一一 桓 ゴー 00 ニニ 00 
一八 0 セ S 田を so -妄〇 
二 田 0 10 HU 五を 田 二 0 一八 二〇 

ホ 巧を ノ巧巧 ハ 化合 巧 納入 わ等拓 な 上-!- あ宰 下ノ邮 二が： アコ レヲ ホを ス 

. ハ 化かな 巧 教巧ノ 巧 用 セラ レ ザル 轻を なお 宙二巧 巧 セル か 巧 具 ハ ネホ巧 規をノ 寅 巧 巧 待 期 (十 巧 年) ヲ をおス 

ル n トナ クシ テ 本 致 護が をノ巧 用ヲま クル n ト ヲ巧ズ •巧シ を 組合 貝ニシ テな 二 一九二 丸 年】 巧 1 nu 前 二 

を時 ノ ^&^組合 二 巧巧シ なをなな シ テ* ソ ノ 化合貝 タ ル 本分ヲ 遂巧 シ 巧リ シ ト 設 メ ラ ル ル 巧を ニ ハ • 特巧ヲ 

五 巧 年 トス •待 期を 巧を ハ該 組合ち ハ ジノ 化合 巧 ノ§ め 納入 二 巧 度 シテ本 ホ 産を ノ 適用 ヲ巧 クル コト プ巧 

HI 军 .5 # 巧を ま 給 ノ扣限 蛮ち ダ 巧を 地 ホ ニが ヶル g 柔巧 〔ノーの S ミノ 五 CD ジ ヲ巧ミ ル 月れ ブ 

I P ィブ ♦■戰 ggllnslEK み ホ ゴニ ニニ 



R 0 ち 二 田 

お シブ ゾ 々巧 1 00 ライ ヒス •マルク U 上 二 及 プ巧合 二？ が お# » ノ迸 用プ巧 クル コト プ巧ズ 
藥 I 二十 II 條巧 巧技 巧 イド イブ 巧の 巧な C 特刖 ナル# 巧 アル ブ惡ィ 巧 ルな 巧/巧を-ー ハ か盟夕 一巧； テ わ* 
々ヲま 給 スル コト ヲ巧 

口 右ノ 技巧を ヲ巧ホ セント スル 著； を該ド イブ 巧 働 巧な 市町 材 まがを ノ 意見 ヲ附シ テ ベルリンド イプ $^巧 
ち 自巧巧 J 二 申 巧 スル コト ブ巧 K •「自 巧 巧」 二が テブノ 語る 二せ 辛を たノ ホを ブ ナス 
さ-一十 |ユ條 # 烟救宙 持 人 加 西ち ノ お婚シ テツ ノ巧プ お ス巧合 ニ ハ ー同 ヲ限リ 組合 巧 《入 十二 巧 巧 若 こ 五十 
二 巧 站二五 ライ ヒス •マルク ノ 巧が 抑 助を ブま給 K •巧シ ー〇〇 ライ ヒス. マルク ヲ な 巧 スル コト ヲ巧ズ 
寒 一-一十 ■ 條弔 W 圣イ ±1 巧 月ち クハ 五十二 巧 W 上 ノな合 巧 ヲ巧人 シク ル 加盟な 二 巧 シテハ ソノ 巧 亡-一巧 
シ •巧 亡を 斯»ヲ 巧 ボシ タル お 合 ニ ハ ド イブ 巧 £ 巧なバ なか 迈おノ 正ず 二 •正を ノ巧二 巧 じ シ タル々 •巧 巧 
シ タル お ハ 子 ホち ク ハが 巧 巧 用 ヲ自ラ まが シ タル モノ ニ 巧 お金 ヲ まも スル コト ヲ巧 
ロ ド イブ 巧の 巧 か-一 加盟 シ タルた •巧 二 お 十巧ヲ 超巧シ タル モノ ハ ー 云 ハ 巧 月おク ハ】 五 ムハ巧 閒ノ 化合々 jg 入 
巧ニホザレバ弔一^ヲ巧ホス ル巧巧ヲ認メラルルコトナシ 
ハ ¥ 四が イ及ビ ロニ ヨラ ザル 巧 巧 トシ テゾ弔 おを ノ 化な" コレ ヲ巧ズ 
さ-一十 五條 正 おは 二 學お巧 ニア ルで ホ ニ お スル 弔 招を 加 巧な ノ冗 おノ巧 t 二巧シ •加 巧な ガ ソノ 巧 亡 二 至 ル 
マ デ 共 向を 巧 ヲをミ タル 巧 合 ニ ハ 弔が をヲ ま給ス 、又滿 ホを ヨリ 十八を 二 至 ル 學お巧 ニア ルす た/巧 じシ ♦ 

巧 合*! モ弔 1 ヲ ま給ス •巧シ U 上ノニ ブノ巧 合 二が テ ハ ソノを 困 ノ 巧を ヲ ちな スル コト ヲ巧 K 


藥|_|十ホ條 弔おをノをが ィ 弔2|5<^ノを巧ハ加盟具ノか巧巧閒ニヨル 

加盟な 閒 弔 巧を 加盟 巧拙 巧 
一巧 年 110 ライ ヒス .イルク 巧 巧 年 § 

一一 巧 年 阳〇 お 約 年及ビ 星 100 
S 巧 年 六 0 

口 み 巧 ノ巧合 ユ巧シ テ ハ 唯一 囘ヲ 限リ巧 贈を ヲ まむ スル コト ヲ巧 •ー ノ巧二 巧シニ プノ 其 ル 巧®^ ノ をが ノ 
巧 合 セル 巧を-ー ハ ヨリな キ をが ノミ まを セラ レ. を プ まを おノ巧 巧ノ 巧を ニ ハ 巧 お ノ巧お ニコレ ヲ ま給ス 
藥 I 二十 セ條 巧が ノ 巧牲イ 自か烫 を おクハ 不可 抗 の 大巧 巧 ニ ヨリ 巧 一巧の 巧 二が テ 同時 二 多クノ W 巧 ノ巧シ 
おクハ 同が ノ紀 果ヲ巧 リク ル 巧な ニ ハ 巧 子 加盟 具ノホ お 二が シ 「巧 か 巧な」 ぶを 3 リお 巧を ヲそ給 スル コト ヲ巧 
P 不可れ 的 大夕ま ち クハ自 巧 巧を ニヨラ ザル 他ノ 大海 かを 生 ノ巧合 ニ ハ ド ィブ 巧 A 巧な お 巧 ホ お クハ巧 巧 ホ 
3 リ巧命 セラ レ タル 街 聞 二が テ ホ 巧 ノお津 二 M シ •をを ノ ホを ヲ ナス 
ハ 巧た ト ハな 加盟み ノ巧二 至 ルザ デ 巧 二 巧ち 生 巧 ヲ营、 t ホ レ ル 正 ま 拉二滿 十八な W 下ノ 子女 ブ巧ス 
二 な软 巧を ノ まを ノ】 罔 ニム ム ル々 をク "供な め ニナ 人カ ニせ テ ハ •トイ プ巧仿 巧な コレ ヲ ホを ス 
ホ わ 巧を ノ をが 垃二§ 巧閒 ハみ 巧 合 二が テコ レヲ ホを ス 
一九 S 网年 八き 一十 お 曰 

ナナス 玫 おが 部 お 兼 ド イブ 巧® 1958 巧 巧を 口 •ベルト •ヲイ 
一 P ィブ 《HIMfll ■岛 _| 對 スル サか書 一二三 五 


，♦っ - > 祿 


ミミ ハ 


一-ド イブ 國夕働 奉仕 二朗 スルを 律 


(Re ド hsarbei 客 le.lstgesetz) 


巧が ハ左ノ 法が ヲ 制を シ •巧 二 么ヲを 巧 セ シム 


ド イブ 巧 巧のを 仕-一 脚 スルを な 


一を 一 五 年 六 さす 六日 


章 ド イブ 民 巧 « 束 仕 


藥 ■た ー ド イブ 岗巧か 奉仕 (窒 ch 客 beitsdie 是ハド イブ 賣ノあ > め 巧 巧 (Ehrendien ろ トス 
) ( 

二 凡テノ ドイツ 靑年 巧た 闻巧ハ ド イプ 田 巧 働 お 仕 二を 加 スル 発み ヲ巧ス 

ゴドイ ブ两 々'が お 化 ハ ド イブ 田 靑年プ シテ因 巧れ 會ホま ノ巧神 二基キ H 巧 協闷® ノタイ 苗 二 « 寅 ナル 巧 A 巧 
ノクイ 巧 二を 巧ノ 分-一な ジ 手工 巧 働 (田 弓 darbe さ 二 巧 スル# 巧ノ タメ 訓練 ヲをク ベ ♦モノ トス 
四 ド イブ 內巧 « 奉仕 ハを さ 巧 か ノ遂巧 ニノ ミ之ヲ 化を ス 
藥 II 條？ ド イブ 》々働 奉仕 ハ 两內巧 大臣 么ヲザ タス •を W 々かお 巧を (す 置 さ hrw】 ； 两 巧な 大臣 


- IB シド イブ w 巧 働 奉 化 二 w スル かを 巧 制 ホ ヲ巧 巧ス 

C を W 巧 か 指 巧を" 巧の 奉仕 二閒 スルを W お 巧を 卜： なを トス •を 两巧« 巧 巧を ハ 組 巧 ヲをイ •巧 働记 面プ規 
がシ •化を 及ビ がな ヲ巧巧 K 

第 11* 巧 年 巧 子 ノタ巧 奉 化 義 巧 

•Is 一 な 巧及ビ w な理 大臣 (客 r s 巧 有を Relcf 吕夏 ハな 年 ソノ 召 巧 スぺ牛 奉 化義奪 ノ數ブ 巧 イ. 
且 プツノ 奉仕 ノ 巧間ヲ ホを K 

仁 お仕義 み？ 年 A 十八 歲二ま シク ル トキ ブ な テおリ •二十 五 歲二達 シタルト ♦ブな テた 了ス 

仕 まがを ハ 巧 則 トシ テ年齡 十九 歲二達 スル g 年-一が テ么ヲ な巧ス •.ド イプ！！ 夕働 奉仕 ノ 巧を 的參か 
ハ ホ 设ノ年 お-一達 セダ ル モノ タルコ トヲ がザズ 

四 巧のを 仕を 巧を 及ピ自 巧 的 1 奉仕を (Arbeltsdienstfre 一え 呈 ge ) ゲ S 十日 U 上ノ 期間 自由刑 ( Freiheasstra - 
fe るヲ受 クル モノ ナル トキ ハ 巧 十六 巧-ー ヨリ ド イブ 奉仕 ヲ巧巧 セラ レ ザルは ヴ 刑ノ 巧閒滿 了を お 仕 プ巧フ 
ベ ♦そノ .トス 

雖 H 條巧衡 奉仕を 務をハ ド イブ 巧 睾仕困 巧 ホ 事 巧 巧 (田 ミな 巧 ue) 么ブ & 集ス 
寒 里 條 1 左ノ モノ ハ ド イプ 巧！！ 奉仕-一 參か スル コト ヲ巧ズ 
イ * 治 S (Nuchthaus) 三 かを セラ レ クル モノ 

二 r イヴ 困努麵 車な 二 ■ス，^ 法 ホ 3 ニモ 


m 餘 ミ I 八 
口 な巧的<>^#樓ヲ巧セザル*ノ 

ハ 巧 法々 ホ 巧 四十 二な a 二 3 ル 巧を (坦巳 ミ ung ) 义ピ巧 治 ( Be を ig ) ノ處 み-一服* ル モノ 
二 拍巧ノ 巧々 二 3 ブテド イブ 巧 民な 含 ホ ま々 《者 ホ (Natio 旨 一ち ziaUstische De ち sche Arbei 巧 ミを) ■ 

リ がち セラ レ クル モノ 

ホ 两巧 化め 巧 島 (stgtsfei 己一 iche Eetatigui お) 二ぶ キ 巧が ニ ヨリ 巧-一な セラ レ ♦ル モノ 
二 巧 巧み 大臣 ハ 前 巧 ハ 及 ビホニ 巧 スル 例外 ヲ認ム ル コト ヲ巧 

G 奉仕を W を ゲを巧 巧 巧 資格 ヲが ホセ ラレ タルト ♦ハ ソノを 春 巧 二 付キを メラ レ々 ル 巧閒ノ g あ セルを 
ニア ラ ザ レバ 巧が ヲ巧 クル コト ヲ巧ズ 

幕 ホ 條 1 ド イプ 田 巧の 奉仕 二 完を二 巧 セ ザル モノ ハ ド イブ K 々働 奉仕-一巧 巧 セラ ルル コト ナシ 

一ー ホ 田-一ち を シちク ハ 長期 閒ル阳 二 巧 巧 セント スル モノ ハ ーー 年 ヲ化リ •且ブ 巧 ルノ巧 合 二め テ ハ ソノ ホ W お 
巧 巧 閒ヲ巧 リ巧働 おれ 堯巧ノ ほ行ヲ 免除 ス 

ま 條 ーア— リアン 民族 二 巧 セダ ル モノ、 を クハア J アン 巧ち 二 苗 セ ザル モ ノト 巧が セル モノ ハ么プ ドイ 
ブ两巧 働を 化 二 從巧セ シム 井 コト ヲ巧ズ .ア I リアンち 族 ニア ラ ザル モノ トハ ー义三 ニニ 年 八月 化 日 化 ド イブ 
巧 巧 法 (を ドす Ijcam ぎ gese ろ 巧 一が a 巧 二 巧-ー ヨ 井田 巧 巧* K 臣ノお 示 ニ ヨリ 之ヲ ホを ス 

ニ ア I リアン 巧 お U か-一場 スル モノ ニ シテ田 巧 法 ( wehrgesetz ) 巧 十五た 巧 二 巧-ー ヨリ 巧 人々 ル コト ブ巧ル 
モノ トホ ホセ ラレ クル モノ ハ 么ヲド イプ々 めが 化 二 參加セ シムル コト ヲ巧 •巧 シド イプ W € y 6 巧 仕 W 二が ケ来 



トーな を cvctgesctzte) タル n ト ヲ巧ズ 、 

寒 八條 々お ホ 住ま 巧者 ハ ド イブ 巧 巧の お化ノ 《巧 二が シニ年 U 巧汝化 巧な ヲ巧 クル コト ヲ巧巧 シム ムヲ巧 ザ 
ル 巧 荣上ノ ホ も アル トキ ハ 五 年 U 巧 巧な ヲま クル コト ヲ巧 

雄 III 章 ホ 子を 年ゾ 巧！ i お 仕 巧 巧 
雖乂 ♦女子 帝年ノ f を 仕 巧な 二 助 スル 規巧ハ 之ヲ特 が ノ 法規-一巧® ス 

露 曰 章 ド イプ 两夕 おお 仕 曲 巧 巧 巧 ノ巧巧 及 ビま巧 

雖十條 1 左ノ モノ バド イブ 两巧 働睾仕 M ノ巧 g ホ タル モノ トス 

イ が 度且 (ぎ mmper さ nal) 

口 召巧ヲをケクみ巧のホ仕ま3|;を 
ハ 巧 息 巧 か 奉仕を 

仁を 仕 曲 巧が ノ 特定 事巧遂 巧ノ タメ 巧！！ 巧め 二 3 リ人ヲ 巧 « スル n トヲ巧 
ま ■值 一巧が 貝 ハ計賓 巧 巧を；！ anmi 喜 r Fuhrcr) 义ピ巧 巧. 王 仔 ホ (Am— 夏 垃ニ ソノ お 補 ま Aiiw- 
げす) ヲな テ么ヲ 巧は ス ，計 蚕 お 巧を 义ビ 巧みち 巧を ハ ド イブ 奉れ ■二 ♦巧 ソノ tt 巧 ヲ巧フ モノ トス 
二 巧 巧を 候補 お (骂 hreranw 玲 ろ ハ ソノ 怖 任-一先 ダナみ おれ 蓮 巧 巧 ホ ( piaia を 召 Tr 一る 量 一一 rcr) 二 巧シ書 

二 r イヴ w々n# 化-- ■スル 法け 一二 ご 九 


附 ♦ ミニ 〇 

面ヲな テ少ク トモ 十 年間 ま シ * 巧 巧ノ 菜が ヲをフ 旨 ヲ届ケ 巧 デ •且 プア I リアン 巧 族クホ n トノ巧 巧 ♦ヲ巧 
巧 スべシ .巧 巧を 候補を ハ 巧 お 二が ケル 現が 堯巧ヲ が 了 セル モノ ナル コト ブ巧ス 
一二 計 « 指導を 义ピ 巧な ホな ホ ハーを ノ年お 二 達 スル トキ ハ ソノ 巧な ヲ进ク モノ トス 

四 化ノを 廳 ノを 巧-ー シテド イブ 巧 働 奉仕 曲 二 « 任 セ シモノ ハツノ 巧 任 ノト キマデ 巧 セルが 巧 樓め巧 ホ 權ヲ化 
ち K 

g 巧が 及 ピ两總 理乂芭 ハ 巧 かお 巧者 中 3 リ ドイツ 两巧働 奉仕 M 巧 g 具ブ 任命 シをク ハ之ヲ お免ス •ツ ノ化ノ 
がが 巧 巧み ハ ド イプ タ働巧 巧者 ノ提进 二を キ两巧 巧 大臣 之ヲ 巧を ス •巧內 み 大臣 ハ ソノ 樓股ヲ ド イプ 巧の 巧 巧 
童 ま 任 スル コト ヲ巧 

藥 +11 條 一が 餐お 巧 ザ 及 ビ事巧 まなを ハ 左ノ爱 ロニが テ 何時 ニ テ モ么ヲ 奉仕 S 巧 ヨリ お 免 スル コト ブ巧 
イ あを ナル 事 ホ ノ巧シ 本人 ノ 申な アル トキ 

口 度み 遂行 二必巧 ナル 巧 g 力を クハ巧 神 カ ヲ巧セ ザル ニ ま リ且ブ ホ 化函 g 具ノ を斯二 3 リ ソノ 年が 閒巧二 
ツノ巧 巧 巧 カノ 囘巧ノ 見込 ナキ トキ 

ハ 上な 巧 巧を ノ認を ニ ヨリ篇 巧 遂行 二必巧 ナル 能カ ヲ巧セ ザル ニ 至 レ ル モノ ト設 メラ レ クル トキ 
二 巧 五な を クハ巧 セ か 二 3 リを 二を リ巧巧 奉 化 《 巧 巧 ユ拍シ 苗を ノ巧由 アル モ ノトみ を セラ レ タルト ♦ハ 之 
ヲ 巧を K べキ モノ トス 

ミ 巧 一巧 イ及ビ ロノ 巧を 二が テ ハ 巧 免 セラ レ タル モノ ダ 五が W 上 巧 » セルが が々 巧 馬 者 ナル トキ ハ 三一 巧 巧 • 


プノ 化 ノ# 巧ち ナル トキ ハ ー巧 巧ノな 吿ヲな テツ ノ旨ブ な ラシ ムぺキ モノ トス •ツ ノ化ノ モノ ナル トキ ハツノ 
巧を 二が キ巧吿 期 脚ヲ巧 フル コト ヲ巧 セズ 

第 十 Is ド イブ 两 巧の 奉仕 s ノ 巧！ e ハ 加入 (夏—) ノ日 •を こ 巧 集ノ日 (召集令 日 巧を 巧ぎ 量爱 J 

解任 ノ日ノ お 了 マ デ トス 

雖 十 B 條ド イブ 两巧 かお 仕 曲へ ノ巧 B ハ 法 (Arbeitsrecl ろを ク ハ# 巧 施 巧 命々 (F 再 srgepnlcht ミ S 己 S 三 g) 
¥ 一 なノ ちを 二が ケル 巧な S がを ク ハな な ヲをゼ ザル モノ トス 
藥 十 五條 ド イブ 两§^ 奉仕 函巧 g お" ド イブ 两巧 働を 化-一 閒 スル 麻み 巧 巧 か 令 (コぞ き strafordnung さ r を 
Helchsarbsitsd ド .る) ノ巧用 ヲ受夕 

»+ ホ 條"？ 巧の 奉仕 義 なお あ ビ巧沒 め 巧 働を 化を ハ 左 ノ巧合 二が テ ソノ 睾仕 巧閒滿 了が 二么ヲ 解任 スル コト 
プ巧 

イ巧集 ヲをケ クルを 巧 八條ニ ヨリな 巧 おみ ノホ由 ヲをジ 本人 ノ申巧 アル トキ 
口 奉仕 ノ 巧な 二が キか巧 ナル 肉 g 力ち クハ巧 神 カ ヲちセ ザル ニ 至 レ ル トキ 
n 第五 かち ク ハが セが 二 3 リを二 至リド イブ 两 々か 奉仕 曲へ ノ巧場 二度 巧ノ まも アル モ ノト ホを セラ レ クル 
トキ ハ々 衡奉 化ぶな 著み ビ自巧 的 巧の 奉仕を ハツノ 奉仕 巧 閒较了 U 前卜隐 モ么プ » 任 スべキ モノ トス 
藥 十セ條 ド イブ 田 民な 會ホを 夕働ザ 巧— ナナス 黨ご ■スル ド イブ 晒々 備ホ化 ■巧 < を ハ 黨をク ハ プノ ま 
巧 ( Gliedenng ) ノ事 巧み 化 スル 3 トヲ巧 セズ 

11 F イヴ 國夕！ ■ホな H 画* ル 法律 一二 ま I 


R 餘 置 三 

ニ ド イブ E 露 奉 化由ノ 巧ち お ハな テ ノ « 巧ノ おれ (イ〇を一看受 ノ 担を 貝ノ をな ノ巧 巧ち ク； 化合 A ノ « 
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巧 巧れ みま 義 巧の 秦へノ 加入 二が テ ハを 可 ヲ巧セ ザル モノ トス 
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